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　日本海上空を一機のプライベートジェットが飛んでいる。

　沈む夕ゆう陽ひを背景に飛行機雲をたなびかせ、晴天の航路をほぼ一直線に、機体は日本のとある地方空港を目指していた。

　乗員はちょうど十人しかいない。

　操そう縦じゆう士しと副操縦士。

　要人が二人と、それぞれの世話役を兼ねた秘書が二人。

　そしてそれなりの戦せん闘とう力りよくを持つ護ご衛えいが四人──

　護衛の数こそ少ないが、そもそも要人の二人がキャラバンでも屈指の異能者である。

　沈ちん黙もくの山やま之の内うち。

　災さい厄やくのカーマイン。

　かたや背丈の低い小太りの老僧、かたや仕立ての良いスーツに身を包んだ西洋人の青年だが、カーマインの側は若く見えるというだけで、実際にはどちらもほぼ同世代の老人だった。

　極東最大派閥の長たる山之内謙けんは、〝魔ま窟くつの笛吹き・スフ〟の異能により、その口から山をも吹き飛ばす高威力の衝しよう撃げき波はを発生させる。

　ただしその代だい償しようとして、彼は喋しやべることができない。言葉を発すればそれが衝撃波となり、付近に破は壊かいをもたらしてしまう。

　一方のカーマインは、〝紅あかく紅い巨人ウォーザイ〟という神群の異能を得ていた。

　個人差はあるものの、彼の一族は概おおむね百歳前後まで二十代の容姿を保ち、その後の十年ほどで急速に老いていく。

　加えてカーマインは、自分を中心とした一定の範はん囲いで溶岩の動きを操あやつり、地震を誘発させるという天変地異にも近い能力を得ていた。

　双方ともにその力は常じよう軌きを逸いつしている。もはや核兵器のように、存在するだけで派閥間抗争の抑止力となる人材だった。

　要人二人とそれぞれの秘書は、いずれも機内のソファに悠々とくつろいでいる。

　カーマインなりの貴族趣味で調えられた内装は、アンティークの家具類といい上品な風景画といい、もはや機内というより洋館の風情だったが、窓や壁かべの形状が辛かろうじて航空機の名残なごりを残していた。

　そんな洋風の空間で、僧形の山之内が抱えたタブレット端たん末まつにスタイラスペンでさらさらと文字を書き綴つづる。

　隣となりに座ったカーマインは、丸まる眼鏡めがねの奥の思し慮りよ深い眼めでそれを覗のぞき込んだ。

〝宿やど主ぬしのリストに更新有り。月つき代しろ玲音れいんと香か恋れんなる兄きよう妹だいは、異能進化促進剤の研究者、月代夫妻の遺い児じとのこと〟

　タブレットの液晶画面にはそんな言葉が綴られていた。

　カーマインは嘆たん息そくで応じる。

　その研究者に対してはあまりいい記憶がない。

　山やま之の内うち派に属する製薬会社、真ま名な井い製薬の研究員だった彼らは、迷めい宮きゆう神しん群ぐんと異能者に関かかわる特殊な薬を研究していた。

　通常、神群の影えい響きようは血統によってつながるため、その神群から遠く離れ、世代を経て血が薄うすまるにつれ、能力の発現率も落ちていく。

　月つき代しろ夫妻が研究していた異能進化促進剤は、異能者の妊婦に投与することにより、生まれてくる子供が異能に目覚めやすくなるという人体改造すれすれの薬品だった。

　研究は一定の成果を上げたものの、山之内派内部では本格的な人体実験が認可されず、月代夫妻はこの成果をカーマイン派の幹部へ売り渡し、自分達も渡欧しようとした。

　ただし、派閥の長たるカーマインはこの話を了承していない。カーマインの後あと釜がまを狙ねらう若き幹部の一人が、自派閥の戦力強化のために、秘密裏にこの話を進めようとしていた。

　そして月代夫妻は、その流れを〝カーマイン派の後押し〟と勘かん違ちがいし──自分達の移い籍せきを見逃すようにと山之内派の幹部を脅おどし、結果として見せしめの意味も込めて、有う楽らく原ばら紀き元げんの指示により粛しゆく清せいされた。

　世間知らずの研究者だった彼らは、キャラバンの暗部を軽視しすぎていた。

　遺い児じは山之内の温情によって見逃されたが、その彼らが今回、騒そう動どうに巻き込まれたらしい。

「──ならば、その兄きよう妹だいの動機は親の敵かたき討うちですか？」

〝否いな。兄妹は、両親の死を交通事故と信じている模様。妹は女王の石の影響により皇帝の配下にいるが、兄は文ふみ槻つき派の令れい嬢じようと懇こん意いにしており、メリアのお気に入りとか──〟

　カーマインは眼めを伏せた。

「…………それはそれで恐ろしい話ですね。彼に何かあれば、腐食のメリアを怒らせることになると──」

　結婚し娘が生まれてからの彼女は、まるで別人のように穏おだやかになったと聞いているが、カーマインの記憶にある若き日のメリアは恐怖の対象だった。

　世界を憎ぞう悪おし、周囲を呪のろい、敵対者には容赦がなく、味方を信頼してもいなかった。

　そんな彼女を口く説どき落とした文槻派の次男坊のことは、カーマイン派の一部において妙な語り草にまでなっている。

　あらゆるものを広こう範はん囲いにわたって腐食させるメリアの能力は、多人数への殺傷力としてはカーマインや山之内以上だが、力の代だい償しようとしてその四し肢しがほぼ麻ま痺ひしており、一人ではまともに生きることすらできない。

　誰よりも強い存在でありながら、同時に酷ひどく儚はかなく弱い──彼女はそんな矛む盾じゆんした存在だった。

　記憶を辿たどるカーマインに向け、秘書の娘がそっと紅茶を差し出した。

「カーマイン卿きよう。どうぞ」

「ああ、ありがとう」

　上司に紅茶のカップを渡した後、黒いドレスの秘書は、その向かいで一いつ升しよう瓶びんの日本酒をそのままぐびりとあおる。

　いつものこと──というよりは必須の行動だけに、それを咎とがめる者はいない。

　彼女、ネイ・プレヴェールは、良質のアルコールを摂取していないと視力を保てないという特異な体質をしている。

　アルコールが必須の栄えい養よう素そとなっているゆえか、異常なまでに酒に強く、酔い潰つぶれるということがまず有り得ない。彼女にとっての酒は、水よりも更に無害な飲み物だった。

「ぷはー！　あぁ、おいしー……あ、法のり章あきも吞のむ？　いっぱいあるよ？」

　ネイは上じよう機き嫌げんで、山やま之の内うちの秘書を務つとめる青年僧に話しかけた。

　青年の僧は穏おだやかな笑みでこの誘いを受け流す。

「吞みません。私は修行中の身です。それより……せめてグラスに注いだらどうですか。一升瓶は、そのまま吞むには不向きな大きさかと思いますが」

　やんわりと釘くぎを刺した彼には「法ほう昌しよう」という僧侶としての名もある。だが、古い付き合いのネイからは本名の桝ます村むら法章のままで呼ばれていた。

　このネイや法章達はかつて、甲こう院いん派という組織で共に人体実験を受けていた。その派閥が壊かい滅めつした後、それぞれ別の庇ひ護ご者しや達に引き取られたものの、今もその交遊が続いている。

　法章は山之内派と関係する寺院で、死んだ仲間達の菩ぼ提だいを弔とむらってきた。

　実験の後こう遺い症しようで体が弱く、体調を安定させる特殊な薬品なしではまともな生活も覚おぼ束つかない。

　そしてネイの側も、視力を保つのにアルコールが必須という事情から、裕福で酒の消費が負担にならないカーマインによって保護された。

　不意に法章の時計から、短いアラーム音が鳴った。

　彼は慣れた手つきで懐ふところから薬袋を取り出し、カプセルを一つ、水と一緒に飲み込む。

　その中身はつい先程の話題にも出た、月つき代しろ夫妻の開発した薬──〝異能進化促進剤〟である。

　この薬には、開発者達にとっても想定外の副次的な効果があった。

　何の異能にも発現しなかった法章の体内では、力の行き場を失った複数の影えい響きよう要素が、まるで免疫が暴走するようにして暴あばれ回り、発熱等の体調不良を引き起こしていた。

　法章が摂取している促進剤は、そんな複数の影響のうち一種のみを強めるように調整されている。

　結果として他の影響要素が弱体化し、彼の体内環かん境きようは劇げき的てきに安定した。

　山之内派では裏切り者扱いの月代夫妻も、桝村法章にとっては命の恩人である。とうの月代夫妻にそのつもりは皆かい無むだっただろうが、彼らの開発した危険な薬は、法章のみならず複数の異能者を救っていた。

　用途によって時に毒は薬にもなる。また使い方を誤れば薬も毒となる。

　月代夫妻の死後、その遺児に支払われた異例な額の見み舞まい金きんには、この成果に対する報酬という意味合いもあったらしい。

　カーマインはつい、思案してしまう。

（今回の皇帝の復活は、キャラバンにとって毒か、薬か──）

　隣となりの山やま之の内うちも、おそらくは似たようなことを考えているはずだった。

　今のキャラバンは決して健全な組織とは言い難がたい。

　カーマインとて、組織に完全な健全性を求めるほど潔けつ癖ぺきではないが、今のままでは彼や山之内の死後、厄やつ介かいな暴走が始まる懸け念ねんもある。

　皇帝という強力な〝敵〟の存在によって組織が引き締しまるか、あるいは瓦が解かいするか、それとも更なる暴走を生むか──場合によっては、新たなリーダーや幹部が生まれるかもしれない。

　東洋には〝塞さい翁おうが馬うま〟という故事成語があるらしい。

　この騒そう動どうが、未来にどう作用するか──カーマインにもまだ予測はついていない。

　飛行機は今、日本へ近づきつつある。

　ただし、その行き先は皇帝のいる水みな門と市方面ではない。異界の気候を呼ぶ皇帝の能力が健在だと確認できた以上、その勢力圏に飛行機で飛び込むのは無む謀ぼうにすぎる。

　カーマイン達は地方の空港に一度降り、そこからは状況を見つつ陸路で水門市を目指す予定だった。

　最終的な目標は、リコルドリクと各種の石を再び〝マリアンヌの宝石箱〟に封じ込めることだが、もしも到着までに〝記録者〟が見つからなかった場合には殲せん滅めつ策も辞さない。

　事態の完全解決には至らずとも、誰か一人に厄介な石を集中させて廃人にしてしまえば、後はその人物の延命処置をするだけで数年単位の時間を稼かせげる。

　皇帝一派の大まかな居場所も、既すでにキャラバンは把握していた。

　幻術師なる石の力により、洋上に隠された豪華客船──周しゆう皓こう月げつの所有するその船が、彼らの拠点となっているらしい。

　移動を繰くり返しているために正確な位置までは絞り切れないが、一応は〝内通者〟もいる。

　山之内の部下でもカーマインの部下でもないが、利害の一致するタイミングさえ来れば、その人物からも連絡が来るはずだった。

　ただし、あるかどうかもわからない連絡をただ無策に待つつもりもない。

　様々な事態を想定し、打てる手を打ち、最善を尽くしてなお──最悪の事態は唐突に訪れる。

　カーマインや山之内を含め、組織に長く携たずさわってきた幹部は皆、そのことを経験則として理解していた。
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　──水平線の彼方かなたに、夕ゆう陽ひが沈もうとしている。

　その境目で海と空は橙だいだいから群ぐん青じようへ濃のう淡たんを変えていき、頭上には満天の星が瞬またたき始めた。

　夕陽の鮮あざやかな赤。

　海面の澄すんだ青と夜空の深い青。

　更には星々の淡い光──

　それらが同居した宝石箱のような世界を、〝皇帝〟の静しず枝えは澄んだ眼まな差ざしで見つめる。

　この地球は、人類にとって居心地のいい〝箱〟だった。

　星の外側に広がる宇宙はまだ遠く、人がどうにか到達できた月面にさえ、居住するには至っていない。

　箱から飛び出すには、今の人類はあまりに脆ぜい弱じやくすぎる。

　たとえ異能者であっても宇宙空間では生きられないし、居住可能な他の星を見つけ、そこへ渡る術すべなども持たない。

　人類はまだ〝箱の中〟から出られない──その点はブロスペクトも同様である。

　かつての皇帝ブロスペクトはキャラバンをはじめとする多くの異能者達に恐れられたが、それでいて彼は自分の弱さをも自覚していた。

　空を飛ぶ能力では梟ふくろうに及ばず、格かく闘とう戦せんでは拳けん闘とう士しに及ばず、移動速度では騎き士しに及ばず、指揮能力では将軍に及ばない。

　弓使いや銃士のように正確な狙そ撃げきはできないし、猟犬や獅し子しのように獣けものじみた素早さもなく、仕立屋や語かたり部べのような特殊な用途に使える力もない。

　そして何より──寿命には勝てない。

　かつてのブロスペクトもまた、全すべての人類と同様に脆弱だった。

　人知を超えた力を操あやつれたとしても、肉体が人間である以上、時間という死神からは逃れられない。

　──今は違う。

　この〝十と和わ田だ静枝〟の体が死を迎えたとしても、皇帝の記憶と能力を宿した〝石〟は別の誰かに宿って生き続ける。

　皇帝は遂ついに、この世界に干渉し続ける〝力〟を手に入れた。

　しかし、今の十和田静枝に高揚感はない。

（私はキャラバンを止めたい。でも……本当に、止められるの……？）

　それは、かつての皇帝ならば決して抱かない類たぐいの問いだった。

　静枝が持つ理性、あるいは弱気の発はつ露ろともいえるが、同時にそれは、彼女自身が構成員として、現在の〝キャラバン〟を知っているがゆえに浮かんだ疑問でもある。

　ブロスペクトの時代には、キャラバンはもっと小規模で、化け物じみた異能者もほとんど存在しなかった。

　しかも相手側には〝翁おきな居い夢ゆめ路じ〟という明確な旗振り役がおり、彼を倒すか捕らえてしまえば組織も瓦が解かいしたはずだった。

　しかし現在の状況は、当時ほど単純ではない。

　今のキャラバンは世界各地に多種多様な異能者を擁ようしている上、組織には明確なトップが存在しない。

　それはつまり、〝潰つぶすべき頭〟が一つではなく、大量に存在するという意味でもある。

　山やま之の内うちやカーマインといった有力な幹部を倒したところで、その後あと釜がまを担になえる候補がそれなりにいる。

　キャラバン創設者、翁居夢路の狡こう猾かつさを、皇帝は今更のように実感した。

　夢路は自身の権力を抑制し、後進達に多くを任まかせることで、組織を蜘く蛛もの巣のように複雑化させた。

　そして、いざという時に組織が一致団結できないという弱点を抱え込む代わりに、数人の幹部が消えても他の幹部達が事態に対応できる柔軟性を優先した。

　組織の指揮系統自体が入り組んでいるため、キャラバンと敵対する者にとってはその全容さえ摑つかみにくく、誰と戦えばいいのかすら容易にはわからない。

　もしもこれが軍隊ならば非効率極きわまりなく、恐れるにも足らないが──存在すら公おおやけにされない地下組織としては、戦いにくいことこの上なかった。

　切れば分裂する不定形生物を相手にするようなものである。全すべてを一いつ斉せいに焼き払えれば簡単だが、生あい憎にくと地表全てを焦土にするつもりは皇帝にもない。

　今のキャラバンと皇帝一派が戦えば、おそらく過去以上の泥沼化が避さけられない。

　それがわかっていても、なお──〝皇帝〟は止まれない。

　彼女は今、海上数メートルの高さにぼんやりと浮いていた。

　眼下でゆったりとうねる波は、宙に浮いた静しず枝えの爪つま先さきに近づいては遠ざかり、夕ゆう陽ひを反射して生き物のように蠢うごめいている。

　海と空に二分された皇帝の視界の隅すみに、きらりと光る小さな点が見えた。

　星と見み紛まがうばかりの遥はるかな上空──

　白い雲の軌跡をまっすぐに描いて、その点は皇帝の頭上へと近づいてくる。

　胸元のポケットに入れた通つう信しん球きゆうから、梟ふくろうの石を持つ鷹たか丸まる宝ほう泉せんの声が響ひびいた。

『皇帝。カーマイン卿きようの飛行機が、今、俺の頭上を通過しました。予定どおりの進路でそちらに向かっています』

「……ええ。見えてきました」

　鷹たか丸まるは〝梟ふくろう〟の機動力を生かし、偵察のために先行していた。皇帝をこの海上まで引いてきたのも彼である。皇帝自身も低空での浮遊能力は持ち合わせているが、速度では梟の石にとても及ばない。

『将軍の情報網はさすがですね。祭さい夏か老ろう派の中では特に怖い人でしたが、味方になるとやたら心強い……あの機体は間違いなくカーマイン卿きようの自家用機です』

　鷹丸の口調にも緊きん張ちようがにじむ。

　中国大陸から日本海を抜けてきたその飛行機には、欧州のキャラバンを率いる〝災さい厄やくのカーマイン〟だけでなく、極東の盟主たる〝沈ちん黙もくの山やま之の内うち〟が同乗していた。

　今回の騒そう動どうが起きた時、この二人の大幹部は、危き篤とくとなった祭夏老を見み舞まうために中国へ渡っていた。

　皇帝復活の急報を受けた山之内が、帰国の予定を早め、カーマインがそれに協力する形で自家用機を飛ばしたことも皓こう月げつの読みどおりである。

　彼らが中国側の空港から機体に乗り込む姿さえも、皓月の密偵が撮さつ影えいしていた。

　そして更に──皇帝一派の中にいる〝内通者〟に対し、皓月は虚きよ偽ぎの情報を流した。




「先日の戦いで力を使った皇帝は、今、疲労のために部屋で休んでいる」──




　キャラバンにはおそらく、この情報が伝わった。

　しかし現実の皇帝は、騒動の直後に水みな門と市を離れ、今はこうして日本海の海上で大幹部の乗った飛行機を待ち受けている。

　この事実を知る者は、将軍たる皓月と、諜ちよう報ほう班に配されたごく一部の宿やど主ぬし達だけだった。

　通つう信しん球きゆうから鷹丸の声が控えめに響ひびく。

『皇帝、いけそうですか？』

「……問題ありません。貴方あなたも頭上に気をつけなさい。そろそろ──始めます」

　皇帝はその細い両腕を夕空に掲げた。

　長く艶つややかな髪が海風にふわりとなびき、その身を覆おおう淡い光が明滅する。

　遥はるかな天空に、真一文字の黒い亀裂が生まれた。

　それは静しず枝えの位置から見ればごく短い亀裂だったが、実際には飛行機の両りよう翼よくを三倍にしたほどの長さがある。

　その〝向こう側〟から──たちまち黒い雷らい雲うんが湧わき出した。

　流れ星のように直線的な雷光が走り、その周囲できらきらと光の粒が輝く。

　粒の正体は車よりも大きな氷塊だったが、それらが飛行機を真正面から襲おそうのに数秒とかからなかった。

　片方の主翼と尾翼が吹き飛び、機体は完全に制御を失う。

　煙を吹き急降下していく機き影えいを、皇帝はうつろな眼まな差ざしで見送った。

　飛行機には〝災さい厄やくのカーマイン〟と〝沈ちん黙もくの山やま之の内うち〟が乗っていた。

　彼らはキャラバンにおける二大派閥の長である。その死によって混乱が拡大することは確実だった。

　その混乱に乗じ、皇帝一派はこれからキャラバンの有力幹部を狙ねらい撃うちしていく。

　キャラバンが組織として崩ほう壊かいすれば、多くの異能者は生きるために皇帝の傘さん下かに降くだる。

　徹てつ底てい抗戦を唱となえる者達がもしいるなら、後は力ずくで蹂じゆう躙りんしていけばいい──そこまで考えて、静しず枝えはふと肩を震わせた。

（……それで……いいの……？）

　かつての皇帝の方針と、現在の静枝の思考との間には、融ゆう合ごうを経ても解消しきれない揺れがあった。

　キャラバンへの復ふく讐しゆうとその是非。

　目的を達成するための手段。

　その行為によって双方と、更には無関係な人々が負う被害。

　戦う必然性、その次にやってくるであろう時代への展望──

　彼女は今、少なからず揺れている。

　これは何も特別な事象ではない。皇帝の石と静枝の意思が、心の内側で争いせめぎあっているわけでもない。

　多少なりとも考える力を持ってさえいれば、誰にでも当たり前に存在する、ごくありふれた心の動き──

　即すなわち、〝ジレンマ〟と呼ばれるものだった。
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　年頃の健全な男子ではありつつ、基本が生き真ま面じ目めかつ小心な月つき代しろ玲音れいんにとって、美少女の添い寝で目覚めるなどという経験はそうそうあるものではない──はずだった。

　どういうわけかここ最近、その常識が崩くずれつつある。

　紅あか街まち中華街からの失しつ踪そう事件を皮切りに、中学の保健室でクレアと一緒に目覚め、帰き還かん後は妹の香か恋れんから数日にわたって添い寝を強要され、ようやく夏休みを前にして日常を取り戻したかと思った矢先──

　つい先日には、素っ裸のクレアに抱きつかれた状態で目覚めるという常じよう軌きを逸いつした事態に見み舞まわれた。

　その甘やかな匂においと柔らかな感触に焦あせりつつ、天罰が落ちるとしたらそろそろだろうとは覚悟していたが──今の彼が置かれている状況は、想定していた天罰とは少し方向性が違っている。

　今、彼の胸元では、妹の香か恋れんがまるで恋人のような顔で眠りこけていた。

　下着代わりのタンクトップ一枚で細い肢し体たいをすり寄せ、わずかに開けた唇から甘い吐と息いきを漏もらす彼女の寝姿には、もはや年下とは思えない色気が漂ただよっている。
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　一方の玲音れいんは、目覚めた直後から妙な汗が止まらない。

　大昔の賢けん人じんによれば、起きている状態の自分とは胡こ蝶ちようが見ている夢らしい。

　迷惑な夢を見ている胡蝶の嗜し好こうに若干どころではない疑問を抱きつつ、月つき代しろ玲音は今しばらく現実逃とう避ひを続けることにした。

（……香恋……兄ちゃんは、どこでお前の育て方を間違えたのかなあ……？）

　思い当たる節はあまりない。

　兄として、幼い頃から香恋を守ってきたことは事実だが、少なくとも兄きよう妹だいの一線を越えるような事柄は今までなかった。最近ではバカ兄貴呼ばわりも増え、いよいよ可か愛わいい妹に反抗期が来たかと寂しく思っていたほどである。

（……もしかしてアレ、ツンデレのツンだったのか……？）

　思い悩んでいると、頭の奥で記録者の嘆たん息そくが聞こえた。

〝……おはよう、玲音。一夜明けて、催眠術師の効果が切れたな〟

（……ハイ……オハヨウゴザイマース……）

　玲音れいんは力なく応じる。目は覚めているものの、起き上がる気力はない。

　つい昨日、〝催眠術師〟に操あやつられて、玲音は香か恋れんと共にフィットネスクラブから撤てつ退たいした。操られてはいたものの、その後の記憶はおぼろげに残っている。

　ボートを経由して豪華客船に乗せられ、皓こう月げつの前で自分が〝記録者〟だと白状し──歓かん迎げいを表明されたその後は、ひたすら妹に甘え倒された。

　狭い船室の小さなベッドに入ってからは耳元で愛の言葉を囁ささやかれ続け、一方的かつ濃のう密みつなスキンシップはあったものの、どうにか無事に朝を迎えている。

〝妹からの愛の告白がそんなに堪こたえたか？　……その、なんというか……気にするな、といっても無理だろうが、とりあえず君のせいではないから……心を強く、な……？〟

　腫はれ物に触るような慰なぐさめの言葉が、逆に心苦しい。

（……記録者さん……中学生の妹に手を出すような腐れ外道に、そんな優しいお言葉は勿もつ体たいないですヨ……）

〝並の人間が、女王によって増幅された催眠術師の力に抗あらがえるわけもない。まぁ、なんだ……キスくらいなら西洋では親愛の挨あい拶さつだ。妹の生理周期に救われたな──〟

（そういうゲスい表現はやめてっ！　不ふ潔けつっ！　変態っ！　記録者さんはそんな人じゃないって、あたし信じてたのにっ！）

〝……うん。思ったよりも元気そうで安心した〟

（…………いや、冗談にでも紛まぎらわせないと、もう精神が崩ほう壊かいしそうで……）

　催眠術で反論やツッコミを封じられ、妹からひたすら熱烈な愛を囁ささやかれ続けるという拷ごう問もんは、確実に玲音の神経をすり減らせていた。理性を取り戻した今になって、そのダメージをずっしりと実感する。

　心の安あん寧ねいを保つため、ぼやかずにはいられない。

（……あのですね……『お兄ちゃん大好きー』とか言っちゃう系の妹に、ほんのり憧あこがれていた部分はあるんですよ……？　だけどソレはあくまで兄きよう妹だい仲の範はん囲い内であって、それをぶっちぎった立場になるとか想定外もいいところで……俺、どうしたらいいんですかね……？）

〝……すまん。私も色恋沙ざ汰たには疎うとくて、適切な助言が思いつかないんだが……そうだな……たとえば、物もの凄すごい変態的なプレイを強制して向こうからドン引きさせる、とか……？〟

（……記録者さんて実はバカなの？　それともドＳなの？　兄妹関係そのものが破壊されるよね、それ？　しかも万が一、受け入れられた挙げ句に香恋が変な方向性に目覚めちゃったらどう責任とってくれるの？）

　不毛な脳内論議は、ぼふぼふと扉をノックする鈍にぶい音で遮さえぎられた。

「女王さまとリア充のお兄さん、朝ごはんの時間だよー。バイキングだから早く来ないと普通になくなるよー。車エビのエビチリもあるよー。ちゃんと流行に乗って偽ぎ装そうしてあるよー。つまり実はブラックタイガーだよー……はっ!?　まさかぼくの生き別れたお兄ちゃん!?」

　黒い珍ちん獣じゆうの吞のん気きな呼び声に、玲音れいんは疲れ切った声を返す。

「リア充じゃないです……朝からコントとかやらなくていいです……いま起きます……」

　エビの尻しつ尾ぽを持つくろとらくんが、ドアの向こうで更にノックを続けた。

「そうそう、玲音くん。ちゃんと避ひ妊にん具ぐ使った？」

「ゆるキャラの分際でそういう生々しい発言をするなあっ！」

　不意打ちにキレて、玲音はやっと寝台に身を起こす。

　傍かたわらの香か恋れんも眼めを擦こすりながら起き上がった。

「ん……お兄ちゃん……？　おはよぉ……」

　起きるなり玲音の首筋に頰ほおをすり寄せ、香恋は子猫のように甘えてくる。

　玲音はその頭を押さえつけ、ぐりぐりと乱暴に撫なで回した。

「……香恋、お前、兄ちゃんに何か言うことがあるだろ……？」

　タンクトップ越しに胸を押しつけつつ、香恋が頷うなずいた。

「うん……大好き、お兄ちゃん……」

「いや、そうじゃなくてっ！」

　存外に逞たくましい精神性の妹をもてあましつつ、玲音はその細い肩を強く摑つかんだ。

「昨日の話だよ！　なんであんなことした？　催眠術で無理矢理なんて……！」

　やや強めの口調で叱しかると、香恋が声を落とした。

「……ごめんね、お兄ちゃん……私、とにかくお兄ちゃんを取り返したくて、どうかしてた……」

　反省したらしいその態度に、玲音はほっとする。

「わ、わかってくれたか──？　そうだぞ、香恋。俺達は兄きよう妹だいなんだし……」

「うん。お兄ちゃんは真ま面じ目めだから、〝好き〟って暗示だけじゃ妹に手出しなんてできないよね。次はちゃんと大丈夫な日に、〝最後までやる〟って暗示にするから──」

　数秒の思考停止を経て、玲音は頭を抱え込んだ。

「何一つわかってなさすぎて兄ちゃん逆にびっくりだよ!?　香恋、頼むから正気に戻って〝妹に欲情するとかキモい！〟とか〝兄貴の洗濯物は一緒に洗わないで！〟とか〝兄貴の後のお風ふ呂ろとか汚くてムリ！〟とか、そういう方向性に戻ろうよ！　心は折れそうだけどそっちのほうがなんぼか気楽だし！」

　香恋がにっこりと微ほほ笑えんだ。

「私はお兄ちゃんにちゃんと欲情してるよ？　お兄ちゃんの洗濯物の匂においとか好きだし……あと、お風呂は後で一緒に入ろうね。昔みたいに洗いっこしよ？」

「………………香恋さんはあれですか。兄の繊せん細さいな心を鉄やすりで容赦なくゴリゴリ削るという新たな趣味に目覚めちゃったんですか……？　そういうの、よくないよ……？」

　ふと気づけば扉が半開きになり、その隙すき間まから黒い獣けものがじっと室内を覗のぞき込んでいた。

「……りあじゅー……？　……ばくはつする……？」

「……しないから。つか、朝ごはんな……いま行きます……」

　どうにか気を取り直して立ち上がった玲音れいんは、妹に腕をがっちりと確保されつつ、船内の食堂へと向かった。

　豪華客船などに乗るのはもちろん生まれて初めてだったが、状況が状況だけに心はまったく弾はずまず、足取りはどうにも重い。玲音の視界で弾んでいるのはくろとらくんの尻しつ尾ぽくらいなものである。

　赤絨じゆう毯たんの廊下をぽてぽてと先せん導どうしながら、黒い獣けものが振り返った。

「なんだかんだで遂ついに記録者さんも合流しちゃったね。記録者さんはどうしてわざわざ隠れてたのかな？　融ゆう合ごうもしてないんだって？」

　その問いに対する記録者の返答を、玲音はすらすらと告げた。

「目覚めるのがそもそも遅れたって事情もあるけど、いろいろこの世界の状況を見てたんだよ。正直、人が死ぬような事態はなるべく避さけたかったし……そういえばお前も昨日、そんな感じのことを言ってたよな？」

　フィットネスクラブのプールサイドで玲音達を見逃した際、くろとらくんは確かに〝なるべく被害を減らしたい〟と言っていた。

　くろとらくんがかっと眼めを見開く。

　思わぬギミックに動揺し、玲音は後ずさった。

「憶おぼえておいてほしいのはそこじゃないです！　将来の夢がエビの養よう殖しよく業者なことです！　……そうそう、玲音くんがクレアちゃんと結婚したら、きっとたくさん出資してくれるよね？　持ち逃げする前提で期待してます！」

　ぴょこんと跳ねたエビの尻尾を、香か恋れんがすかさず握り締しめた。先せん端たん部分をギリギリとねじ上げながら、彼女はくろとらくんを険けわしく睨にらむ。

「……騎き士し。不吉なことを言わないで」

「……ごめんなさい。すみません。失言でした……」

　即座に謝あやまったくろとらくんは、そのままスムーズに土下座の姿勢へと移行した。

　ぼた餅もちのように丸くなってカタカタと震えつつ、彼はぽつりと呟つぶやく。

「……大切なことを忘れていた……黒猫は……ヤンデレに…………勝てない……ッ」

「……いや、そんな法則はないし、そもそもお前は猫じゃないだろ」

　エビの尻尾を持つ虎とらの着ぐるみを、玲音はとりあえずその場に立たせる。

　そしてじっと睨みを利きかせたままの香恋の頭をぽんぽんと叩たたいて宥なだめ、次いでがっくりと肩を落とした。

「俺は妹とどうこうなんて気はさらさらないけど、どっちみちクレアはお前のライバルとかにはならないから心配すんな……釣り合いとれんし、あそこまで金持ちすぎると付き合う相手にも家の格とかそれなり以上の経済力とかいろいろ必要そうだし……」

　分不相応という言葉が改めて身にしみる。

　くろとらくんがわずかに首を傾かしげた。

「そういえば玲音れいんくん、一昨日おとといは文ふみ槻つき病院に泊まったみたいだけど、もしかしてクレアちゃんの部屋で寝たのかな？」

「……え？　あぁ、そうだな。騒そう動どうのせいで病室がいっぱいだったとかで……」

　玲音の腕を摑つかむ香か恋れんの指に、ギリギリと力が籠こもった。

「……お兄ちゃん……？　……言ってることと行動が嚙かみ合ってないよね……？」

「な、何もなかったぞ!?　だいたい年頃の娘の部屋にあっさり泊める時点で、眼中にないっていうか、男としてすら認識されてないってことだろ!?」

　くろとらくんが、スポンジのような肉球でぽんぽんと玲音の肩を叩たたいた。

「……それはね、玲音くん……ハニートラップといって、文槻一族伝統の婿むこ養よう子し獲かく得とく術じゆつなんだよ……？　ラドゥーティ系の魅み力りよくとの合わせ技で、目当ての獲え物ものをとりあえず一緒の寝床に放り込んじゃえば既成事実まっしぐら！　一夜明けたら責任とらせて包囲完了！　……あざといなさすが文槻一族あざとい……」

　くろとらくんのそんな妄言に、玲音は冷静な反応を返す。

「いや、ないから。ただ単に古い付き合いだから信用されてるってのはあるかもだけど、今の俺にそういう青田買い的な価値は微み塵じんもないし……もし調子こいて勘かん違ちがいした挙げ句に手出しとかしたら、クレアにも軽けい蔑べつされて全すべてが終わりそうな気がします……つか、さすがに恩を仇あだで返すような真ま似ねはできないって。お前は知らないだろうけど、クレアにもお袋さんにも、香恋ともども昔から世話になりまくってるんだ」

　くろとらくんが口元を肉球で押さえた。

「……うわぁ。残念な子がいる……まぁ、香か夜や子こ先生がなかなか結婚しないから、文槻先生的には可か愛わいい姪めいのほうに早く孫的なものを期待したいんでしょーねー」

「……いろいろ勘違いがありそうだけど、それはともかく……香夜子先生って誰の話だ？」

　再び歩き出しながら、くろとらくんが両手を掲げた。

「香夜子先生は文槻先生の娘さんだよ！　今は北海道にある系列病院でお医者さんをやってるんだ。要するにクレアちゃんの従い姉と妹こだね」

　会ったことはなく名前も初耳だったが、年の離れた従姉妹がいるという話はクレアからも聞いていた。

「へー。北海道で……向こうにもキャラバンの支部とかあんの？」

「その病院が支部代わりって感じかな？　キャラバンでも都市部と地方の医い療りよう格差が課題になってるからねー。向こうの異能者さん達にとってはリアルに生命線な感じみたい。キャラバンって、悪の組織とか秘密結社みたいな部分もあるけれど……異能者にとっては、やっぱり医療とか進学とか就職とかの面で、ないと困るんだよね。健康診断を切り抜けるのも一苦労って人も多いし──皇帝ももちろん、そのことは知っているはずだけれど」

　キャラバンのことをまだよく知らない玲音れいんには、組織としての功罪など判断しようもない。ただ、少なくともクレアの母親であるメリアや、昨日会った文ふみ槻つき医師に対して悪い印象はなかった。

　結局のところ、組織は人の集まりでしかない。

　規模が大きくなればそれだけ色々な人間が関かかわってくるのも必然で、その中には善意も悪意も入り交じる。

　世には悪意ばかりで成立する詐さ欺ぎ集団や犯罪組織のようなものも存在するが、少なくともキャラバンには明確に善悪両方の顔があった。

「そうそう、玲音くん。合流記念とお近づきのしるしに、いいものをあげるね！」

　唐突に、くろとらくんが自身の口の中に手を突っ込んだ。

　しばらくもごもごと動かした後に、体の内側から小さな布袋が出てくる。

　くろとらくんの顔と『商売繁はん盛じよう』の文字が縫ぬい込まれたそれは、土産みやげ物もののお守りらしい。中には何か丸い物が入っているのか、少しばかり不自然に膨ふくらんでいる。

「……取り出し方の問題で、いただきたくないんですが……」

「まぁまぁ、そう言わず！　一つ五百円になります」

「金取るのかよ！　ますます要らないよ！」

　拒絶する玲音の手に、くろとらくんがそっとお守りを握らせた。

「……ぶっちゃけ気休めですけど、玲音くん、女じよ難なんの相が出ているみたいだし──出世払いでいいよ？　大事にしてね？」

「……いや、どう読んでも商売繁盛って書いてあるよな、これ？」

　とりあえずは受け取らされ、玲音はズボンのポケットに御利益のなさそうなお守りを仕し舞まい込んだ。

　そうこうするうちに、玲音達一行は食堂に着く。

　窓から大おお海うな原ばらが見える広間には、パンの籠かごやスープの鍋なべをはじめ、多種多様な料理を盛りつけた皿が大量に並んでいた。くろとらくんは〝早く行かないとなくなる〟と言ったが、その心配が杞き憂ゆうに思える量ではある。

　まだ起きてこない者や出かけている者も多いのか、集つどっているのは数十人程度で、皓こう月げつの部下らしき黒服もそこそこ交ざっていた。

　女王の香か恋れんと新参者の玲音には、特に彼らの視線が集まる。

　中身が記録者だということは昨夜のうちに知られてしまったため、それらの視線に敵意まではない。ただ、合流の遅れを不ふ審しんに思う気配は伝わってきた。

〝将軍や皇帝はいないようだな……玲音、堂々としておけ。怯おびえるとかえって目立つ〟

　助言どおりに素知らぬ顔で、玲音れいんは妹と一緒に料理を取り分けはじめた。

　くろとらくんも、海え老びの尻しつ尾ぽを振りながら意気揚々と料理の山に突とつ撃げきし、玲音達から離れる。

　朝食としては妙に豪勢だったが、さすがに居心地は悪い。選ぶのもそこそこに適当に取り分け、玲音はさっさと空いたテーブルについた。

　傍かたわらにぴたりと張り付いた香か恋れんが、やや緊きん張ちようした玲音の表情を敏感に読む。

「お兄ちゃん、もしかして食欲ない……？　飲み物、もらってくる？」

「いや……ああ、そうだな。紅茶取ってきてくれるか？」

　玲音達のすぐ背後を通りかかった宿やど主ぬしの一人が、唐突に吹き出した。

　振り返ると、そこにはちょうど広間に来たばかりらしい同い年の少年がいる。

「英えい太た郎ろう!?」

　猟犬の石を持つ玲音の級友、宗むな方かた英太郎は、朝から隙すきのない美形ぶりだった。眠気や憂ゆう鬱うつなど微み塵じんも感じさせない爽さわやかな笑顔と共に、彼は玲音の肩を気安く叩たたく。

「さすがだよな、玲音。女王陛下に紅茶を持ってこさせるとか、大物すぎるだろ──いいよ、俺が取ってきてやる。女王、失礼を」

　英太郎が香恋に目め配くばせをしたのを、玲音は見逃さなかった。

　どうやら今の香恋は、記録者たる玲音の監視係も兼ねているらしい。

　紅茶を取りに行った英太郎と入れ替わりに、同じく級友の胡桃くるみ澤ざわ姫ひ想そ華かがテーブルの正面に座った。

　彼女もこれから朝食らしく、プレートの上に少量の料理を載のせている。

「女王、おはようございます。玲音もついでに……おはよう。貴方あなたが記録者だなんて、正直に言って微妙な感じだわ……私の記憶の中の記録者は物もの凄すごい美人だったし、見み劣おとりしすぎっていうかなんていうか……」

「はぁ……申し訳ないです……」

　理り不ふ尽じんな愚ぐ痴ちを玲音は曖あい昧まいに受け流す。頭の中の記録者は美人と言われたことが嬉うれしかったのか、かすかに笑みを漏もらした。

〝当時の弓使いは可か愛わいい少年だったな。私もよく菓子をあげていたが、その効果があったらしい。よく懐なついていたぞ〟

（そして現代の俺がそのあおりを食う、と……まぁ、姫想華がキツいのは今に始まったこっちゃないけど……つか、お前はやっぱり皇帝一派にとっては〝仲間〟なんだな。捕まった割に船内では自由にしていいみたいだし、待遇は悪くなさそうだ）

〝当然だ。人望だけはあったからな。だが、それでも──今の私は彼らを止めなければならない。皇帝の力は目覚めるには早すぎた。遠い未来にキャラバンの暴走を止めるはずの力が、逆に無用の混乱をもたらすようでは話にならん〟

　記録者はまだ事態の収拾を諦あきらめていないらしい。玲音も当然、このままキャラバンと皇帝一派の戦いを見守るつもりはない。

　英えい太た郎ろうが二人分の紅茶を持ってきた。

「ほら、玲音れいん。女王陛下もどうぞ」

「ああ、悪い……ありがとな」

　英太郎の態度には、この事態に戸と惑まどう玲音への気き遣づかいが感じられた。そもそもよく気の回る性格で、外見がいいだけでなく万事にそつがない。

　玲音と英太郎が最初に知り合ったのは、高校の入学式でのことだった。

　何もないところですっころびそうになったクレアを庇かばった拍子に、玲音がその下した敷じきとなり──倒れた玲音とその上に座り込んだクレア、それぞれに手を貸してくれたのが、たまたま傍そばにいた英太郎と姫ひ想そ華かだった。

　その後、まずは姫想華とクレアが親しくなり、それに付き合うような形で英太郎と玲音の間にも会話が増え、そこに中学時代からの友人である亜あ里り亜あや鉄てつ舟しゆう達も加わり、今の関係ができあがっている。

　石にまつわる騒そう動どうさえ起きなければ、夏休み直前のこの時期は、皆で遊ぶ相談でもしていたはずだった。

　──玲音にとっては、妹の香か恋れんと同様、彼らも救出対象となっている。

　妹や友人達と囲む朝食は嬉うれしい反面、クレアや亜里亜、鉄舟達がいないことへの寂しさも際きわ立だった。

（つーか……こんな思いをしてるのは俺達だけじゃないんだよな。巻き込まれた宿やど主ぬしの人達ってキャラバンの構成員が多いらしいけど、俺らみたいな一般人もそこそこいるわけだし、その家族だっているだろうし……なんとか早く事態を収拾しないと）

〝焦あせりは禁物だが……同感だ〟

　使い慣れないナイフとフォークで朝食をとりつつ、玲音は周囲を見回す。

　少し離れたテーブルに、食事を終えたばかりらしい若いＯＬ風の娘がいた。

（あれ……？　あの人、もしかして……）

　大人びた黒いスーツのその娘に、玲音は見覚えがあった。

　アルバイト先の紅茶屋、黒くろ猫ねこ亭ていの常連客で、名前こそ知らないが幾度か接客をしたことがある。

　物静かな美人だけに印象も強く、人違いとは思えない。

　食事を終え、ハンカチで楚そ々そと口元を拭ぬぐう彼女に向け、玲音はとりあえずとばかりに会え釈しやくをした。

　それに気づいた娘が立ち上がり、するするとテーブルに近づいてくる。

　玲音の傍そばに立ち、彼女は囁ささやくような声を紡つむいだ。

「……はじめまして、玲音くん？」

「あ、いえ。はじめましてというか、いつもお買い上げありがとうございます」

　皇帝などというおかしな立場になってしまった店主の静しず枝えに代わり、玲音れいんはそう挨あい拶さつを返した。

　ＯＬ風の娘はきょとんとして首を傾かしげる。

「……あれ？　顔、憶おぼえてた……？」

「そりゃもう、常連さんですし。お客さんも宿やど主ぬしになっちゃったんですね」

　隣となりに座った英えい太た郎ろうが意外そうに声を寄よ越こした。

「なんだ、時とき緒おさんと玲音て知り合いだったのか？」

「黒くろ猫ねこ亭ていのお客さん？　変な偶然もあったものね」

　姫ひ想そ華かの言葉に、時緒と呼ばれた娘はまた首を傾げた。

「偶然っていうか……私、羽は矢や多たさんの会社で働いてるし。黒猫亭に行き始めたのも、キャラバンの友達からの紹介だったから、割と必然かも──」

　玲音は素直に驚おどろいた。

「羽矢多さんの部下？　……ってことは、貴方あなたも何かの異能者なんですか？」

「ん……そんな感じ」

　口調はのんびりとしており、声こわ音ねは優しい。

　とても戦せん闘とう向きの人材には見えず、その意味では親近感を覚えた。

「こんな事態に巻き込まれて──とんだ災さい難なんでしたね」

　無表情だった時緒が、わずかに微ほほ笑えむ。

「災難てほどじゃないかも。ここ、ごはん食べ放題だし。おいしいし」

　隣で英太郎も笑った。

「くろとらくんみたいなことを言わないでくださいよ。もしかしてアレとも知り合いなんですか？」

　玲音を食堂まで案内したくろとらくんは今、皿に山盛りにした大量のフルーツを次から次へと貪むさぼっていた。

　着ぐるみの口の部分までもが、まるで本物の獣けもののように伸び縮みし変形している。その様はテレビの大食い番組を彷ほう彿ふつとさせたが、いかんせん容姿が人間離れしすぎていた。

「……アレってもう、中の人がどうこうじゃなくて、〝そもそもああいう生き物だ〟って考えたほうがいいのかな……？」

　満足げにぴちぴちと跳ねるエビの尻しつ尾ぽを眺めつつ、玲音は脱力する。船内の宿主達はもう慣れているらしく、そんなくろとらくんを生暖かく見守っていた。

　時緒もくろとらくんを見ながら首を傾げる。

「なかのひと……？」

「実際、誰なんでしょうね。夏場にずっとあんなもん着ていられる時点で、尋じん常じようじゃなく我慢強そうですけど」

　玲音れいんの呟つぶやきに、時とき緒おはなおも不思議そうな顔をした。

「……くろとらくんって、中に人が入ってるの……？」

「え」

　シュールな冗談かとも思ったが、時緒は真顔だった。

　反応に困って玲音は確認してしまう。

「……ええと、着ぐるみってどういうものか、ご存じですよね？」

「知ってる……でも、くろとらくんの中には夢と希望と物欲が詰まってるって、本人が言ってた」

「……さいですか」

　あまり深く突っ込む気にもなれず、玲音は流すことにした。

　時緒がぼんやりとした目つきのまま、そっと玲音の頰ほおに手を伸ばした。

　香か恋れんがぴくりと反応したものの、彼女は意にも介さず自然に触れてしまう。

「それより玲音くん……社長がね。君や香恋ちゃんのこと、すっごい心配してるの──だから絶対に、無茶だけはしないでね？　とりあえず生きてさえいれば、いろいろ取り返しがついたりもするから……死んじゃったら、本当にもう、それまでだから」

　シンプルなその言葉には、溢あふれそうな真情が籠こもっていた。

　さほど親しくもない相手から向けられる感情としては重すぎて、玲音は思わず硬直してしまう。

「じゃ、ね」

　それだけ告げると、時緒は呆ぼう然ぜんとしたままの玲音にあっさりと背を向け、食堂から出ていった。

　彼女の背が見えなくなった後で、香恋がぽつりと呟つぶやく。

「……あの人……変な人だけど……」

「うん……悪い人じゃなさそうだよな」

　彼女の言葉には優しさだけでなく、寂しさも籠もっていたような気がした。

（あの人も、誰か……大事な人を亡くしたのかな？）

　人間が生き物である以上、いずれは必ず死ぬ。

　親兄弟はもちろん、友人も恋人も、あるいは憎ぞう悪おする相手でさえも、死からは逃れられない。

　ごく当たり前のことだが、平へい穏おんな日々を過ごしているとつい忘れがちでもある。

　朝食をとりながら、隣となりの英えい太た郎ろうが話しかけてきた。

「そういや時緒さん、クレアのことも気にしてたぜ。羽は矢や多たさんと似て面倒見のいい人なのかもな」

「でも、見た目は普通なのに言うことがなんか……特にくろとらくんに対する認識、ヤバくなかった……？」

　姫ひ想そ華かの指摘に、一同は沈ちん黙もくする。あえて口にしない優しさというものもある。

　エビチリをつまみながら、英えい太た郎ろうが気を利きかせて話題を切り替えた。

「話は変わるけど、玲音れいんも驚おどろいたろ？　俺達の拠点がこんな豪華客船だなんてさ。キャラバンの連中はどうせ、陸地のほうばっか探してるんだろうな」

「ああ、そりゃ驚いたけど……この船、そもそも何？　丸ごと借り切ったとか、さもなくばシージャックとか……？」

「違うわよ。将軍の所有物だって。普段は客船として周航しているのを、定期メンテナンスってことにして拠点に流用したらしいわ」

　姫想華の返事に、玲音は寒気を覚えた。

　将軍とは即すなわち、チャイナドレスの美女、周しゆう皓こう月げつのことである。

「個人の所有……？　このでっかい船が？」

「個人つーか、将軍の会社の所有物な。俺も詳しくは知らないけど、将軍の死んだ親ってのが大金持ちの実業家で、大量の企業を将軍個人が受け継いだらしい。各地の港にも部下がいて、食料とか日用品とか、補給物資も定期的にここに届くように手配されてる。あの人がいなかったら拠点の確保だけでも一苦労だっただろうな」

　クレアの親族といい皓月といい、庶民とは経済感覚が違いすぎて目め眩まいがした。

「それはまた……何かこう、華か麗れいなる一族の暗あん闘とうとかありそうな話だな……」

「ええ。実際、親しん戚せきのほとんどは若くしてあの世行きですわ。だから私の元に資産が集中したわけですけれど……華麗というよりは凄せい惨さんなる一族と言うべきですね」

　気配もなしに会話に割り込んできた将軍──周皓月本人が、玲音の背後からそっと頰ほおを撫なでた。

「ひいっ!?」

　驚いた玲音が慌てて振り返ると、鼻が触れそうな真正面に白いチャイナドレスの双丘があった。

　そのまま硬直して、彼は上うわ目め遣づかいに皓月を見上げる。

「お……おはよぅ……ございます……？」

　皓月がにっこりと微ほほ笑えんだ。

「はい、おはようございます。玲音、昨夜は女王とよく眠れましたか？」

「……まぁ、催眠術って本来、相手を眠らせるものですし……」

　玲音は冷や汗混じりに笑う。

　この場にはクレアがいないため、皓月から彼女を守る必要こそないが、正直に言えばもはや単純にこの娘のことが怖い。

　すかさず英太郎が席を譲ゆずり、皓月は玲音のすぐ隣となりに腰掛けた。

「さて……石と融ゆう合ごうはしていないそうですから、記録者と呼ぶわけにはいきませんわね。玲音れいん、と呼べば良いですか？　それとも、〝占星術師〟と？」

　甘い華の香りがほのかに漂ただよってくる。皓こう月げつの体の匂においだろうが、あまりに蠱こ惑わく的でくらくらと頭が揺れた。

「はあ……それはどちらでも……」

　曖あい昧まいな返事をしつつ間近で改めて見れば、周しゆう皓月はやはり美しい。

　均整のとれた抜群のプロポーションと真っ白い肌に漆しつ黒こくの髪が映え、それこそ女優のような気配をまとっている。

　──いろいろと〝演技〟をしていそうな点が、特に女優を連想させる。

「女王陛下。お兄様をしばらくお借りしても良いでしょうか？」

「……嫌いや」

　香か恋れんがぽつりと応じた。

「将軍。貴方あなたはお兄ちゃんに悪戯いたずらしそうだから駄目です。お兄ちゃんは私のもの──誰にも触らせません」

「……香恋さん、お兄ちゃんにも一応、多少なりとも人権というものがあってですね……？　基本的には誰かの所有物になったりとかはしないんですよ……？」

　戸と惑まどう玲音に、香恋が有無を言わせずにがっちりとしがみつく。

　皓月が鉄てつ扇せんを口元に添えた。

「残念ながら──私達は全すべて、〝皇帝のもの〟ですわ。それでは……女王陛下、ご一緒していただいても構いません。彼とモニカを引き合わせたいのです。少々、ご足労を願えますか？」

　皓月がそっと香恋の手をとった。

　玲音も仕方なく立ち上がる。この船内で皓月に逆らうのは得策ではない。

　英えい太た郎ろうと姫ひ想そ華かもついてこようとしたが、これは皓月が押しとどめた。

「彼に危害は加えませんわ。今後のためにいくつか、確認しておきたいことがあるだけです。お二方はこちらで朝食の続きをどうぞ」

　将軍の指示に従い、二人はこの場に残った。

　玲音と香恋は皓月とその部下に囲まれ、船内を歩き出す。

「将軍、お兄ちゃんには……」

　香恋の言葉を遮さえぎり、皓月が微ほほ笑えんだ。

「ですから、ご安心を。どうもキャラバンでは、私のことを極ごく悪あく非道の殺人狂みたいに思っている方が多いのですけれど──今の私には、将軍としての良識もあります。だいぶ丸くなったと自分でも思いますわ」

　元の皓月を知らないだけに、この言が本音なのか冗談なのか、玲音には判断がつかない。

　やがて歩き進むうちに──脳内の記録者が、ふと異常を訴えた。

〝なんだ……？　……この感覚は……まさか……〟

（ん？　どうした？）

〝……気配が濃こい。ここに……いるのか？〟

　玲音れいんの眉み間けんにも、つい力が籠こもった。

　彼女が戸と惑まどう理由については、玲音にも一つだけ心当たりがある。

　記録者と玲音。

　二人がこの事態を収拾する鍵かぎと目している、〝ある存在〟──

　記録者はその存在を感知することができるらしい。

　玲音にそんな力は備そなわっていないが、彼女の動揺だけはダイレクトに伝わってきた。

　皓こう月げつが玲音達を案内したのは、船内の大浴場だった。

　各部屋にシャワールームもあるため、広さとしては町の銭湯感覚だが、巨大な窓の外には大おお海うな原ばらが広がっている。

　そして湯船には、細身の少女が一人──

　セパレートタイプの水着をまとい、濡ぬれた短い銀髪を乱しつつ、彼女はゆったりと温水に浸つかっていた。

　そのままの姿勢で、少女は皓月に手を振りつつ甲かん高だかい声をあげる。

「姉ねえ様さまっ！　そっちの子が記録者ですか？」

　その甘えるような声こわ音ねには、彼女と皓月の親しさが表れていた。

　そして玲音の五感は、少女の周囲に、少女以外の〝何か〟を捕捉していた。

　姿は見えない。

　しかし──〝何か〟がいる。

　真っ青な空に同色の絵の具が混ざっているような違和感を持ちつつ、玲音はその空間を凝ぎよう視しした。

　緊きん張ちようを隠せない玲音に、皓月がくすりと微ほほ笑えみかけた。

「顔つきが変わりましたわ。やはり記録者にはわかるのですね──懐なつかしいでしょう？　かつての貴方あなたの守しゆ護ご者しや、そして今は、貴方の子孫である彼女、〝モニカ〟の守護者──」

　頭の奥で記録者が唸うなった。

　湯船に浸かったモニカという少女は、その見えない存在と遊んでいた。

　まるで水浴び中のペットをあやすようにして、彼女は見えない何かを撫なで回し、捕まえては抱きつき振り払っては逃げている。

　その様子はじゃれ合いに等しく、光景の異様さよりも微笑ましさが先立つほどだった。

　ただ、記録者の意識は動揺の極致にある。

　玲音の耳元で、皓月が甘い吐と息いきと共に囁ささやいた。

「〝金の記憶の彫金師〟リコルドリク──偶然ながら、結局は私達が先に保護いたしました。しかもそれを手て懐なずけたのは記録者ではなく、私の部下のモニカ──」

　姿は見えずとも、記録者を宿した玲音れいんにとってその存在感は確かだった。視覚ではなく、肌に温ぬくもりが伝わるような、あるいは毛穴が開いて産うぶ毛げが逆立つような、生理的な変化が感じられる。

「彼女がリコルドリクを手懐けてしまったのはさすがに想定外でしたけれど──これでいよいよ詰みですわね？」

　くすくすと可か愛わいらしい声で笑い、彼女は手を打ち鳴らした。

　大浴場の入り口に三人の宿やど主ぬしが立つ。

　ゴスロリ姿の司祭と袈け裟さ姿の銃士、更に初老の警けい官かんである近衛このえ兵へい──

　女王の護ご衛えい役でもある彼らは、香か恋れんに会え釈しやくをしつつ、玲音を背後から確保した。

　近衛兵が玲音を後ろ手に取り押さえ、司祭が香恋の肩を摑つかみ、銃士はマスケット銃を構えて出入り口を塞ふさぐ。

　その外側には、更に複数の宿主と皓こう月げつの部下達が控えていた。

「え……な、なんすか？」

　嫌いやな予感を覚えて玲音は戸と惑まどう。

　水着姿のモニカが湯船から上がり、玲音を値ね踏ぶみするようにじろじろと眺め回した。

「……ぱっとしねーな……姉ねえ様さま、こいつと〝キス〟すればいいんですか？」

「ええ。よろしくね」

「はぁ!?」

　おかしな流れに玲音は慌てふためく。その腕に、香恋が改めてしがみついた。

「将軍、どういうことですか。兄への手出しは許しません」

「大丈夫ですわ。お兄様を〝一般人〟に戻して差し上げるだけですから。〝記録者〟の力は、今の彼には厄やつ介かいなだけでしょう？　ですから、その石はリコルドリクの中に戻します。羽は矢や多たさんとの契約もありますから、石を取り出した後も身の安全は保証しますわ。記録者を取り出すことでお兄様がキャラバンに狙ねらわれる危険も減るわけですから、利害は一致しているはずです。いかがでしょう？」

　香恋が迷うように口をつぐんだ。

　一方で玲音の動揺は収まらない。

（ちょ、ちょっと待て！　石の出し入れって〝記録者〟にしかできないはずじゃ……!?）

　頭の中で、記録者が消え入りそうな声を紡つむいだ。

〝……皓月の言ったとおり、このモニカという娘は私の子孫らしい。マリアンヌの血統によって箱を開けただけでなく、リコルドリクに気に入られ、その巫み女ことして認められた──現代風にたとえて言えば、リコルドリクはパソコン、各種の石はデータやプログラムの類たぐい、そして私は、あのモニカという娘に『管理者権限』を乗っ取られた。将軍の言うとおり……詰みだ〟

（……だめじゃん!?　本気でヤバいだろ、それ!?）

　記録者が低く唸うなった。

〝まったく、あの浮気者め……母からあっさりと私に懐なついた時点で、若い娘が好きだということには気づいていたが、乗り換えるのが早すぎるだろうに──〟

　若干の嫉しつ妬とを込めて、記録者がぼやいた。

（……あ。リコルドリクさんって、そういうご趣味の方で……？）

〝犬でも猫でも人でも、若い娘にばかり懐く奴やつがいるだろう。それと同じだ〟

（……いま一いつ瞬しゆんだけ、すげー親近感わきました）

　生き物かどうかすらよくわからない正体不明の存在を、犬猫と同列に扱っていいものかと疑問には思いつつ、玲音れいんはひきつった笑いをみせた。

　傍かたわらでは、モニカのキス発言について香か恋れんが真剣に考え込み、皓こう月げつがにこにことその回答を待っている。

（記録者さん……ついでにもう一つ疑問があるんですが、石を取り出す方法が〝口づけ〟って……つまり俺は、石を取り出すために、羽は矢や多たさんとか英えい太た郎ろうとか男連中ともキスする予定だったってことですかね……？）

　数瞬にわたる記録者の沈ちん黙もくは、明らかに不ふ穏おんだった。

〝………………さっきも言ったが、西洋では親愛の挨あい拶さつ……〟

（男同士でそれはない！　つか、クレアとか姫ひ想そ華かとか他の女性陣相手でも殺されるだろ、俺!?　生き残れる自信が微み塵じんもないぞ!?）

　そもそもの前提条件からして難なん度どが高すぎたことを思い知り、玲音は内心で頭を抱え込んだ。

　記録者が慌てて追加情報を出す。

〝いや、安心しろ。キスは一瞬で処理を済ますための手段だ。握手などの肌接触でも可能なんだが、この場合、石を取り出すために五分ほど手を握り続けなければならない。その間はお互いに無防備になるし、宿やど主ぬし側の同意も必要となるから、キスが一番手っ取り早い手段であることは変わらないが──〟

（……説得できない場合はキスで無理矢理、ってことか……安心したような、逆に絶望的になったような……）

　記録者が声を落とす。

〝……だが、いずれにせよ──新たなリコルドリクの巫み女こが生まれてしまった以上、私のサポート自体がここまでになりそうだ。玲音、君はなんとか生き延びてくれ。友人達の無事を祈……〟

（……いや、まだだろっ！）

　玲音は内心で叫んだ。

　皓月は、玲音の中から〝記録者〟の石をわざわざ取り出そうとしている。

　つまり逆の見方をすれば、彼女たちにとって、〝記録者〟の石は未いまだに潜せん在ざい的な脅きよう威いである可能性が高い。

（皓こう月げつ達がお前を封じたがっているってことは──管理者権限を乗っ取られたっていっても、リコルドリクはまだお前の言うことも聞くんじゃないか!?　すぐそこにリコルドリクがいるんだろ？）

〝リコルドリクを従わせることが、記録者のほぼ唯一の能力だ。確かにその可能性は高いが……〟

（だったら何か……何か、まだできることが……！）

　焦あせる玲音れいんの脳裏に、ふと占星術師の言葉が蘇よみがえった。




〝文ふみ槻つきクレアと月つき代しろ香か恋れん。君がどちらかを選べばもう一方を失う。選ばなければ、彼女達は君を放って潰つぶし合う──〟




　今の状況は、まさに〝星ほし詠よみのエスハ〟の占いどおりになりつつあった。

　記録者を失えば、クレアと香恋から石を取り出す術すべもなくなる。

　かの占い師は更に不吉な予言も残した。

〝君達は、三人とも死ぬ──〟

　そんな未来だけは、絶対に避さけなければならない。

　香恋にキスの是非について回答される前に、玲音は口を開いた。

「……将軍！　取引をしたい！」

　香恋がびくりと肩を震わせ、皓月が首を傾かしげた。

「取引？　それはもちろん、内容次第ですが……」

「俺の目的は単純だ。香恋と英えい太た郎ろう、姫ひ想そ華か、それから静しず枝えさんに宿った石を取り出したい。取り出した石は、あんたの仲間達にまた宿らせればいい。この望みを叶かなえてくれるなら──俺は〝星詠みの加か護ご〟を皇帝一派のために使う。つまり……あんたの部下になる。俺自身には何の力もないけど、〝星詠みの加護〟には興味があるよな？」

　皓月が思案げな眼まな差ざしに転じ、鉄てつ扇せんを頰ほおに添えた。

「あら……？　羽は矢や多たさんの名前が出ませんでしたね。彼のことはいいのですか？」

「羽矢多さんは石なしでも強い戦力だし、あんたも手放す気なんかないだろ？　俺が仲間になったくらいじゃ釣り合わない。だけど……今、俺が名前を出した連中については、みんな石がなければただの一般人だ。石を入れ替えるだけで他の奴やつでも代役になれる。香恋や英太郎達が無事な限り、俺や羽矢多さんもあんたを裏切れないわけだから、人質としての効果もあるはずだ」

　皓月がくすりと微ほほ笑えんだ。

「では……クレアお嬢じよう様さまの名前が出なかったのはどうしてでしょう？　彼女も記憶はなくとも宿やど主ぬしですよ？　石を取り出さなくて良いのですか？」

「そりゃ、取り出していいなら取り出すけど……あいつに〝仕立屋〟が宿っていたほうが、あんたにとっては都合がいいんじゃないか？　その位置をいつでも把握できるから、もし俺や羽は矢や多たさんが逆らったらいつでも殺せる──だろ？」

　玲音れいんはあえて、自身に不利な条件を課した。

　この〝取引〟は、あくまで皓こう月げつにとって損のないものでなければならない。

　そもそも皓月と玲音の立場は対等ではなく、そんな状況で彼女から譲じよう歩ほを引き出すためには、玲音も相応の対価を払う必要があった。

　皓月の顔から微笑が消える。

「……やっぱり貴方あなたは、狡こう猾かつで誠実です。交渉の落としどころも弁わきまえているあたり、こんなに平和ボケした国の、一介の高校生とは思えません。性格上、記録者の入れ知恵でもなさそうですし、貴方の特性なのでしょうか──では、もしも望みが叶かなえば貴方は私の部下になるのですね？」

「ああ。正直、役に立てるかどうかは怪しいけど……トライハルトの化け猫って、かなり珍しい力なんだろ？」

　この場で玲音が思いついた交渉は、これが精一杯だった。

　だが直後、傍そばで会話を聞いていたモニカという娘がこれに割り込む。

「……姉ねえ様さま！　こいつ信用できないです！」

　水着の上からサバイバルベストとシャツ、軍パンを身につけ、彼女は決然と玲音を指差した。

「なんか調子いいこと言ってるけど、姉様を見る眼めがやらしいです！　私にはわかります！　こいつ絶対、えろいこと考えてます！　さっきから姉様の胸元とか太ふと股ももとかちらちら見てます！」

「う、噓うそつけっ！　いくら俺が変態でもさすがにそんな余裕はないっ！」

　手て酷ひどい濡ぬれ衣ぎぬに、玲音は思わず声を高くした。

　モニカはつかつかと歩み寄り、玲音の胸ぐらをひっつかむ。

「クソガキ、私の姉様に色目遣つかうたぁいい度胸です……！　内臓と血液売っ払って逆さ吊づりにしてやります……！」

「あらあら……モニカ、だめですよ？　ここは地元ではないのですから、各方面への鼻はな薬ぐすりが利ききませんわ」

　皓月がくすくすと華のように笑った。

　一方で玲音はぞっとする。

　いつぞや、くろとらくんから聞いた皓月の噂うわさ話が脳裏をよぎった。

　皓月に声をかけた男が凄せい惨さんな死体となって見つかったものの、警けい察さつ沙ざ汰たにはならなかった──それはてっきり皓こう月げつ自身の所行かと思っていたが、あるいはこの娘が嫉しつ妬とに駆かられてやらかした事件なのかもしれない。

「だから誤解だっ！　そういう大それたことは考えてないし、そもそもこんな美人が俺なんか相手にするわけないだろっ！」

「いーや！　姉ねえ様さまは優しいから外見より中身重視！　あんたからはヤバい感じがするっ！　女の勘かん！」

「残念だったな！　俺は中身も残念なんだ！」

「じゃあそこの女王陛下の異常な懐なつきっぷりは何!?」

　全力を尽くした自じ虐ぎやくにも、モニカの睨にらみは揺るがない。

　皓月が苦笑混じりに手を叩たたいた。

「はいはい、痴ち話わ喧げん嘩かは後にしてくださいね？　さて、どうしましょう……玲音れいんの申し出、悪くはない内容ですわ。確かに石の利便性は、宿やど主ぬしを自在に替えられること──ですが他の方はともかく、静しず枝えさんは皇帝の石を手放したがらないでしょうし、説得できる自信もありません。女王陛下にも、この内容でご納得いただけるかどうか……」

「……私だって女王の石を受け継いだ以上、キャラバンとは最後まで戦う覚悟です。皇帝を守るために──」

　香か恋れんの堅い声に、玲音は額ひたいを押さえて天井を仰あおぐ。

「……石を取り出せば、お前も英えい太た郎ろう達もそんなこと言わなくなる。将軍、納得させる必要はないから……頼む」

　皓月は、しばし考えた後──

　にっこりと首を傾かしげた。

「まずは今、〝記録者〟の石を貴方あなたから取り出します、月つき代しろ玲音。その後、貴方が私に仕つかえ続けるなら、一週間ごとに一人ずつ石から解放しましょう。最初は姫ひ想そ華かさん、続いて英太郎さん、最後に香恋さん──皇帝については、私にとっても主あるじです。皇帝自身の意思に委ゆだねます。どうしても説得したいなら貴方が話をしてください。これが──私にできる精一杯の譲じよう歩ほですわ」

　玲音は歯は嚙がみした。

「〝記録者〟は……できれば俺が宿していたい」

「それが通らないことは、狡こう猾かつな貴方が一番よく理解しているはずです。〝記録者〟自身も……そうですね？」

〝……そのとおり、だな〟

　頭の隅すみで、記録者が自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいた。

〝将軍は私を警けい戒かいしている。その警戒は彼女の立場ならば当然のものだし、実際に的中してもいる。誤ご魔ま化かしは利きかん──玲音、君の交渉は、おそらく現時点では最良のものだ。君のような少年を、こんな馬ば鹿かげた事態に巻き込んでしまって……しかもその当事者たる私がその顚てん末まつを見届けることすらできず、本当にすまない……どうか、君達は生き延びてくれ〟

　玲音れいんは記録者からの別れの言葉を嚙かみしめた。

　不ふ機き嫌げんなモニカが、敵意をむき出しにしたままで舌打ちを漏もらす。

「姉ねえ様さまの指示は絶対ですから、キスくらいはしますけど……姉様に手ぇ出したら、爪つま先さきから脳天まで少しずつヤスリで削り殺しますからね？」

（……記録者。キスした瞬しゆん間かん、逆にこのクソ生意気な小娘から石を抜いてやったりできねーの？　たぶん石を出し入れする瞬間って、湯船で待機してるリコルドリクと接触するんだろ？）

〝やろうと思えば可能だが、まったく意味がない。彼女が私の血族で巫み女こである以上、石の出し入れは何度でもやり直しが可能だし、そんな嫌いやがらせをした後、今の君にはこの船上から脱出する手段も──あ、いや……これは……別の方法だが、試してみる価値はあるか……？〟

　その声の響ひびきに、玲音はふと嫌な予感を覚えた。

（……おい、記録者？　お前、何を……）

　湯船の付近をたゆたっていた不可視の〝リコルドリク〟が、モニカの肩口にまとわりついた。

　姿は見えずとも、記録者を宿した玲音にはその気配が伝わる。

　そして、その直後──モニカは躊ちゆう躇ちよも見せず、頭突きのような勢いで玲音と唇をぶつけた。

「むぐっ!?」

　風情もへったくれもなく感触すらよくわからないまま、玲音は背後の近衛このえ兵へいに体を支えられる。

「ちっ……うがいうがい！」

　腹立たしそうにきびすを返したモニカが、その場でふと足を止めた。

「……あ……あれ……？」

　硬直し、彼女はかすかな声を漏らす。

「……な、なに……？　誰？　あんた、何言って……？　う、うるさいっ！　黙だまれ黙れ黙れっ！　出てけっ！　うざいっ！」

　急に錯さく乱らんして喚わめき出したモニカの様子に、一同は呆あつ気けにとられた。

（記録者!?　お前……！）

　玲音の頭の中に、もう記録者からの返答はない。その石はもう、玲音の中に存在していなかった。

　代わりにモニカが騒さわぎ続ける。

「やめろっ！　こっち来んなっ！　やあぁぁぁっ!?　姉様っ！　皓こう月げつ姉様ぁっ！」

　濡ぬれたままの体で、モニカが皓月にすがりついた。

　皓月も動揺した様子で彼女を抱きとめる。

「落ち着きなさい、モニカ！　玲音れいん！　貴方あなた、何を……!?」

「俺に何かできるわけないだろ!?　俺にだって、何が何だか……！」

　否定しつつ──玲音はその瞬しゆん間かん、ある可能性に思い至っていた。

（記録者の奴やつ、まさか……！　こいつの頭の中で暴あばれてるのか!?）

　複数の石が入り込むと、宿やど主ぬしは精神に変調をきたす──

　記録者がもしも、今の瞬間に〝自分自身〟をモニカの中に送り込んだとしたら……そう考えて、玲音はぞっとした。

　記録者の言葉は頭の中に直接響ひびく。

　耳を塞ふさごうが何をしようが、宿主側にその声を遮さえぎる手段はない。

　玲音に対しては記録者も配はい慮りよして声を控えめにしていたが、おそらくは今、モニカの脳内では記録者の精神攻こう撃げきが続いているはずだった。

　それは脳に響く大声か、あるいはトラウマを抉えぐる言葉か、いずれにしてもモニカの変調した精神に錯さく乱らんを誘発させていることは間違いない。

「頭痛いっ！　やだっ！　リコルドリク！　こいつを私の中から追い出してっ！　痛いっ！　痛いよぉっ！」

　比ひ喩ゆではない本物の痛みがあるらしく、モニカが泣きながら喚わめいた。

　肩口にまとわりついた不可視のはずのリコルドリクが、まるで湯気の塊かたまりのように白く濁にごっている。その胴体は白蛇のようにも見えたが、もちろん実体はない。

　目の前で起きている事象を、玲音はただ見守った。

　モニカは当初の予定どおり、記録者の石をリコルドリクの中に移そうとしている。

　しかし記録者はそれを拒否し、モニカの中に居座り続けようとしている。

　そして──新旧二人の巫み女こから相反する願いを受けたリコルドリクは、どちらの命令を聞くべきかと完全にまごついていた。

　その様たるや、二ふた股またが発覚して右往左往する考えなしの浮気男にも通じるものがある。

　そんな巫女二人の喧けん嘩かは、モニカの側に記録者を攻撃する手段が皆かい無むなため、あまりに一方的だった。

（え、えげつないこと考えたな……！）

　将軍たる皓こう月げつも、玲音から数瞬遅れてこの状況に気づく。

「き……記録者、やめなさい！　これ以上、抵抗するなら……彼の耳を削そぎます！」

　皓月のそんな脅おどしを聞くなり、モニカの悲ひ鳴めいがぴたりと止やんだ。

　代わりに彼女は震える声を紡つむぐ。

「ね、姉ねえ様さま……記録者が……」

「何？」

「……や、やってみろって……本当にやったら、私を壊こわして、全すべての石の出し入れを邪じや魔ましてやるって……」

「くっ……」

「わお……記録者さん、冷たーい……」

　記録者に対しそこそこの信頼感を持つ玲音れいんには、彼女の言葉がはったりだとわかっていた。それでも、記録者の機き嫌げんを損そこねることの危険性は皓こう月げつにも伝わる。

　今の記録者は、石の出し入れについてだけでなく、モニカ自身をも人質としていた。皓月の対応次第では、記録者とモニカ、二人の巫み女こを同時に失う羽目にもなりかねない。

　土ど壇たん場ばの機転によって、状況は記録者の有利に傾かたむいた。

「……リコルドリク！　お願い！　こんな年増の言うことなんて……痛いっ！　痛いっ！　やだぁぁっ！」

　モニカと記録者の見えない喧けん嘩かが続く。

　咄とつ嗟さには、誰も対策を思いつかない中──

　この場には唯一、まったく別のことを考えている者がいた。

「……リコルドリクに……ストレスがかかっているわね」

　香か恋れんの肩を押さえていたゴスロリ姿の〝司祭〟が、不意に呟つぶやいた。

　一同の視線が彼女に集つどう。

　玲音よりは少し年上の、おそらくは大学生程度の若い娘だが、特異な衣装に比して顔立ちは地味である。むしろ衣装の印象が強すぎて、服以外の存在感が薄うすい。

　そんな彼女が──数すう瞬しゆん前には微み塵じんもなかったはずの妙な凄すごみを漂ただよわせている。

「……よくない傾向だわ。このままだと、リコルドリクは無理な願いを叶かなえようとして変質してしまう──潮しお時どきね」

　さばけた調子で呟いた〝司祭〟が、唇の端はしをひきつらせるようにして笑った。

　やたらと布の多いゴスロリ衣装の隙すき間まから、彼女は小さな〝黒い箱〟を取り出す。

　皓月が眉まゆをひそめた。

「……司祭、それは……？」

「……ほ、〝宝石箱〟……？」

　呆ぼう然ぜんと呟いたのは、頭を抱えたモニカだった。

　司祭の手のひらにあるのは、黒い光こう沢たくのある、ほぼ立方体の小さな箱──

　材質は黒こく曜よう石せきのように見えるが、飾り気も何もなく、宝石箱という名称が不似合いにも思えた。

　玲音はその品を知らない。知らないが、しかし〝宝石箱〟という名称には心当たりがある。

　迷めい宮きゆう神しん群ぐん、〝金の記憶の彫金師・リコルドリク〟を封じていた、〝マリアンヌの宝石箱〟。

　その箱が開放されたことが、今回の騒そう動どうのそもそもの発ほつ端たんらしい。

　リコルドリクに次ぐ探索対象だったその品は、紅あか街まち中華街近辺で宿やど主ぬし達が失しつ踪そうした後、キャラバンによって保管されていたはずだった。

　皓こう月げつが眉まゆをひそめる。

「……司祭、どうして貴方あなたがそれを持っているのですか」

「盗んできたに決まってるでしょ？　いえ──取り返してきたって言ったほうがいいかしら。元々、彼らの物じゃないし、どうせ誰も使えないから偽にせ物ものにすり替えても気づきもしない。さぁ……〝リコルドリク〟。貴方は少しの間、おやすみなさい──」

　ゴスロリ姿の司祭が、黒い小さな箱にまるで祈るような口づけをした。

　直後、モニカの肩口にまとわりついていた白く細長い靄もやがたなびき、吸い込まれるようにして箱の蓋ふたへ流れ込む。

　玲音れいんは啞あ然ぜんとしてその光景を眺めた。

「リコルドリクが……封じられた？」

「え？　何？　なんで、司祭にそんなことが……？」

　呟つぶやいた皓月とモニカだけでなく、動揺はこの場の全すべての宿やど主ぬし達に広がっていく。

　注視する玲音達を無視し、ゴスロリ姿の司祭は愛いとしげに黒い小箱へ頰ほおをすり寄せた。

「可か愛わいい子……馬ば鹿かな人間のわがままな願いを、これだけ律儀りちぎにきちんと叶かなえようとしてくれる子、珍しいわ。貴方達は……その健気けなげな好意に甘えすぎよ」

　恍こう惚こつとしたその表情に、玲音はぞっとする。

　やがてよろめいた皓月が、冷たい声を振り絞った。

「司祭……貴方は……貴方はもしかして……〝満月の、フェルディナン〟……？」

　ゴスロリの司祭はにっこりと微ほほ笑えみ──

　ロングスカートの裾すそを摘つまんで、優雅に一礼をした。

[image: ]







[image: 十三　船上の司祭]







　羽は矢や多た寿とし宗むねにとって、会社の部下達は戦友に等しい。

　背中を預けやすいベテランもいれば、まだまだ未み熟じゆくな新米もいるが、いずれも身内のような存在である。

　その中でも期待している若手達を──羽矢多は今回の騒そう動どうに巻き込んでしまった。

　船室で、彼は忸じく怩じたる思いに顔を歪ゆがめる。

「社長、寝不足ですか？　記録者とリコルドリクとやらも見つかって、一段落したみたいですし……もうちょい休んできたらどうです？」

　部下の一人、国くに代しろ剣けん護ごがそんな声を寄よ越こした。

　会社ではまだ新入りの彼だが、羽矢多との交こう誼ぎはそこそこ長い。かつての同僚の遺い児じでもあり、その能力も父親譲ゆずりのものだった。

　彼が持つ鋼鉄の籠かご守もりパナンゾロンの異能は、キャラバン山やま之の内うち派の主戦力といっていい。皮ひ膚ふからの分泌物を装甲や武器に変えて戦うことができ、攻守のバランスに優すぐれる。

　それに加えて──彼は今、宿やど主ぬしとしても新たな力を得てしまった。

　剣護に宿った石の名称は〝錬れん金きん術じゆつ師し〟という。

　いまだ過去の記憶に目覚めておらず、本人にも自覚がないことは救いだが、皓こう月げつを警けい戒かいさせてしまう程度には問題のある石だった。

　船室には羽矢多と彼の他にも、二人の宿主がいた。

　一人は、寝台で眠ったままの〝拳けん闘とう士し〟、清せい家け翼つばさ。

　もう一人は、その翼の様子を見に来た医師、〝水鳥〟の神かみ竹たけ真しん悟ご。

　家族や友人よりも神群の研究を優先させてしまう変わり者の彼だが、医者としての腕前はそこそこ優秀である。

　薬で眠らせた翼の熱と血圧を測り、白衣の神竹は嘆たん息そくした。

「……一応は安定していますね。拳闘士の石でどの程度、回復力が強化されるのかはわかりませんが、明日までには起き上がれそうです」

　つい昨日、清家翼は祭さい夏か老ろう派の燕えん人じん・張ちよう燕えんと戦い、深刻なダメージを負ってしまった。

　石の力で強化された体は、どうにかその一いち撃げきに耐たえたものの、さすがに内臓が腫はれている。今は薬で眠りながら回復を待っているところだが、拳闘士の石によって強化された回復力の副作用なのか、熱が高く出てしまい汗も酷ひどい。

　彼女の身を案じつつ、羽矢多は神竹に頭を下げた。

「リコルドリクの発見で忙しいところ、すまない。俺の指揮下で怪け我がをさせちまったものだから、せめて治ち療りようは万全を期してやりたくてな……感かん謝しやする」

　神竹が珍しく苦笑を見せた。

「羽矢多さん、私は精神科医の偽にせ者ものですよ。外科や内科なんてそれこそ専門外ですから、あまり信頼はしないでください。キャラバンの仕事で、怪我に対する一通りの応急処置くらいは心得ていますが……あくまで素人しろうとよりはマシといった程度です」

　それは神かみ竹たけの本音だったが、羽は矢や多たの彼に対する評価はもう少し高い。

「そう謙けん遜そんするな。君の腕は信頼できる。しかし……張ちよう燕えんの一いち撃げきをまともに食らって、よくこの程度で済んだものだな」

　寝台の翼つばさを見下ろし、羽矢多は改めてそんな感想を漏もらした。

　神竹も神妙に頷うなずく。

「ええ。拳けん闘とう士しの石で肉体を強化されていなかったら、普通に死んでいたと思います。とはいえ……張燕も本気で殺す気はなかったんでしょう」

　その見解は羽矢多とも一致していた。

　死んでも構わないと言いたげな勢いだったことは事実だが、張燕が本気で殺すつもりであれば、打撃で骨を砕き、握力で内臓を握り潰つぶしている。それこそ背骨を砕いて拳こぶしが貫通していてもおかしくない。

　清せい家け翼が今も生きているのは、張燕がとどめを刺さなかったためである。

　その理由は、弱者に対する憐れん憫びんではなく、また強者に対する敬意でもなく──ただ単に〝殺すほどの相手ではなかった〟という扱いだったからにすぎない。

　おそらくは拳闘士自身が、その事実を一番よく思い知っているはずだった。

「それでは羽矢多さん、任務が入らなければ昼頃にまた様子を見に来ます。失礼を」

　白衣を翻ひるがえし、神竹が早々と船室を後にする。

　彼とほぼ入れ替わりに、部下の陣じん内ない時とき緒おが朝食から戻ってきた。

　拳闘士の翼と同室になった時緒は、昨夜はずっと翼の看かん護ごについていた。羽矢多や剣けん護ごは隣となりの部屋で寝ていたため、その様子までは知るよしもないが、いつにも増して眠たげではある。

「時緒、たった今、神竹が診察に来た。拳闘士は安定しているそうだ」

「ん。それより朝ごはん……今日もすばらしかった」

「…………そうか。何よりだ」

　食べ放題のバイキングは、大食らいの彼女にとって最高の環かん境きようらしい。

　陣内時緒の燃費の悪さは異能の代だい償しようでもある。

　斧おのを捧げる貴婦人トラムケルナの影えい響きようにより、彼女の打撃は鉄の塊かたまり並みに重い。その打撃に耐たえる骨はバネのようにしなやかで、関節や筋肉も人間離れした柔軟さと剛性をあわせ持っていた。

　常人の数倍に及ぶ食事量は厄やつ介かいだが、いくら食べても太らないその体質については、ある意味で羨うらやましく思う者もいるかもしれない。

「そういえば社長……食堂に玲音れいんくん達が来てた。挨あい拶さつしてみた」

「玲音君達に？　何か言っていたか？」

「んー……特に何も。意外と元気そうだった。あと香か恋れんちゃんがすごい警けい戒かいしてた」

「……玲音れいん君も頭が痛いところだろうな」

　羽は矢や多たの見たところ、香か恋れんの変質は〝女王〟の石からの影えい響きようが大きい。

　かつての女王は、欲しいものを隠さない少女だった。自分の欲望に素直で、時には強引な手段をとることもあったが、見方によっては裏表のない性格だったともいえる。

　香恋が妹として抑圧してきた感情も、女王にとっては隠すべきものではなかった。

　妹の変化に玲音が戸と惑まどうのも当然ではある。

　更に羽矢多の懸け念ねんは、月つき代しろ兄きよう妹だいのことばかりではない。

「ところで時とき緒お、食堂に鷹たか丸まるや雪ゆき菜なはいたか？」

　石の宿やど主ぬしとなり、過去の記憶に目覚めてしまった羽矢多の部下達──彼らは今、羽矢多ではなく皇帝や将軍の指示を優先している。

　時緒は考える時間もおかず、即座に首を横に振った。

「見てない。ていうか……食堂を出た後、ちょっとだけ船内を探してみたんだけど、やっぱり見つからなくて……出掛けてるのかな？」

　同席していた国くに代しろ剣けん護ごも続けて言葉を発した。

「社長、皓こう月げつに捕まったはずの根ね黒ぐろも、この船の中にいそうにないんです。あと、皇帝になっちまった静しず枝えお嬢じようさんも……部屋の前に護ご衛えいは立っているんですが、気配がないというか静かすぎるというか──本当にまだ休んでいるだけなんでしょうか？」

　羽矢多は唸うなる。

（皓月の話では、皇帝と鷹丸達は諜ちよう報ほう班扱いという話だったが……任務で留守にしていると考えるべきか？）

　無論、〝語かたり部べ〟の力で皓月の思考を覗のぞけばわかる話だが、肝心の皓月を船内で見かけない。

　通つう信しん球きゆうでの会話には応じるし、人に聞く限りでは船内に滞在していることも間違いないのだが、フィットネスクラブでの戦い以降、羽矢多は彼女と遭そう遇ぐうできずにいた。

　おそらくは──皓月の傍そばにいる〝見張り番〟のモニカが、羽矢多と皓月を遭遇させないようにと立ち回っている。

　つまり今の皓月には、羽矢多に読まれては困る思考があるのだろう。

　剣護が懸念している〝根黒桂けい〟という部下についても、羽矢多はその行方ゆくえを断片的にしか知らない。

「……剣護。根黒については、この船内にいないことだけは確かだ。陸上側の拠点のどこかで、補給班に監禁されているらしい。今後、石の出し入れが可能になった段階で、記憶つきの石を宿らせて仲間に引き入れるつもりだろう」

　根黒桂の身体能力は戦力として頼もしい。宿らせる石によっては、その身体能力との相乗効果も期待できる。

「じゃあ……あいつもいずれ、雪菜みたいに性格が変わっちまうんですかね……？」

　剣けん護ごが悔しげに呟つぶやいた。

　──国くに代しろ剣護にとって、同僚の西さい条じよう雪ゆき菜なは片思いの相手でもある。

　そうしたプライベートな思考が読めてしまう自身の力を恨みつつ、羽は矢や多たは気づかぬふりで嘆たん息そくした。

「さて、どうなるかな……榊さかき真砂まさごとその仲間達も根ね黒ぐろの行方ゆくえを探しているようだ。補給班に大した戦力はなさそうだから、見つければ奪だつ還かんできるだろうが……」

「社長……詳しい場所……リークしてあげたりしないの？　そのほうが桂けいのためだと思うけど」

　時とき緒おの指摘が羽矢多には重い。

「俺は皓こう月げつに人質を取られているも同然だ。従うと決めた以上、今になって裏切るような真ま似ねはできんし、そもそも詳しい場所までは俺も皓月も知らん。補給班に預けた後、監禁場所については部下に一任したらしい」

　噓うそではない。皓月は羽矢多に思考を読まれることを前提として、根黒桂の監禁場所については「自身も把握しない」という対策をとった。

　それでなくとも、羽矢多は皓月の思考を完全には把握できていない。

　語かたり部べの石は、あくまで相手の思考の一部を〝言語化〟して知る力である。

　相応の時間をかければより多くのことを聞き出せるが、そのためには会話をかわすのと同程度の時間がかかる上、そもそも適切な質問をできなければ答えが得られない。

　それはちょうど、検索エンジンにキーワードを打ち込み、検索結果を抜き出す作業と似ていた。

　検索対象がインターネットではなく、あくまで個人の脳だという違いはあるが、たとえば〝隠し事を教えろ〟といった曖あい昧まいな質問では求める答えをなかなか引き出せない。作戦内容を訊ききたいのに体重やらスリーサイズやらを教えられても意味がないし、有う象ぞう無む象ぞうの大量の回答が、欲しい回答を覆おおい隠してしまう。

　また、回答はあくまで相手の〝記憶〟から得られるため、新たな思考を要する質問にも返事は返ってこない。

　たとえば「もしも状況がこう動いたらどうするつもりか」と訊いたところで、皓月がその事態を想定していなかった場合には、語り部の能力も無意味である。

　現時点で羽矢多が皓月から得ている情報は、主に以下の五つだった。




　一つ。皓月は〝星ほし詠よみのエスハ〟から〝マリアンヌの宝石箱〟に関する情報を入手し、当初は自派閥の戦力強化に利用するつもりだった。

　二つ。しかし石を宿した今の皓月は、〝将軍〟として本気で皇帝に忠誠を誓ちかい、キャラバンを倒そうとしている。

　三つ。皓こう月げつは羽は矢や多たを過大に評価しており、補佐役として欲しがっている。

　四つ。そのためならば、羽矢多との約束を守り、玲音れいんや部下達の安全を保証する用意もある。

　五つ。彼女は宿やど主ぬしの全すべてを信頼しているわけではない。ことに数人の宿主に関しては、キャラバン側と内通していることを前提として仲間に迎えている。




　内通者を通じて誤った情報を流し、キャラバン側を混乱させる──それも皓月の策らしい。

　具体的にどんな情報戦を仕掛けているのか、次に皓月と会った時には確認するつもりだったが、昨日からずっと接触を避さけられている。

　羽矢多自身が、その内通者として疑われている可能性も否定はできない。

　その時、ぽてぽてと廊下を歩く妙な足音が聞こえ、羽矢多は扉に意識を向けた。

　あまり間をおかずにノックの音が響ひびく。

　ぼふぼふと鈍にぶいその音は、いかにもクッション性の高い素材を連想させた。

「……騎き士しか？　拳けん闘とう士しの見み舞まいなら、まだ寝ているぞ」

　扉が開くと、黒い珍ちん獣じゆうが悠々と片手を挙げていた。

「よくわかりましたね、羽矢多さん！　おはよーございます！　朝のやかましさに定評のあるくろとらくんです！　今日も早寝早起きからの二度寝ですっきり爽そう快かい！　ついでに今朝は羽矢多さんが高級料亭でフグちりをおごってくれる夢を見ました！　正まさ夢ゆめになるって信じてます！」

　眠る拳闘士に遠えん慮りよする素振りもなく、着ぐるみは元気な声と共に船室へ入ってきた。

　拳闘士が寝台の上とはいえ、さほど広くもないツインの部屋に着ぐるみの存在感はさすがに息苦しい。

　くろとらくんは羽矢多の真横にその巨体を寄せた。

　手のひらよりも大きな黄色い目玉が、今日も嫌いやな圧迫感を発している。

「で、拳闘士さんは大丈夫そう？」

「ああ。さっき神かみ竹たけも診察に来た。まだ熱は続いているが、容態は安定している」

　くろとらくんが寝台を覗のぞき込み、ぶるりとエビの尻しつ尾ぽを震わせた。

「張ちよう燕えんさんって、女の子相手にも手加減しないんだねー……リア充相手ならともかく！　まぁ翼つばささんも外見だけはリア充っぽいですけど」

「いや、そういう基準で戦う気は向こうにも毛頭ないだろうが……そもそも拳闘士は〝外見だけ〟なのか？　よく知らんが、若い美人アナウンサーなんて花形の職業だろう」

　くろとらくんが拳こぶしを天に突き上げた。

「リア充は人生を楽しんでないとダメなんです！　だから翼さんはリア充じゃなくて、そこらによくいるただの残念美人です！」

「……まぁ、なんでもいいが、見舞いが終わったなら外で遊んでこい。拳闘士が起きたら教えてやる」

　羽は矢や多たが扉を指さすと、くろとらくんは沈ちん黙もくし、数秒にわたって首を斜めに傾かしげた。

「……あ。そーでした。忘れてました……えっとねー。羽矢多さんにお知らせがあったんです」

「何だ？　皓こう月げつからの伝言でも預かってきたか」

　くろとらくんは顔の前で肉球を左右に振った。

「違います。ええと、さっきですね。食堂で、玲音れいんくんと香か恋れんちゃんが皓月さんに連れ出されるとこを見ちゃって……大浴場のほうに行ったっぽいんだけど、放っておいて大丈夫かな？」

「そういう大事なことは早く言え！」

　怒ど鳴なるが早いか、羽矢多は即座に船室を出た。

「念のため、剣けん護ごと時とき緒おも来い。騎き士しは拳けん闘とう士しを見ておけ。悪さはするなよ」

「はい！　おでこに〝鯖さば〟って落書きしておきます！」

　敬礼と共に意味のわからない返事をする騎士を放っておいて、羽矢多は部下を連れ廊下を早足に歩き出した。

　皓月に、月つき代しろ玲音に対する害意は今のところない。その点は確認済みだが、そこには「玲音が馬ば鹿かな真ま似ねをしなければ」という前提条件がつく。

（玲音君、早まった真似はするなよ──）

　その祈りがいかに無意味なものだったか、羽矢多が思い知るのは、これからわずか数分後のことだった。
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　ガラス窓の向こうの大おお海うな原ばらを背景に、ゴスロリ姿の司祭は悠々と玲音達一同を見回した。

「やっと気づいたのね、将軍？　そう、私は〝司祭〟──〝銀の司祭〟ラージャハームの異能者、満月のフェルディナン──リコルドリクが見つかるまでは、と思って潜せん伏ぷくしていたけれど、それももうおしまい。もう少し流れを見ても良かったんだけど、二人の巫み女この板挟みになったリコルドリクが可か哀わい想そうだから、このタイミングで保護させてもらうわ。探索、ご苦労さま♪」

　そのからかうような声こわ音ねに、皓月が鋭するどい眼まな差ざしを返した。

「……銀の司祭に〝司祭〟の石が宿るなんて──偶然とは恐ろしいものですね」

　司祭のフェルディナンが眼めをぱちくりとさせる。

「……あれ？　もしかして、まだ気づいてなかった？」

　くるりと一回転した後──

　その姿が、ごく一いつ瞬しゆんだけ白い繭まゆ玉だまに包まれた。

　中で人ひと影かげが蠢うごめいた後、解ほどけた繭玉から玲音の知らない赤毛の青年が現れる。

　年代物の司祭の長衣を身にまとった彼は、顔も身長も先程までの少女とは完全に別人だが、雷らい撃げきを放つ能力と関連しているらしい古びた杖つえだけは共通していた。

　繭まゆを形成していた白い糸は跡形もなく消える。

　出入り口に佇たたずむ袈け裟さ姿の銃士が、青年のものと思おぼしき名を呆ぼう然ぜんと呼んだ。

「し……〝司祭〟の……ルートヴィヒ……だと？」

　赤毛の青年は穏おだやかな笑顔を見せた。

「そう、懐なつかしい君達の仲間、ルートヴィヒだよ。姿を真ま似ねているわけじゃない。百年前にも、私は実際に皇帝の傍そばにいた──君達だって知っているはずだ。〝全すべての石は、石の元となった当人がまだ生きている場合、その人物の元へ戻ってしまう〟──宝石箱が開放されてすぐ、石は私の元へ戻ってきたよ。だからこそ私は、皇帝とリコルドリクの復活をすぐに知ることができた」

「え……？　え？　何？　どういうこと？」

　唐突な変身に玲音れいんは戸と惑まどったが、誰からも返答はない。

　それどころか空気は凍りつき、更なる動揺が皓こう月げつ達に広がっていく。

（百年前のブロスペクトの仲間？　……ってことは、あの司祭って……今は男の姿になってるけど、百歳以上……？　何者なんだ、こいつ……!?）

　記録者がモニカの中に移ってしまった今、頭の中にも明確な返答はない。

　赤毛の青年司祭は、木製の杖でとんとんと肩を叩たたいた。

「当時、皇帝ブロスペクトの懐ふところに潜もぐり込んでいた、キャラバン側への情報提供者──それが私、〝司祭のルートヴィヒ〟に扮ふんした〝満月のフェルディナン〟だ。改めて……久しぶりだね、将軍のイザベラに女王のクローディア。いや、今は周しゆう皓月に月つき代しろ香か恋れんと呼ばなければいけないか」

　穏おん和わに微ほほ笑えみながら、青年はまた白い繭に包まれ──

　次に現れた時は、白髪頭に丸まる眼鏡めがねの、不ふ機き嫌げんそうな英国紳士の姿へと転じていた。こちらも玲音の知らない人物だが、皓月達にとっては顔見知りらしい。

　アスコットタイを締しめ直しつつ、老紳士は深々と嘆たん息そくする。

「司祭の石をリコルドリクの中に保存した時、記録者は気づくかとも思ったんだがね──彼女でさえ、私の正体を見抜けなかった。まあ、仮に気づかれたところで彼女の記憶を消せば済む話だったんだが……君らは能力に頼りすぎで、意外に脇わきが甘かったな。性悪なキャラバンに負けたのも道理というものだ」

　玲音の背後で、近衛このえ兵へいの石を持つ初老の警けい官かんがぶるぶると肩を震わせた。

「ば、馬ば鹿かな……それが事実なら、語かたり部べは……当時の〝語り部〟は、何な故ぜお前の正体とその裏切りに気づかなかった……？　彼は仲間全員の思考を把握していたはずなのに……」

　老紳士は哀れむような眼まな差ざしで近衛兵を見据えた。

「語かたり部べの力は所しよ詮せん、人間相手のもの──いくらでも誤ご魔ま化かしようがある。当時の私は、自分自身に〝私は司祭のルートヴィヒだ〟と暗示をかけ、精神の浅い部分だけを表層に出し語り部に読ませていた。そして夜の独りになった時間にだけ、元のフェルディナンへと戻り、めぼしい情報があればキャラバン側に流していたわけだ。そんな器用な真ま似ねが……〝人間〟にできるわけがないとでも思ったか？」

　老紳士はにやりと笑い──また白い繭まゆへの変化を経て、元のゴスロリ姿の若い娘へと戻った。

　そして彼女は軽やかな声で告げる。

「……でも、私にとっては簡単なこと。だから私は、〝満月のフェルディナン〟なの──」

　皓こう月げつが鉄てつ扇せんを振った。

「銃士！　撃うちなさい！」

　袈け裟さ姿の銃士が指示と同時に引き金を引く。

　旧式のマスケット銃から火薬の弾はじける音が響ひびいた。

　撃ち出された弾たまは──フェルディナンの胸に届くことなく、宙に浮いたまま静止する。

　銃士のマスケット銃は大きさや形を問わず、身近にあるものを弾丸として撃ち出すことができる。フェルディナンに向けて彼が撃ったのはごく普通のパチンコ玉だったが、もし人間相手ならば充分な殺傷力を発揮したはずだった。

　静止した弾丸を、フェルディナンが細い指先でつつく。

　パチンコ玉は浴場の床にかつんと落ち、そのまま排水溝へと転がっていった。

　黒衣の司祭はつまらなそうに頰ほおを膨ふくらませる。

「……私、もしかして馬ば鹿かにされてる？　銃とか少しでも通じそうな相手に見えたかしら……ああ、最近ちょっと大人おとなしくしていたから、若い子達は私のこと、知らないのかもね。ほんの少しだけ……思い知らせてあげたほうがいい？」

　悪戯いたずらっぽく指先を口元にあて、フェルディナンが可か愛わいらしく物ぶつ騒そうな笑顔を振りまいた。

　近衛このえ兵へい達が身構える中、解放された玲音れいんは咄とつ嗟さに香か恋れんを庇かばいつつ、大きく後ずさりする。

　フェルディナンが片手を水平に掲げた。

　湯船に張ってあったぬるま湯から、スイカほどの大きさの水の塊かたまりがいくつも同時に浮かび上がる。

　まるで無重力空間を漂ただようように揺らぎつつ、それらの球は一いつ瞬しゆんで玲音達に肉にく薄はくした。

　まずは皓月とモニカに。

　そして玲音と香恋に。

　更には銃士、近衛兵、他の宿やど主ぬしや皓月の部下達に──

　ぎりぎりで避よけた者をも追尾して、水の球はそれぞれの頭にまとわりつき、あっという間に全員の呼吸を封じてしまった。

「もがっ!?」

　両手で払いのけようとしても、水は頭を覆おおったまま飛び散らない。

　口や鼻の中に入ることもなく、ビニールが張り付いたようにただ空気の流れを遮しや断だんしている。

（や、やばいっ!?　これ、ほんとに死……!?）

　水で視界を遮さえぎられ、周囲の状況さえよくわからない中、くぐもった悲ひ鳴めいの数々が聞こえた。

　この場のほぼ全員が同じ目に遭あっていると察しつつ、玲音れいんは事態に戸と惑まどい、緊きん張ちように四し肢しを強こわばらせる。

　その恐怖が、頂点に達した瞬しゆん間かん──

　腹部に憶おぼえのある違和感が生まれた。

　シャツの裾すそから、黒い毛玉の塊かたまりがのそのそと這はい出す。

　たちまち玲音の眼前を黒い影かげが覆い、それと同時に水球が形を失い弾はじけた。

「げほっ!?　げほっ！　……はあっ！　はあっ！　し、死ぬかと思っ……！」

　息を取り戻したのは玲音だけではない。

　その場の全員が、頭をびしょぬれにした状態で激はげしい呼吸を繰くり返している。

　そして目の前では〝司祭〟の娘が、玲音の腹から生えた幾多もの黒い帯に手足を拘束されていた。

　不敵に笑いつつも、その口元はかすかにひきつっている。

「トライハルトの眷けん属ぞく……か。私、埠ふ頭とうでは会いそびれたのよね。ワームホールを作るだけじゃなくて、こんなことまでできるんだ……？」

　彼女の手足を拘束する黒い帯は、布やロープの類たぐいではなかった。金属やプラスチックでもなく、強しいて言えばその色合いは光こう沢たくを消したインクに近い。

　その帯に拘束された司祭の肩口から、黒猫がにゅっと顔を出した。

　いつの間にかよじ登っていた彼は、玲音に向けて肉球を振りつつ、もう片方の手で司祭の胸元をまさぐり始める。

　──黒猫は明らかに、玲音の意思を汲くんでいた。

「ちょっと!?　やめなさい、こらっ！　やんっ!?」

　慌てるフェルディナンの声を無視し、黒猫はもぞもぞと衣服の隙すき間まを漁あさった末、その手に小さな黒い箱を取り出す。

〝マリアンヌの宝石箱〟──

　たった今、フェルディナンはその中に、姿の見えない〝金の記憶の彫金師・リコルドリク〟を封じ、この場から持ち去ろうとしていた。

　その品こそが、事態を収めるための唯一の鍵かぎである。

「よし、よくやった！　こっちにくれ！」

　小さな箱を両手で抱え、黒猫はすばしこい子供のような足取りで玲音の元へ駆かけ出した。

　フェルディナンが慌てて叫ぶ。

「ま、待ちなさい！　……もう！　なんで解ほどけないのよ、これ!?」

　拘束されたままの手元から雷らい撃げきが放たれ、黒猫の背に命中した。

　しかし電気的な騒そう音おんが響ひびいたのみで、黒猫は何事もなかったかのように雷撃をはねのけ、平然とそのまま駆かけてくる。

「猫さん、強つええっ!?」

　むしろ玲音れいんの側が動揺しつつ、差し出された宝石箱を受け取った。

　そして彼は次の行動に迫られる。

（どうする!?　香か恋れんも一緒だから、埠ふ頭とうの時と同じように、このまま逃げられれば……）

　考えを巡らせる彼の視界に、皓こう月げつとモニカの姿が映った。

　将軍、見張り番、そして記録者──

　玲音は、この騒そう動どうを解決に導みちびく唯一の手段を知っている。

　そして困ったことに──そのために自分が何をすればいいのかも、それなりに理解している。

　玲音は眼下の黒猫に願った。

「猫さん！　あの司祭のフェルディナンって奴やつ、なるべく遠くに飛ばしてくれ！　できれば海外とか！」

　司祭の娘が頰ほおをひきつらせた。

「はぁ!?　いや、ちょっと……じょ、冗談じゃないわっ！　そんな曖あい昧まいな指定で飛ばされたら、何ど処こに行かされるか──異界送りとかになったら洒落しやれにならないじゃない！」

　黒い帯状の拘束ごと、彼女の体が白い繭まゆに包まれた。

　ぼんやりとした淡い光が弾はじけ、その後に拘束をかいくぐって青い小鳥が飛び出す。

　ほんのわずかに遅れて、黒猫が掲げた両腕からガス状の黒い球体が鳥を追った。

「くっ……！　宝石箱は預けるわ！　大事にしておきなさい！」

　鳥は娘の声で甲かん高だかく喚わめきつつ、大浴場の窓をすり抜け青空へ飛び去る。

　黒い球体もその後を追ったものの、速度が足りていない。距離が離れたところで球体は霧む消しようし、黒猫が玲音に向けて首を傾かしげた。

「いや、無理に追わなくていい！　この船から追い払えたら充分だ。後は──」

　玲音の意を察した黒猫は、再び両腕を掲げる。

　その上に現れた黒いガス状の球体が──傍そばに立っていた皓月とモニカを、たちまち飲み込んだ。

　身構えるどころか悲ひ鳴めいをあげる隙すきさえなく、彼女達はその球体の向こう側に消える。

「将軍っ!?」

「しまった！　逃がすな！」

　近衛このえ兵へいや銃士達が慌てたものの、その反応は既すでに遅い。

　直後、玲音は香恋をきつく抱え込み、黒猫が動かす黒い球体の中へ自みずから身を躍おどらせていた。
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「……つまり、フェルディナンにも玲音れいん君達にも、まんまと逃げられたわけか──」

　羽は矢や多た寿とし宗むねが大浴場に駆かけ込んだ時。

　ちょうど目の前では、黒い化け猫がガス状の球体に半身を突っ込みつつ、慌てる他の宿やど主ぬし達に手を振っているところだった。

　皓こう月げつやモニカはもちろん、玲音と香か恋れんの姿も既すでになく、指揮官を失った宿主達の戸と惑まどいも大きい。

　皓月の補佐役と目されていた羽矢多と神かみ竹たけに、自然と視線が集まる。

　神竹の顔色も冴さえない。

「トライハルトの眷けん属ぞくは、召喚主の〝命に関かかわる恐怖〟に反応して出てくる可能性があると……皓月にはそう伝えておいたんですが、彼女がそれを弁わきまえていても、フェルディナンの動きまではどうしようもありません。まさか〝司祭〟に化けていたとは──迂う闊かつでした」

　その思いは羽矢多も同じだった。

　フェルディナンの介入は予想していたし、騎き士しの〝くろとらくん〟の中身がそれではないかと疑ったこともある。しかし、よもや百年前の時点で彼女が堂々と皇帝の仲間に潜もぐり込んでいたとは想定外だった。

　そもそも、解せないことがある。

「司祭の正体が本当にフェルディナンだったなら……当時、奴やつはどうして皇帝を殺さなかったんだ？　キャラバンに情報を渡すどころか、奴なら隙すきを見て殺す方法などいくらでもあったはずだ」

　いかに皇帝の力が強大であろうと、身近な者に睡眠中を狙ねらわれれば対処は難むずかしい。

　キャラバン側に渡していた情報の中身についても、どういった類たぐいのものなのか疑問がある。

「あのフェルディナンが、邪じや魔ま者ものを消すのに躊ちゆう躇ちよするとは思えん。皇帝を裏切っていたというなら、皇帝は寿命を迎える前に死んでいたはずだ。近衛このえ兵へい、どう思う？」

　沈痛な面おも持もちをした初老の警けい官かんに、羽矢多は問いかける。

「……私の記憶の限りでは、当時の司祭の献身は本物だったように思います。今でも信じられませんが……我々を動揺させるための、フェルディナンの虚言では？」

　神竹が首を傾かしげた。

「私には当時の記憶がありません。そんな立場からの勝手な推測になってしまいますが……そもそもフェルディナンは、どちらの勢力も敵視していなかったのではありませんか？」

　妙なことを言い出した神竹に、周囲の視線が集中した。

　白衣の青年は気負わずに話し続ける。

「つまり、こういうことです。フェルディナンに皇帝を害する気は毛頭なく、しかしだからといって、皇帝に翁おきな居い夢ゆめ路じを捕らえさせる気もなかった──どちらも失わずに済む方法として、皇帝の傍そばに潜ひそみ、皇帝一派が夢路翁おうの所在を見つけそうになると、その情報をキャラバン側に流して逃がした──要するに〝二ふた股またをかけていた〟という解釈です。あの女め狐ぎつねはエスハとは違う意味で、事態をかき回す問題児ですからね」

「……女心の機微なんぞ俺にはわからんが……そもそも奴やつが女かどうかも怪しいが、辻つじ褄つまは合う。有り得そうな話か」

　キャラバンの創設者、翁居夢路と、満月のフェルディナンとの関係もよくわからない。喧けん嘩かするほど仲がいいというべきか、利害の一致を優先するドライな関係というべきか、あるいは人の寿命に縛しばられない者同士の連帯感でもあるのか──いずれにせよ、敵とも味方とも言い切れない関係らしい。

　つまりは〝腐れ縁えん〟である。

　羽は矢や多たは思考を切り替えた。

「ともあれ、見張り番を連れていかれたのは痛い。奴がいないと皓こう月げつの居場所も玲音れいん君達の居場所もわからん。まいったな──」

　宿やど主ぬし達の手前、口ではそう言いつつ、内心では別のことを考える。

（……おそらく皓月はキャラバン側に捕まった。リコルドリクと記録者、女王も向こうの手の内にある──後は皇帝さえなんとかできれば、こちら側は瓦が解かいするはずだ。事態が──大きく動いたな）

　悪い動きではないはずだが、羽矢多はそれを素直に喜べない。

　──一つ、大きな懸け念ねん材料がある。

（今回の騒そう動どう、皓月の野心に端たんを発してはいるが、そもそもは〝星ほし詠よみのエスハ〟が裏で糸を引いている。俺達は所しよ詮せん、盤ばん上じようの駒こまにすぎん。奴が観客として、この流れを許容するかどうか──そこが一番、怖いな）

　羽矢多はその脳裏に、フードを目ま深ぶかに被かぶった人外の占い師を思い浮かべていた。

　星詠みのエスハと呼ばれる彼は、観客を装いつつ、流れを見ては時に駒を入れ替え、付け足し、酷ひどい時にはルールさえ変更してしまう。

　観客を気取る割にマナーは最悪だが、負けている側にとっては時に助けとなることもある。

　皓月の心を読む限り、彼女に〝マリアンヌの宝石箱〟にまつわる情報を与えたのはエスハらしい。その後も彼は、月つき代しろ玲音にトライハルトの化け猫を扱わせるなど、盤上のゲームに介入している。

　記録者とリコルドリク、マリアンヌの宝石箱──事態を収拾する要素の全すべてがあっさりと月代玲音の元に揃そろった以上、エスハが動きを見せるとしたら彼の周囲である。

　見張り番を連れていかれたため、彼らの居場所はわからないが、ある程度は予想もつく。

（彼らが安心して逃げ込める場所など、文ふみ槻つき派の懐ふところか、あるいは夢ゆめ路じ翁おうのところか……その程度だ。いずれにせよ──）

「……よし、俺は一度、水みな門と市に戻る。目標は皓こう月げつとモニカ、それにリコルドリクの奪だつ還かんだが、まずは先行調査が必要だ。少数精せい鋭えいでいかせてもらう。時とき緒おと剣けん護ごは一緒に来い。それから……」

　指示を続けようとした矢先、それを遮さえぎる声が響ひびいた。

「……これは何の騒さわぎですか」

　羽は矢や多たが振り返った視界に──〝皇帝〟十と和わ田だ静しず枝えが立っていた。その背後には、しばらく船内で見かけなかった鷹たか丸まる宝ほう泉せんや西さい条じよう雪ゆき菜なの姿もある。どうやら彼らは皇帝と共に行動していたらしい。

（静枝ちゃん!?　今まで、何ど処こで何を……）

　その疑問に対して返ってきた心の声に──羽矢多は、卒倒しそうになった。

　口から漏もれかけた呻うめき声を辛かろうじて留とどめたものの、よろめいた挙げ句に部下の剣護と時緒から背中を支えられてしまう。

「社長!?　なによろけてるんですか！」

「……朝ごはん、食べてないから……？」

　部下達の気き遣づかいをよそに、羽矢多は蒼そう白はくとなる。

　語かたり部べの力は、静枝達が昨夜、何処で何をしていたのかを具体的に教えてくれた。




（や……山やま之の内うちさんとカーマイン卿きようが乗った飛行機を……撃げき墜ついした、だと……？）




　機体は日本海に沈んだらしい。

　相手はキャラバンの東西をまとめる二大幹部である。

　その死は構成員に動揺をもたらすのと同時に、後あと釜がまを狙ねらう一部の幹部達の暗あん闘とうをも誘発させるはずだった。

　呆ぼう然ぜんと青ざめる羽矢多に、皇帝の静枝が冷たい眼まな差ざしを向ける。

（山之内さんの口こう腔こう衝しよう撃げき波は──もしも不意打ちであれを受ければ、この船程度は丸ごと消滅してしまう。それを警けい戒かいして先手を打つというのは道理だが……皓月が、俺や仲間達にさえ隠していた策がこれか……！）

　作戦の詳細がキャラバン側に漏れれば、相手に対策をとられてしまう。

　皓月は身内に内通者がいる可能性を把握していた。その身内をも欺あざむくことで、キャラバン側にも〝皇帝は休息中〟だと誤認させ、その隙すきをついた。

（もう……後戻りはできんか……）

　長おさである山之内は派閥の良心だった。彼を失えば、危険思想を持つ幹部達も野放し同然となるし、これまで様子見をしていた穏おん健けん派さえも敵かたき討うちのために動き出す。

　皇帝をしとめた者が派閥の後継者に名乗りをあげるか、あるいは強い影えい響きよう力りよくを発揮することも確実で、功を焦あせり暴走する者も出てきそうだった。

　皓こう月げつの策、皇帝の行動──更には大幹部を守れなかったキャラバン側の動き、それら全すべてを羽は矢や多たは呪のろう。

　皇帝の静しず枝えは涼しい顔で、その場の一同を見渡した。

　近衛このえ兵へいや銃士達が事情を説明する中、立ち尽くした羽矢多は懸けん命めいに思案を巡らせる。

　どんなに考えても、妙案は何も浮かばなかった。
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　客船からの脱出を黒猫に願った直後──

　玲音れいんの体は、ただの一いつ瞬しゆんでフィットネスクラブ〝アクアスみなと〟にまで運ばれていた。

　片かた膝ひざをついた周しゆう皓月、彼女にしがみつくモニカから一瞬遅れて、香か恋れんを抱えた玲音も運動器具の傍そばに放り出される。

　同時に黒猫が、黒い帯状の影かげで皓月とモニカを拘束した。

「くっ……」

「よし、よくやった！　偉い偉い！」

　黒猫はあくまで無表情ながら、心なしかドヤ顔に見える。

　しゃがみ込んだ玲音はその顎あご下したを撫なでつつ、周囲の様子を見回した。

　昨日の騒そう動どうの影響で臨りん時じ休業となったらしく、施設内に客の姿はない。プール側では職員が片付けをしている可能性もあるが、戦場になっていないこのトレーニングルームにはそんな人員もいなかった。

　黒い帯に縛しばられた皓月が、怪け訝げんそうに声を漏もらす。

「ここは……フィットネスクラブですか？　何な故ぜ、こんなところに──？」

　場所の指定について、玲音がミスをしたわけではない。

　思案した末、玲音は黒猫に〝この場所〟を願った。

　それは最善の一手ではないかもしれなかったが、一応は狙ねらいがあってのことである。

「……将軍。あんたとモニカの身柄をかけて、これから羽矢多さんに取引を持ちかける。宿やど主ぬし側からは英えい太た郎ろうと姫ひ想そ華か、それから捕ほ虜りよになっているはずの〝根ね黒ぐろ桂けい〟って人を返してもらいたい。代わりにこっちは、あんたとモニカを皇帝側へ無事に返す。つまり──人質交換だ」

「……根黒桂……？　彼は、貴方あなたとは無関係のはずですが……」

「でも、俺や英太郎達を守ろうとしてあんた達に捕まった人だ。返してほしい」

　根黒桂の名前を出したのは、希き崎ざき心しん弥やへの配はい慮りよだった。先程は弱い立場だっただけに要求できなかったが、皓こう月げつとモニカの身柄と引き替えなら釣り合いそうに思う。

　たちまち皓月が蔑さげすむような薄うす笑わらいを見せた。

「素人しろうとが、何の冗談かと思えば──ここには貴方あなた一人しかいません。私とモニカ、女王が三人がかりで貴方の不意をつけば、一気に形勢は逆転しますわ。貴方はもう少し賢かしこいかと思っていましたが、ずいぶんと迂う闊かつな選択肢を選びましたね？」

　脅きよう迫はくじみたその言葉に、玲音れいんは深々と嘆たん息そくを返した。

　皓月の指摘はほぼそのとおりである。眼下の黒猫がいつまで力を貸してくれるかも定かではない。

「そりゃ、俺もそう思ったけど……仕方ないだろ。文ふみ槻つき派とかキャラバンにお前達を引き渡したら、人質交換の余地なんてたぶんなくなる。俺なんかの意見よりキャラバン側の論理が優先になるだろうし、あんたもモニカもそのくらいの重要人物のはずだ。そもそもあんた──キャラバンに捕まったら、すぐに殺されるだろ？」

　玲音は薄々、そのことを察していた。

　周しゆう皓月という娘はキャラバンを裏切り、皇帝を復活させた。ほぼこの騒そう動どうの首しゆ謀ぼう者しやといっていい。

　そんな彼女に対し、キャラバンという組織がどう動くか──内部で意見は割れるかもしれないが、その結果とは無関係に暴走する人間も必ずいるはずだった。

　キャラバンに人殺しを厭いとわない幹部がいることは、このフィットネスクラブで昨日起きた戦いによって証明されている。

　皓月が眉まゆをひそめた。

「……ずいぶんお優しいことですのね？　私は宝石箱を開放させ、貴方やご友人達を騒動に巻き込んだ張本人です。そんな私がどうなろうと、貴方には関係ないと思いますが──」

「……俺なりにいろいろ考えたんだよ。あんたはあんな客船を持てるくらいの大金持ちで、部下もたくさんいるはずなのに、わざわざ〝宝石箱〟を開けた──もちろん力が必要だったからなんだろうけど、その〝必要な力〟って、本当はキャラバンを倒す力じゃなくて……自分の身を守る力って面もあったんじゃないか？　さっきもさらっと言ってたよな。華か麗れいなる一族どころか凄せい惨さんなる一族って──今のあんたをキャラバンに引き渡すと、俺はたぶん、嫌いやな感じで後悔しそうな気がした」

　玲音は皓月という娘を恐れている。裏社会で生きているらしい彼女からは、その外見に似合わない殺伐とした気配を感じるし、クレアに向ける悪意も本物だった。

　だがその一方で──彼女はまだ、玲音よりほんの少し年上の若い娘にすぎない。

　法によって裁さばかれたわけでもないのに、よってたかって殺されるべき存在とまではどうしても思えなかった。

　彼女に恨みを持つ身ならともかく、玲音自身はさほど大きな被害も受けていない。

　皓こう月げつが無表情に転じた。

　その胸元に顔を埋めたモニカが露ろ骨こつな歯は軋ぎしりをする。

「……こ、このクソガキっ！　姉ねえ様さまに色目遣つかうだけじゃ飽きたらず口く説どきにかかるとか……！　殺すっ！　絶対、後で殺……いたたたたっ！　痛いっ！　痛いっ！　やめろバカぁっ！」

　頭の中で記録者が暴あばれ出したらしいが、化け猫に拘束されているためモニカも身動きがとれない。

　それをいいことに、玲音れいんは強気で言い返した。

「だから口説いてないっ！　基本姿勢がケンカ上等なお前には、ただ殺意がないってだけで口説き文句に聞こえるのか!?　俺は平和な国の一般的な小市民なの！　敵だろうと人が死ぬとこなんか見たくないし、殺されるとわかっているのにホイホイ引き渡すような真ま似ねもしたくないだけだ！　だいたい……」

　玲音は口ごもり、皓月を睨にらんだ。

「……あんたはさっき、俺の図ずう々ずうしい交渉を受け入れてくれただろ。フェルディナンとかいう奴やつの介入で変な流れになったけど、その意味では借りもある。そもそも……このタイミングで死なれるより、英えい太た郎ろう達の身柄と引き替えのほうがずっとありがたいしな」

　玲音に寄り添った香か恋れんが、不ふ機き嫌げんな眼まな差ざしで兄を見た。

「……なんか言い訳っぽい。本当は将軍が美人だから優しいだけでしょ……？」

「……お前は兄ちゃんをなんだと思ってるんだ？　そりゃ美人に弱いのは認めるけど、今回の選択はそれとは無関係だからな？　とりあえず──」

　玲音は鼻筋を歪ゆがめ、改めて気合を入れ直した。

　これから、精神的に覚悟のいる作業が待っている。

「……モニカ。まずは、さっきお前にとられた〝記録者〟を返してもらう」

「な……ふざけんなバーカ！　誰が返すか、このエロガ……痛いっ！　痛い痛い痛いぃぃぃぃっ!?」

　記録者がまた暴れ出した。

　玲音は呆あきれて気の抜けた声をかける。

「冷静に考えろよ……お前、一生それを続ける気か？　お前がリコルドリクに何か命令するたびに、記録者がその邪じや魔まをするだろうし、それどころか睡眠だってまともにとれないぞ？　記録者には睡眠なんか必要ないし、どう考えても今のうちに俺に返しておいたほうがメリットあるだろ」

「う……うるさいうるさいうるさいっ！　あんたの言うことなんか……むぐっ!?」

　皓月が顔を傾かたむけ、暴れるモニカの口を唇で塞ふさいだ。

「んぐっ!?　んっ……むっ……あむっ……？」

　突如始まった若い娘同士の濃のう厚こうなキスシーンに、玲音は思わず赤面する。

「……こ、皓こう月げつさんっ!?　何をしてらっしゃ……？」

「……ぷあっ……」

　唇が離れると、モニカが惚ほうけた顔で舌を出していた。

　皓月がその耳元に囁ささやく。

「……モニカ、記録者の石を返しましょう。リコルドリクの巫み女こになった貴方あなたさえいれば、記録者の代役も務まります。今のままでは、確かに何もできません──」

「……はい……姉ねえ様さま……」

　先程までの抵抗が噓うそのように、モニカはおとなしくなった。

（あ……そうか、〝将軍〟の力で！）

　自みずからの体液を相手に摂取させることで、その相手を意のままに操あやつる──それが将軍の能力だった。

（確か制限時間つきだったよな……？　あと、操る人数が多いほど効果が薄うすれて、強制力がなくなって指示が伝わるだけになっていくとか……）

　記録者から得ていたその情報を思い返しながら、玲音れいんは皓月とモニカの傍そばへ慎重に歩み寄った。

　その足取りはどうにも重い。

　自分から異性にキスをするのは初めてだが、その相手がよりにもよって好意もへったくれもない、ほとんど初対面同然の娘だというのはあまりに切ない。しかも動けない相手に無理矢理という時点で、罪悪感と背徳感に押し潰つぶされそうになる。

（うう……俺、ほんとに小心者だよなぁ……）

　たかがキス程度と開き直れないのが、玲音の泣き所だった。

　同時に、頭の隅すみには冷静な思考もある。

（石の出し入れには、記録者かモニカの力だけじゃなく、〝リコルドリク〟の力も必要になる。手元にあるこの宝石箱を、モニカに開けさせないといけないわけか──）

　もっとも危険なのはその瞬しゆん間かんだった。

　モニカが無抵抗なら、記録者はすんなりと玲音の中に戻る。

　しかしモニカがリコルドリクを操り、反はん撃げきを試みた場合、一気に状況がひっくり返される可能性もある。

　今の状況は、さながら白と黒がめまぐるしく入れ替わるオセロゲームのようだった。

　この先は一手のミスが致命傷につながるが、かといって何もしないままでは事態の悪化を止められない。

　危険な賭かけに出る玲音の根底には、〝記録者〟に対する信頼感があった。

（あいつがモニカの中で暴あばれているのは、単なる嫌いやがらせや無意味な抵抗じゃない。モニカが自分を手放すように仕向けることで、状況の打開を狙ねらっているはずだ──）

　幸いなことに──玲音れいんの目から見て、モニカという娘はいかにもバカっぽい。

　玲音と皓こう月げつの関係を無意味に疑うあたり、勘かんもさほど鋭するどくはなく、むしろ見当違いの方向へ突っ走るタイプに見える。

　甘く見るつもりはないが、深く考えて動くタイプでないことは確かで、その意味では出し抜きやすいはずだった。

　玲音は黒猫に拘束されたモニカへ近づき、宝石箱を彼女の腕に触れさせた。

　──黒い箱の中で、眠っているはずの〝リコルドリク〟が蠢うごめく。

　それがモニカの仕し業わざなのか、それともモニカの中にいる記録者の仕業なのか、玲音にはわからない。

　そしてほぼ同時に、彼は不意打ちのような勢いでモニカに素早く顔を寄せた。

　どくん、と心音がはねたのは、口づけに緊きん張ちようしたためではない。

　すぐに顔を引き離しても、唇には湿った感触が残った。

　そこにはおそらく、将軍たる周しゆう皓月の唾だ液えきも含まれている。間違っても体内に入れぬよう、玲音は即座に口元を拭ぬぐった。

（……記録者！　どうだ!?）

〝……ただいま、と言っていいのかな、これは──〟

　ほんの数分、離れていただけの声が、何な故ぜか妙に懐なつかしい。

　記録者が申し訳なげな、それでいてどこか安あん堵どしたような声を寄よ越こす。

〝ありがとう、玲音──また迷惑をかける〟

（おう。きっちり最後まで付き合うからな！）

　気合を入れ直しつつ、玲音は皓月とモニカから距離をとった。

　皓月が薄うすく嗤わらう。

「……引っかかりませんでしたね。キスした唇を少しでも舐なめたら、私の指揮下に入っていたはずなのですけれど──でも、これって一応は間接キスということになるのでしょうか？」

「……なんかもう、自分で自分が嫌いやになってきそうなので勘弁してください……」

　玲音もそれなりに繊せん細さいなお年頃ではある。

　一方、モニカは燃えるような怒りの眼まな差ざしで玲音を凝ぎよう視ししていた。

　罵ば声せいでもあればまだ怒りの程度を推おし量はかれただろうが、無言なのが余計に怖い。

（……あ。俺、近いうちこいつに殺されるわ……）

〝身を隠せばそうそう見つからない。今、リコルドリクと接触した瞬しゆん間かんに、彼女の中から見張り番の石を抜いて宝石箱に戻した。怒っているのもそのせいだろう〟

　記録者はさらりと言ったが、玲音は瞠どう目もくする。

（今!?　あ、そうか……俺はお前を取り戻すことしか考えてなかったけど……そりゃ、そういうことも可能だよな……？）

　記録者が意地悪く笑った。

〝いい気味だ。あの小娘に見張り番の石など勿もつ体たいない。次は君の妹、女王の石と薔ば薇らの石だな〟

　指摘を受けて、改めて玲音れいんは硬直する。

（……香か恋れんと……キス？　するの？　今？　まじで？）

〝妹さんはその気だぞ、おそらく。女王の石も薔薇の石も持っているのに、まったく邪じや魔まをしてこなかっただろう？〟

　振り返ると、香恋が頰ほおを赤らめて、もじもじと内うち股また気味に震えていた。

　恋する乙おと女めそのもののその態度に、玲音の冷や汗が増す。

（……いや、今更この反応っておかしいだろ！　昨日の夜なんか平気な顔して抱きついてたぞ、コイツ……！）

〝アレは君が抱き枕状態だったからな。君のほうからキスを求められるという状況には、やはり女として来るものがあるんだろう。迷うとドツボにはまるから、勢いでさっさと済ませたほうがいい。幸い、抵抗する様子は皆かい無むだ〟

　玲音は完全に青ざめた。

（いや、抵抗されたほうがマシだよ！　あんなガチな雰囲気の香恋に、どんな顔して不ふ埒らちな真ま似ねをしろっていうんだ!?　……そ、そうだ！　時間をかければ握手でも石を取り出せるって……！）

〝相手の同意があれば、の話だ。どう考えても──キス以外の方法で、今のあの子が納得するとは思えん。そもそも皇帝への忠誠心より君への想おもいが勝まさっているあたり……ずいぶんと愛情が深い。せめてそこは汲くんでやれ〟

（やめてっ！　聞きたくないっ！　記録者さんてやっぱりドＳですよね!?）

　香恋が熱っぽい視線で玲音を見つめた。

「……お兄ちゃん……私とも……するんだよね……？」

「落ち着け！　兄ちゃん、今いろいろ考えてるから！　ええと、ほら、その……！　あ！　将軍！　先に将軍の石を……」

「あら？　私ですか？」

　皓こう月げつがくすくすと笑ったが、一緒に拘束されたモニカがたちまち唸うなり声をあげる。

「がるるるるっ……！　このクズ野郎、皓月姉ねえ様さまに手ぇ出したら爪つめ切きりで○○○の肉、少しずつ切り取り続けてやるからなっ！」

「お、お前は言動だけでも真人間になれっ！　せめて拷ごう問もんの内容をもう少しソフトにしろ！」

　今朝方、くろとらくんに言われた〝女じよ難なんの相〟という指摘が殊こと更さらに重く感じられる。

　進退窮きわまった玲音の脳内で、記録者も疑問を呈ていした。

〝私も、将軍の石は後回しにすべきだと思っている。あの皓月という娘──将軍の石の影えい響きようで、元の人格よりも穏おだやかで理性的になっている可能性が高い。この状況で石を取ると、かえって君に害を為なす存在になるかもしれん。せめて戦せん闘とう向きの仲間がいる時に処理すべきだな〟

（……冷静なご意見、ありがとうございます……緊きん張ちようで頭痛と目め眩まいが──）

〝石から解放するためだ。宿やど主ぬしでなくなれば、キャラバンから狙ねらわれる危険もぐんと減る。妹さんも役得で嬉うれしいだろうし、君一人が悶もん々もんと悩む程度で済むなら御おんの字じゃないか？〟

（……………………そうか。よく考えたらごねてるのは俺だけか。俺がつまらんワガママを言ってるだけなのか……うう……よし）

　玲音れいんはようやく覚悟を固めた。

（……記録者、不意打ちで一いつ瞬しゆんだけいくからな。とちるなよ!?　二度は無理だからな!?）

〝心配するな、一瞬で充分なのは証明したとおりだ。まずは妹さんを──平へい穏おんな生活に戻そう〟

（おう！）

　頼もしい言葉に勇気を得て、玲音は香か恋れんの正面に立つ。

「か、香恋……俺達はあくまで〝兄きよう妹だい〟だからな。こんなの、最初で最後だ。石を取り出して、真人間に戻ってもらう」

「ん……優しくして……？」

　香恋が眼めを閉じ、心持ち上を向いた。

「だ、だからそういう反応は……！　くそっ！　お前、男を手玉にとるような悪女にだけはなるなよ!?」

「…………私には、お兄ちゃんだけだから──」

　近づいた玲音の脇わき腹ばらに、チクリと針で刺したような痛みが走った。

　香恋の膝ひざ付近から伸びた細い半透明の針が、冷たい液体を玲音の体内へ注入していく。

「か、香恋っ!?」

〝しまった……!?〟

　玲音と記録者が漏もらした動揺の声は、ほぼ同時だった。

　香恋が無表情に転じていく中、背後で皓月がくすくすと笑う。

「……せっかく将軍の能力を把握していらしたのに──〝女王陛下が私に操あやつられている〟とは、考えなかったのですか？　昨日の時点でもう、女王陛下には私の能力を受け入れていただいてました。もっとも完全に操そう作さしているわけではなく、以心伝心で作戦を伝えられる程度の薄うすい影えい響きようなのですけれど──布石は打っておくものですね」

　食いしばろうとした歯に力が入らない。

　四し肢しの力も抜け、遠のく意識の中で玲音はその場に倒れ伏す。

　腹部から猫につながった影かげも、まるで拡散した煙のように消えていた。

「召喚主の意識が飛ぶと、化け猫も消える──神かみ竹たけ先生のお話どおりでしたわ。それと、モニカから記録者を出していただいてありがとうございます。本当に……一時はどうなることかと思いました」

　楽しげな皓こう月げつの声は、もはや玲音れいんの意識に届いていなかった。
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　天井のない図書館で、玲音れいんは椅い子すに座していた。

　この場に来るのは初めてではない。

　紅あか街まちで失しつ踪そうした直後、記録者と最初に会ったのが、この奇妙な図書館だった。

　テーブルを挟んだ目の前には、西洋の酒場にいそうな民族衣装をまとった〝クレア〟がいる。

　大きく開いたその谷間から懸けん命めいに視線を逸そらしつつ、玲音は肩身の狭い思いで頭を垂たれた。

「えーと……確か、記録者さんの故郷の衣装で、ディアンドルでしたっけ……？」

「そう。エスハが私に化けて、君に干渉した時の衣装だな。やはり君は、服装のこととなると憶おぼえがいい。もっとも今、君の前にいるのはエスハではなく〝私〟だから、安心してくれ」

「はぁ……なんというか、その……す、すみません……！　やらかしましたっ！」

　皓こう月げつを出し抜く予定が、あっさりと状況を覆くつがえされてしまった。

　せっかく記録者を取り戻したとはいえ、これでは顔向けもできない。

　クレアの姿を借りた記録者は、慌てた様子でテーブルに身を乗り出した。

「いや！　謝あやまるのは私のほうだ！　将軍の石と薔ば薇らの石──その能力を詳しく知る者として、月つき代しろ香か恋れんが操あやつられている可能性は考こう慮りよしておくべきだった。言い訳になってしまうが、かつての女王と将軍は特に懇こん意いだったから──その認識が強すぎたのかもしれん。それに薔薇の棘とげには、相手を麻ま痺ひさせるような能力は備そなわっていないはずなんだ。おそらく皓月は、香恋にあらかじめ既存の薬品を持たせておいて、棘を使ってその薬品を君に注入させたのだろう。私の想定が甘すぎた……」
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　記録者はそう言ったが、そもそもは玲音れいんの失策である。キャラバンに皓こう月げつを引き渡す覚悟で、最初から文ふみ槻つき病院あたりに移動していれば、この事態は避さけられた。

　最善手でないことは自覚していたが、自分の甘さと迂う闊かつさを痛感する。

　だが記録者は、そんな玲音を励ますように、クレアにそっくりの明るい声を紡つむいだ。

「そう凹へこむな。私と君が合流でき、しかもあの客船から脱出できたという点で、事態はさっきまでよりも確実に好転している。それに──皓月の身を案じた君の優しさは、私にとっても好ましい」

　クレアの顔ではにかむように言われ、玲音は思わず赤面した。

「私もモニカの中に入って理解した。周しゆう皓月は間違いなく悪党だが──その生い立ちには同情の余地もある。何より君が指摘したとおり、彼女が宝石箱を求めたのは自じ衛えいのため──つまりは権力を得て身を守るためだった。その切せつ羽ぱ詰つまった思いを利用したのが……あのクソ占星術師らしい」

　忌いま々いましげなその呼び方に、玲音は口元をひきつらせる。

　フードを目ま深ぶかに被かぶったその怪しい占い師が、事態を引っかき回していることは明白だった。

「何？　あいつ、何がしたいんだ？　俺らをからかって遊びたいんだろうけど、それの何が楽しいんだか──」

　記録者が深々と溜ため息をついた。

「……奴やつのそもそもの目的は……実ははっきりしているんだ。彼は──人類を、神の領域にまで進化させようとしている」

「……はい？」

　突拍子もない回答に、玲音は耳を疑った。

「そのために何をするか、という方法論の面では、私も疑問に感じることが多々あるが、奴自身は〝いつの日か、人間を神群のレベルにまで進化させる〟と本気で考え、今はそのための下準備として、可能性の模索を進めているだけだ。そうしなければ、人類という芽は遠い将来に必ず潰ついえる──これはまぁ、はっきりしている事実ではあるんだが……」

「いやいや、あんたまで何言ってんだ!?　そんなの、俺らが将来どうなるかなんてわからないだろ？」

　記録者が肩をすくめた。

「玲音。彼の見つめる将来とは、数百、数千年後の話じゃない。数万、数億、数十億年後の話だ。いずれ太陽が膨ぼう張ちようし、地球を飲み込む──そういう時代が来たら、人類はほぼ間違いなく滅亡する。生き残る方法は二つしかない。地球を離れ、遥はるか彼方かなたの宇宙に飛び出すか、それとも〝異世界〟へ渡るか──いずれにしても、今の常識を外れるほどの科学力か、あるいは今の〝人類〟の定義から外れるほどの進化が必要となる。もちろん〝今〟を生きる人類にはまだ無む縁えんの話だが、これは事実だ」

　途方もない話に、玲音れいんは面食らった。

「いや、そんな遠すぎる未来の話……！」

「……〝遠すぎる未来〟ならまだいい。その前に、別の理由で人類は滅亡するかもしれない。たとえば唐突な隕いん石せきの衝しよう突とつ、たとえば地球規模の天変地異、たとえばどうにもならないレベルの疫病……〝その日〟が来て全すべてがゼロになる前に、エスハはなるべく多くの可能性を模索しておきたいんだろう。だから彼は、興味をもてる人材に対しては積極的に干渉してくる。私も、君も──それからおそらくは皓こう月げつもその一人だ」

「……エスハって、神様か何かのつもりなのかな？」

　高みから見下ろすような彼の言動を思い出し、玲音はぶるりと肩を震わせた。

　記録者が真顔で頷うなずく。

「神という単語の定義次第だが、一応、超常の存在には違いない……玲音、そもそも〝迷めい宮きゆう神しん群ぐん〟というのは、別の世界において、生き残るために〝異世界へ渡る〟ことを選択した生物の群れだ。その過酷な選択をする上で、彼らの多くは理性も知性も失った。逆に言えば、そんなものを持ったままでは、時の流れと過酷な環かん境きように精神が耐たえられなかったのかもしれない。彼らはこの世界において、〝銀の司祭ラージャハーム〟の影えい響きようにより、人類に対しては〝神〟と誤解されるほど優しく親切かもしれない。しかし本来、迷宮神群とは──生存競争を〝異界に渡る〟という手段で勝ち抜いてきた、ハイブリッドな〝生物〟だ。当然、一種につき一個体というわけでもない。同じ神群が大量に存在する事例もある。まぁ……だから神〝群〟などという複数形の名称がついているわけだが……地球に渡ってきている神群など、その中のごくごく一部にすぎないはずだ。いずれにせよ、人類とは文字どおり〝次元の違う〟生き物といっていい。エスハは──我々人類を、その域まで導みちびこうとしている。人類の滅亡を防ぐために。その可能性の芽を、潰つぶさないために──」

「い……いい奴やつなんだか大きなお世話なんだか、わからない話だな……」

　動揺する玲音を見つめて、記録者がくすりと笑った。

「若い頃の私も君と同じような感想を持ったが、少なくとも〝いい奴〟ではないな。彼がそうする理由は、子供じみた探求心、あるいは狂った研究心のためだ。だから私と彼とは、どうも折り合いがつかなくて──彼にとって私やリコルドリクの存在は、その進化の可能性を探さぐる上でのテストケースの一つだったんだろう。宝石箱に意識を残すことで、私達は少なくとも〝一部の人間の能力と意識の保存〟には成功した。ただ、この石は人間にしか宿らないから、人類滅亡を防ぐ手段にはなり得ない。能力をより進化させて、たとえば幽体として存在できるようになったり、あるいは他の生物に寄生できるなどの変化があれば、可能性も広がるが……そこまでいくと〝人類〟の定義からは完全に外れる。とはいえ、ただ紡つむがれる可能性を見たいだけのエスハにとってはそれも望むところだろう。だから彼は、今後もいろいろな干渉をしてくる。神群の影えい響きようによる、我々の〝進化〟の行く末を見定めるためにな」

　記録者が席を立った。

「……玲音れいん。私が君にこんな話をしているのは、〝奴やつ〟の口車に乗ってほしくないからだ。奴には〝人類を滅亡から救う〟などという歪ゆがんだ大義名分がある。そして本人も吹ふい聴ちようしていることだが、それは人類のためではなく、あくまで奴自身の好奇心のためだ。私は……人であることを捨ててまで、進化の道を模索する必要はないと考えている」

　記録者は寂しげに──しかし断固たる口調でそう告げた。

「石としての自身を顧かえりみて思う。人は──人は生きるだけ生きて、死ぬものだ。それが自然の摂理だし、その結果として滅びるのなら、それでいい。人であることを捨ててまで生き延びたいというならそれも一つの選択だが、それは自身の意志で為なされるべきだ。エスハのような第三者の思惑に乗るべきではないし、その先にある生き方はおそらく過酷にすぎる──それでも先へ進みたいという覚悟を持つ者は尊とうといが、それは他人に強要すべきものではない」

　玲音はしばらく考え込んだ末、呆ほうけた眼めでかっくんと首を傾かしげた。

「……うん。なんかもう、一般庶民の日常とは世界が違いすぎてアレなんですけど、あんまりその……関かかわり合いになりたくないかなー、っていうのは、ひしひしと感じました……」

「それでいい。こっちの世界はろくなことがないぞ」

　玲音の素直かつ日和ひより見みな感想をくすくすと笑って流しつつ、記録者は歩み寄り──玲音の頭を、そっと背後から抱え込んだ。

「……この騒そう動どうが終わったら、君は友人達と一緒に、必ず日常に戻れ。もしもこれから何かあったとしても、それを引きずるな。こんな事態に巻き込んだ私に言えることではないが──それが私の願いだ」

　実体を伴わないその抱ほう擁ように温ぬくもりはなく、また柔らかな感触も特にない。だが、玲音は何な故ぜか無性に安あん堵どするものを感じた。

（……ちゃんとした母親って、こういう感じなのかな……？）

　つい、そんな連想が浮かんでしまう。

　虐ぎやく待たいを繰くり返していた〝本物〟の母親に対しては、いい印象がまるでない。一般的な子供は、酷ひどい親からでも愛情を得ようとすると聞いたことはあるが、妹を守ることに必死だった玲音はその例にもあたらなかった。

　むしろ親がいる時は気を抜けず、いない時間帯にようやく安らげた記憶しかない。

　記録者の言葉と態度には、玲音が実の母親にも感じたことのない包容力と優しさがあった。

（……〝記録者〟が、皇帝一派の中で特別な存在だったのって……能力のせいだけじゃなくて、こういう雰囲気も影響してたのかな──）

　玲音はそんなことを思う。

　耳元で記録者が囁ささやいた。

「……今のうちに、今後の話をしておこう。皓こう月げつやモニカも、さすがにもう私を抜き出そうとはしないはずだ。ただしモニカが石の管理能力を得た以上、今後は誰にどの石が宿っているかについて、今までの認識に縛しばられず判断する必要がある。たとえば君の妹に宿った女王の石が、弓使いや猟犬に入れ替わっていたり、あるいは羽は矢や多たの持つ語かたり部べが皓月に回ったりと……そういった宿やど主ぬしの変化が起きることを前提として、事態に向き合う必要が出てきた。皓月が実際にそうした策をとるかどうかは疑問だが、念のため、警けい戒かいはしておけ」

　記録者の指摘を受けて、玲音れいんはある疑問点を思い出した。

「……そういえば、ちょっと気になってたんだけど──あのさ。最初にリコルドリクが解放された時、石を宿した連中は、俺も含めて失しつ踪そうしたよな？　だけど、香か恋れんが〝薔ば薇ら〟の石を追加で宿した時は平気だったし、記録者を宿し直した今の俺も、特に失踪とかはしていない……何か理由があるのか？」

　記録者が曖あい昧まいに頷うなずいた。

「一言で言えば──最初の失踪の主な理由は、リコルドリクの熱暴走、あるいはフリーズといったところかな。一度に全すべての石を放出したせいで、リコルドリク側の処理速度が追いつかず、そのタイムラグが宿主達の〝失踪〟につながった。失踪から数分で戻ってきた人間と、君のように数日を要した人間とに分かれたのもそのためだ。ただし、この現象には──熱暴走を利用した〝安全装置〟という側面もある。宝石箱の開放時、一つの石を宿した人間が同じ場所に留とどまり続けていたら、そのまま二つ目、三つ目の石を間違って宿してしまいかねないだろう？」

　言われてみて、玲音はぞっとした。

「あー……そりゃ確かにまずいよな。覚かく醒せいと同時に廃人確定か──」

「そういうことだ。だから、かつての私は故意にこの〝仕様〟を残した。同様に、たとえばキャラバン側の殲せん滅めつ策などによって、一度に大量の宿主が死亡し、それらの石が新たな宿主達にばらまかれた場合──同じように大規模な失踪が起きると見ていい。具体的にどの程度の人数で〝それ〟が起きるのかは私も把握していないが、まぁ……人の命で実験をする気にはなれないな」

　その点は玲音も同感だった。

「じゃあ、普通に石を入れ替える分には失踪は起きない、と──あ、あともう一つ！　石を入れ替えた後って、例外なくすぐにその石の力を使えるのか？　香恋に宿った〝薔薇〟の石はそうだったみたいだけど、最初に俺達が石を宿した時って、体が慣れるまでの潜せん伏ぷく期間とかあったような……？」

　記録者がくすりと微ほほ笑えんだ。

「君の疑問は理路整然として的確だな──少しややこしい話になるが、〝宿主〟として覚醒した人間ならば、すぐに入れ替えた石の力を使える。そうでない一般人に石を移した場合には、やはり数日の潜伏期間が必要だ」

　記録者は玲音れいんの隣となりの椅い子すへ座り直し、机上の紙にさらさらと図形を描かき綴つづった。

　大きな丸を中心として、いくつもの線が放射状に伸び、その線の先には小さな丸がつながっている。

「この大きな丸がリコルドリク、小さな丸は宿やど主ぬしだと思え。図のとおり、全すべての宿主は、リコルドリクから伸びた線によってつながっている。そして、この線を確立するまでにかかる時間が、即すなわち〝潜せん伏ぷく期間〟だ。一度、石の宿主になった者は、仮に石を失ったとしても、また石を宿せばすぐにこの線が確立される。このあたりの事情は──パソコンの使い方を連想するといい。キーボードやマウスの使い方どころか、コンセントの挿し方すら知らない人間がパソコンを扱えるようになるまでには、相応の時間を要する。だがいざ慣れてしまえば、どうということはない。たとえパソコンを失ったとしても、その使い方はそうそう忘れないし、新しい機種を手に入れればすぐに扱えるだろう？」

　新しい機種とは、要するに新しい石のことらしい。

「そういえば──フィットネスクラブでもなんかそんな感じのことを言ってたよな？　〝全ての石はリコルドリクから伸びた端末みたいなものだ〟って……」

　記録者が思案げに宙を仰あおいだ。

「そうだな。概念としては、クラウドコンピューティングに近い。各種の石は、〝リコルドリク〟というメインのハードウェアにアクセスするための許可証にすぎない。その接続を通じて、宿主はリコルドリクに記録された〝力〟をダウンロードできる。我々の能力や記憶といったデータは、全てリコルドリク本体の中に眠っている──だからこそ、石を宿しただけで奇跡のような〝加か護ご〟を得られるわけだ」

　その説明を受けて、玲音の脳裏にはやや物ぶつ騒そうな思考が浮かんだ。

「それって……リコルドリクをもしも異世界に飛ばせたら、石の効果はなくなるってことか？　たとえば、例の黒猫さん達の力を借りたりとかで……」

　記録者は俯うつむき、首を横に振った。

「その可能性もあるが、あまりに危険すぎる。私の一族は代々、迷めい宮きゆう神しん群ぐんの記録を残してきた。その記録の中には、神群が異界に移る際、関かかわりの深い者達をその眷けん属ぞくとして一緒に連れていってしまった例がそれなりにある。リコルドリクが移動する際に、宿主がそれに巻き込まれないという保証はない」

　先程の〝エスハ〟の目論もくろ見みと重なる部分を察し、玲音は早々にこの案を引っ込めた。

「異界か……確か皇帝も、その異界とやらの気候を召喚してるって話だったよな？　えらく住みにくそうな場所だけど」

「私も行ったことはないがな。例のインチキ占い師の話によれば──この世界を含む我々の宇宙全体は、たった一粒の小さな砂の中に存在しているらしい。そうした宇宙を内包した砂粒が、広大な砂漠を形成できるほど無数にあり、生まれては死に、栄えては滅亡しているとか──この言が真実なら、異界というものはほぼ無限に存在するのだろうが、その中にも人の住める環かん境きようなど滅多にないのだろうな。皇帝が召喚している気候は、皇帝に影えい響きようを与えた神群、〝彼方かなたへ向かう船乗り・リュティエ〟が、かつて通ってきた異界のものだと聞いている。その旅路の過酷さを想像するだけで……何やら背筋が寒くなるよ」

　記録者の感想に頷うなずきを返しつつ、玲音れいんはふと、〝神群〟の存在に思いを巡らせた。

（そっか……今はリコルドリクに振り回されてるけど、皇帝にそもそもの力を与えたのは他のヤツなんだよな。メリアさんとか鉄てつさんの力も、それぞれ別の神群から貰もらった力みたいだし……迷宮神群……〝人の願いを叶かなえてくれる神様〟か──）

　もしも目の前の事態をなんとかしてくれる〝神様〟がいたならば、玲音も思わず祈ってしまいそうだった。

　時として人は、何かにすがりたくなる。

　すがる対象は人によって違うが、たとえば友人や親兄弟、たとえば己おのれの信念や財貨、たとえばアイドルや著名人、たとえば書物やデータと多岐にわたる。

　宗教、ひいては神や聖職者にすがることで救いを求める者も多い。

　玲音とて心細く苦しい時には、妹の香か恋れんや友人達の助けを借りてきたし、恩人の羽は矢や多たや静しず枝えも支えになってくれた。

　もしもそうした身近な人々がいなければ──玲音も何か、他にすがるものを必要としていたかもしれない。

（そういえば──あいつ……あいつにとっては、何よりも誰よりも〝迷めい宮きゆう神しん群ぐん〟がそういう対象だってことなのかな……？）

　玲音の脳裏には、船上で正体を現したある人物の姿があった。

　男か女か、人かどうかも定かではないが──少なくとも彼女は、〝感情〟を持っていたように思う。

「……なぁ、記録者。神群が異界を渡り歩く生き物だってことなら、あの〝フェルディナン〟って奴やつはどうなんだ？　あいつももしかして──この世界の人間じゃなかったりするのか？　敵なのか味方なのかもいまいちはっきりしないけど……」

　司祭に化けていたという彼女の真意が、玲音にはまだ理解できていない。

　この問いに対しては、記録者も困惑を隠さない声で応じた。

「この世界の出しゆつ自じなのかそうでないのかは私も知らないが──一つはっきりしていることがある。彼女は〝人間〟よりも〝神群〟の味方だ。リコルドリクを保ほ護ごしようとしているから、皓こう月げつにとっては立派な敵だが……〝敵の敵は味方〟というくらいだから、私達にとっては微妙なところだな。しかし、騒そう動どうを収める前にリコルドリクを隠されてはたまらない。手て強ごわい競争相手、といったところか」

　この答えに、玲音は若干の違和感を持つ。

「うーん……なあ、記録者。あの人ってもしかして──俺達のことを助けてくれたんじゃないか……？」

　記録者がきょとんとして、クレアと同じ顔を斜めに傾かたむけた。

「また突拍子もないことを言い出したな……君だって殺されかけた身だろう？　本気の殺意があったかどうかは疑わしいが、あと少しで全員、窒ちつ息そくしていたところだ」

　玲音れいんは首を横に振って応じる。

「いや、だからさ。わざと俺を追いつめて、トライハルトの化け猫を呼ばせたんじゃないかって……現に、一時的にせよ俺達はリコルドリクを奪取できたし、俺と記録者もまた合流できたわけだろ？　去り際ぎわの早さといい、あの場面でしゃしゃり出てきたことといい……なんか〝一回くらいなら助けてやるから、後はそっちでなんとかしろ〟って言われたような気がしてさ──」

　玲音の曖あい昧まいな感想に、記録者はしばし考え込んだ。

「……考えすぎかどうかも含めて、私には判断がつかない。〝司祭〟はいい仲間だったが、それが演技だったと言われたばかりだしな……ただ、石を封じてからの百年、私達は宝石箱の中で眠っていただけだが、フェルディナンはキャラバンと共にこの世界を見てきたはずだ。その間に性格や思想への変化が起きていたとしたら、あるいは……ふむ。敵か味方かについては、まだ保留ということにしておこう。油断はできないが、こちらから喧けん嘩かを売るべき相手ではない」

　戦わずに済むのであればそれに越したことはない。

　一応の結論を得つつも、玲音は深々と溜ため息をついた。

「……つっても、俺の体もしばらくは動けないよな。その間にリコルドリクやモニカも隠されちまうだろうし、俺は人質か捕ほ虜りよ扱いになるだろうし……どうしたもんかな？」

「それは起きてから考えればいい。皓こう月げつ達がすんなりと仲間に合流できるかどうかもわからない。キャラバンも動いているだろうし──何より、君の友人達も君を探し回っているはずだ。クレアもおそらく血相を変えているぞ」

「あー……あいつ、心配性だからなぁ……」

　クレアに化けた記録者を目の前にして妙な気分だったが、本物のクレアが記録者ほど冷静とはとても思えない。

（別にあいつのせいじゃないのに、責任感じてるだろうし……亜あ里り亜あ達が上う手まくなだめてるとは思うけど、早く戻らないと暴走しそうで怖いな──）

　クレアと玲音の関係はあくまで〝仲のいい友人〟止まりだが、そもそもクレアは情が深い。

　いつぞや玲音が風か邪ぜを引いて倒れた折には、学校を休んでまで看病に来てくれたこともあった。帰宅した香か恋れんとはち合わせて〝風邪が伝う染つる〟と叱しかられていたが、今にして思えば、あの時の香恋はクレアを警けい戒かいしていたのかもしれない。

（俺みたいな平民じゃ釣り合うわけないってのに、香か恋れんにも困ったもんだな……つか、香恋のこともなんとかしないと──！　さすがに付き合うとかは無理だし！）

　香恋の想おもいに、玲音れいんは応こたえられない。

　玲音にとっての彼女は、あくまで妹であり家族である。むしろ父親と娘のような感覚すらあるが、ゆくゆくは人並みに結婚して幸せな家庭を築きずいてほしいし、花嫁姿を見れば泣く自信もある。

　ただし、その新郎席に自分がいる状況などはまったく想像できない。

　騒そう動どう後のことに思いを馳はせるにはまだ早すぎるが、頭の痛い問題が重なっている。

　そうした諸もろ々もろの事情を汲くんだかのように、記録者が椅い子すに座り直し、ゆったりと背を預けた。

「そもそも人生には心配事がつきものだ。その心配事にどう対応するかが人生の妙味ともいえるし、人を心配するという行為自体が愛情の証明でもある。君は──クレアに愛されている。せめてそのことは自覚しておけ」

　記録者の言う愛とは、もちろんあくまで友情の延長線上にあるものだろうが、玲音はつい赤面してしまう。

「まあ……クレアはいい奴やつだからな。俺のクレアに対する心配のほうには、だいぶ不純で不ふ埒らちな思いが混ざっているのが申し訳ないんですけど──」

　記録者が珍しく鼻で嗤わらった。

「断言してもいいが、君の言う〝不純〟が性的な妄想という意味ならば、彼女も似たようなものだと思うぞ。むしろ君の可か愛わいらしい願望やセクハラ程度、足下にも及ばないかもしれん」

「えぇ……？　いや、なに言ってんだ？　クレアはガチで天使だぞ？　見た目だけじゃなくて中身も！　でなきゃ俺みたいなセクハラしまくりでぱっとしない凡人にあんな優しくできないって」

　玲音は記録者の妄言を一いつ蹴しゆうしたが、返ってきたのは失笑だった。

「君は女心に疎うとすぎる上、自己評価が低すぎる。あるいは両親からの虐ぎやく待たいが、深層心理に影えい響きようしているのかもしれないが──クレアは君の本質を正しく見抜いた上で、君に好意を寄せている。少なくとも君には、彼女に好かれるだけの理由があると私は思う」

　想定外の発言を受けて、玲音は呆ほうけた顔で首を傾かしげた。

「……記録者さん？　もしかしてまた、エスハさんが化けて俺をからかってるパターン……？」

「違うから安心しろ──まったく、君は本当に〝自分のこと〟が見えていない。その分だと無自覚のうちに皓こう月げつや他の娘達まで惹ひきつけてしまいそうだ。クレアや香恋もそのあたりを心配すべきかな」

　いつの間にか出てきた紅茶をすすりながら、記録者が真顔で応じる。

「……皓月さん……？　いや、エロゲのハーレムルートじゃあるまいし、記録者さんのボケは高度すぎてちょっと……俺、生まれてこの方、モテたこととかないですよ……？」

　記録者はまったく笑わない。

「それはクレアが傍そばにがっちり張り付いていたからだろう。あの美び貌ぼうとわざわざ張り合える身の程知らずは多くあるまい。それより──皓こう月げつのことだ。私が見たところ、あの娘は人から恐れられることには慣れていても、優しくされることに慣れていない。何な故ぜ、彼女が〝羽は矢や多た寿とし宗むね〟を真っ先に仲間へ引き込んだと思う？　ただ強いだけの異能者なら他にもいる。君から見て、彼はどういう男だ？」

「そ、そりゃ……見かけによらず、優しくて面倒見のいい人だけど……じゃあ、まさか皓月って羽矢多さんのことが……!?」

　両者の年の差は親子ほどにもなる。羽矢多の態度はもちろん、皓月の態度からもそんな気配は感じなかった。

「さすがに恋愛感情まではないだろうが、君と同じく、羽矢多に理想的な父親像を重ねている可能性は高い。あの男は君と似ている。いや──君のほうが羽矢多を手本にして育ったのだろうが、いずれにせよ、羽矢多も君も誠実でそこそこ度量があり、皓月のような危険人物にさえ優しさを見せる。先程までのやりとりで、君はもう皓月に見込まれているぞ。この点は賭かけてもいい」

　玲音は動揺のあまり声を裏返らせた。

「絶対そんな可か愛わいげのあるタイプじゃないだろ、あの人!?　クレアとかめっちゃ怯おびえてたし、俺もいろいろ怖かったし！」

　少し優しさを見せた程度で懐なつくような甘い性格とはとても思えない。

　記録者が視線を空に向けた。

「……もちろん性格はきついが、虚飾を見透かし、人を見分ける眼めの持ち主と考えれば納得できる。大多数の人間を見透かして人の汚さに絶望しつつ、しかし信頼に足る人間についてはきちんと把握する──だからこそ、彼女は親族が潰つぶし合う中でも生き延びることができたとは考えられないか？」

　記録者の指摘はあくまで根拠の薄うすい推察ながら、筋は通っていた。

「ここしばらく一緒にいただけでもわかった。君は自分でも気づかないうちに、対象を口く説どくというか、その心に届きやすい言葉をちょくちょく発している。それが口先だけでなく、真心からのものだと伝わるからなお悪い。くろとらくんは〝女じよ難なんの相〟などと形容したが……君の脳内に間借りしている私は、それがわざとではないと理解しているが、端はたから見たらとんだ色男だぞ？」

　自己認識に対する混乱の中、玲音は頭を抱え込んだ。

「そ、そんなバカな……!?　ちょっと待って！　それじゃまさか、姫ひ想そ華かとかモニカって奴やつとかが俺にやたらキツいのも、いわゆるツンデレ的な……!?」

　たちまち記録者が視線を逸そらせた。

「………………あ。いや。あれは……うん。彼女達からは、普通に敵視されている。その認識については正しい」

「……ですよねー。知ってた……」

　何な故ぜかむしろほっとして、玲音れいんは平静を取り戻した。

「お前も変なこと言って俺を惑まどわせないでくれ。クレアは俺のことを信用してくれてるだけだ。その信用を裏切るような真ま似ねはしたくないし──そもそも俺とクレアが仲良くなったきっかけってアレだぞ？　クレアを誘拐しようとした奴やつに俺が呆あつ気けなく負けて、気づいた時には病院のベッドの上っていう格好悪い話だからな……？　肝心な時に役に立たねーとか、もう穴があったら入りたいよ当時の俺──あんだけの醜しゆう態たい見せたのに優しくしてくれるクレアさんとか、マジ天使以外の何物でもないですよ……」

　記録者が呆あきれ切った眼まな差ざしで深々と嘆たん息そくした。

「……自己評価の低さはそこからなのか……むしろ武勇伝だろうに、謙けん虚きよさも過ぎれば阿あ呆ほうだな」

「いや、未然に防げていたら武勇伝ですけどね……？　あの後、祖父母には〝そういう時は大人を呼べ〟って叱しかられるわ、香か恋れんには泣かれるわで、いろいろ大変だったんですよ……あの時に悟ったね。人間、身の程を知るべきだって！」

「そうは言いながら、君はもしも当時に戻ったら同じ事をするんだろう？」

　記録者が微笑と共にそんな指摘をした。

　玲音は言葉に詰まる。

「導みちびかれた結果を見れば、君の行動は正しかった。怪け我がをしたのは君だけで、クレアもすぐに保ほ護ごされた。吞のん気きに大人を呼んでいたら、その隙すきに逃げられ、クレアの居場所を特定する手段も失っていたはずだ。なんだかんだ言いながら、君はその場その場での最善手を常に模索し、その判断に準じた行動をとっている。おそらくその習慣は、母親の虐ぎやく待たいから自分と妹を守るために身につけざるを得なかったものなのだろうが──今の君に必要なのは〝身の程を知る〟ことではなく、〝自信を持つ〟ことだ。少なくとも、君に好意を寄せるクレアや香恋の、男を見る目は間違っていない」

　思いがけない言葉に赤面した玲音は、何も言えずにあたふたと首を横に振る。

　悪戯いたずらっぽくくすりと笑い、記録者は玲音の額ひたいを指先で弾はじいた。

「そう照れるな。私までうっかりキスしてしまいそうだ。ともあれ、今のうちに少しでも精神を休めておけ。起きたらまた忙しくなるぞ」

「こ、こんな話を聞かされて休めるかあっ！」

　くすくすと笑う記録者に八つ当たり気味のツッコミを返した後──我に返った玲音は、真っ赤な顔のままテーブルへと突っ伏した。
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　月つき代しろ香か恋れんが兄への恋心を自覚したのは、そこそこ早い時期だった。

　実の母のことはよく憶おぼえていない。香恋がまだ乳ち飲のみ子ごのうちに、浮気をして父親と香恋を捨てたらしい。

　父親はおそらく、そこで壊れてしまった。

　そして再婚した義理の母親は明らかな人格破は綻たん者しやで、自分より弱い者に八つ当たりをしてストレスを発散するタイプの人間だった。

　連れ子の香恋は当然のようにその標的になりかけたが、それを身を挺ていして庇かばってくれたのが、血のつながらない兄の玲音れいんである。

　子供の世界は狭い。

　学校に行く年齢でもなく、更に親しん戚せき付き合いや近所付き合いが希き薄はくならばなおのこと、共に暮らす家族の間だけで物事が完結しやすい。

　その頃の香恋にとって、母親は自分と兄を苦しめる怪物で、父親はそれを無関心に受け流す傍ぼう観かん者しやで、優しい兄だけが唯一の〝家族〟だった。

　今にして思えば、兄も兄で〝香恋を守る〟という行為によって崩くずれそうな自我を支えていたのかもしれない。

　そんな唯一無二の味方だった兄に、香恋は早いうちから恋心を持つようになっていった。

　小学校に通い始めても、周囲の男子は皆、兄に比べてあまりに子供じみて見えた。

　その後、両親が急な事故で死に、祖父母の元へ引き取られてからも、玲音はずっと香恋に寄り添ってくれていた。

　兄をほぼ独占できたこの頃が、香恋にとってはもっとも幸せな時間だったかもしれない。

　しかし、やがて中学生になった頃──

　兄の傍そばには、高い頻度で文ふみ槻つきクレアが付きまとうようになっていた。

　二人の友人付き合いは小学生時代から続いていたものの、当初はぎこちない関係だったように思う。

　それがいつの間にか気安くなり、クレアがマンションへ遊びに来る機会も増え、逆に玲音がクレアの自宅へ行く機会も増え──相対的に、香恋と過ごす時間は減っていった。

（お兄ちゃんを……取られちゃう──）

　そんな危機感が香恋の中に芽生えたのもこの頃だった。

　理性ではわかっていた。

　自分と兄は、血けつ縁えん関係こそなくとも〝兄きよう妹だい〟であり、兄の性格からしても絶対に想おもいは叶かなわない──そう自分に言い聞かせ、諦あきらめるために反抗期を演じた時期もあった。

　その歯止めを失った最大の理由は、〝宿やど主ぬしとしての覚かく醒せい〟ではなく──その直前の〝兄の失しつ踪そう〟だった。

　唐突に玲音れいんがいなくなったことで、香か恋れんはその存在の大きさと重さを、改めて深く実感してしまった。

　もう二度とあんな思いはしたくない──その一心で、今の香恋は兄を自分の元につなぎ止めようとしている。

　なのに兄は──クレアばかりを特別扱いして、香恋のことは妹としてしか見てくれない。

　心中に暗い嫉しつ妬との炎が渦うず巻まくのを自覚しながら、香恋は気絶した玲音の頭を膝ひざに乗せた。

　その寝顔は心なしか険けわしい。

　皓こう月げつが鉄てつ扇せんで肩を叩たたきつつ、深い吐と息いきを漏もらした。

「さて……化け猫さんからは解放されたものの、困りましたね。この施設を出て仲間と合流するにしても、ほとんどの人員は洋上──付近に隠れて迎えを待つか、彼を運びながら合流を目指すか、あるいは彼をここに捨てていくか──意識があれば、私が操あやつるという案もあったのですが……」

「殺しましょう！　殺やっちゃいましょう！　金こん輪りん際ざい、姉ねえ様さまに不ふ埒らちな真ま似ねができないように息の根を止めるべきです！　さくっと！　あるいはグチャッと！」

　物ぶつ騒そうなことをまくしたてるモニカの頭を、皓月が鉄扇で軽く押さえた。

「無茶なこと言わないの。また記録者の石が貴方あなたや私に宿ったらどうする気ですか？　それに──彼に手を出すと、羽は矢や多たさんや女王陛下のご機き嫌げんがとんでもないことになってしまいますわ」

　睨にらみつける香恋の視線に、皓月がにこやかな微笑を返してきた。

「ご安心を、女王陛下。ここは昨日、騒そう動どうになったフィットネスクラブでしたね。片付けの作業員か職員が来ているはずですから、私が接触して〝将軍〟の力で操りましょう。飲み物に唾だ液えきでも混ぜればすぐですわ。後は車でも運転させて港まで──モニカ、手伝ってください」

「うぅ……その力、ぜったい姉様には向かないです……そんなどうでもいい連中に姉様の……姉様の……うがー！」

　悶もん々もんと恨み言を吐きつつも、モニカは結局、皓月には逆らわない。

　感情を素直に出しすぎるその様子を、香恋は冷めた眼まな差ざしで見つめる。

　兄への思いをずっと押し込めてきた香恋にとって、その素直さは羨うらやましい反面、少しばかり癇かんに障さわった。

「あ。そうだ。今のうちに見張り番の石を戻さなきゃ！」

　モニカが思いついたように、玲音から取り返した宝石箱をその手に握った。

　閉じた蓋ふたを透過して、白い光を放つ宝石が浮き上がってくる。

　モニカが指先でそれに触れると、石はたちまち消失した。

　一いつ瞬しゆんだけ肩をぶるりと震わせた後、彼女は大きく息を吸い込む。

「……よしっ。記録者もそうでしたけど、宝石箱の中に入っていてもリコルドリクとは意志疎通できるんですね。この箱って、この子にとってはちょうどいい寝床みたいです」

　ペットにそうするようにして、モニカは黒い小さな箱へ頰ほおをすり寄せた。

　そんな仕草をしていると単なる年頃の少女にしか見えないが、彼女は玲音れいんへの殺意を隠そうともしていない。香か恋れんにとってはある意味、クレアや皓こう月げつ以上に警けい戒かいすべき対象だった。

「では、モニカ。そろそろ行き──」

　皓月が手を差し伸べた。

　間かん髪はつをいれず、モニカが飛びつきながら叫ぶ。

「……姉ねえ様さまっ！　変です！　〝上〟に誰かいますっ！」

　香恋の目の前で、突然、天井の一部が割れ落ちた。

　皓月とモニカの頭上に、ほぼ円形に切り抜かれた石せつ膏こうボードとコンクリの塊かたまりが降ってくる。

　モニカの飛びつきによって、皓月は間一髪で瓦が礫れきを避よけた。

　轟ごう音おんに驚おどろく香恋の視界で、天井に空いた穴から背広姿の青年が降り立つ。

　香恋はその青年を知っていた。つい昨日、このフィットネスクラブで兄の玲音と合流しようとしていた、キャラバン側の異能者である。

　皓月から聞いたその名前は、確か──

「てんめぇぇっ！　榊さかき真砂まさごぉっ！　姉様を狙ねらうたぁいい度胸だ、この腐れルールーブっ！　切るしか能のねぇ雑ざ魚こはすっこんでろっ！」

　チンピラそのままの口調で早口に喚わめきたて、彼女は青年に向けて複数のカプセルをばらまいた。

　青年の傍そばで、それらのカプセルは一いつ斉せいに爆ばく発はつを起こす。

　一粒ずつはかんしゃく玉のような大きさながら、確かな殺傷力を感じさせるほどにその破裂音は大きい。

　それはモニカの生来の異能らしい。

　篝かがり火びに寄り添う鼠ねずみ・オミュティレットという神群の影えい響きようにより、彼女は可燃性の物質の爆発力を強化し、更に手から離す直前に爆発のタイミングを調整できる。

　単なる火薬が、彼女にとっては殺傷力を持つ時限爆弾と同義だった。

　真砂という青年は、その爆発を見越していたように、背広で頭を庇かばいながら大きく飛び退のく。

　爆風を防いだその背広は、見た目に反して特殊な繊せん維いで編まれたものらしい。

　続いて天井の穴からは、上の階に控えていた二つの人ひと影かげが飛び降りてきた。

「真砂さん！　鼠はこっちで引き受けます」

「香恋っ！　今度こそ観念しろっ！」

　その両者ともが、香恋にとってはよく知る人間だった。

　前者は兄の友人、山やま路じ鉄てつ舟しゆう。大柄で寡か黙もくなその少年は、珍しく強い声を発していた。

　そして後者は、更によく見慣れた顔である。

　香か恋れんの同級生、翁おきな居い貴たか音ね──

　ウサギの耳を模したヘアバンドが目立つその少女は、香恋と同様、両親のいない身だった。

　近しい境遇ということで仲良くなったが、その彼女がキャラバンの関係者だったとは、香恋もつい先日知ったばかりである。

（どうして鉄舟さんや貴音がここに!?）

　接近に気づくのが遅れたのは〝見張り番〟を一時的に失っていたせいだが、それにしても駆かけつけるのが早すぎる。

　たまたまこの施設に待機していたとも考えにくい。兄が逃亡先にこの場所を選んだのはつい先程のことで、もしもそんな動きを読んでいたとすれば、それはもはや予想ではなく未来予知である。

　香恋がそのからくりを考える間もなく、眼前では戦いが始まっていた。

　将軍の周しゆう皓こう月げつが、まるで軽かる業わざ師しのように運動器具の隙すき間まを逃げ回る。彼女を追う真砂まさごは、その両手に鋭するどく長い爪つめを伸ばしていた。

　皓月に立ち向かう気はないらしく、逃げの一手となっている。

　一方のモニカも、そんな皓月を援えん護ごしようと駆けずり回っているが、鉄舟の邪じや魔まによってまともな動きができていない。

　カプセル型の爆ばく弾だんは、鉄舟がその身にまとった黒い装甲によってあえなく防がれ、更には両手のしなやかな鞭むちがモニカを追い立てている。

　どうやら戦いの相性が共に悪いらしい。

　そして玲音れいんに膝ひざ枕まくらをする香恋の正面には、ドヤ顔の貴音が立ちふさがった。

「貴音……まだ諦あきらめてなかったの？」

　苦々しい声で問うと、貴音はべっと舌を出し、ヘアバンドの耳をぴこぴこと揺らしながら両手をばたつかせた。

「誰が諦めるか、バーカバーカ！　私はあんたの〝友達〟なんだからなっ！　あんたが更生するまでストーカーみたいに付きまとってやるから覚悟しとけっ！　てゆーか……お兄さん大丈夫なん？　なんかすげーうなされてない……？」

　頭は若干弱いが、性格の優しい娘ではある。

「……兄貴のことは関係ないでしょ。そんなことより、お願いだから邪魔しないで。私が兄貴とずっと一緒にいるためには、無理矢理でもなんでも、もうこうするしか──」

　貴音が嚙かみつきそうな顔に転じた。

「それが本当にあんたの本心なら、百歩譲ゆずって放っておいてもいいけど、どう考えても違うよね!?　宿やど主ぬしの人から聞いたよ。その独占欲の強さと手段の強引さは、〝薔ば薇ら〟の影えい響きようとしか思えないって！　女王陛下もそこそこワガママだったらしいけど、どっちにしても本当の香か恋れんはもっとこう、なんていうか……お兄さんにちゃんと配はい慮りよできる子！」

　貴たか音ねの言葉が、今の香恋にはひたすら鬱うつ陶とうしい。

　真砂まさごと鉄てつ舟しゆうが皓こう月げつとモニカを相手に追いかけっこを続ける中、香恋は貴音を睨にらみつける。

「そんなんじゃ……お兄ちゃんを、〝あの女〟に取られちゃう。それだけは絶対にいや──」

　貴音が一いつ瞬しゆんだけ言葉に詰まった。

「ぐっ……そ、そりゃ、あの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな理り不ふ尽じんおっぱいに抗あらがえる男なんてそうそういないだろうけど……！　お兄さんだって健全な男の子なんだから、乳の差はもう覆くつがえせないって！　一応、香恋だって平均値はあるんだし、顔面偏差値は高いんだから他のいい男見つかるはずだよ!?　お兄さん相手とか不健全なのはそろそろやめとけ？　な!?」

「………………貴音、実は説得する気ないよね？　火に油注いでるって自覚ある？」

　言っていることはそこそこ正論ながら、その言葉の端はし々ばしに香恋は怒りを煽あおられた。

　空気を察した貴音がたちまち及び腰となる。

「い、いや、香恋！　ちゃんと話聞いて！　クレアって点てん心しん華か心しんの常連だし、私も文ふみ槻つき家と仲いいから、ちっちゃい頃から旅行連れてってもらったり、たまに遊んでもらったりしてたんだけど……あの女子力とスタイルはマジぱねーって！　ここのジムでお風ふ呂ろ使ってる時とか、女の私でも見み惚とれるもん！　無駄にでかいだけじゃなくてツヤとかハリとかバランスとか、あと腰のくびれとか肌の質感とか、適度な肉付きなのに腹や二の腕みたいな気になるとこはあざとく引き締しまってたりとか、全部トータルでガチの化け物だから！　アレがお兄さんを本気で落としにかかったらあんたじゃ太た刀ち打うちできねー！　無理無理！　くろとらくんが某ネズミ界の神にケンカ売るよーなもん！」

「…………………………貴音、黙だまらないと本気で刺すよ？」

　空気を察しつつもなお無自覚に煽ってしまうあたりが、貴音が身内からもアホ扱いされる所ゆえ以んだった。

「と、とにかくなっ！　あんたに必要なのは石を取り出して冷静になる時間っ！　だから──眼めが覚めるまで、ちょっと寝とけっ！」

　貴音のウサミミから放たれた見えない波動が、香恋を直ちよく撃げきした。

　その思念波を受けるのは初めてではない。くろとらくんの背に乗って文槻病院から逃亡した際にも、香恋は玲音れいんと共に空中で迎撃された。

　その時と同じように、ただの一瞬で香恋の意識は強制的に刈り取られる。

「女王!?　くっ……！　──モニカ、ここは私達だけで退きます！　煙幕を！」

　焦あせりを含んだ皓こう月げつの指示と、その直後に続いた煙幕の破裂音は、既すでに香恋の意識に届いていなかった。
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　周しゆう皓こう月げつは、〝宵祭りの香炉・カダルクーハ〟という神群の異能を受け継いでいる。

　祖父たる〝嘆なげきの祭さい夏か老ろう〟も同じ神群から影えい響きようを受けているが、能力には大きな相違がある。

　遠い昔、カダルクーハと最初に接触した皓月の先祖は盲人だったらしい。

　視力というものがどういうものかすら知らなかった彼は、自身の〝嗅きゆう覚かく〟の強化を願った。

　その願いは叶かない、先祖の盲人は二つの能力を獲かく得とくした。

　言葉には出ない相手の好意や敵意といった感情を〝匂におい〟で察する感知の力。

　そして自みずからの吐と息いきに、相手の嗅覚を通して影響を与える分泌物を混ぜる力。

　それぞれ子孫によって力の強弱や細部は異なるが、皓月の場合、相手からの敵意を悪臭として認識する。

　激はげしい憎ぞう悪おを持つ者からはより酷ひどい悪臭を、逆に好意や肯定的な感情を持つ者からは爽さわやかな芳香を感じるため、相手の見た目の態度に騙だまされることはない。

　張ちよう燕えんのように強い殺意を持つ暗殺者は近づいた時点でわかるし、またモニカのように懐なついてくる者に関しては、その好意を疑う必要もなかった。

　この匂いには、その相手の性格も反映される。

　皓月が〝羽は矢や多た寿とし宗むね〟に眼めをつけたのも、初めて会った時の彼から、安心できる匂いを感じ取ったためだった。

　マフィアのような抗争に巻き込まれながら育った皓月に対し、羽矢多は同情的だった。

　周囲の大人達とは明らかに違うその匂いが、幼い頃の皓月には印象的で、恋愛感情とは別の次元でたまらなく魅み力りよく的なものに思えた。

　今ならばその理由がわかる。

　彼は皓月のことを、祭夏老派の危険人物とは認識しつつも、あくまで一人の幼い娘として扱っていた。

　だから皓月は今、安心して羽矢多の優しさに付け込んでいる。

　彼は皓月を危険視しつつも、決して敵には回らない──そんな確信がある。

　そして皓月は──〝月つき代しろ玲音れいん〟からも、羽矢多寿宗と少しだけ似た匂いを感じていた。

　彼は皓月のことをほとんど何も知らない。知らぬがゆえに敵意も薄うすいのだろうが、それ以前の問題として、玲音はおそらく羽矢多と似た〝お人ひと好よし〟だった。

　もしも殺す必要があれば躊躇ためらわないが、つまるところ、意味もなく殺すには惜しい。

　皓月は人の命を軽く考えている。

　それは紛まぎれもない事実だが、彼女の中では、そこに重さの違いがある。

　彼女が率先して殺すのは、基本的に敵意や憎ぞう悪おを向けてくる者達であり、その他の人間に対してはそこそこ寛容である。

　いつぞやモニカが逆さ吊づりにした男も、口く説どくふりをして近づいてきた跳ねっ返りの鉄砲玉だったし、張ちよう燕えんの部下達についても命を狙ねらわれたから返り討ちにしたにすぎない。

　それが当たり前の日常になってしまう程度には、彼女も修しゆ羅ら場ばを潜くぐっている。

　そして今──

　彼女が遭そう遇ぐうしている修羅場は、これまでに経験してきたものに比べれば、あくまで緩ゆるい質のものだった。

　なんといっても、相手側には〝殺意〟がない。

「貴たか音ね、亜あ里り亜あ！　玲音れいん君達はそっちに任まかせた！　鉄てつ舟しゆう、こっちは皓こう月げつを捕まえるぞ！」

「押お忍す！」

　千界の鍛か冶じ師しルールーブの爪つめで、あらゆる物を切り裂く榊さかき真砂まさご。

　鋼鉄の籠かご守もりパナンゾロンの装甲により、攻防のバランスに優れた山やま路じ鉄舟。

　どちらも戦せん闘とう能力はそれなりに高い。獅し子しや拳けん闘とう士しでもいればいい勝負になっただろうが、生あい憎にくと皓月やモニカとは相性の悪い相手だった。

　とはいえ、彼らには皓月をまだ殺せない理由がある。

「皓月！　桂けいは何ど処こにいる!?」

　モニカがばらまいた煙幕の向こうから、榊真砂の怒ど声せいが響ひびいた。

　彼らの友人である根ね黒ぐろ桂は、今もまだ皓月の手の内にある。その行方ゆくえを聞き出すまで、彼らは皓月を殺したくとも殺せない。

　もちろん答える義理などなく、皓月はモニカを伴い、トレーニングルームの窓側へと駆かけた。

　煙幕を抜けて追ってくる真砂と鉄舟を、モニカが手持ちの小型爆ばく弾だんで牽けん制せいする。

　真砂は少し下がって、防炎加工の背広を使いつつこれをやり過ごしたが、全身にパナンゾロンの装甲をまとった鉄舟はそのまま突っ込んできた。

　彼の皮ひ膚ふから分泌された黒い装甲は、小型の爆弾程度は弾はじき返す。火力を強化すれば火傷やけどくらいは負わせられるだろうが、その場合は傍そばにいる皓月まで巻き添えを食うとあって、モニカも加減せざるを得ない。

　皓月は声には出さず、〝将軍〟の能力でモニカに指示を飛ばした。

〝モニカ、まずは逃げながらどちらかの足を封じましょう。記録者と女王は……しばらく預けます〟

　もしも真砂か鉄舟、どちらかが一人になってもしつこく追ってくるならば、モニカと共に二対一で迎げい撃げきしてもいい。しかし二対二のままでは明らかに皓月達が不利である。

　ついでに、彼らがもしもここで皓月達を待ち構えていたのだとすれば、他にも伏兵なり増援なりが出てくる可能性が高い。

　万が一、〝腐食のメリア〟あたりが出てこようものなら、皇帝の力なしではとても太た刀ち打うちできない。

（山やま之の内うちとカーマインを日本海で仕留めた以上──文ふみ槻つき派も、さすがに様子見というわけにはいかないはず。皇帝が戻り次第、真っ先にメリアを襲おそう予定でしたが……）

　フェルディナンの横よこ槍やりでその目論もくろ見みが狂った。玲音れいんの甘さに救われたものの、ここで捕まっては意味がない。

　パナンゾロンの装甲に身を包んだ鉄てつ舟しゆうが、タックルのような勢いで皓こう月げつに肉にく薄はくした。

　身を柔らかく捻ひねりつつ、皓月は咄とつ嗟さに息を吐く。

　甘い吐息はある程度の指向性をもって空気の流れに乗り、見えない塊かたまりのままで鉄舟の頭付近にまとわりついた。

　見た目の変化はない。しかし直後、彼は目め眩まいを起こしたように間合いを誤り、皓月は紙一重で体当たりを避よけきった。

　苦し紛まぎれのように振り回した鉄の鞭むちも、皓月を逸それて天井を叩たたく。

　続いて振り下ろされた一いち撃げきは、ウェイトトレーニング用のマシンを盾たてにしてしのいだ。

　皓月の一族が敵に向けて吐く〝カダルクーハの吐と息いき〟には、嗅きゆう覚かくを通して、相手の五感を一時的に狂わせる効果がある。

　皓月の場合は、相手に一時的な目眩や脱力感をもたらし、平へい衡こう感覚をわずかに狂わせる程度の曖あい昧まいな力だが、当たりそうな一撃を空振らせるという点で、地味ながらも効果的な力だった。

　能力には個人差があり、一族の中には呼吸困こん難なんを誘発させる者や、それ以上の不可思議な効果を引き起こさせる者もいるが、いずれも相手の〝嗅覚〟に依存するため、ガスマスクなどを着けられてしまうと効果がなくなる。

　だから皓月は、自身のこの力を殊こと更さらに喧けん伝でんせず、むしろ能力がないふりをして誤ご魔ま化かしてきた。

　ここぞという時にしか使わない力だが、鉄舟の踏ふみ込みは、力に頼らなければ避けられないほど鋭するどい。

（クレアの警けい護ごについているパナンゾロン系は、旧座王派〝焰えん鉄てつ衆しゆう〟の流れを汲くんでいるという報告でしたが……なるほど、厄やつ介かいですね──）

　部下の資料が正しかったことは幸いだが、状況はまずい。ルールーブ系最強と言われる榊さかき真砂まさごだけでも持て余すというのに、この鉄舟には爆ばく薬やくや銃弾もほとんど通用しないとあって、必然的に皓月達が狙ねらうべきは真砂の側になる。

　そしてその思考は、モニカにも伝わっていた。

「……このリア充っ！　爆☆発しろっ！」

　モニカがくろとらくんから影えい響きようされたスラングを口走ったと同時に、榊真砂の前後左右で一いつ斉せいに爆発が起きた。

　その中心にいた彼には逃げ場がない。

　篝かがり火びに寄り添う鼠ねずみ・オミュティレットの能力により、モニカは火薬の爆ばく発はつ力りよくを強化しつつ、その爆発のタイミングを調整できる。

　いわば極きわめて精度の高い導どう火か線せんを、瞬しゆん時じに設定するような力だが、これを利用して、彼女は走り回りながら時間差で起爆する爆薬をばらまき、自みずからを囮おとりにして相手を〝爆心地〟に誘い込むという特技を持っている。

　爆弾を投げる動作もないまま、死角から不意の爆発が起きるとあって、威い嚇かくとしてもその効果は大きい。

　成功すれば御おんの字じ、失敗しても相手は爆発物を警けい戒かいして追つい撃げきの勢いが緩ゆるむため、モニカに損はない。

「真砂まさごさん!?」

　気づいた鉄てつ舟しゆうが動揺の声をあげたが、それに対する返答は言葉ではなく、行動で返ってきた。

「……へ？」

　その爆発のど真ん中に誘い込まれたはずの真砂が、爆煙を突き抜け、モニカにめがけて爪つめを振りかぶっていた。

　モニカは転げるようにしてこれを避よける。

　空振りした爪はランニングマシンを手すりごと真っ二つに切り裂き、真砂はそのまま、何事もなかったかのようにモニカへの追撃を続けた。

　しかしながら、その全身はほぼ血ち塗まみれで、特殊繊せん維いのスーツさえぼろぼろに焼け焦こげている。

「ひいいっ!?　な、何っ!?　命中したのにっ！　なんで動けるのコイツ!?」

　障害物のマシンを利用して紙一重に爪を避けつつ、モニカが慌てた声を漏もらした。

　皓こう月げつの前で、鉄舟が苦々しげに低く呟つぶやく。

「……あの人の本当の怖さは、爪の威力がどうこうって部分じゃない。多少の怪け我がなんて意にも介さず突っ込んでくる、あの無鉄砲なまでの覚悟と気迫だ。皓月──モニカを投降させろ。真砂さんは、お前さえ生かしたまま捕まえればいいと思っている。あのままだと、刺し違えてでもモニカに致命傷を負わせるぞ」

　脅おどし──とは思わない。

　キャラバン内で噂うわさされる榊さかき真砂の戦績は、鉄舟の懸け念ねんを完全に裏付けていた。見た目の穏おだやかさとは裏腹に、権力者や実力者にも平気で嚙かみつくその狂犬ぶりは皓月の耳にも聞こえている。

　だからといって、モニカを投降させるなどという選択肢は有り得ない。

　それは愛情のためではなく、皇帝に仕える〝将軍〟としての判断だった。

〝モニカ！　二手に分かれます。貴方あなたは窓を破って外に出なさい。私は館内側から逃げます。皇帝の元で落ち合いましょう〟

「そんな!?　姉ねえ様さま、危険です！　姉様が先に脱出してください！　私がこいつらの足止めを……」

　モニカの拒絶を、皓こう月げつは〝将軍〟の能力を強く発動させることで封じ込めた。

〝私のほうにも勝算があります。ここは従いなさい。それとも、私の策が信じられませんか？〟

「……いえ……姉ねえ様さまに、従います……」

　モニカはややうつろな表情に転じたが、体はむしろ機敏さを取り戻し、訓練された動きのままに窓を爆ばく破はして屋外へ躍おどり出た。

　──相手が〝根ね黒ぐろ桂けい〟に執着している以上、狙ねらいは皓月に向いている。

　しかし今、真に重要なのは皓月ではなく、〝金の記憶の彫金師・リコルドリク〟と、その巫み女ことして選ばれた〝モニカ〟だった。

　ことに記録者が玲音れいんに味方している以上、マリアンヌの血族として石を管理できるモニカの価値は、大きく増している。

　月つき代しろ玲音に宿っているのが先代の記録者ならば、モニカは今や当代の〝記録者〟とさえいえた。

　皇帝を補佐する将軍として、モニカとリコルドリクをキャラバンに渡すわけにはいかない。

　それは利己主義を身上としていたかつての皓月ならば考えもしないことだったが、〝将軍〟の石は確実に彼女の精神を変質させていた。

　モニカが窓を破り外に飛び出したことで、真砂まさごや鉄てつ舟しゆうは皓月もその後を追うと勘かん違ちがいしたらしく、即座に破れた窓の傍そばへ回り込む。

　だが皓月は、二人の意識をそこに向けておいて、自身は逆方向の館内側へと走り出した。

　鉄舟が舌打ちを漏もらす。

「霧きり塚づかの姐ねえさん！　そっちに行きました！」

　聞き覚えのない名前に、皓月は眉まゆをひそめた。

　前に出てこない時点でたいした異能者ではないのだろうが、伏兵ならば油断はできない。ひとまずモニカとリコルドリクを逃がせたとはいえ、皓月もこんな場所で死ぬ気はなかった。

　背後に真砂と鉄舟の気配を感じつつ、皓月は前へ走る。

　廊下に踏ふみ出してすぐ、その正面に立ち塞ふさがったのは、三人の若い娘だった。

　そのうちの二人、ジャージ姿のインストラクターについては皓月も顔を知っている。

　榊さかき真砂の妻である榊由ゆ姫きと、引退した元タレント、水みず本もと冬ふゆ華か──

　個人的な親交はないが、どちらもキャラバン内でかつて起きた重大事件の関係者であり、幹部達にはそこそこ名を知られていた。

　この施設に勤務していることからもわかるとおり、どちらも文ふみ槻つき派の庇ひ護ご下にある。

　部下の報告によれば、彼女達に特殊な戦せん闘とう能力等はない。そのため由姫は素手のまま拳けん闘とうの構えをとり、冬華は木刀を中段に構えていた。

　そして残る一人は、鉄舟が〝霧塚〟と呼んだ受付嬢じようと思おぼしき娘である。

　面構えにも構えにも覚悟がある他二人とは異なり、霧きり塚づかは慌てふためいたように両手を胸の前で固め、今にも泣きそうな顔をしていた。

　通路を塞ふさぐ邪じや魔まな三人に向け、皓こう月げつは距離があるうちから声を張る。

「そこをどきなさい！」

　その声に弾はじかれたように、霧塚が叫び返した。

「こ、皓月さんっ！　桂けいくんを返してっ！」

　甲かん高だかい声は幼く聞こえるほどだったが、妙に切実な響ひびきを宿している。

（この娘……！　根ね黒ぐろ桂の恋人……!?）

　雰囲気からそう察して、皓月は内心で舌打ちを漏もらした。

（……根黒桂を確保したのは、失策だったでしょうか？）

　実力のある異能者だけに、いずれは石を宿して味方に引き込めればとも考えていたが、その判断が榊さかき真砂まさごや彼女達をこの事態に介入させてしまった。

　今更に無意味な反省ではあるが、早々に解放していれば彼らの邪魔もなく、皓月は玲音れいんや香か恋れんと共にここから移動できていたかもしれない。

　敵を作りすぎるのは自分の悪あく癖へきだと、理解してはいる。

「周しゆう皓月！　止まりなさい！」

「止まらないなら止めるっ！」

　木刀を構えた冬ふゆ華かが一足に飛びかかり、続いて由ゆ姫きも突進した。

　それに合わせて、皓月は大きく息を吐く。

　相手に一いつ瞬しゆんの目め眩まいをもたらすその吐と息いきを、二人はもろに浴びた。

　それでも攻こう撃げきは止まらない。

　振り下ろされた冬華の木刀を辛かろうじて鉄てつ扇せんで受け流し、次いで突き込まれた由姫のジャブは身を反そらしてかわす。

　二人の攻撃はかわしたものの前進を止められ、皓月はそのまま数歩を退いた。

　そして──立ち塞がる冬華と由姫の背後で、霧塚が〝拳けん銃じゆう〟を取り出す。

　皓月に銃口を向けつつ、彼女は膝ひざを震わせながら叫んだ。

「う、動かないでください！　ほんとに撃うちます！」

　その構えの酷ひどさに、皓月はつい失笑を漏らした。

「本物でも当たりそうには見えませんが……そもそも何の冗談ですか？」

　霧塚が構えているのは、モデルガンどころかプラスチック製の水鉄砲だった。いい大人が、子供の悪戯いたずらを真ま似ねているとしか思えない。

　改めて突破を試みる皓月の背後から、緊きん張ちようを含んだ話し声が響ひびいた。

「……メリア様、皓月が止まりました。まだしばらく待機でお願いします」

〝そう。玲音れいんくんはもう離れているんでしょ？　だったら、こっちはいつでもＯＫよ。足の一本くらい腐らせても死にはしないから〟

　振り返った皓こう月げつの視界にいたのは、文ふみ槻つきクレアの警けい護ご役、小こ泉いずみ亜あ里り亜あだった。

　子供のような背丈ながらその視線は鋭するどく、皓月に向けられた敵意も本物である。

　瑠る璃りの都の鐘かね打うち・レティスマの一族である彼女は、自身の喉のどで生成したらしい通つう信しん球きゆうを片手に、皓月が恐れる相手と連絡を取っていた。

　目の前の〝水鉄砲〟とその通信の意味に気づいた直後、皓月は頰ほおを引きつらせ、その場で両手を上げる。

　小泉亜里亜が斬きりつけるような声を発した。

「……賢けん明めいね。その〝水鉄砲〟の中身は、メリアさんから預かったパスミオの兵隊──私の合図でメリアさんが発動させたら、濡ぬれた部分を一いつ瞬しゆんで食い尽くすわ。手がいい？　足がいい？　頭は勘かん弁べんしてあげる。雅みやびさん、少しくらいなら狙ねらいがずれても構いませんから、しっかり撃うってくださいね？」

「わわわわわわかってうっ！」

　緊きん張ちようのためか、舌がまともに回っていない。

　背後からは鉄てつ舟しゆうと真砂まさごも追いついてきた。真砂の負傷を見るなり由ゆ姫きの顔色が真っ青に転じたが、とうの真砂は平気な顔をしている。

　人数の差も含めて、さすがにどうしようもない。

　皓月は深々と嘆たん息そくした。

　この吐と息いきには、何も仕掛けをしていない。

「……降伏しますわ。もう抵抗はしません。ただ、根ね黒ぐろ桂けいの監禁場所は部下に一任しておりますので──私を拷ごう問もんしても答えようがありません。私を人質に交渉すればすぐに応じるはずですわ。あと……」

　皓月は流し目で一同を見回した。

「貴方あなた達はどうしてこんなところに？　予あらかじめ、玲音れいんと打ち合わせをしていたとは思えないのですが……」

　亜里亜が冷めた声を返す。

「施設の片付けを手伝いながら待機していただけよ。で、監視カメラに気づいて仕掛けたってわけ。運がなかったわね？」

　亜里亜のその言葉に、皓月は巧妙な〝噓うそ〟の響ひびきを感じ取った。

　そんな事情ならば、メリアの助力を乞こう暇ひまなどあるはずもない。

　無敵に近いメリアの能力にもいくつかの穴がある。

　彼女の能力の本質は、少量の水に自身の指を浸ひたし、その水を苗床として周辺の微生物を〝変異〟させることである。つまり〝パスミオの兵隊〟の正体は、何ど処こにでも普通にいるただの微生物だった。

　彼女の力で変異した微生物は、爆ばく発はつ的な捕食能力と増殖能力を獲かく得とくする。微生物にとっての〝捕食〟とは、即すなわち対象の腐敗を意味し、捕食によって得られたエネルギーが増殖に使われる。

　メリアは自みずから変異させたそれらの微生物に対し、進む方向を大まかに指示しつつ、〝捕食と増殖〟のオンとオフを切り替えることができる。

　つまり彼女がその気になれば、世界を食い尽くし死滅させることさえ可能だった。

　キャラバンの中でも最強に近い能力なのは事実だが、使い勝手はさほど良くない。

　変異させた微生物の〝捕食と増殖〟をオフにした場合──栄えい養よう補給を断たれたその微生物群は、約一時間で死滅する。

　ペットボトルや水鉄砲などに、メリアが〝パスミオの兵隊〟を取り分けた場合、容器を腐食させないために、その捕食機能はオフとなっている。

　つまり能力を発動させない限り、たったの一時間でそれらはただの黒く汚れた水に転じてしまう。

　見方によっては、これは欠点ではなく利点でもある。メリアの能力によるオンとオフの切り替えは、常に〝生存中のパスミオの兵隊〟全体に対して作用するため、もしも永続的に微生物が生き続けた場合、かつて汚染された地域はもちろん、人や物資の移動によってばらまかれたそれらの微生物が一いつ斉せいに捕食と増殖を開始し、あっという間に世界を滅ほろぼしかねない。

　メリアの用意した〝パスミオの兵隊〟は、発動させない限り、一時間で効果が切れる──

　つまり亜あ里り亜あ達がそれを使うためには、遡さかのぼること一時間以内にメリアからパスミオの兵隊を受け取り、この場に用意しておかなければならない。

　予知能力でもない限り、そんな状況はそうそう有り得ない。

　また、この施設に玲音れいんと皓こう月げつが出てきたことを知ってからメリアと接触したのなら、くろとらくん並みの移動力をもってしても、こんな短時間での急きゆう襲しゆうはできない。

（水鉄砲の中身が〝パスミオの兵隊〟ではなく、ただのブラフという可能性もありますが──）

　人数の差を考慮した上で、なおもそれを確かめる無む謀ぼうな勇気は、今の皓月も持ち合わせていなかった。
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「我々にとって喜ばしいことになっているような……そうでもないような、微妙なところですね」

　白衣の老ろう爺や、〝神医の有う楽らく原ばら〟は、くすくすと笑いながら資料の束たばを机に放り投げた。

　フィットネスジム近辺での宿やど主ぬし確保を巡る争乱から一夜が明け、負傷者の治ち療りようも概おおむね終わり、ちょうど一息ついたところである。

　共きよう闘とうした〝燕えん人じん〟張ちよう燕えんの活かつ躍やくもあり負けはしなかったが、撤てつ退たいしていく敵を追い切るだけの余力もなく、宿やど主ぬしの確保には失敗した。

　それでも宿主達の戦せん闘とうデータはとれたし、何よりの収しゆう穫かくとして、〝皇帝一派の強さ〟をその眼めで確認することができた。

　文ふみ槻つき総合病院をはじめとする市内での遭そう遇ぐう戦、また皇帝がその猛威を振るった埠ふ頭とうでの戦いなどは映像でしか見られなかったが、直じかに見た宿主達の様々な特殊能力は、有う楽らく原ばらの好奇心を否いや応おうなく刺し激げきし、その価値を思い知らせてくれた。

　それゆえ、作戦の失敗という事実が脳裏から吹き飛んでしまったほどに、今の有楽原は機き嫌げんがいい。

（……皇帝一派はほぼ集結。海上の客船に身を潜ひそめていると推測されるものの、その正確な位置は不明。更にキャラバン側では〝沈ちん黙もくの山やま之の内うち〟と〝災さい厄やくのカーマイン〟の乗った飛行機が、日本海の海上で消息を絶ち、両派閥の幹部会はその情報を隠いん蔽ぺいするのに必死、と………困りましたね。年とし甲が斐いもなく、わくわくしてきました）

　派閥としては頭の痛い状況のはずが、今の有楽原は心からこの事態を楽しんでいた。

　山之内とカーマインが乗った飛行機は、おそらく皇帝一派によって撃げき墜ついされた。

　カーマイン派の所有機による極秘のフライトだっただけに報道はされておらず、キャラバン内でも情報は統制されているが、いつまでも隠し通せる話ではない。

　二大巨頭が揃そろって死亡となれば、組織の動揺は免まぬがれない。

　後継者争いと皇帝一派への対処、二つの課題を抱えたキャラバンがどんな迷走を見せるか、それを思うと有楽原は楽しみで仕方がなかった。

　今後の流れを考えつつ、有楽原は傍かたわらの秘書に問いかける。

「君、張ちよう燕えんはどうしていますか？」

　祭さい夏か老ろう派の幹部、張燕は、同じ派閥の幹部たる周しゆう皓こう月げつを激はげしく憎ぞう悪おしており、その殺害のために騒そう動どうの前から来日していたらしい。

　遥はるか高き嶺みねの小鬼・ニュイの異能を持つ彼の一族は、平均寿命が短い代わりに、人間離れした頑健な肉体を持つ。

　しかしそんな彼でさえ、埠頭における皇帝との戦いにおいては、異世界から召喚された気候にさらされ瀕ひん死しの重傷を負った。

　現場の情報収集に出ていた有楽原の部下が、死にかけていた彼をたまたま見つけて有楽原の元へ連れ込まなければ、今頃は死体となっていたはずである。

　あまり人と馴なれ合わない張燕だが、命の恩人への義理立ても兼ねて、今は共闘に応じてくれていた。

　人数はそれなりに多いが精せい鋭えいに欠ける有楽原の派閥にとっては、貴重な追加戦力である。

　秘書の男は畏かしこまって答えた。

「張燕氏は部屋で休んでいます。本音では皓月を探しに行きたいようですが……なにせ土と地ち鑑かんもないはずですので、我々の協力に感かん謝しやしてはいるようです」

　張ちよう燕えんは中国語しか話せず、通訳なしでは意思疎通すら困こん難なんだった。それでなくとも寡か黙もくな性格で、声自体を滅多に発さない。

　数年前に有う楽らく原ばらが会った時には、社交辞令程度には挨あい拶さつをかわせる男だったが、今は完全に意識が皓こう月げつへの復ふく讐しゆうだけに向いている様子だった。

（皓月と張燕の対立は、祭さい夏か老ろう派の跡目争いがそもそもの原因のようですが……〝嘆なげきの祭夏老〟がそんな有あり様さまとは、私も年をとるわけだ──）

　沈黙の山やま之の内うち、災さい厄やくのカーマイン、嘆きの祭夏老──キャラバンの実質的なトップ３がほぼ同時期に退場すれば、引退したはずの翁おきな居い夢ゆめ路じや、穏おん健けん派のはずの青い狐きつねの文ふみ槻つきが発言力を強める可能性もある。

　あるいは皇帝一派よりも、文槻とメリア、夢路達のほうが、有楽原の障害となるかもしれない。

　頭の中で策を巡らせつつ、神医の有楽原はつい、その思考を口にしていた。

「キャラバンがすんなりと新体制に移行するか、あるいは分裂を深めるか……あるいは皇帝一派に屈するか、彼らを倒して騒そう動どうを収めるのか──君、どう思いますか？」

　冗談めかして意見を求めると、スーツ姿の秘書は困ったように応じた。

「私にはなんとも……やはり〝記録者〟と〝リコルドリク〟を確保した側が有利だろうとは思いますが──」

　有楽原の情報網をもってしても、皇帝一派が〝リコルドリク〟と宝石箱を確保したことはまだ察知できていなかった。皓月とモニカは、大半の仲間達にさえその事実を秘している。

　その事実を、もしも有楽原が現段階で察知していたら──

　彼は迷わず皇帝側についていたかもしれない。

　動機はひとえに、研究者としての〝好奇心〟である。




　金の記憶の彫金師・リコルドリク──




　その異質な神と〝記録者〟と呼ばれる石こそが、有楽原の興味の対象だった。

　叶かなうことなら有楽原自身の派閥でそれらを確保したいが、もしも皇帝側で確保されたなら、投降してでもその研究に関かかわりたい。

　その誘惑に抗あらがえなかった神かみ竹たけの志こころざしが、有楽原にはよくわかる。

　否いな、それは抗うべき誘惑などではない。

　世間一般で言うところの〝常識的な判断〟とは隔へだたりがあるかもしれないが、神竹の裏切りは極きわめて合理的な判断だと有楽原は感じる。

　人の時間は有限である。名誉も利益も、いずれ来る死を思えば溜ため込むことにあまり意味はない。

　それらは人生を楽しむために、必要なだけあれば事足りる道具であり、過剰な富を求めて楽しみを削るようでは本末転倒といえる。

　好きなものを好きなように楽しむことが、有う楽らく原ばらにとってはもっとも優先すべきことだった。

　無論、皇帝側がそのままの有楽原を受け入れるはずはないが、そこには〝石〟の特性が絡んでくる。

　宿やど主ぬしを殺せば石は解放され、近くにいる別の人間に宿る。

　そして石を宿した者は、〝皇帝〟の仲間となる。

　つまり有楽原が手近な宿主を殺し、その身に石を得てしまえば、皇帝一派は有楽原を新しい仲間として受け入れる。

　それどころか──

（……もしも皇帝を殺し、その石を引き継ぐことができれば──私が〝皇帝〟ですか。いやいや、おもしろい仕組みです。〝記録者〟というのは、何を考えてこんな仕組みを残したのか……）

　人道に照らせば狂ったシステムだが、戦力の維持だけを考えれば実に合理的ではある。

　このシステムを考案し、宝石箱に各種の〝石〟を保存した記録者という人物について、有楽原は何も知らない。

　起き得る事態を想定してこのシステムを作ったのならば、彼女は紛まぎれもない悪党である。

　逆にそこまで深く考えていなかったとすれば、ただの間抜けなうっかり者である。

　頭の良い悪女か、さもなくば頭の弱い聖女かのどちらかだろうと見当はつけているが、いずれにせよ彼女の能力があればこそ、今の事態が引き起こされていた。

　その意味では、〝記録者〟の石は皇帝以上に事態の鍵かぎを握っている。

　リコルドリクと意思疎通が可能な唯一の石だけに、研究者としての立場からも、優先的に手に入れたい。

　その宿主が誰なのか、有楽原はおおよその見当をつけている。

　資料にない〝占星術師〟という石の名を騙かたり、星ほし詠よみのエスハからの加か護ごを受けた、一人の高校生──

　文ふみ槻つき派の最強戦力、〝腐食のメリア〟とも懇こん意いの彼は、その一人娘の恋人らしい。

　見たところでは一介の高校生だったが、身辺調査の結果、かつて山やま之の内うち派に属していた研究者、月つき代しろ夫妻の遺い児じだともわかった。

　その夫妻のことは、有楽原も憶おぼえている。

　研究者としてはそこそこ優秀で成果も出していたが、いかんせん、彼らは自己愛が強すぎた。

　自分達の才覚を過大に評価し、幹部達を甘く見てその顔に泥を塗り、自身の有利な転職のためだけに身内の研究成果を欧州へ横流しした。

　それでいて裏切り者として処分される可能性など微み塵じんも考えていなかったらしく、〝キャラバンのことを世間に黙だまっていてほしければ、自分達の移い籍せきを見逃せ〟などという間の抜けた脅きよう迫はくまでしてきた。

　要するに研究しか知らない馬ば鹿かだったといえばそれまでだが、さすがに呆あきれ返る幹部も多く、暗殺されたところでほとんど同情も集まらなかった。

（あの時の処分は確か──羽は矢や多た君に任まかせたはずでしたね）

　幼い子供の生死については、特に指示を出さなかった。

　家に火でもつけて一度に始末すれば一日で済む仕事だったはずだが、羽矢多は十日以上もかけて、わざわざ夫妻だけが車に乗るタイミングを待った。

　強こわ面もての外見に似ず、彼は常に被害を減らしたがる。

　もしも彼が荒あら事ごとを厭いとわず、もっと気軽に能力を駆使できる性格だったなら、今頃は有う楽らく原ばらの片腕くらいにはなっていたかもしれない。

　しかし行動が甘いがゆえに他の派閥から舐なめられ、今は皓こう月げつのような小娘に振り回されている。

　張ちよう燕えんと一いつ騎き打うちできるほどの力を持ちながら、勿もつ体たいない話ではあった。

　当たり前の話だが、どんなに優すぐれた力を持っていようと、本人がそれを上う手まく生かさなければ力の持ち腐れとなる。

　一方で月つき代しろ夫妻のように、能力もないのに虚勢を張って偉ぶった挙げ句、自滅する輩やからもいる。

　己おのが分を知ることは意外に難むずかしい。

　逆に、傍おか目め八はち目もくと言うとおり、他人の分はわかりやすいこともある。

　たとえば、周しゆう皓こう月げつに祭さい夏か老ろう派をまとめる力量はない。

　楽隠居の翁おきな居い夢ゆめ路じに今のキャラバンを統率するカリスマはないし、文ふみ槻つき雅まさ臣おみも文槻派の首しゆ魁かいが分相応といったところである。

　年を経て器うつわが変化することはもちろんあるが、余程のことがない限り、そうそう大きくは変わらない。

　皇帝についてはわからない。

　まだ会ったことがない上に、その器は小娘の十と和わ田だ静しず枝えだった。

　有楽原の知る静枝はまさにただの一般人で、人の上に立つような娘ではない。

（皇帝か……やはり一度、肚はらを割って話してみたいところですね──）

　思案しながら、有楽原は席を立った。

　窓まど際ぎわに寄り、外の街並みをなんとなく眺める。

　見た目の上では水みな門と市は平へい穏おんだった。

　あまりに平穏すぎて、先日からの騒そう動どうが噓うそのようにも思えてしまうが、キャラバンの関係者に限ってはそこそこ忙しい。

　皓こう月げつが一般の構成員を狙ねらう姿勢を見せたことで、家族と共に市内から一時避ひ難なんする者も出てきた。その分、残った者に業務が集中してしまい、市内に限っては組織の基き盤ばんが揺らぎ始めている。

　今後も山やま之の内うちやカーマインの死が末まつ端たんにまで伝われば、もはや動揺は抑え切れない。

　考え込む有う楽らく原ばらの視界で、一いつ瞬しゆんだけきらりと何かが光った。

　反射的に身をずらした直後、窓ガラスが派手な破は壊かい音おんと共に割れる。

　同時に有楽原の肩口に衝しよう撃げきが走り、彼はそのまま身をねじるようにして倒れ込んだ。

「せ、先生っ!?」

　秘書の男が悲ひ鳴めいのような声をあげたが、撃うたれたとうの有楽原は彼よりも冷静だった。

（近くのビルからの狙そ撃げき……!?）

　倒れた状態のまま、有楽原はすかさず、もう片方の手を傷口にあてた。

　寝ぼけ眼まなこの人形遣つかい・ラタリエヌの異能は、触れた人間の肉や骨を思うがままに変形させる。

　日頃の有楽原はその力を〝外科手術〟という形で生かしているが、当然、自分の傷を塞ふさぐこともできる。

　頭や心臓を撃ち抜かれていたらさすがに助からなかっただろうが、それ以外の箇所ならば治ち療りようが間に合う。彼がここまで長生きできた最大の理由もここにあった。

　有楽原はまず血を止めた。

　続いて砕けた骨を修復し、穿うがたれた肉を内側から盛り上げると、傷口から自然に弾たまがこぼれ落ちてくる。

　それは既製の銃弾ではなく、ただのパチンコ玉だった。

　十中八九、皇帝の指揮下の〝銃士〟の仕し業わざである。

「先生、ご無事ですか!?」

　秘書の男が血相を変える。

　ガラスの破壊音に反応した警けい護ごの人員も、たちまち部屋に駆かけ込んできた。

　焦あせる部下達の反応をよそに、撃たれた有楽原自身はひたすら冷静だった。

「ああ、静かに……落ち着きなさい。ただの脅おどしでしょう。問題ありません」

　有楽原の能力については、皓月はもちろん、皇帝の静しず枝えや羽は矢や多た達でさえ知っている。本気で殺す気なら、爆ばく弾だんなどで全身を吹き飛ばすか、あるいは首を切り落とすような即死を前提とした手段を選びそうなものだった。

　上う手まく殺せれば儲もうけ物ぐらいには考えていただろうが、主な目的は、他の幹部への脅きよう迫はくも含めた陽動だろうと見当をつける。

　部下達を落ち着かせようとして、有楽原はふと言葉を止めた。

（……これが私個人への脅しならさておき──実際に陽動だとすれば、彼らの本当の狙ねらいは──？）

　リコルドリク探索のために市街地にいる構成員を引き戻し、警けい護ごを有う楽らく原ばらの元に集中させれば、他の場所は手て薄うすになる。

　あるいは狙そ撃げき犯はんを追うためにも人員を割さけば、やはり手薄になる箇所が増える。

　山やま之の内うちとカーマインを仕留めた今、皇帝一派が次に狙ねらうとすれば──

（文ふみ槻つきかメリアか、それとも夢ゆめ路じ翁おうか……いずれにせよ、私にとってはどうでもいい方達ですね……なんだ、迷うまでもないか）

　身を起こした有楽原は、血で汚れた白衣を脱ぎつつ、にこやかに秘書を見上げた。

「君、やっぱりもうちょっと慌てていいですよ？　次の標的は〝私〟のようですから、市内に散っているこちらの戦力を手元に戻してください。それと文槻派に連絡して、狙撃犯の追跡への協力要よう請せいを──後は、そうですね」

　有楽原は軽く手を叩たたき合わせた。

「張ちよう燕えんを呼んでください。彼にしばらく、私の警護を頼みたいと思います」

　燕えん人じん張燕に手た綱づなをかけて〝暴走〟させないこと──それだけで、皇帝一派に対する水面下の支援となる。

　神医の有楽原は撃うたれてなお、現在のこの状況を心から楽しんでいた。
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　月つき代しろ玲音れいんが目覚めた場所は、白い壁かべに囲まれた窓のない狭い部屋だった。

　寝起きはそこそこ爽さわやかで、意識もすっきりとしている。

　寝台には自分一人しかいない。

　裸のクレアや愛を囁ささやく香か恋れんといったサプライズ要素も特になく、その意味では静かすぎてまだ夢の中にいるようだった。

　蛍光灯の眩まぶしさに眼めを細めつつ、玲音はゆっくりと半身を起こす。

　殺風景な部屋には、玲音が寝ていたベッド以外には小さな椅い子すが一つあるだけだった。

（ここって……揺れてないし、皓こう月げつの客船じゃないよな？　さっきまでいたフィットネスクラブか？　それとも──）

　留置場とまでは言えないが、逃亡の阻止を考こう慮りよした部屋に見える。

　唯一の出入り口は、いかにも頑丈そうな鉄の扉によってぴたりと閉じられ、廊下の様子すらよくわからない。

（なぁ、記録者。ここって……？）

〝……待て。誰か来たぞ？〟

　記録者の言葉で、玲音は扉に視線を向けた。

「おう、起きたな。邪じや魔まするぞ」

　ノックもなしに入ってきたのは、作さ務む衣え姿の男と、彼の真後ろに付き従う若い娘だった。

　作務衣の男には玲音も見覚えがある。より古い縁えにしを持つ脳内の〝記録者〟も、びくりと思考を震わせて反応した。

　キャラバンの創設者、翁おきな居い夢ゆめ路じ──

　三十歳そこそこの、どこか飄ひよう々ひようとした気配をまとった男だが、実年齢は百歳を優に越えているらしい。

　一緒に入ってきた若い娘は、清せい楚そなブラウスとロングスカート姿の、どことなく古風な印象すら漂ただよう黒髪の美人だった。

　ただ、そんな彼女の首には古びた無骨な〝首輪〟が不似合いに巻かれている。

　ファッションとはとても思えない、背徳的な気配すら漂うその異質な存在感に、玲音は意表をつかれた。

（……く、首輪……？　何？　そっち系の人……？）

　幼い頃からの癖くせもあり、ただでさえ相手の衣装に意識が向きやすい玲音だが、この首輪には少なからず動揺する。

〝……ん？　君、珍しく反応がもう一つだな〟

（……コスプレフェチは自覚してますけど、こっち系は守備範はん囲い外でして……ていうかヤバい人？　怖い人？　なんでこんな平気な顔して堂々と首輪してんの、この人？）

　戸と惑まどっている間に、夢路が椅子に腰掛けた。首輪の娘はその斜め後ろに、まるで秘書か従者のように背筋を伸ばして立つ。

　首輪をどうにかスルーしつつ、玲音れいんは恐る恐る口を開いた。

「え……と……ここは？　あと香か恋れんは何ど処こに？」

　目の前の男が〝キャラバン〟の創設者である以上、自分が気絶している間に捕ほ縛ばくされたことは間違いない。その認識に立った上で、妹が危機を脱したのかどうかが、玲音にはまず気になった。

　夢ゆめ路じはにやりと笑い、鉄の煙管キセルで肩を叩たたく。

「ここはキャラバンの系列ホテルの地下にある、〝秘密の小部屋〟ってヤツだ。気絶したお前さんを、鉄てつ舟しゆう達が取り返してここに運んでくれた。妹さんはまだ寝てるが、すぐ隣となりの部屋に隔離してある。〝薔ば薇ら〟の石を持ってるから、こっちよりは厳げん重じゆうにな」

　口調はぺらぺらと気安い。

　玲音の警けい戒かいを解き、味方だと印象づけるための演技なのか、それとも他の狙ねらいがあるのか、咄とつ嗟さには判断がつかなかった。

　妹も保ほ護ごされたらしいことには安あん堵どしつつ、そもそも気絶している間に何が起きたのかがわからない。

「鉄さんが……俺を助けてくれたんですか？」

「ああ。あと真砂まさごとか貴たか音ねとかも……おっと、真砂にはまだ会ってなかったか？　爪つめが伸びるヤツなんだが──」

　玲音は曖あい昧まいに頷うなずいた。

「いえ、顔は知ってます。インストラクターの人の旦だん那なさんだそうで……」

　騒そう動どう続きでまだ挨あい拶さつすら済ませていないが、フィットネスクラブのプールサイドで、玲音達の危機に駆かけつけてくれた青年である。

　あの時の玲音は、香恋が連れていた〝催眠術師〟の力に操あやつられてしまったが、どうやら妹ともどもまた世話になったらしい。

「じゃあ……皓こう月げつとモニカもキャラバンで捕まえたんですか？」

　夢路が軽く頭を搔かく。

「ん……モニカには逃げられた。皓月は──キャラバンでっつーか、真砂達が捕ほ虜りよにしている。根ね黒ぐろ桂けいとの人質交換に使う気らしい。まぁ、俺は見て見ぬふりってヤツだ」

　どうやらキャラバンと真砂達との間には、若干の方針の違いがあるらしい。

　状況を把握したところで、玲音は改めて目の前の翁おきな居い夢路に視線を移した。

（この人、皓月達が埠ふ頭とうで集まって、皇帝と合流した時──戦いを止めようとしてたよな？）

〝ああ。皇帝ブロスペクトを倒すためにキャラバンを作り上げた張本人……だが、性根の部分は温厚だったように記憶している。もちろん百年前の話だから、今の性格はわからん。人は──歳月を経て変わるものだ〟

　記録者の声にはまだ警けい戒かいがにじんでいたが、それは決して切迫したものではなかった。言葉ではともかく、むしろ相手が変わっていないことを祈るような響ひびきもある。

　そんな玲音れいん達の懸け念ねんを見透かしたように、夢ゆめ路じは苦笑いを見せた。

「そう警戒するなよ、〝記録者〟。石のお前は知らんだろうが、本体のほうも四十年ほど前までは普通に生きていたんだぜ。仲良く、とまでは言わんが……俺ともそこそこ折り合っていたし、葬式にも出た」

　玲音と記録者は、揃そろってびくりと反応した。

　皓こう月げつ達相手にはもちろん、キャラバン側にも玲音が〝記録者〟だと遂ついに知られてしまったらしい。

　経けい緯いは不明だが、いつまでも隠し通せる問題でないことは覚悟していた。

　玲音と記録者の動揺をよそに、夢路はまるで世間話のように軽い口調を崩くずさない。

「記録者やその他の皇帝一派の残党について、キャラバンは……いや、俺はほとんど干渉しなかった。まぁ、当時はキャラバン内部の統制で手一杯だったり、二つの世界大戦なんて大事もあったりで、それどころじゃなかったって面もあるんだが──皇帝亡き後のお前らは、一部を除いておとなしいもんだったよ。つい先日、こんな騒そう動どうが起きるまではな」

　反応できないままの玲音と記録者の鼻先へ、夢路が鉄煙管キセルを突きつけた。

「……この事態を独りでどうにかできると、本気で思ったのか？　このお転婆娘が──お前は本っっっっ当に、昔っからどうしようもねぇな」

「え……は、はい？」

　夢路がにやりと笑いかけた。

「ああ、ややこしくてすまん。これは〝お前〟じゃなくて……お前の中にいる〝記録者〟への説教だ。お前は〝月つき代しろ玲音〟だったな？　お前は単に巻き込まれただけだ。そもそもの情報を何も持たない中で、誰を頼るべきか、その判断がつかないのは仕方がない。が……〝記録者〟、お前はある程度、こんな事態を想定していたはずだし、その対処法も考えていたはずだ。その対応が〝これ〟ってのは……あまりにお粗末じゃないかね？　どうして俺を頼らなかった？」

　舌打ち混じりに叱しかる男は、玲音ではなく、玲音の中にいる記録者を見ていた。

　記録者が唸うなる。

〝……玲音。目の前の馬ば鹿かに、私の言葉を伝えてくれるか？〟

（い、いいけど……あんまり過か激げきなことは言うなよ？　俺の身の安全とかも考こう慮りよしてくれな？）

　記録者の気配の変化を察しつつ、玲音は伝言ゲームのように口を開いた。

「えーと……夢路さんですよね？　記録者からの返答ですけど……〝お、お前は頼りにならない。少なくとも、皇帝のターゲットがお前である以上、その傍そばは一番の危険地帯だ。真っ先に狙ねらわれる位置にわざわざ近づく馬鹿が何ど処こにいる？〟……だそうです……」

　夢路がしばらく呆ほうけた後、がりがりと頭を引っかいた。

「……そりゃ道理だが、何も俺と一緒に行動しろとは言わねぇよ。情報交換とか護ご衛えいの手配とか、協力のしようはあっただろうが……いや、言いたいことはわかる。そもそも皇帝が死んでから百年近く経たっているわけだし、俺の性格や目的が大きく変化している可能性も警けい戒かいしたんだろうが……」

　夢ゆめ路じが煙管キセルで自身の額ひたいを叩たたいた。

「……やるせねぇ話だが、百年やそこらで成長できるほど、俺は賢かしこくなかったらしい。なにせ元が元だからな」

　その苦い笑みには妙な諦てい観かんが漂ただよっている。

　記録者の舌打ちが脳内に響ひびいた。

〝……こいつはあいもかわらず、か。まぁ、らしいと言えばらしいが……〟

　心なしか、その呟つぶやきは嬉うれしげに聞こえてしまう。

　夢路の眼めが真剣みを帯びた。

「確認させてもらおう、月つき代しろ玲音れいん。お前と記録者は、他の宿やど主ぬし達みたいな一心同体じゃなく……二心同体って解釈でいいんだな？」

「はぁ……まぁ、そんな感じではありますけど……あの、なんか後ろの方が、すげー睨にらんでるんですけど……俺、何かまずいこと言いました……？」

　首輪の娘が玲音に向ける眼まな差ざしが、何な故ぜかやたらと険けわしい。

　夢路が振り返り、なだめるような愛想笑いを見せた。

「おい、詩し乃の。だから勘かん違ちがいするなって……俺と記録者はお前が想像するような関係じゃねえ。だいたい、こいつの子孫のモニカが、俺とは親しん戚せき関係でも何でもないって時点で察しろよ」

「……何も誤解などしていません。夢路様のほうこそ勘違いです」

　声こわ音ねは冷静そのものだが、わずかに拗すねたような響きを隠せていない。

　脳内で記録者が吹き出した。

〝なんだ？　この娘、まさか夢路の愛人か？　やるじゃないか、この老いぼれ。孫どころか曾ひ孫まご、玄やしや孫ごよりも更に若い娘に手を出すとはな。あの首輪もまさか奴やつの趣味か？〟

（……楽しそーですね、記録者さん……てゆーかお前はともかく、なんで男の俺までそんなクソどーでもいい理由でこんな美人に敵視されなきゃいけないんだ……!?）

　その思いが通じたわけでもないだろうが、夢路が溜ため息と共に向き直った。

「悪いな、玲音。この間の埠ふ頭とうでの騒さわぎの時、こいつを置いていったら機き嫌げんを損そこねちまって──困ったもんだ」

　態度こそ秘書のようだが、どうやら実際は尻しりに敷しかれているらしい。

「機嫌はいつもどおりです。夢路様の過去がどうあれ、私は妻としてお仕つかえするだけですので」

　えらく古風な言い回しに違和感を持ちつつ、玲音は意外な思いで両者を交互に見た。

「えーと、奥さんなんですか……？」

「違う。勝手に言っているだけだから聞き流せ。それより大事な話がある──こいつは記録者とお前の両方に確認したいんだが、リコルドリクと宝石箱がモニカの手に渡ったらしいな？　お前ら、これからどうする気だ？」

　彼らはそのことも把握していたらしい。

（情報早いな！　皓こう月げつがばらしたのか？）

〝語かたり部べのような心を読む異能者が、キャラバン側にもいるのかもしれん。あるいはエスハやフェルディナンが密告したか──いや、一番有り得そうな可能性は『内通者』だな。宿やど主ぬしの中に、得た情報をキャラバン側へ流している者がいそうだ。だいたい見当もついているが──語り部に思考を読まれたくない。君には黙だまっておこう〟

（んー……？　羽は矢や多たさんは味方だと思うけどなー……？）

　決して盲目的に信じているわけではないが、先日のやりとりを経て、玲音れいんは今も彼に八割程度の信頼感を持っている。

　だが記録者からの返事は、そんな玲音の甘い見通しを一いつ瞬しゆんで打ち砕いた。

〝羽矢多が語り部の石を保持し続けるとは限らない。忘れたか？　既すでにモニカはリコルドリクを手て懐なずけ、石の出し入れを可能にしているんだぞ〟

（あ……！）

　たちまち玲音の背筋に悪お寒かんが走った。

〝私がモニカの立場なら、見張り番を信頼できる部下に預け、自身に語り部を移す。そして状況を把握できたら、より戦せん闘とうに向いた石に取り替えるか、あるいは錯さく乱らんの危険を冒おかしてでも、語り部と戦闘系の二つの石を得る。本来は私にしかできないことだが……今のモニカにはそれが可能だ。奴やつはバカだからそのことに気づいているかどうかも怪しいが、油断はできない。さっきも言ったことだが、この認識を忘れるな〟

（は、はい……うわー……改めてやべー事態だって実感したわ……）

　目の前の翁おきな居い夢ゆめ路じは、玲音の沈ちん黙もくを思案の時間と受け取ったらしい。

「玲音、記録者、結論は出たか？　特に手がないなら、俺達に協力しろ。悪いようにはしない……とか保証できる状況でもないんだが、少なくとも俺達は人命を最優先に考えている。この騒そう動どうの被害をなるべく抑えたい。その意味で、俺とお前達とは利害が一致しているはずだ」

　胡う散さん臭くさい部分はあれど、その言葉は本音に聞こえた。

（記録者、いいよな？）

〝こちらは捕ほ虜りよも同然だ。拒否すればこのまま監禁扱いになるだろうから、そもそも選択肢はない。互いの目的も、まぁ……似たようなものだろう。ただし、こいつは皇帝のターゲットの一人だ。狙ねらわれやすい分、危険も大きい。そのことは覚悟しつつ、なるべく離れて行動しろ。日頃から数歩離れるだけでもいい〟

（異議なしです。なんか下へ手たに近づくと、首輪の人からあらぬ誤解とか招きそうですし……！）

　玲音れいんは取り急ぎ、夢ゆめ路じに向けて肯定の返事を伝える。

「わかりました。俺と記録者の目的は、皇帝を止めてみんなを今までの生活に戻すことです。協力します……っていうか、協力してください」

　夢路がにやりと笑って頷うなずいた。

「お前の方が、記録者より物わかりが良さそうだ。そういや、うちのゾンビ肉も注文してくれたんだって？　フローラから聞いたよ。見た目はともかく、割といけただろ？」

　何のことかわからず、玲音はかっくんと首を傾かしげた。

「ぞんびにく……？」

「失しつ踪そうした当日、クレア達に連れられて店に来ただろ。俺は出かけていたから会ってないが……あのゾンビ肉、本当は去年のハロウィンに間に合わせたかったんだが、隠し味がもう一つ決まらなくてな。色合いも苦労したんだが、あの外見でカロリー控えめってのもポイントで──」

　得意げにケーキの解説を始めた作さ務む衣えの男を、玲音は呆ぼう然ぜんと見つめる。

　思い当たる節は一つある。あるがしかし、その店の雰囲気と目の前の男のイメージが結びつかない。

　紅あか街まち中華街の片かた隅すみ、双子の美人メイドが接客する、ファンシーな洋菓子店──確か店の名は、〝点てん心しん華か心しん〟だった。

「……ケ、ケーキ屋の職人さん……？」

「パティシエな。あそこは俺が道楽でやってる店だ。あのゾンビサクリファイスも、食ったヤツの評判はいいんだけどなぁ……まぁ、見た目に騙だまされなかった奴やつを誉ほめるべきか。お前さんもいい眼めをしているってことだ」

　安かったからネタで頼んでみただけ、とは今更言えない。それよりなにより、今は他に驚おどろくべきことがある。

「……キャラバンの創設者さんが、ケーキ屋のご主人……？」

「創設者っていっても、俺はもう隠居の身だ。若い連中……って、もうそいつらも今じゃ若くはないが、とりあえず他の連中に組織のことは任まかせている。今じゃ影えい響きよう力りよくも失っちまったが、まあ……元々、組織の頭なんぞが似合う人間じゃねえ。ケーキ屋のオヤジくらいがちょうどいい」

　齢よわい百を優に越えるらしいその男は、肩をすくめつつ席を立った。

「俺の人生も流れ流されて、分不相応な真ま似ねをいろいろとやらかしてきたが……お前さんも災さい難なんだよな。一介の高校生が、文ふみ槻つき家の娘と仲良くなっちまったばかりにこんな騒そう動どうに巻き込まれてさ」

　この言い回しに、玲音はかちんと来た。

「宝石箱が開いた時に紅街に居合わせたのは、完全に偶然です。強しいて言えば皓こう月げつやモニカのせいですから、クレアは関係ありません。あいつ、ただでさえ何かと自分のせいにしがちですから、偉い立場の人が不用意にそういうことを言わないでください」

　夢ゆめ路じがきょとんとまばたきを重ねた後──呵か々かと笑いながら、玲音れいんの肩を叩たたいた。

「すまん、すまん。今のは失言だった。いやな、クレアがやたら〝自分のせいで玲音を巻き込んだ〟って凹へこんでるもんだから、こっちまでなんかそんな気になっちまって……だがまぁ、そうだよな。男なら、こういうことを好きな女のせいにはしたくねえよな？」

　玲音は勢いで言い返す。

「当たり前です。むしろクレアが騒そう動どうに巻き込まれている間、俺だけ何も知らずに蚊か帳やの外とかにならなくてほっとしてるくらいで……なんすか？　ニヤニヤされるような話はしてないですよ」

　夢路がにやついたまま、軽く頭を下げる。

「いや、すまん。〝好きな女〟ってところは否定しないのかと思ってな」

「……そりゃもう昔っから全力で大好きですけど、それは割とみんな知ってますし。ついでに俺みたいな平民ごときが分不相応なのもわかってますから、ほっといてください」

　玲音はぶんむくれてそっぽを向いた。

　少なくとも亜あ里り亜あや鉄てつ舟しゆうは、玲音のクレアに対する好意におそらく気づいている。いつぞや妹に聞かれた時も正直に答えたが、玲音としては、クレア当人を困らせる事態にさえならなければ別にいい。

　先程の夢の中で、記録者は〝クレアも玲音に好意を持っている〟と指摘したが、それは大切な友人としての好意だろうとも弁わきまえている。

「……あ、クレアにも言わないでくださいね。どう断ったら傷つけずに済むかとか、そういうので悩まれるとこっちも切ないんで……あいつ優しいから、そういうの苦手っぽいですし」

　夢路が思案げに天井を仰あおいだ。

「……分相応、分不相応なぁ……こう言っちゃなんだが、たかだか百年程度で死ぬ人間風情に、そうそう差があるとは俺には思えねぇけどな」

　寂しげに笑いながら、彼は玲音の頭を気安くくしゃりと撫なでる。

「いや、性根の腐った人間てのは確かにいるぜ？　だけどまぁ、お前は真人間みたいだし、それで充分つうか、それが一番だろ。たかだか百年に満たない一度こっきりの短い人生なんだ。もうちょい気楽にやろうぜ。な？」

　玲音の肩を叩きつつ、夢路は廊下へ歩み出た。

　ホテルの地下らしいが、白い壁かべの地下通路はむしろ病院のような気配を醸かもしている。

　隣りん室しつの扉には小窓がついており、ベッドの上で眠る香か恋れんがちらりと見えた。

　その視線に気づいた夢路が、歩きながら振り返る。

「……たった今、怒られておいてなんだが……やっぱりお前ら、こんなことに巻き込まれて災さい難なんだったな。特に妹さんは宿った石もまずかった。女王だけなら小娘で済んだが、薔ば薇らはな……重複の影えい響きようもあるが、ただでさえ精神が不安定な奴やつだった」

　玲音れいんはぐっと言葉に詰まる。

　その不安定な石を、玲音はまだ妹の中から出せていない。

　チャンスはあった。

　妹に有無を言わせず、戸と惑まどうこともなく素早く、不意打ちのように口づけをかわせていれば、たったそれだけのことで妹は石から解放されていた。

　それ以前に──

「すみません……俺が最初から、黒猫の移動先を文ふみ槻つき病院あたりにしていれば……なんか俺、いろいろグダグダですよね。ない頭でジタバタしてるばっかりで、詰めが甘いっていうか……なにやってんですかね、ほんと……」

　先程、フィットネスクラブではなくキャラバンの勢力圏に移動していれば、もし皓こう月げつが死ぬ結果になったとしても、少なくとも香か恋れんの安全は確保できたはずだった。そしてリコルドリクも確保したまま、事態を優位に進められたように思う。

　夢ゆめ路じが大おお袈げ裟さに吹き出した。

「おいおい、勘かん弁べんしてくれよ。俺なんか、お前以上のグダグダを百年以上続けてるんだぜ？　たかだか高校生にそんな上う手まく立ち回られたら、俺の馬ば鹿かさ加減が余計に際きわ立だっちまうじゃねえか」

　玲音の頭をぽんぽんと叩たたきつつ、夢路は小声で呟つぶやく。

「予知能力者じゃあるまいし、あんまり上手くやろうと思うなよ。人生なんてだいたいグダグダなもんだぜ。三歩進んで二歩下がるくらいだったら上々、時には四歩も五歩も下がることだってある。とりあえずは踏ふみ外さなきゃそれでいいし、踏み外したと思ったら早いうちに道に戻っとけ。それにな──」

　夢路の声が殊こと更さらに低く転じた。

「お前の選択は、俺らにしてみれば案外悪くなかった。むしろ最善手に近い。俺達が一番恐れている事態は、どっちかの一方的な〝暴走〟が始まることだ。記録者、モニカ、リコルドリクの全部がキャラバン側に渡ったとなれば、皇帝一派も即座に死に物狂いで攻めてくる。モニカとリコルドリクには逃げられたが、これで連中にも少し余裕ができたはずだ。ついでにこっちには皓月って人質もいる。俺達がとるべき道は──まずは意図してでも一進一退の状況を作り出し、一触即発を避さけることだ。まかり間違って〝皇帝〟と真正面から戦ったら、犠ぎ牲せい者しやは三桁けたじゃ済まん。キャラバンの関係者どころか、一般人にまで被害が広がる」

　鉄の煙管キセルを頰ほおに添えつつ、夢路が眼めを細めた。

「……相手を追い詰めすぎれば必ず暴発を招く。結果、両方が力任まかせに戦えば被害も甚じん大だいになる。敵を追い詰めすぎないのも兵法って奴だ。隙すきを見て〝皇帝〟の石さえ封じることができれば……極きよく端たんなことを言えば、後は放置してもいい。お前はそこまで考えてなかっただろうが、お前の〝甘さ〟は今のところ、上う手まい具合に作用しているんだよ。だからあんまり思い詰めるな。そもそもこいつは、最初から〝キャラバン〟の失態なんだ」

　最後の言葉には自じ嘲ちようの響ひびきが宿った。

　玲音はふと疑問を覚える。

「……夢ゆめ路じさんて、もしかして……〝キャラバン〟のことを信用してなかったりします？」

　夢路がきょとんと眼めをしばたたかせた。

「お前はどうなんだ？」

「俺は……そりゃ、なんかヤバそうな組織なのかなー、とは思ってますし、実際、怖そうな人達も見かけましたけど……すみません。要するに信じてはいないです」

　文ふみ槻つき医師やメリア達はさておき、組織としては胡う散さん臭くさい部分が多すぎる。

　夢路はこの返答ににやりと笑い、肩をすくめて歩き出した。

「気が合うな。俺もだよ」
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　文槻クレアは椅い子すの上で硬直していた。

　物の見事に、ぴくりとも動かず、眼を見開いたまま呼吸を止め、耳まで真っ赤にして彼女は彫像と化している。

　落としたら割れそうな勢いのその固まり具合を見かねて、亜あ里り亜あは舌打ちを漏もらした。

「あんた、そーいうパントマイムできたの……？　すげー一発芸だな、オイ……つか、中学の時点で気づいとけよ。あいつ、明らかにお前にだけは不自然に甘かっただろ。悩んでる暇ひまあったら、いーからはよ告白しとけって、さんざん言ったよな私？」
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　彼女達は今、キャラバン系列ホテル内の監視室に待機していた。

　目の前には複数のモニターが並び、その中に月つき代しろ玲音れいんと月代香か恋れんを隔離した部屋の様子が、それぞれ映し出されている。

　室内の音声も明めい瞭りように聞き取れるが、そこから聞こえてきた夢ゆめ路じと玲音の会話は、クレアにとって想定外のものだったらしい。

　もっとも亜里亜にとっては、露ろ骨こつにわかりきっていたことではある。

　鉄てつ舟しゆうも呆あきれたように声を寄よ越こした。

「クレア。とりあえずせめて呼吸をしろ。死ぬぞ」

「……だめだコイツ、聞いてねぇ。おら、クレア。そろそろ玲音もこっち来るぞ。正気に戻っとけ」

　亜里亜が椅子を軽く蹴け飛とばして、ようやく彼女は我に返った。

「……………………ぷはぁっ……！　ふぁ……？　……ぜ、ぜ、ぜ……全力、で、大好き……って……え？　噓うそ？　……え？　あ、聞き間違い……？」

　熱い頰ほおをあたふたと両手で押さえ、クレアが酸欠の余よ韻いんで震え出す。

　亜里亜は鼻で嗤わらった。

「その手の難なん聴ちようネタって飽き飽きしてんだよね、私。まぁ……玲音もなぁ。まさか夢路さん相手にあんな堂々と言い切るとは思ってなかったわ。今のうちに仲なこ人うどとか頼んどく？　あんたの御両親の仲人も夢路さんだったんでしょ？」

　廊下を歩いてくる夢路と詩し乃の、玲音達をカメラ越しに眺めつつ、亜里亜はクレアの額ひたいを指先でつついた。

「あ、あうっ……な、なこーど……？　ふぇ……？」

　感情の暴走でまったく使い物にならないクレアを諦あきらめて、亜里亜は通つう信しん球きゆうを手にした。

　透明なビー玉のようなその物体は、瑠る璃りの都の鐘かね打ち・レティスマ系の異能者の喉のどで生成される。同系統の一族の中で、亜里亜はごく平均的な能力しか持たない目立たない存在だが、彼女の真価は得た情報の活用法にあった。

　通信球を盗聴器代わりに利用し、ボイスレコーダーと組み合わせれば、一般人相手にはまず発覚しない。鉄舟が実戦担当なら、亜里亜は諜ちよう報ほう担当といった役回りである。

「……心しん弥やさん、聞こえますか？　玲音が起きました。真砂まさごさんのほうは大丈夫ですか？」

〝ああ、手当ても終わって安静にしている。白いＹシャツのせいで血の色が目立っていたけど、一応は背広で防御したみたいで、命に関かかわるような傷はなかったよ。ただ、傷口が開くと危ないし……由ゆ姫きさんが心配しすぎてて気の毒だから、真砂まさごはこのまま戦線離脱かな。皓こう月げつと桂けい君の人質交換は、フローラ達と僕らでやることになりそうだ〟

　希き崎ざき心しん弥やの声こわ音ねはあくまで落ち着いていた。

「うっす、了解です。心弥さんだって奥さんが心配してるはずですから、無茶したらダメですよ？」

〝そもそも僕は戦せん闘とう系じゃないからね。ところで文ふみ槻つき先生から頼まれたとおり、例の人を連れてきたんだけど……玲音れいんくんと記録者に会いたがっている。そっちは大丈夫そうかな？〟

「ええ、こっちにも連絡来てます。じゃ……鉄てつ舟しゆう、準備よろしく」

　鉄舟は無言のまま頷うなずき、傍そばにあったトランクを開けた。

　そこには草原に建つログハウスを描かいた、一枚の風景画が入っている。

　技術的にはさておき、専門家が見たところで特に気にもしないような没個性的な絵だったが、それはこの絵の〝本当の価値〟を隠すためのカモフラージュだった。

　早い話が、これは芸術作品ではなく、市場に流れては困る質の〝道具〟である。

　希崎心弥が描き上げたこの〝騙だまし絵〟は、絵の形をしてはいるものの、その本質は異空間へつながる〝扉〟だった。

　鉄舟が壁かべに絵を立て掛けた数秒後、その絵の内側から、ぬるりと絵の具をかきわけて腕が覗のぞいた。

　まるで横穴を抜け出すようにして、一人の青年が絵の中からその場に姿を見せる。

　亜あ里り亜あは軽く会え釈しやくをした。

「心弥さん、何度もすみません。負担、かかってないですか？」

「そんな大層な力じゃないよ。感覚としては、呼吸したり歩いたりするのとさして変わらない」

　虹にじの屍しかばね・オルタフという神群に影えい響きようを受けた希崎心弥は、対外的には「人の感情を色で見分ける」という能力の持ち主だとされている。

　だが亜里亜は、今回の騒そう動どうの中で初めて、彼の本当の力を知った。

　かつてグランレイスという画家が、絵の「向こう側」に作り上げた異空間、〝画廊〟──

　同系統の異能者である心弥もまた、そこにつながる絵を描くことができ、またその絵を通じて異空間への出入りができるらしい。

　これは「単に異空間へ行ける」というだけの話ではない。

　その能力の本当の恐ろしさは、絵と絵の間をつなぐ〝移動力〟にあった。

　希崎心弥がその用途のために描いた絵は、〝画廊〟を介して全すべてつながっている。

　水みな門と市内だけでも、文ふみ槻つき総合病院、フィットネスクラブ、港こう誠せい高校、希崎心弥の自宅、その他様々な場所に、それらの絵はただのよくある風景画として飾られていた。

　つまり彼さえいれば、絵が飾られている全ての場所へ、ほんの数十秒で仲間達を送ることができる。つい先程、フィットネスクラブを強きよう襲しゆうした際にもこの能力が役立った。

　あまりの危険性ゆえに、この特性は幹部達にも明かされていないらしい。

　希き崎ざき心しん弥やの能力に関する認識は、キャラバン内でおおよそ三つに分かれている。

　ただの構成員は、彼を〝感情を読むだけの無害な異能者〟だと考えている。

　ある程度の地位にいる幹部や研究者達は、彼が〝絵の中に入る〟能力者だと噂うわさ程度に知ってはいるが、その先にある〝画廊〟を通して、絵と絵の間を相互に行き来できるとまでは把握していない。心弥自身が、「絵の中にある異空間はそれぞれ独立しており、入った絵からしか出られない」と噓うそをついている。

　全すべてを知るのは、心弥と個人的に親しい一部の人間達だけだった。

　亜あ里り亜あや鉄てつ舟しゆうも、今回の事件によってそれらの事実を初めて知った。堅く口止めされたのはもちろんだが、同時にそれだけ信頼してもらえたことを嬉うれしくも感じる。

（〝心眼〟どころか……この人の力、代用の利きかない貴重性と無茶な応用性でいえば、大幹部並みよね……文ふみ槻つき先生が厚遇するはずだわ）

　絵だけを先行して何ど処こかに設置しておけば、その場所へ苦もなく精せい鋭えい部隊を一いつ瞬しゆんで送り込める力である。送り込むのは部隊に限らず、たとえば毒ガス、たとえばメリアの操あやつる〝パスミオの兵隊〟でもいい。

　危険な使い方をいくつも思いついたが、希崎心弥の性格からしてそうした暴挙には及びにくいのがせめてもの幸運だった。

　一方で厄やつ介かいな問題もある。

　この力は、敵に知られてしまえばその優位性が揺らぐ。

　絵は処分されてしまえば出入り口にならないし、進入経路が固定される以上、罠わなも張られやすい。ことに皇帝一派などにその存在を知られれば、心弥が命を狙ねらわれかねない。

　幸いにも、皓こう月げつや神かみ竹たけ、羽は矢や多たらは、心弥の本当の力をまだ把握していないはずだが、今後も隠し続けるためには相応の警けい戒かいが必要だった。

　特に思考や記憶を読む〝語かたり部べ〟と、宿やど主ぬしの移動を把握する〝見張り番〟が怖い。

　心弥の能力によって、宿主が絵の中に入った場合──確証はないが、宿主の位置はおそらく見張り番から見えなくなる。

　あるいは絵の位置で固定される可能性もあるが、いずれにせよ、もしも遠距離を一瞬で移動したことに気づかれれば、〝そうした特殊な移動能力がある〟という事実は知られてしまう。

　先程、フィットネスクラブを強襲できたのも、一時的にモニカが能力を封じられたことを、〝内通者〟からの情報により直前に知っていたためだった。

　見張り番という石の精度や使い勝手が完全にはわからない以上、根拠もなく相手の見落としを期待するわけにはいかない。

　心弥の能力を悟られないためにも、宿主となってしまった真砂まさごや玲音れいん、クレアの移動については細心の注意が必要となっている。

　見た目の穏おだやかさに反して物ぶつ騒そうな力を持つその青年は、胸を押さえて震えるクレアを一目見て、怪け訝げんそうな顔に転じた。

「……クレアお嬢じようさんは大丈夫かな？　ちょっと凄すごい状態みたいだけど……」

　亜あ里り亜あはあっさりと流して席を立った。

「そっちはほっといてください。息さえしてりゃ問題ないんで」

　両思いに気づいていないのは本人達だけ、という馬ば鹿かげた事態が、これでようやく終わるかと思うと、少なからず清せい々せいした。

　監視室から隣りん室しつに移動すると、ちょうど玲音れいんが夢ゆめ路じに連れられて来たところだった。

　出迎えた亜里亜と鉄てつ舟しゆうに、彼は申し訳なげな笑みを寄よ越こす。

「鉄さん、亜里亜……や、どーも……えーと、とりあえず香か恋れんは助け出せたんだけど……〝香恋を助けたら後はキャラバンに任まかせて逃げる〟って約束だったんですけど、ご存じのように俺の本当の石が〝記録者〟なもんで……ちょっとそういうわけにもいかないのかなー……みたいな……？」

　顔色をうかがうように口ごもる玲音に、鉄舟が溜ため息を向けた。

「……本音を言えば容認できない──が、〝記録者〟なしで事態を収拾するのはほぼ不可能だってことも理解している。いいか？　お互いにもう隠し事はなしだ。俺はお前を信用するから、お前も隠していることがあったら全部話せ」

　続いて亜里亜も鼻を鳴らす。

「まー、私らも五年近くキャラバンのこと黙だまってたんだからお互い様よ。それより……クレア！　ちゃんと出てこい！」

　クレアは未いまだ、隣となりの監視室に引きこもったままだった。

　とって返した亜里亜は、真っ赤な顔のままあたふたと不安げなクレアの襟えり首くびを、猫扱いにひっつかむ。

「……お前が出てこなかったら、玲音がこっちの部屋に入ってくるぞ？　モニターしてたのバレるのとどっちがいい？」

　監視室のモニターには、無人となった玲音の監禁部屋がまだ映っていた。

　びくりと肩を震わせたクレアは、泣き笑いのような顔で応じる。

「ちょ、ちょっと待ってっ。ここここ心の準備が……っ」

「テキトーに話あわせときゃいいだろ。どうせ普段だって役に立つようなことは言わねーんだし、あいつもアホだから気づきゃしねーって」

　両方に対して暴言を吐きつつ、亜里亜はクレアを引きずるようにして隣室へ連れ出した。

　クレアの顔を見るなり駆かけ寄った玲音が、正面で両手を合わせる。

「クレア……！　ご、ごめん！　心配かけた……っ！」

「あ、あうっ……！　ふぁ……？」

　返事すら覚おぼ束つかないクレアに呆あきれ、亜あ里り亜あは適当に彼女を後ろから突き飛ばした。

　よろけたクレアは玲音れいんにしがみつくような形で転び、慌てて玲音がそれを支える。

「お、おい！　大丈夫か!?」

「──────っ!?」

　呼吸を詰まらせつつも、クレアは突き飛ばされた勢いで玲音にしがみつく。より正確には、足から力が抜けて立っていられないらしい。

　玲音の胸元に真っ赤な顔を押しつけ、ぷるぷると膝ひざを震わせながら、彼女は自分の意思とは無関係に密着していた。

「……亜里亜、そろそろ勘かん弁べんしてやったらどうだ？　焦じれったいのはわかるが……」

　頭上で呟つぶやいた鉄てつ舟しゆうに向け、亜里亜はべっと舌を出す。

「知るか。おい、玲音。そいつ、昨日からあんたのこと心配しすぎてちょっと変になってるから、ちゃんと責任もって面倒見とけよ？　ちょっとくらいなら傷物にしちまってもいいからな」

「傷物って何言ってんだお前!?　いや、面倒はちゃんと見るけど！　……あ、そーだ！　クレア、昨日の香か恋れんとのアレは〝催眠術師〟ってヤツに操あやつられただけだからな!?　俺がシスコンなのは否定しないけど、断じて妹に不ふ埒らちな真ま似ねとかはしてないし、人の道にも外れてないから！　鉄さん、亜里亜、お前らもそれだけは信じてくれっ！」

　クレアを支えたまま勢い込んで言う玲音に、亜里亜は冷めた眼まな差ざしを据えた。

「いや、なんでそんな必死なんだよ……逆に引くわ……心配しなくても誤解とかしてねーって。皇帝一派の石に関する情報は、こっちでももうかなりまとまってきてるし、催眠術師のことも把握してる。夢ゆめ路じさんなんか当時の証言者だし、リストもほぼ完成、後は作戦の立案が……」

　微ほほ笑えましげに流れを見ていた心しん弥やが、そっと亜里亜の肩を押さえた。

「小こ泉いずみさん、その件は後にしよう──玲音君、それに記録者。実は君達に会いたがっている人がいる。今は〝画廊〟で待機してもらっているんだけど、会いに来てくれるかな？」

　玲音が怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「会いたがっている人……？　俺らにですか？」

　頷うなずいた心弥が、脇わきに抱えていた風景画を床に立てかける。

　湖畔のログハウスを描かいたその一枚は、なんの変哲もないただの風景画でありながら、平面とは思えない奇妙な奥行きを内包していた。
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　風景画を抜けて玲音とクレアが通された場所は、以前に入った部屋とは明らかに違う空間だった。

　港こう誠せい高校の美術室からさらわれた際にも、二人は英えい太た郎ろうや姫ひ想そ華からと共に絵の中へ入っている。

　その時はログハウス風の寝室に囚とらわれたが、今、二人が心しん弥やと共に訪れたのは、星空を頭上に映し出す巨大なプラネタリウムの中だった。

　ただし、中央にあるべき映写機の姿はない。

　観客席は数えるほどしかなく、空いた空間にはソファやテーブルなど、くつろげる家具が配されている。

　よくわからない状況に、玲音れいんは戸と惑まどった。

「心弥さん、ここは……？」

「趣味で作ってみた場所なんだ。本来の〝画廊〟は、オルタフの異能者じゃないと知覚できない光景がほとんどなんだけれど……せっかくだから有効活用しようと思って、他の人間にも見えるように一部を僕が描かき直した。仲間内でちょっと集まったり、あとはほら……奥さんと二人っきりでゆっくり過ごしたい時とか、たまにね」

　照れたように言う心弥だったが、要は別荘のような使い方をしているらしい。

　とはいえ、それで納得できるような話ではない。

「え……趣味で作った？　ていうか、描き直したって……？　い、家も大変そうですけど、こんな大がかりな施設、個人で作れるものじゃないですよね……？　心弥さんって超大金持ち……？　つか、工事業者を絵の中に入れたんですか……!?」

　玲音のそんな疑問に、心弥が苦笑で返した。

「違う違う。この施設は本物じゃないんだ。僕がイメージで作り上げたフェイク……あくまでこの世界でしか存在できない立体的な〝絵〟だよ。星座なんていいかげんだし、テーブルや家具も触れるようにはできているけれど、たとえばそれらを向こうの世界に持ち出そうとすると煙みたいに消えてしまう。ほら、ゲームで３Ｄの空間を作ったりするだろ？　あんな感じかな」

　玲音は呆あつ気けにとられた。

「……モニターの中に入れたらなー、的な妄想はよく聞きますけど……心弥さん、実現しちゃったんですか？」

「言っておくけれど、人や動物みたいな生き物は再現できないからね？　テーマパークの人形みたいな、決まった動きを繰くり返す物なら作れないこともないけれど……それも動かすのは僕だし、やたら疲れるからやらない。せいぜい……このくらいかな」

　ドーム状の星空を見上げた心弥が、右手を斜めに掲げた。

　直後、玲音とクレアの見上げる星空を、膨ぼう大だいな数の流星が一いつ斉せいに横切っていく。

　玲音にしがみついたまま、クレアが感かん嘆たんの息を漏もらした。

「わぁ……綺き麗れい……」

「す、すげー……心弥さん、これ、商売にできますよ……？」

　心しん弥やが寂しげに微ほほ笑えんだ。

「そういうのには向かないかな。前にも言ったと思うけど、僕に万が一のことがあったら、ここから出られなくなる危険性もある。便利な空間だから、つい使っちゃうけれど……頼りすぎないように気をつけているつもりだ」

　心弥が広いプラネタリウムの隅すみに視線を転じた。

　つられて玲音れいんも同じ方向を見る。

「……玲音君。あの人が、君達に会いたがっている人だ」

　そこには小柄な老人がいた。

　玲音達の到着に気づくまでは居眠りでもしていたらしく、ソファに深々と身を預け、やや眠たげに眼めを擦こすっている。

　身につけたほぼ原色の黄色い着物は明らかに中華風の仕立てで、頭にも古い絵巻に描かれるような布製の冠かんむりを被かぶっていた。

　時代錯さく誤ごな格好ではあるが、着慣れているらしく似合ってはいる。

　その老ろう爺やの姿を認めるなり、クレアが息を飲んだ。

　彼女と心弥の共通の知り合いということは、キャラバンの関係者と見て間違いない。

　老爺は玲音をゆっくりと手招きした。

「……えーと……偉い人？」

　傍かたわらのクレアに問いかけると、彼女は緊きん張ちようの面おも持もちで頷うなずいた。

「……皓こう月げつの……お爺じいさん。キャラバンの最高幹部の一人──」

「……はい？」

　周しゆう皓月の祖父──その事実だけで、危険な匂においを強く察する。

　慌てて心弥を振り返ると、彼は微笑と共に頷きを寄よ越こした。

「大丈夫、〝祭さい夏か老ろう〟に害意はないよ。皓月のことで……君達に話があるそうだ」

「はぁ……わかりました。クレア、行こう」

「う、うん……」

　不安げな彼女の頭を、玲音はいつもの癖くせでそっと撫なでる。

「何？　そんなに怖い人なのか？」

　クレアが慌てたように、小刻みに首を振った。

「う、ううん。祭夏老は穏おん健けん派だし、うちの伯お父じさんとも仲いいよ。ただ……一ヶ月くらい前だったかな。急に倒れて、ずっと危き篤とくだったって聞いていたから……こんなところにいて大丈夫なのかな、って……ちょっとびっくりしちゃって」

　心弥も歩きながら頷いた。

「うん。僕もどうかと思ったんだけど、どうしても君達と会いたいって頼まれてね。一応は容態も安定しているみたいだし、何より──心残りを抱えたままで死ぬのは、誰だって嫌いやなものだろう」

　縁えん起ぎでもない、とは玲音れいんは思わなかった。

　近づくにつれて、祭さい夏か老ろうという老人の生気の薄うすさが眼めに見えてくる。

　ソファから立ち上がる体力もないらしく、彼は深く身を沈めたまま、玲音に目礼を送ってきた。

　途切れ途切れの声が、震える喉のどから紡つむがれる。

「……こんな姿勢のままで、失礼いたします──我は祭夏……キャラバンにおいて中国方面と各国の華か僑きようを取りまとめる、一派閥の長おさでございます──クレア様、お久しう。そして貴方あなたが……エスハ様よりの加か護ごを得られた、月つき代しろ玲音殿ですな……」

　玲音は頷うなずき、彼の傍そばに膝ひざをついて頭の高さを合わせた。

　深く刻まれた皺しわが皮ひ膚ふをたるませているが、体つきはあくまで細い。背丈も子供のように低く、仰ぎよう々ぎようしい衣服とあいまって、まるで作り物のような老ろう爺やだった。

　漢方薬と思おぼしきくすんだ匂においが、ふと鼻先をかすめる。

「はじめまして。月代玲音、と……あと〝記録者〟です。皓こう月げつのことで、話があるとか……？」

　周しゆう皓月は真砂まさご達が捕らえたらしい。その祖父がここにいるのなら、会わせてやることも可能だろうとは思う。

　だが祭夏老は、玲音のそんな予想とはまったく次元の違うことを言い出した。

「左様……孫のことです。しかし……今のあの娘は、孫の皓月ではない……有り得んのです」

　咳せき混じりの言葉がかすかに震えた。

　その次に紡つむがれた言葉は、あまりに不可解なものである。

「一ひと月つきほど前のこと……私が危き篤とく状態に陥おちいった前後に、孫の皓月は……〝燕えん人じん張ちよう燕えん〟の手にかかり、殺されました──」

　その言葉の意味を正しく理解するまでに──玲音とクレアは、数秒程度のタイムラグを要した。
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　祭夏老の立場は、派閥の〝支配者〟ではなく〝元もと締じめ〟である。

　権力はそれなりに強いが、決して絶対的なものではなく、その意味では組織の統制がとれているとは言い難がたい。

　祭夏老派の内部には個人主義の幹部が多い事情もあいまって、足の引っ張り合いじみた政争も多く、それらは時に内部抗争という形で暴発する。

　その上で、世界各地に散った華僑がそれぞれ懇こん意いな幹部につき、資金や物資、人材の援助を行うため、これらの暴発が長期化、泥沼化しやすい土ど壌じようも整っている。

　そうした中において、祭さい夏か老ろうの孫の周しゆう皓こう月げつは、決して当初から有力な地位にいたわけではなかった。

　父親は大金持ちの実業家、母親は祭夏老の娘だったが、経済力はともかくキャラバン内での序列はさほど高くなく、皓月を祭夏老派の後継者候補と目していた者など皆かい無むだった。

　ところが、一族の中に過ぎた野心を抱く者がいた。

　身内同士の殺し合いは、やがて〝邪じや魔ま者ものを殺す〟という範はん囲いを越え、〝復ふく讐しゆうのために殺す〟、更には〝殺される前に殺す〟という方向へと向かい、その末にたまたま最後まで軽視されていたのが幼い皓月だった。

　亡き両親の腹心達に守られつつ、彼女がこの状況を正確に理解した時──もはや残っていた邪魔者は、両親の仇かたきを含めて数えるほどになっていた。

　計略によって彼らを片付けるのに数年を要し、それらが済んだ頃、皓月は派閥の中でも恐れられる新進気き鋭えいの実力者となっていた。

　張ちよう燕えんをはじめ、彼女の命を狙ねらう者はその後も増え続けたが、これは権力を求める者のさだめと言っていい。

　周皓月は、これからも勝ち続けるつもりでいる。

　窓のないコンクリの部屋に監禁された彼女は、その両手両足を縛しばられてなお、泰たい然ぜんたる態度を崩くずしていなかった。

　彼女を正面で見張るのは、フローラとファウナ、水みず本もと冬ふゆ華かに霧きり塚づか雅みやびの四人である。

　若い女ばかりとあって不ふ埒らちな真ま似ねをされる心配こそないが、逆に言えば色仕掛けで逃げるチャンスも作りにくい。

　メイド服姿のフローラが、やや剣けん吞のんな声を寄よ越こした。

「……皓月。桂けいの馬ば鹿か野郎に、怪け我がとかさせてないでしょうね？」

　人質交換の対象である〝根ね黒ぐろ桂〟は、彼女達の仲間である。冬華以外の面々は、かつて甲こう院いん派という派閥において実験動物扱いされていたらしいが、年下の皓月はその時代をよく知らない。

「そういう指示は特に出していませんわ。まあ……ちょっとやそっとの怪我で死ぬような方とは思えませんし、私の部下達も忙しくてそれどころではないはずですから、特に問題は起きていないはずです」

　霧塚雅が、露ろ骨こつに安あん堵どしたように息を吐いた。

　外見は幼く見えるが、フローラ達は皆、彼女に対して敬語だった。年上らしいと見当をつけつつも、その判断に確証が持てない。

「……貴方あなたはもしかして、根黒の恋人でしょうか？」

　たちまち霧塚がびくりと震えた。

「え……？　ええと、その……と、年も離れてるし、恋人っていう関係じゃないんですけど、なんていうか、その……！」

　赤面して口ごもる彼女の横から、フローラとファウナが小声に囁ささやき交わす。

「……保ほ護ご者しや？」

「……てゆーか飼い主？」

「け、桂けいくんは犬じゃないからっ！　私が勝手にいろいろしてるだけだからっ！」

　霧きり塚づかは慌てて反論したが、微妙な関係ではあるらしい。

　同時に皓こう月げつは思案する。

（根ね黒ぐろ桂を制御したい時に……彼女は、使える駒こまかもしれませんね）

　玲音れいんに対するクレアと同様、〝弱み〟になる可能性が高い。根黒にそうした相手がいたとは意外だが、一応は記憶に留とどめておく。

　また、彼女達のどこか余裕ある態度から、皓月は一つの推測も得る。

〝沈ちん黙もくの山やま之の内うち〟と〝災さい厄やくのカーマイン〟死亡についての情報は、まだ彼女達にまで伝わっていない──

　おそらくはキャラバン側が全力で隠いん蔽ぺいしているのだろうと予想はついた。

　フェルディナンの介入、月つき代しろ玲音に宿った星ほし詠よみの加護というイレギュラーによって、皓月の目算は大きく狂った。

　だが、彼女の命運はまだ尽きていない。

　──一度は尽きたはずだが、〝二つ目の命〟が継続している。

（私を助けつつ、私と敵対する者にも加護を与える──私も彼らも、〝星詠みのエスハ〟にとってはいい駒ですわね。きっと……彼らもそう）

　フローラやファウナ達もまた、エスハとは因いん縁ねんがあるはずだった。

　全すべての人間は、エスハにとって駒である。ただしエスハは観客であり、対戦者ではない。駒は〝自分の意思〟で動くことを許される。

　その上で、審しん判ぱんが不在なのを利用して、エスハは観客の身でありながら盤ばん上じように悪戯いたずらを仕掛ける。

　駒の位置を入れ替え、駒に新たな力を与え、そして──

　遂ついには、死んだはずの駒を〝生き返らせる〟に至った。

　皓月の知る限り、その例は自分が最初である。エスハ自身もそうは言っていたが、彼の言葉には信頼がおけないため確証はない。

　皓月は憶おぼえている。

　背後から心臓を貫つらぬいた、刃やいばの重さと熱さ──

　肺を千切り、乳房を貫いて溢あふれた血が、視界を染めたその赤さ──

　目の前で脈打ち、そして動きを止めた心臓の儚はかなさ──

　周しゆう皓月は、張ちよう燕えんの奇き襲しゆうによって暗殺された。

　死んだことは間違いない。死後の世界も臨りん死し体験もなく、彼女の意識はそこで途切れた。

　意識を取り戻したのは、棺かん桶おけの中でのことだった。




〝──周しゆう皓こう月げつ。君にちょっとした提案がある。もし君が心から望むなら……命を謳うたう羊飼い・イスカの名において、君にもう一度、時間をあげよう──〟




　初めて聞いたその笑い声は、男か女かも定かでない中性的なものだった。

　皓月はその提案を受けた。

〝マリアンヌの宝石箱〟について知識を得たのも、この時のことである。

　エスハは実体を持たない。だからこの世界に干渉しようと思えば、実体を持つ人間を利用するしかない。

　好き勝手に干渉はしてきても、〝自分自身〟で何かを為なすことはできない──それが、星ほし詠よみのエスハという歪ゆがんだ存在だった。

　皓月は彼に感かん謝しやしている。

　エスハに関かかわる者は、そのほとんどが彼のことを嫌きらう。それは本能的に、自分がエスハにとって〝おもちゃ〟の一つにすぎないということを察してしまうためだった。

　だが祭さい夏か老ろう派の内部に限っては、彼を神聖視し、信仰の対象としている者が多い。

　各地の拠点にはエスハを祀まつる廟びようや部屋が用意されており、エスハの託宣を欲しがる者はそこを訪れる。

　いたずらに呼んだからといって現れることは滅多にないが、それでもエスハと面識のある者が、その興味を引く用件で呼べば接触できることもある。

　皓月はそうした廟を利用したことはない。しかしエスハの側は、祭夏老の孫である皓月のことをよく知っていた。




〝君はおもしろい。変化を求める姿勢も、変化を恐れない姿勢も、そして何より生きることに貪欲な姿勢も、実に私好みだったんだ。君みたいな女性にはぜひ、何か大きなことをしてもらいたいと思っていたし、あと数年も生きていれば、実際にそうなっていたはずだった──そんな可能性の芽を、張ちよう燕えんは個人的な復ふく讐しゆうなどというつまらない理由で叩たたき潰つぶした。いや、まったく……人間は、くだらない理由で勿もつ体たいないことをするね？　君にはぜひ、もう一度だけチャンスをあげたいんだ〟




　その声の後に棺桶の蓋ふたが開いた時──皓月の体は、傷一つなく元通りになっていた。

　そして棺桶の脇わきには、青い長髪の美しい娘が立っていた。

　半透明に透けたその体は明らかに実体ではなかったが、煙のような存在感でありながら、表情まではっきりと見えたのを覚えている。

　その娘が皓こう月げつの体を治し追加の命をくれたのだと、皓月にはすぐに理解できた。

　言葉による説明などはなくとも、その娘と自分がつながっていることを明確に感じた。

　幽ゆう霊れい、あるいは神霊と思おぼしきその娘は、まるで聖母のように優しく皓月へ微ほほ笑えみかけた。




〝私はイスカと同化した巫み女こ……エスハール様に仕つかえるウィスカと申します。エスハール様の命により、貴方あなたに新しい命を与えましょう──命とは生命。命とは運命。そして命とは命令……貴方は自分が何をすべきか、自分自身に命令を下すべきです。そうして初めて、人は短い人生の中において、輝くきっかけを得られるのだと思います──〟




　それはいかにも説教臭い言葉だったが、そんな言葉が意識にすんなりと染み込んだことも、皓月と彼女の精神的なつながりを実証していた。

　その時の皓月は、まるで自分の中にいる信仰の対象が、そのまま目の前に現れたかのような錯さつ覚かくに陥おちいっていた。

　復活した皓月を見て部下達は驚いたが、〝死んだのは影かげ武む者しやだった〟ということにして誤ご魔ま化かした。

　そもそも死亡情報が広く公開される前に復活したため、その死を知っていた者自体がごくわずかである。

　その噓うそを受け入れなかったのは、確かな手て応ごたえをもって皓月を殺した張ちよう燕えんと、その遺い体たいを直じかに確認した祖父の祭さい夏か老ろう、そしてこの二人のいずれかとごく近しい幹部達だけだった。

　そして皓月は身を潜ひそめて日本に渡り、エスハとウィスカから教えられた〝マリアンヌの宝石箱〟を狙ねらった。

　モニカを行かせるべきという託宣にも従い、羽は矢や多たを巻き込んで騒そう動どうを起こし──いくつか想定外の事象はあったものの、皇帝一派を復活させることができた。

　後はキャラバンの大幹部を潰つぶしていけば、皇帝によって異能者が統率される時代が必ず来る。

　その時代を見届けるためにも──皓月は、この二つ目の命を失うわけにはいかない。次に死んだ時には、おそらくエスハも彼女を見捨てる。

　月つき代しろ玲音れいんに加か護ごを与えたことからもわかるとおり、エスハはどちらかの味方というわけではない。彼はマナーの悪い観客として、盤ばん上じようのゲームが荒れる様を見たいだけだった。

　──逆の見方をすれば、盤上が混乱に陥るほど彼は喜び、その駒こまに価値を見いだす。

　エスハから仮かり初そめの命を借りている皓月にとって、彼を失望させることは、そのまま〝次の死〟をも意味していた。
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　港付近の倉庫で宿やど主ぬし達と合流したモニカは、ぎりぎりと歯を食いしばりつつ鼻筋を歪ゆがめていた。

　傍そばに立つ羽は矢や多たや神かみ竹たけがつい会話を止めてしまうほど、その形相は険けわしい。

　弓使いや猟犬、傀儡師くぐつしや近衛このえ兵へいといった他の宿主達も、触らぬ神に祟たたりなしとばかりに遠巻きにしている。

（月つき代しろ玲音れいん、榊さかき真砂まさご、翁おきな居い貴たか音ね、山やま路じ鉄てつ……鉄火巻きだっけ？　……とにかくあのクソ野郎どもっ……！　姉ねえ様さまさえ……姉様さえ取り返したら、全員ブッ殺してやるっ！　私と姉様を引き離す奴やつらなんて、みんな死ねばいいんだっ……！）

　その皓こう月げつの〝先に逃げろ〟という指示さえなければ、モニカは刺し違えてでも彼らを殺すつもりでいた。

　孤児だったモニカにとって、皓月は主あるじであると同時に唯一の家族でもある。

　カーマイン派に属する幹部の元で育てられた彼女は、親の顔もよく知らない。

　最初の庇ひ護ご者しやにとって、モニカは数多あまたいる孤児の中の一人にすぎなかった。戦せん闘とう者しやとしての訓練を受け、主要言語の教育を受け、成長すれば密偵か暗殺者になるはずだったが、ビジネスのために欧州へ来た皓月と出会い、その立ち居振る舞まいに魅み了りようされた。

　移い籍せき話ばなしはすんなりと進んだ。

　理由は三つある。

　モニカ自身の性格の問題から、長じても密偵には不向きだと判断されていたこと。

　更には、元の主だった幹部が、皓月とのビジネス上の関係強化に積極的だったこと。

　そして最後に、モニカと皓月が共にそれを望んだこと──。

　以来、モニカは皓月に主従以上の想おもいを抱き続けている。

　その皓月が〝死んだ〟という噂うわさを聞いた時には、張ちよう燕えんを殺すために単身で特攻しようとさえしたが──準備をしていた矢先に、とうの皓月が平気な顔で現れた。

　その時の安あん堵どは今も忘れられない。もしも皓月が本当に死んでいたら、モニカはその後を追って自殺していたかもしれない。

（姉様に……姉様にもしものことがあったら、あいつらだけじゃなくて、この街ごと全部吹っ飛ばしてやるっ……！）

　モニカの能力ではそこまでの破は壊かい力りよくを出せないが、気構えとしては、死ぬ前にその程度の復ふく讐しゆうを果たすつもりでいる。

　神竹の白衣のポケットで、ビー玉のような通つう信しん球きゆうが音声を発した。

〝水鳥、語かたり部べ。銃士です。有う楽らく原ばらは予想どおり、張燕や私兵に自分の周囲を守らせています。文ふみ槻つき病院にも援護要よう請せいを出したみたいですね。あと、懸け念ねんしていた人質交換の件は──どうも気づかれていないようです。そっちを包囲される可能性は低そうですよ〟

　通信の主は、神医の有楽原を狙そ撃げきした後、その周辺の偵察にまわっている銃士だった。

　彼からの報告に、羽は矢や多たが深い嘆たん息そくで応じる。

「人数的には手て薄うすになったとしても……文ふみ槻つき病院にはメリアがいるからな。あれを敵に回すのは、やはり気が進まんよ」

　弱気な羽矢多に、神かみ竹たけが冷れい徹てつな声を返した。

「羽矢多さん、奴やつを放置して先手をとられたら、こちらが終わりますよ。いい加減に覚悟を決めてください。だいたい……羽矢多さんが戦うわけでもないでしょう？　メリアは〝皇帝〟と〝梟ふくろう〟達に任まかせるということで、もう納得したはずです。こちらはこちらで、将軍の人質交換に備そなえましょう」

　倉庫の片かた隅すみで二人の会話を聞きながら、モニカはその交換対象となった囚とらわれの青年、根ね黒ぐろ桂けいをちらりと一いち瞥べつした。

　名前は日本人そのものだが、その容姿は銀髪の西洋人である。

　賢けん人じんの飼い犬・イシェーニの異能者であるその青年は、キャラバン山やま之の内うち派に属する一介の戦せん闘とう要員だが、上司の命令に忠実なプロフェッショナルとして名を知られていた。

　現在は羽矢多の警けい備び会社に出向している身で、羽矢多としては逃がしてやりたい思いのほうが強いらしい。

　態度にこそ出ないが、今回の人質交換はむしろ願ったり叶かなったりらしく、人質交換に対する反論などは一いつ切さい出てこない。

　元々、根黒に執着していたのは皓こう月げつだけである。

　──彼女は、人からの好意や敵意を〝匂におい〟で感じてしまう。

　このことは表向き秘されているが、恋人でもあるモニカはその事実を知っていた。

　つまり皓月の人を見る目──もとい、人を嗅かぎ分ける鼻は確かである。

　彼女がモニカを疑わないのも、羽矢多を仲間に引き込んだのも、神竹を誘ったのも──更には〝月つき代しろ玲音れいん〟に対して残酷になりきれていないのも、全すべてはこの能力のせいだった。

　根黒桂はただ真しん摯しに命令をこなすだけで、対象に対する憎ぞう悪おなどをまずもたない。そんなドライな部分が、皓月には好ましい匂いに思えたのだろう。

　そして皓月は、玲音のことも気に入っている。

　モニカの見る限り、彼にはただのお人ひと好よしとは一線を画す部分がある。

　戦闘力には欠けるが機転が利きく。へらへらと柔弱に見えて、いざという時には度胸も据わっている。

　その上で優しく面倒見がいい彼は、言ってみれば〝人を安心させる才能〟の持ち主だった。

　女王も、文ふみ槻つき家の娘も、そしておそらくは〝腐食のメリア〟さえもそこに誑たぶらかされた。

　モニカは知っている。

　自分や羽矢多、あるいは根黒のような戦闘要員は、所しよ詮せんはどこまでいっても〝戦うための駒こま〟である。

　本当に恐ろしいのは、不老の夢ゆめ路じや青い狐きつねの文ふみ槻つきのように、〝人を引き寄せる〟者達だった。

　彼らはそもそも戦いの場に出ないため、生存率も高い。山やま之の内うちやカーマインのように目立つこともなく、また大した異能も持たないため、暗殺対象としても後回しにされやすい。

（あのクソガキ……羽は矢や多たさんは殺すなって言ってるけど、アイツはダメだ。アイツはきっと、放っておいたら──姉ねえ様さまを……）

　神かみ竹たけが腕時計を見て歩き出した。

「モニカ、そろそろ時間です。こっちも取引現場に向かいましょう」

　羽矢多が座り込んだモニカの頭を軽く叩たたく。

「……モニカ。重ねて言うが、玲音れいん君には手を出すな。こいつは俺と皓こう月げつとの契約だ。破れば俺は敵に回る──皓月に損をさせるな」

　語かたり部べに心を読まれ、モニカはぎりりと歯を食いしばった。

「そもそも彼らには、適当なタイミングで日常の生活に戻ってもらう。皓月との縁えんもそれで切れるはずだ。馬ば鹿かな心配をせずとも、皓月は絶対に、お前を手放しはしない──」

「……わかってますよ。そんなコト。当たり前です……」

　低く呟つぶやきながら、モニカはゆっくりと立ち上がる。

　事はもっと単純である。

　皓月の愛情を──モニカは独占したい。

　彼女が抱えているその感情は、紛まぎれもなく〝嫉しつ妬と〟以外の何物でもなかった。
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　文槻総合病院を遠望するビルの屋上に、〝皇帝〟十と和わ田だ静しず枝えはひっそりと立っていた。

　彼女の脇わきには〝梟ふくろう〟の鷹たか丸まると〝獅し子し〟の雪ゆき菜ながいる。

　動物的な勘かんが鋭するどく、接近戦に長たけた〝獅子〟。

　そして飛行速度で皇帝を上回り、いざという時には二人を連れて飛べる〝梟〟。

　この二人が皇帝のサポートとして間近に控えるのは、過去から続く慣例のようなものだった。

　皇帝の力はその性質上、周囲を巻き込みやすい。

　近くに仲間が少ないほうがその真価を発揮しやすいとあって、山之内やカーマインを撃げき墜ついした時にも、最低限の人数で現地に向かった。

　今回は特に、狙ねらう相手が〝腐食のメリア〟である。地上に戦力を配しても、彼女の力であっという間に殲せん滅めつされかねない。

　そのため、他の宿やど主ぬし達は将軍と根ね黒ぐろ桂けいの人質交換に回っている。

　本音を言えば、将軍だけでなく〝女王〟も取り戻し、〝記録者〟も捕らえたい。

　しかし玲音が香か恋れんを手放すはずもなく、またこの二人については、キャラバン側にいても殺される心配が薄うすい。

　周しゆう皓こう月げつは違う。

　真砂まさご達は彼女に〝交換用の人質〟という利用価値を見みい出だしているが、キャラバン側にとっての皓月はただの裏切り者であり、殺されて当然の人間だった。

　その上、彼女は皇帝一派の実質的なスポンサーである。

　資金の確保や支援物資の流れはほぼ彼女に頼り切りだし、現在のキャラバンに対する知識と戦略眼の面でも彼女以上の人材は一派にいない。

　将軍の石はまた別の人材に宿らせることができても、周皓月の代わりはいない。

　その身柄を確保してからでなければ──文ふみ槻つき派に仕掛けることはできない。

　皓月を捕らえた〝月つき代しろ玲音れいん〟は、腐食のメリアと懇こん意いである。娘のクレアも、今は彼と行動を共にしているはずだった。

　もしも今、先にメリアを殺してしまえば──

　そこで起きる混乱により、人質交換もおそらくは成立しなくなる。

　彼女を取り戻すまでは大きな動きはしにくい。

　──人質交換など、せいぜい一時間もあれば終わる。

　今更その時間を待てないほど、静しず枝えは気が短くない。

「……皇帝陛下。失礼ながら……やれますか？　メリア様とは、いくらか御ご縁えんがあったかと思いますが……」

　梟ふくろうの鷹たか丸まる宝ほう泉せんが、気き遣づかうような言葉を寄よ越こした。

「何も問題はありません」

　静枝はあえて冷たく応じる。

　──ブロスペクトならば、迷うことは何もない。

　確かに今の〝皇帝〟は、十と和わ田だ静枝でもある。

　紅茶屋、黒くろ猫ねこ亭ていを経営する新米の女主人。

　キャラバンの内紛に母親を殺され、キャラバンに人生を狂わされた父親を持つ、ただの末まつ端たんの構成員──

　彼女はまともな異能にすら発現していない。

　キャラバンの内情にも疎うとく、幹部達のくだらない思惑とも無縁だった。

　日々を穏おだやかに──暗く虚うつろな思いを隠しながら、弱い自分を理由に復ふく讐しゆうを諦あきらめて、静かに息を潜ひそめて暮らしてきた。

　憎いキャラバンを壊こわせるだけの力を唐突に得ても、彼女に高揚感はなかった。

　元々の静枝が、本質的には力の行使を望まない性格だったことも影えい響きようしてはいる。

　だが、何より──

　皇帝ブロスペクトは、静枝が想像していたような勢い任せの暴君ではなかった。

　本当の彼は、暴君の仮面を被かぶっただけの〝壊こわれた男〟だった。

　翁おきな居い夢ゆめ路じはそのことを知った上で、キャラバンという対抗組織を立ち上げた。

　記録者もおそらくはそれに気づいた後、皇帝の元を去った。

　そもそもの皇帝は、〝彼方かなたへ向かう船乗り・リュティエ〟という神群から影えい響きようを受けた異能者だった。

　皇帝の先祖──つまりリュティエの最初の信奉者は、北欧の離島に住むバイキング達だったらしい。

　迷めい宮きゆう神しん群ぐんリュティエは、小島のように巨大な十本足のヒトデの姿で入り江に棲すみ着き、海面から天に向けて間かん欠けつ泉せんのように酒を噴ふき上げていたという。

　その酒を飲んだ島民達がリュティエの眷けん属ぞくとなり、やがて彼らはこの神に願った。




〝帆はん船せんを自在に操あやつる風を呼びたい──〟




　その結果、彼らの〝長おさ〟一人にだけ、リュティエから二つの力が与えられた。

　自分の周囲に異界の様々な気象を召喚し、ある程度まで操る力。

　それらの気象によって自身が傷を負わぬよう、体を光の膜によって保ほ護ごし、同時に浮かせる力──

　風を呼びたいという単純な願いに対し、与えられた二つの力は明らかに過剰だった。

　だがリュティエにとっては、自然界にある風を無理に操るよりも、異界の門を開き強風を召喚するほうが遥はるかに容易だったらしい。

　また信奉者達の願いが〝そこにある風を操る〟ことではなく、〝風を呼ぶ〟という、外部から風力を求めるようなニュアンスだったこともおそらく影響している。

　多くの迷宮神群には、自みずからに可能な範はん囲いで人の願いを叶かなえようとする特性がある。

　それでいて彼らには、人間的な感覚やそれに伴う判断能力がない。人にとっては些さ末まつな違いを拡大解釈したり、逆に容認できない違いをあっさりと流してしまったり、願いを誤解して不幸を呼ぶ事例も往々にしてある。

　ある神群に対し、不用意に長寿を求めてしまった者は、その身を風雨に耐たえる石に変えられた。

　大量の水を求めた集落は、住民全すべてが液体にされ壊かい滅めつした。

　獣けもののように強きよう靱じんな肉体を求めた一族は、その代だい償しようとして獣のように人の屍し肉にくを喰くう必要に迫られた。

　望みの本質的な部分が神々に伝わらず、思わぬ形で願いが叶ってしまい、想定外の代償を背負わされる──それが迷宮神群の持つ最大の危険性ともいえる。

　キャラバンに属する異能者達などは運が良かったにすぎず、神群と関かかわってしまったがゆえに、人の姿と精神性を失ってしまった者達さえもいた。

　逆説的に言えば、それほどの強烈な影えい響きよう力りよくを持つからこそ、彼らは〝神〟と誤認され、時には歪いびつな形で人々の信仰を集めてきた。

　リュティエとバイキング達との関係は、それらの例の中ではごく穏おん健けんなものだった。

　生いけ贄にえのような血生臭い儀ぎ式しきもなく、リュティエに選ばれた島民一人だけが〝長おさ〟として超常の力を得て、彼が死ぬと次の長が選ばれる──

　長を選択する基準は曖あい昧まいだったが、条件の一つに〝リュティエに対する盲目的な好意〟があることは明白だった。

　やがて時が過ぎ、海賊の子孫は交易商人へと職業を変えた。

　その変化の末、島には長に反目する派閥も生まれ──遂ついにはある者が、長に毒を盛ろうとした。

　よくある悲ひ劇げきのように、その毒はふとした偶然から長ではなく彼の妻子を殺あやめ、狂乱した長はその力を暴走させ、島を破は壊かいし沈めてしまった。

　眷けん属ぞくのほとんどを失った神群リュティエも海中へと姿を消し、以来、その行方ゆくえは知れない。

　島を滅ぼしたその長の名を、〝ブロスペクト〟という。

　古い昔話だが、今の静しず枝えには彼の記憶が宿っていた。

　その心が麻ま痺ひし、壊こわれ、仲間を思う優しさと敵を殺す残酷さの二面性を持ちながら狂っていった過程も、まさに自分のことのように理解している。

　──皇帝は仲間を家族として扱っていた。

　それはあくまで失った家族の代用品としてだったが、その仲間に手を出す〝敵〟に対しては、異常なまでの攻こう撃げき性を発揮した。

　その差異が〝皇帝〟への恐怖と崇敬を生み、彼のカリスマを支える結果になったことは皮肉だった。

　今の静枝は紛まぎれもなく〝皇帝〟だった。

　弱々しい一人の小娘だった自分が、まるで遠い過去の夢だったようにも思えてくる。

　梟ふくろうの鷹たか丸まるが、周辺の音を警けい戒かいしながら口を開いた。

「皇帝陛下、こんな場所で恐縮ですが、人質交換の連絡が来るまで、今のうちに休きゆう憩けいをとってください。相手はあのメリアです。万全を期していただかないと──」

「ええ……では、少し休ませてもらいます」

　静枝は素直に応じた。

　能力は神がかっていても、その体は人間のものである。石の力で強化されているとはいえ、疲労は溜たまるし睡眠も必要だった。

　静枝はコンクリートの上に座り込み、柵さくに背を預ける。

　見上げた空はどこまでも青く高い。

　特に感傷的にはならないが、周囲を建物に囲まれていない一面の青空は、久しく見ていなかった光景だった。

　町並みが視界から消えたことで、その光景は百年前の記憶をも想起させる。

　旅路の途中──

　無駄に広い草原で、休きゆう憩けい中の馬に草を食べさせている間、皇帝はよく仲間達と転がっていた。

　昼寝をする者、本を読む者、話をする者、休憩の過ごし方は様々だったが、その穏おだやかな時間は悪くなかった。

　ずっと続くようでは飽きてしまうが、息抜きは必要である。

　皇帝の近くには、よく〝記録者〟がいた。

　かわした会話は他愛もないものばかりだったが、傍はた目めには父と娘、あるいは祖父と孫娘のように見えていたかもしれない。

　その時代のことを思い返しながら、静しず枝えはいつの間にか、浅い眠りに誘われていた。




　──夢を見ていることはすぐに自覚できた。

　何も見えない暗くら闇やみの中。

　ぼやけた意識に、聞き覚えのある忌いま々いましい声が響ひびく。




〝やあ、ブロスペクト──久しぶり。それとも、十と和わ田だ静枝に対してははじめましてと言ったほうがいいかい？〟




　人を食った不ふ埒らちな占星術師による〝夢〟への介入に、皇帝は驚おどろきもせず無愛想に応じた。

「エスハ……何の用ですか。あなたの助言は必要としていません」

　占い師はくすくすと耳みみ障ざわりな声で嗤わらう。

〝ずいぶんな物言いだ。皓こう月げつに〝マリアンヌの宝石箱〟のことを教えてあげたのは私だよ？　つまり間接的には、私が君達を目覚めさせてあげたようなもの──と、こんなことが夢ゆめ路じにばれたらまた嫌きらわれそうだ。やっぱり今のは内緒にしてもらっていいかな？〟

「……そもそも、好かれようなんて微み塵じんも思っていないでしょう？　今更少しくらい嫌われても、マイナス一〇〇がマイナス一〇一になるようなものだと思いますが」

　闇の中からエスハのくすくすと笑う声が返ってくる。

〝声と容姿はずいぶんと可か愛わいらしくなってしまったけれど、その不ふ遜そんな性格は相変わらずみたいで安心した──と、言いたいところなんだけど、正直に言って期待外れだった。君──本当にやる気はあるのかい？　どうせ石は宿やど主ぬしを変えて永遠に存在し続けることができるんだ。皓月のことなんかほうっておいて、みんなまとめて君の能力で一いつ掃そうすればいいじゃないか。かつての皇帝なら、そのくらいのことはしたと思うよ〟

　争乱をけしかけるようなエスハの言に、静しず枝えは乗らない。

「百年前とは時代が違いすぎます。私達の存在を許さないキャラバンとは戦わざるを得ませんが、それ以外の戦いについては今後の方針次第です。現状──この都市を丸ごと殲せん滅めつする必要まではないと判断しました。そんなことになれば他国も動くでしょうし、都市を壊こわしてしまえば私達の補給さえ困こん難なんになりますから」

〝おやおや……君達ほどの戦力があって、略奪すらできないとは言わせないよ？　補給の心配なんて君らしくないな〟

「だから、時代が違うと言っているのです。貴方あなたは私を〝過去の遺い物ぶつ〟のブロスペクトでしかないと思っているようですが、私は同時に、この時代に生きる十と和わ田だ静枝でもあります。ブロスペクトの意志がいくら強いにせよ、知識は私のもの──常識的に考えれば、戦略の損得くらいわかりそうなものでしょう」

　エスハの声がすぐ耳元で聞こえた。

〝……そうだね。君は正しい。過去のブロスペクトのやり方では、この時代においては無駄が多すぎる。君達がすぐさま大破は壊かいをもたらすかと少し期待していたんだけれど、記録者が作り上げたシステムは、私の想定よりも冷静なものだったらしい〟

　その指摘を鬱うつ陶とうしく思いながら、静枝は占い師に問う。

「貴方は破壊を望んで、皓こう月げつに宝石箱のことを教えたのですか？　キャラバンは貴方にとって大事な玩具おもちやだと思っていました。飽きたから壊そうとしたのなら、まるで子供ですね」

　エスハが嗤わらった。

〝私の玩具はこの世界そのものだよ。何もキャラバンだけじゃない。けれど、まぁ……今回の件に関しては、別にキャラバンを壊そうと思ったわけじゃないんだ。動機は個人的な興味だよ。百年前に君達が蒔まいた種には、どんな意味があったのか──検証するにはいい頃合いだと思った〟

「……私を相手に思い出話ですか？　鬱陶しいので、他よ所そに行っていただけると有り難がたいのですが」

　暗くら闇やみの中で、エスハがおかしげにまた嗤った。

〝そう言わずに聞いてくれると嬉うれしい。君の意見も聞きたいんだ。当時、私は記録者を焚たきつけた。キャラバンはいずれ腐敗する──その見解は彼女と共通していたんだけれど、記録者は、石と宿やど主ぬしのシステムがその腐敗に抵抗するための戦力になると判断した。私はむしろ、より世界を混乱させる起き爆ばく剤ざいになると思ったんだけれど、君はどう思う？〟

　この問いを、静枝は冷たくあしらう。

「馬ば鹿かげた質問です。腐敗したキャラバンを討てば、同時に混乱が起きるのは必然……記録者も貴方も、見方が違うだけで同じことを言っているだけでしょう」

　この答えに、エスハはわざとらしく意外そうな声で応じた。

〝なるほど。言われてみればそのとおりだ。なんだ、記録者と私の見解にさして違いはなかったわけだ。でも、それならどうして──記録者は今、君達の側にいないのかな？　一緒にキャラバンを倒しても良さそうなのに〟

　わかりきったことをわざわざ問うエスハに、皇帝は苛いらついた。

「……あえて私の口から聞きたいのなら言ってあげます。今の時代における〝キャラバンの腐敗〟は、記録者が危険視するレベルにまだ達していません。異能者がその他の人間を支配するどころか、世間から隠れ、とりあえずは現状の平和を維持しようとしている──だから彼女も、あえて現状を壊こわさないように立ち回りたい。そういうことでしょう？」

　からかうような拍手の音が聞こえた。

〝すばらしいね。そこまでわかっていてなお、君はキャラバン相手に戦争を仕掛けようとしている。それでこそ『皇帝』だ。その覇は道どうの行く末を、私は楽しみにしているよ──さて、皇帝。もう一つ質問したい。君は、結局のところ……『十と和わ田だ静しず枝え』だね？〟

　皇帝は応じない。

　エスハが話し続ける。

〝君が目覚めてすぐのことだ。埠ふ頭とうで張ちよう燕えんに襲おそわれる直前──君の説得を試みた月つき代しろ玲音れいんに対し、君は珍しい言葉を口走ったよね？　『貴方あなたは共に来なさい。そのつもりがないなら、この地を離れることです』……だったかな？　あれはどう考えても皇帝の言葉じゃない。記録者も不ふ審しんに思ったはずだ。邪じや魔まする者は蹴け散ちらし、逃げる者は追い立て、従わない者は徹てつ底てい的に蹂じゆう躙りんする──それが私の知る『皇帝』だった。従わない弱者に対し、その命を助けるために『逃げろ』と勧すすめるなんて、当時のブロスペクトからは考えられない。この件については、時代が違うなんて言い訳は通用しないよ？〟

　──皇帝は、姿を見せない占い師をあえて無視した。

　エスハには人を動揺させて楽しむ悪あく癖へきがある。中途半はん端ぱな反応は彼を喜ばせるだけだった。

　エスハはなおも耳みみ障ざわりに嗤わらう。

〝十和田静枝。君の生い立ちは知っているよ。両親ともにキャラバンの異能者。母親はレティスマ系、父親は羽は矢や多たと同郷のナシュレイ系だけれど、君自身は何も能力を受け継いでいない。母親は幼い頃に死んだ。キャラバンの内部抗争の巻き添えを食い、何の罪もないまま、その他大勢の一人として命を失った。君の父親はその事実を受け止めつつ、君を守り育てるために敵かたき討うちも諦あきらめ、キャラバンの構成員として裏の仕事に手を染めた。その父親も既すでに病やまいでこの世を去り──君は、一人になった〟

　もしもエスハの姿が見えていれば、皇帝はその姿に向けて攻こう撃げきを加えていたはずだった。

　しかし占い師の姿は見えず、仮に耳を塞ふさいでも声は届き、移動したところで彼は離れない。ここは夢の中である。

　鬱うつ陶とうしいその声は、心の病にかかった者が聞く幻聴のように止めようがない。

〝だから君は、同じようにキャラバンの都合で両親を失った月つき代しろ兄きよう妹だいにも同情的だ。石を宿してしまった彼らを、キャラバンが放っておかないこともわかっている。しかし手元で保ほ護ごするべきか、あるいは遠くへ逃がすべきか……どちらが正しいのか、判断はついていない。実際、悩ましいところだよね？　百年前のキャラバンには、化け物じみた強さの異能者はまだいなかった。しかし、今は違う──〟

　エスハは心の底から楽しそうだった。

〝山やま之の内うちもカーマインも、それからメリアもクラウディアも……その気になれば、君達の不意を打つことで、宿やど主ぬし達をまとめて殲せん滅めつできるだけの力を持っている。正々堂々と向き合っていざ尋じん常じように勝負──なんてことには絶対にならない〟

　百年前に生きた皇帝の記憶には、もちろん彼らに対する知識などはない。

　だが、末まつ端たんとはいえ〝キャラバン〟に関係していた静しず枝えは知っている。

　魔ま窟くつの笛吹きスフの異能者たる〝沈ちん黙もくの山之内〟は、その口こう腔こうから衝しよう撃げき波はを放ち、文字どおり山をも粉砕する。

　紅あかく紅い巨人ウォーザイの異能者たる〝災さい厄やくのカーマイン〟は、自分を中心として巨大な地震を起こし、溢あふれた溶岩の流れをある程度まで操あやつる。

　小さき者達の王パスミオの異能者たる〝腐食のメリア〟は、細菌のようなパスミオの兵隊を自在に増殖させて操り、あらゆるものを腐食させる。

　そうした人間離れした攻撃力を持つ異能者達が、現代のキャラバンにおける影えい響きよう力りよくを保持していた。

　もしも彼らが広こう範はん囲いを巻き込んで戦う覚悟を決めれば、皇帝一派も無事では済まない。

　そんな事態を避さけるために──皇帝はまず、山之内とカーマインが乗った飛行機を墜おとした。

〝つまり──君は皇帝であると同時に、『十と和わ田だ静枝』だ。ブロスペクトの影響は、実は周囲が思っているほどには大きくない──そうだよね？〟

　静枝は反応を返さない。

　言葉で人を惑まどわせるのはエスハの常じよう套とう手段である。暗くら闇やみで不安を煽あおっているのも、自分を小娘扱いしての嘲ちよう弄ろうだろうと察した。

　その思考はエスハに読まれる。

〝これは心外だ。君が思考に集中できるようにと配はい慮りよしたつもりだけど……そんなに景色が欲しいなら見せてあげよう。こんな場面でいいかな？〟

　暗闇が消えた。

　空間に光が差したわけでなく、まるで目の前を塞ふさいでいた目隠しが取り払われたように、静枝の視界は懐なつかしい光景を映し出していた。

　そこには青年の羽は矢や多たがいた。生前の父親もいた。

　二人して酒を飲みながら、中学生の静枝が用意した軽食をつまんでいる。

　消音状態の動画のように、音声は一いつ切さいない。

　ただ、父は上じよう機き嫌げんで羽は矢や多たも楽しげだった。

　静しず枝えもそんな二人に呆あきれつつ、隣となりでジュースを飲んでいる。

　静枝は知らず知らず、その眉まゆに力を込めていた。

〝君が一番幸せだった時間──いや、これは二番目かな？　母親の生きていた時間が一番か。でも、ここには今の君にとって一番大切な者がいる──〟

　エスハのものと思おぼしき手が、背後から馴なれ馴れしく静枝の肩を叩たたいた。

〝さて、十と和わ田だ静枝。これが本題だ。君がキャラバンを叩き潰つぶしたい本当の理由は、皇帝としての遺い恨こんかな？　それとも、両親の運命を狂わせたことへの復ふく讐しゆう？　……違うよね。その二つも影えい響きようしてはいるけれど、一番大きな理由は他にある。死に急ぎそうな『羽矢多寿とし宗むね』を、キャラバンという枷かせから解放したい……それが、君が戦いを決意した最大の理由だ〟

　静枝は無表情を保つ。

　背に嫌いやな汗を感じつつも、口では一言も発さない。

〝──そう。君の想像は正しい。羽矢多は実戦部隊の、それも自みずから最前線に突っ込んでいくタイプの長だ。もうじき祭さい夏か老ろうが死ぬ。山やま之の内うちも高齢で……っと、これは君が殺したね。だけどもし生きていたところで、数年以内には死ぬはずだった。そうなれば、山之内派内部でも激げき烈れつな跡目争いが起きる。穏おん健けん派の祭夏老も死んでいた場合、おそらく向こうの幹部も介入してきて、争乱の火に油を注ぐだろう。統制を失った派閥の怖さを、聡さとい君はよく理解しているはずだ〟

　エスハは滔とう々とうと得意げに話し続ける。

　忌いま々いましいが、夢の中の静枝には、耳を塞ふさぐこともこの場から去ることもできない。

〝いざ派閥の跡目争いが起きれば、羽矢多寿宗は真っ先に狙ねらわれる。あの有う楽らく原ばらに近い位置にいる長年の部下。そこそこの地位、そこそこの強さ、そこそこの知名度……仕留めるのに迷うほどの重要人物ではなく、かといって放置できるほどの小物でもない。更には甘く義理堅い性格と、世渡りの下へ手たさ……いや、むしろ暗殺者に狙われる以前に、部下の盾たてになってあっさり死にそうな人だよね？　今まで生きてこられただけでも奇跡的といっていい。まさに君が危き惧ぐするとおり──彼は、放っておくと長生きできない人間だ〟

　──心のうちを完全に見透かされていることに、今更驚おどろきはしない。

　そもそも〝語かたり部べ〟の石のモデルは、エスハの読心能力である。忠実にその能力を再現できたわけではないが、記録者がエスハと接していたからこそ、発現に成功した能力だった。

〝もちろん、皇帝の側近というのも危険な役割には違いない。だけど山之内やカーマイン、メリアといった圧倒的な殲せん滅めつ力りよくを持つ幹部達さえ倒してしまえば、その危険も大幅に減る。まぁ、リコルドリクとモニカと、そして君がいれば──大幹部達を掃そう討とうした後のキャラバンなどは烏う合ごうの衆しゆうも同然かな？〟

　耳元でからかうような声が響ひびく中、静しず枝えの眼めは懐なつかしい父と羽は矢や多たの姿を凝ぎよう視ししていた。

　──父親を殺したのは酒かもしれない。だが、父を酒に走らせたのは母の死で、母の死はキャラバンの内紛が原因だった。

　羽矢多もその立場上、遠からずキャラバンに殺される。部下達を見捨てて引退できるような男でもないし、キャラバンで戦う以外の生き方を彼は知らない。

　今の〝皇帝〟としての静枝ならば、その羽矢多を強制的にキャラバンから離れさせることができる。

「……それを指摘して──私が動揺するとでも思いましたか？　貴方あなたの目的がさっぱりわかりません。嫌いやがらせをしたいだけならそれでも構いませんが、貴方を相手にするほど、私は暇ひまではないつもりです。簡かん潔けつに言えば──消えてください。貴方に用はありません」

　エスハに何の影えい響きようも与えないことを承知で、静枝は精一杯に冷たい声を紡つむいだ。

〝おっと、これは言いすぎたかな？　嫌きらわれてしまったね。女性の扱いは難むずかしい──それでは最後に一つだけ、大切なことを聞いておこう。君が次に戦うべき相手は、本当に『腐食のメリア』でいいのかな？　彼女は、君と親交のある『文ふみ槻つきクレア』の母親だ。いくら相手が殲せん滅めつ兵器に等しい存在とはいえ、キャラバンに母親を殺された君が、今度は他人の母親を殺そうとしている──その矛む盾じゆんに、君のか細い神経は耐たえられるのかな？〟

　静枝は答えない。

　思考を封じ、彼女は〝皇帝〟としての矜きよう持じに身を委ゆだねる。

「……私は〝皇帝〟ブロスペクト──私の元には、私を信じ、私についてきてくれた仲間達がいます。だから──だから、私は……」

　エスハはもう、ここにいなかった。

　目の前で続いていた父と羽矢多の無音の酒宴が、霞かすみのように消えていく。

　間をおかずに、皇帝の意識はゆっくりと覚めはじめた。

　開いた目の正面では〝獅し子し〟の西さい条じよう雪ゆき菜なが心配げに静枝を覗のぞき込んでいた。

「……皇帝陛下、起きられましたか。うなされていたようですが、御気分は……」

「……問題ありません」

　人質交換の連絡はまだらしい。

　しかしもう、眠る気にはなれない。

「何も……何も、問題はありません」

　硬い声で呟つぶやき、〝皇帝〟は寝起きの眼めで高い空を見上げる。

　百年前の欧州の空と、今のこの国から見上げる空の色が、皇帝の眼にはどこか違って見えていた。
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　将軍たる周しゆう皓こう月げつと、真砂まさご達の友人、根ね黒ぐろ桂けい。

　この二人を人質交換するにあたっての交渉は、羽は矢や多たとフローラの間で携けい帯たい電話越しに行われた。

「羽矢多さん。まずは〝騎き士し〟に桂を運ばせて、こちらに届けてください。桂がこちらに着き次第、皓月を解放して騎士に預けます。それと、取引場所の半径二キロ以内には誰も近づかないこと──」

　電話を通じてのそんな不公平ともいえる取引方法を、羽矢多は了承した。

　そもそもの戦力差を思うと、彼女達が敵陣の真まっ直ただ中なかに来るというのも無理がある。皓月と根黒とでは人質としての価値にも差があるし、多少の譲じよう歩ほは仕方がない。

　何より、仮に皓月が返されなかった場合──

　見張り番でその位置を把握される以上、彼らは直後に皇帝一派の猛攻を受ける羽目に陥おちいる。

　自殺志願者でもあるまいに、その選択は無む謀ぼうにすぎた。

　また羽矢多達としても、出向くのが騎士一人ならば、待ち伏せ等の罠わなを警けい戒かいする必要がほとんどない。

（彼らの目的はあくまで根黒桂だ。こっちが妙な真ま似ねをしない限り、皓月は返ってくる──後はキャラバンの他派閥と、フェルディナンの動きが問題だな）

　出発前の〝騎士〟、くろとらくんのダンスを見守りながら、羽矢多は真顔で考え込んでいた。

　手足を縛しばられた根黒桂が、冷め切った目つきでぽつりと呟つぶやく。

「……社長。アレはなぜ踊っている……？」

「……準備運動だそうだ。気にするな」

　愛あい嬌きようたっぷりにキレキレのダンスを踊るくろとらくんは、周囲の視線を独占していた。

　その中には弓使いの姫ひ想そ華かが注ぐ冷ややかな眼まな差ざしも混ざってはいるが、良くも悪くも注目されていることは間違いない。

「単独での人質送迎役だというのに余裕だな……自覚がないだけかもしれんが」

「まぁ、騎士は昔から楽天家でしたからね」

　苦笑いと共に声を寄よ越こしたのは、猟犬の英えい太た郎ろうだった。彼と姫想華は月つき代しろ玲音れいんの級友でもある。

　今やすっかり皇帝の部下だが、今回の人質交換ではフローラ達から彼らの身柄も要求された。

　さすがに本人達が拒否したためにこの話は流れたが、玲音達が彼らを救出対象にしていることは間違いない。

　その自覚があるのかないのか、英太郎は気安い声で懐なつかしげに呟く。

「昔のあいつもよく踊ってたじゃないですか。記録者とか将軍とか仕立屋をダンスに誘って、すげなく断られるとヤケになって拳けん闘とう士しあたりと男同士で踊ってみたり……人を楽しませるのが好きな奴やつでしたよね」

「そうか……言われてみれば、そうだったな」

　羽は矢や多たに宿った〝語かたり部べ〟の石の記憶は断片的である。当時の騎き士しに関する記憶も曖あい昧まいだったが、指摘されてみれば英えい太た郎ろうの言うとおりだった。

「だが、いくら人を楽しませるといってもな……あの着ぐるみはさすがにどうなんだ？　皓こう月げつもよく許可を出したものだが、さすがに〝中身〟については確認しているんだろう？」

　隣となりの神かみ竹たけに問いかけると、彼は眼鏡めがねを拭ふきながら曖昧に頷うなずいた。

「聞いてはいます。黒くろ田だというフリーターの娘だそうです。プロのスーツアクターではなくて、アルバイトであの着ぐるみに入っていただけの素人しろうとだそうですが……」

「女か……うちの時とき緒おほどじゃないが、それにしちゃよく食うな……やはり異能者なのか？　この真夏に四六時中、あの着ぐるみを着ていられるというのは尋じん常じようじゃないぞ」

「私もそこまでは確認していません。ただ……黒田という名は偽ぎ名めいのような気がします。少なくとも水みな門と市近辺の関係者名めい簿ぼには記き載さいがない人物ですが、黒孩子ヘイハイズに慣れているせいか、皓月はそうした身元確認に無む頓とん着ちやくなところがありますから──」

　皓月の部下にも、生まれた時から戸こ籍せきを持たない黒孩子が多く存在している。より正確には、彼らに偽造した戸籍を与えることで派閥に組み入れ、逃亡しないようにと縛しばり付けるのが祭さい夏か老ろう派幹部達のやり方だった。

「そりゃ、この短期間で宿やど主ぬし全員の身元を把握するってわけにはいかないだろうが……皓月の奴、抜け目ないのかいい加減なのか、よくわからんな」

　神竹が肩をすくめた。

「いざ裏切られた時には必ず報復する──そうした覚悟を前提にしての措そ置ちでしょう。元が敵であっても、石と記憶に覚かく醒せいした時点で仲間扱いですし、そもそも私なんて……当時の記憶を持ち合わせていないのに、石を宿したという理由でこの事態に巻き込まれましたよ。あれでなかなか、懐ふところの深い娘だと思います」

「懐が深いか……物は言い様だな。あいつの場合、〝使えるものはなんでも使う〟という認識だと思うが」

　羽矢多は辟へき易えきして応じたが、確かに敵の幹部であるはずの神竹まで引きずり込む胆力はたいしたものだと思う。

　準備運動のダンスを終えたくろとらくんが、元気良く片手を上げて羽矢多達の傍そばにぽてぽてと歩み寄った。

「そろそろお出かけの時間ですね！　じゃ、行ってきます！」

　縛り上げられた根ね黒ぐろの正面にくろとらくんが立つなり、その足元から漆しつ黒こくの馬が湧わき出した。

　あっという間に馬上の人となった着ぐるみは、根ね黒ぐろを抱え込むようにして黒い手た綱づなをとる。

　出発前に羽は矢や多たは念を押した。

「騎き士し、くれぐれも油断するなよ。フローラ達がどういうつもりであれ、キャラバン側が伏兵を潜ひそませている可能性もある。フェルディナンやエスハの介入も含めて、何が起きるかわからん。それでなくとも……お前はただでさえ目立つ」

「わかってます！　ちゃんと皓こう月げつさんを連れて帰るまでが人質交換ですよね？」

　遠足にでも出掛けるような調子で応じ、くろとらくんは根黒を抱えて颯さつ爽そうと走り出した。

　数秒とかからず、その姿は倉庫の向こう側に消える。

　羽矢多の背後で小さな舌打ちが漏もれた。

「……ちっ。姉ねえ様さまさえ……姉様さえ戻ってきたら、あいつらなんか……」

　モニカがその眼めに湛たたえた憎ぞう悪おは、ほぼ狂気に等しかった。

　語かたり部べの力でうっかり心中を覗のぞいてしまった羽矢多は、たちまち背筋を粟あわ立だてる。

　女は怖い、などと今更なことを言うつもりはない。女だろうと男だろうと、濃こすぎる情念は怖いものである。殊ことにモニカの場合、実力行使に出るだけの戦せん闘とう力りよくがあり、更に常識まで欠けているものだから手に負えない。

「……モニカ、落ち着けよ？　お前の暴走は皓月も容認しないはずだ。今はおとなしく、見張り番の力で騎士の動きをモニターしておけ」

　モニカが不ふ機き嫌げんに頷うなずいた。

「……わかってます。てゆーか……なんかこの力、あんまアテになんないかもです。初日からですけど、たまに消える石があるってゆーか……しばらくするとまた同じ場所に出てくるんですけど、カンペキに追えるわけじゃないのかも──」

　隣となりの神かみ竹たけが口を挟む。

「それはおそらく、〝水道技師〟を宿した榊さかき真砂まさごが、希き崎ざき心しん弥やの〝絵〟の中に入っているんでしょう。絵の中を拠点代わりに活用しているんだと思います」

「水道技師だけじゃないです。他にもいくつか……」

「クレアお嬢じようさんの〝仕立屋〟ですかね。他にも？」

　モニカが唸うなる。

「……そんなに頻ひん繁ぱんじゃないので、よくわかんないです。ただ……」

「ただ？」

「なんかすげー……違和感あります」

　確証があるわけではなく、女の勘かん的なものらしい。

　むしろそのほうが羽矢多には怖い。

　石の数は百ほどもある。

　モニカはその〝位置〟をレーダーに映る光点のように把握できるが、その姿を視認しないと種別まではわからない。

　睡眠をとれば情報も途切れる。リコルドリクの追加の加か護ごにより、位置情報をリアルタイムでパソコンに表示できるようにもなったが、この表示もモニカの意識がない間は消えてしまう。

　宿やど主ぬしの位置を探さぐる上で極きわめて有用な力だが、多少の穴はある。その穴が不確定要素となり、モニカを警けい戒かいさせていた。

（確かに、向こうの動きには俺も違和感がある──山やま之の内うちさんとカーマイン卿きようの死はまだ伏せられているんだろうが、それにしても静かだ。有う楽らく原ばらさんも出てこない──銃士の狙そ撃げきが脅おどしになったにせよ、あの人の性格なら、もうちょっと〝何か〟してきても良さそうなものだが……）

　有楽原と羽は矢や多たは、上司と部下としてそこそこ長い付き合いである。

　それでいて、羽矢多は未いまだに有楽原の出方をまともに読めない。

　性格は把握しているため、〝おそらく何かする〟というところまではわかるが、いざ〝何をするのか〟という部分になると、有楽原の行動は往々にして羽矢多の予測を超えてくる。

　非合法の行為においても常識と良識に縛しばられがちな羽矢多と違い、有楽原や皓こう月げつはその規き範はんが壊こわれている。面子メンツすら放り出して〝楽しそうなこと〟を始めてしまうという点では、この二人は同種の人間とさえいえた。

　どちらの暴走も止めたい羽矢多の立場は、敵と味方の板挟みに等しい。

　考え込む羽矢多に、神かみ竹たけがふと声を向けた。

「ところで羽矢多さん。部下のお二人はどこへ？　錬れん金きん術じゆつ師しと道化師の……」

　紅あか街まちで共に失しつ踪そうに巻き込まれた部下、国くに代しろ剣けん護ごと陣じん内ない時とき緒おの二人は、この場にいなかった。

　この二人はどちらも記憶に目覚めていない。羽矢多の部下として皇帝一派に合流したが、皇帝に対する忠誠心は皆かい無むである。羽矢多の指示には従うものの、キャラバンと敵対する気はないはずだった。

　羽矢多は神竹の問いに〝噓うそ〟で応じる。

「俺の指示で、他幹部の動きを探らせている。怖いのは有楽原さんだけじゃないからな。笹ささ尾お、南なん郷ごう、真ま名な井いに富ふ良ら田た……真名井以外は水みな門と市を拠点にしていないから初動が遅れているが、さすがにそろそろ動き出すだろう。正直、手が足りん」

　神竹は納得した様子で頷うなずいた。

「そうでしたか。国代君も陣内さんも、本来は隠おん密みつ行動に向く人材ではなさそうですが……〝錬金術師〟と〝道化師〟の力なら、そうした任務もこなせそうですね」

「ああ。まあ……奴やつらもお前と同様、当時の記憶がないからな。軽い任務で力に慣れておいて損はない」

　適当なことを言って誤ご魔ま化かしつつ、羽矢多は若い二人の部下に心中で祈った。

（剣護、時緒……無茶を言ってすまん。だが……お前らにしか頼めん）

　羽は矢や多たの〝指示〟ではなく〝頼み〟を、二人は快かい諾だくしてくれた。

　人質交換の成立後、彼らは〝月つき代しろ玲音れいん〟達の護ご衛えいを開始する。

　肝心の玲音の居場所がわからないが、〝仕立屋〟の石を宿したクレアが、キャラバンの系列ホテルに身を隠しているらしい。玲音もそこに合流している可能性は高い。

　羽矢多が彼を守るのは、何も私情のためばかりではない。

　もしも彼に〝何か〟があった場合──それは即すなわち、〝腐食のメリア〟を本気で怒らせることにつながる。

　山やま之の内うちやカーマインならば親族よりも組織の論理を優先するが、そうした時、メリアは迷うことなく家族をとる。当初、皓こう月げつがクレアを人質にしようとしたのも、その性格を把握していたがゆえだった。

　娘のクレアについてはキャラバン側でもその存在が知られているため、わざわざ彼女に手を出そうとする者は少ないが、月代玲音とメリアの関係はほとんど知られていない。

　羽矢多自身、数年前に玲音から〝クレアの母親と懇こん意いにしている〟と聞かされた時には耳を疑った。

　背広の胸ポケットで通つう信しん球きゆうが反応を示した。

〝こんにちは！　今日の晩ごはんは回らないお寿す司しが食べたいくろとらくんです！〟

「……騎き士しか。さすがに早いな。人質交換の件は……」

〝滞とどこおりなく済みました！　皓月さんと一緒にすぐそっちに戻りまーす〟

　元気な明るい声が響ひびきわたり、宿やど主ぬし達の間に安あん堵どの空気が流れた。

　通信球を通して皓月の声も聞こえてくる。

〝羽矢多さん、皆さん。ご心配をおかけしました。しかし、女王陛下がまだ人質にされています。戻り次第、方策を練りますわ〟

　皓月の声は相変わらずに不ふ遜そんだったが、月代香か恋れんは玲音の妹である。どんな交渉でも玲音が手放すはずはない。

　女王の石を香恋から取り出すという妥協点はあるが、それはそれで難なん航こうが予想される。

「女王は安全なはずだ。しばらくは放置でいいだろう。むしろ……キャラバン側への対応に集中すべきだな。皓月、山之内さんとカーマイン卿きようが亡き今、幹部の暴走を止める人材もいない。奴やつらもそろそろ動き出すぞ」

　山之内達が乗った飛行機を皇帝が墜おとしたのは、昨日の夕方のことらしい。

　本来は極秘のフライトだっただけに、今はまだ行方ゆくえ不明扱いどころか、多くの幹部達がその事実さえ知らないはずだった。

（今頃はおそらく、山之内さんの子飼いの連中が、この事実をどう発表するかで審しん議ぎ中ってところか……）

　動きが遅いのは組織として致命的だが、今の羽矢多にはむしろそれがありがたい。即断即決で大規模な戦せん闘とうが起きてしまえば、被害を抑える努力すら間に合わず、今の宿やど主ぬし達が無駄死にして新たな宿主が大量に生まれていたかもしれない。

「皓こう月げつ、記録者達にはしばらく構うな。また例の黒猫を出されたら、今度は海外どころか、太平洋のど真ん中に落とされるぞ」

　通つう信しん球きゆうを通して、皓月がくすくすと嗤わらった。

〝まあ、怖い。でも実際のところ、モニカとリコルドリクがこちらにいる以上、記録者のことは後回しでも構いませんね。キャラバンとの戦いで趨すう勢せいが決したら、お迎えにあがりましょうか〟

　当たり前のことだが、皓月の戦意は旺おう盛せいなままだった。

　通信を切ったところで羽は矢や多たは唸うなる。

（皇帝に皓月の無事を知らせれば──メリアを強きよう襲しゆうする手て筈はずになっている。負けることはないだろうが……）

〝腐食のメリア〟の能力は大量の殲せん滅めつに向いているが、彼女の操あやつる微生物は比重が重く、自在に空を飛ぶというわけにはいかない。

　空から攻こう撃げきできる梟ふくろうや皇帝ならば、眼下の被害を無視すれば有利に戦える上、先手をとって一撃でしとめることができればそれで済む。

　だが、羽矢多にはまだ迷いがあった。

（腐食のメリア……本当に、殺していいのか……？）

　皇帝一派の勝利のためには、避さけて通れない相手である。

　だが羽矢多は、そもそも〝皇帝一派〟の勝利自体に懐かい疑ぎ的だった。

　キャラバンが善良な組織だなどとは思わないが、かといって皇帝が強い影えい響きよう力りよくを発揮する世界にも違和感がある。

　早い話が、羽矢多はどちらの勢力も信用できていない。

　生活や友人達のためにキャラバン山やま之の内うち派に属してはいたが、その理念に共感していたわけではないし、皇帝の存在に至っては過去の亡ぼう霊れいにすぎないと看破している。

　それでもなお、羽矢多がここにいる理由──

　それはひとえに、この無意味な戦いで静しず枝えや玲音れいん達を死なせないためだった。

　英えい太た郎ろうがその背中を小こ突づいた。

「羽矢多さん。鷹たか丸まるさんに連絡しないんですか？　皇帝が合図を待っているはずですよ」

「……皓月が実際に戻ってきてからだ。まだ油断はできん」

　考えがまとまらないまま、羽矢多は無意味に時間を稼かせぐ。

　しかしそんな彼の抵抗もむなしく、時速四百キロで街を走り抜ける〝騎き士し〟は、あっという間に皓月を抱えて埠ふ頭とうへと駆かけ戻ってきた。

「将軍！　ご無事で！」

　近衛このえ兵へいや傀儡師くぐつし、他の宿やど主ぬし達がその傍そばへ駆かけ寄る。

「ただいまです！　くろとらくん、帰投しましたー」

　両手を掲げて愛あい嬌きようを振りまきつつ、珍ちん獣じゆうは悠々と馬を消して地上に降り立つ。

　皓こう月げつもにこやかに鉄てつ扇せんを振りながら、一同に軽く頭を下げた。

「皆様、心配をかけてしまい申し訳ありません。羽は矢や多たさんも神かみ竹たけ先生も、私の留守中をありがとうございました。それから……モニカ」

　その身を震わせる銀髪の少女に向け、皓月が歩み寄る。

「つらかったと思うけれど、よく私の指示をきいてくれました。貴方あなたが指示どおりに逃げてくれたおかげで、リコルドリクをこちら側に確保したまま、根ね黒ぐろと私の人質交換だけで済んだの。顔を上げなさい。貴方は、私の期待以上の成果を出してくれています」

　たちまちモニカが皓月にしがみついた。

「ね、姉ねえ様さまっ……姉様、よくご無事でっ……！」

「はいはい。もう大丈夫ですからね。さて、と──皇帝陛下や鷹たか丸まるさん達は戻られていますか？　姿が見えないようですが……」

　神かみ竹たけが頷うなずいた。

「ええ。水みな門と市へ戻り次第、メリアを叩たたく予定だったそうですが、貴方が消えてしまったので人質交換の成立を優先しました。今も待機中です」

「そうでしたか。では、皇帝に連絡を──」

　くろとらくんが、肉球の先せん端たんでちょいちょいと皓月の肩をつついた。

「皓月さん、皓月さん。その前にぼくから提案があります！」

　皓月が首を傾かしげる。くろとらくんはもとより、昔の〝騎き士し〟も戦略に口を出すことはなかった。

「なんでしょう？　回らないお寿す司しの件ですか？」

「それも大事ですけれど、別のことです！　さっき人質を交換した時、根黒さんのポッケにこっそり〝通つう信しん球きゆう〟を仕込んでおいたんですが……今、盗聴してたら、なんかメリアさんはもう水門市にいないらしいです」

「何……!?」

　騎士の機転ともたらされた情報、その双方に羽は矢や多たは動転した。

　皓月も困惑した様子で眉まゆ根ねをひそめる。

「水門市にいない……？　どういうことです？」

　くろとらくんが大おお袈げ裟さに首を傾げた。

「確認してみないとアレですけど、要するに……逃げちゃったんですね！」

　しばらくの沈ちん黙もくの後──

　モニカがくろとらくんの胸ぐらをひっつかもうとして、手を滑すべらせ空振りした。

「はぁ!?　ちょっと待てよ、騎き士し！　相手はあの腐食のメリアだぞ？　逃げるとか有り得な……」

「あ。やべ。見つかったっぽいです……」

　くろとらくんががぱっと口を開け、その内側に手を突っ込んだ。

　出てきた肉球の間には、透明なガラス玉が載のっている。

〝盗聴か……？　まぁいい。おい、皇帝。聞いているのか？〟

　響ひびいた声は真砂まさご達のものではなく──〝翁おきな居い夢ゆめ路じ〟のものだった。

「……夢路翁おう、ご無ぶ沙さ汰たしております。祭さい夏か老ろうの孫、皓こう月げつですわ」

　感情を殺した皓月の言葉に、にやにやと笑うような声が返ってくる。

〝おう、久しぶりだな。山やま之の内うちとカーマインをやったって？　いやいや、若いってのは怖いよな……俺みたいな年寄りには、ああいう連中に喧けん嘩かを売るって発想自体が出てこねえよ。おかげでキャラバンの幹部陣は大混乱だ。小お田だ原わら評ひよう定じようって日本語、わかるか？　まさにアレだよ。わからなかったら羽は矢や多たか神かみ竹たけにでも聞け〟

　声には脱力感が漂ただよっているものの、何かが吹っ切れたように投げやりでもあった。

　皓月と夢路の会話に、他の宿やど主ぬし達も固かた唾ずを飲んで聞き入っている。

〝皇帝はいないのか？　もうそっちに戻っているんだろ？〟

「ええ、もちろんです。これからいよいよ、貴方あなたの大切なキャラバンとの全面戦争に入る予定だったのですが……〝腐食のメリア〟は、まさか逃げ出したのですか？」

　夢路が事も無げに嗤わらった。

〝そりゃそうだろ。お前みたいな上昇志向の塊かたまりには理解できないだろうが、メリアの優先順位は一にクレアで二に玲音れいんだ。あいつはキャラバンに愛着なんか持っていないし、娘夫婦に孫が生まれることだけを心待ちにしている、ただの親バカだ。一生遊んで暮らせるだけの財産もあるし、好すき好このんでこんなしち面倒くせぇ戦いに加わるわけないだろう〟

　あまりに無責任なその言いように、羽矢多は戸と惑まどった。

「か、幹部の立場で、そんなことが許されるはずが……！」

〝その声は羽矢多か？　お前はメリアの本性を知らんからな──あいつが水みな門と市に残っていたのは、玲音の奴やつが、妹を助けるまでは水門市から動かないってゴネてたからだ。その玲音が妹を奪だつ還かんして戻ってきたわけだから、何の迷いもなくさっさと地下通路から逃げてったぞ？　今頃は新幹線で北か南か──その後は海外だな。で、俺らもとりあえず逃げさせてもらう。本当はとっとと逃げ出したかったんだが、フローラとファウナが「せめて桂けいだけは助けてからにしろ」とかうるさくてな……とりあえず根ね黒ぐろは返してもらったから、うちの娘共も落ち着いた。そういうわけだから、お前らは強硬派の連中と適当に遊んでろ〟

　まるで他ひ人と事ごとのようなその言動に、羽矢多は目め眩まいを覚えた。

　それまで固まっていたモニカも吐き捨てるように呟つぶやく。

「……む、無能すぎる……っ……」

　その声が聞こえたらしく、夢ゆめ路じが吹き出した。

〝そのとおり、俺は無能だよ。だから、キャラバンって組織が必要だった〟

　開き直った夢路の言葉は、沈ちん黙もくする宿やど主ぬし達の間に空むなしく響ひびく。

〝無能な俺は、百年以上前から自分で自分を守ることすらできなかった。だから自分自身を守るために、キャラバンと仲間達が必要だった──そもそものキャラバンは、俺が『自分の身を守るために作った組織』だ。異能者の生活を守るなんてのは、仲間を集めるための後付けの方便だよ。軽けい蔑べつしたか？〟

　キャラバン創設者にあるまじきそんな告白に、羽は矢や多たはもはや何も言えない。

　夢路は淡々と嗤わらっている。

〝だから、力のある奴やつなら悪党でも仲間にした。小悪党程度なら、持ちつ持たれつの関係を保ちつつ相手の面子メンツにも気をつければ、そうそうトラブルにはならねえしな。それが通じないほどの不ふ穏おん分子は、俺が関与せずとも他の連中が勝手に内部で粛しゆく清せいしてくれる。なかなか便利な組織だったんだが……そろそろ潮しお時どきかもな。おまけに皇帝が復活しちまった以上は仕方ない。百年前と同じように、俺は全力で逃げる。三十六計、逃げるに如しかず、だ──今度も捕まらんよ。じゃあな〟

　言いたいことだけを言って、通信は切れた。

　一同の沈ちん黙もくを経て、皓こう月げつが深々と嘆たん息そくを漏もらす。

「…………さて、これは──どうしたものでしょうか……」

　さすがに彼女も、この事態は予想外だったらしい。

　戦力として勝まさるはずのキャラバンが、いかに強い能力を持つとはいえたかだか百名前後の皇帝一派を相手に〝逃走〟するなど、にわかには信じ難がたい。

「どうしたもこうしたも……追うか、放置するかの二つに一つだろう……」

　かろうじて指摘しつつも、羽矢多はこの返答が無意味なものだと知っていた。

　キャラバンの強硬派はまだ降伏していない。小競り合いは続くはずで、夢路の言葉どおり、まずは彼らを沈黙させる必要がある。

　だがその戦いは、早くもゲリラ戦へと移行しつつあった。

　つまりキャラバン側も皇帝側も基本的には身を潜ひそめ、拠点を隠し、相手の隙すきをうかがってテロ紛まがいの奇き襲しゆうを加えていく形となる。

　山やま之の内うちが死に、カーマインが死に、文ふみ槻つきとメリア、夢路が組織を見捨てて逃げ出し、祭さい夏か老ろうは寿命が近い。

　──キャラバン側にはもう、まともな旗印がほとんど存在しない。明確な攻こう撃げき目標を失った以上、後は残った幹部を一人ずつ掃そう除じしていくしかないが、それはどうにも面倒で単純な作業になる。

「……これは……我々の〝勝ち〟ということで良いのでしょうか……？」

「いや、逃げたふりじゃないのか……？　こっちを油断させて奇き襲しゆうするつもりとか……」

「それも有り得るけれど、メリアさんが本当に文ふみ槻つき病院にいないのか、確認するのが先でしょ？　もちろんクレアも……」

　警けい官かん姿の近衛このえ兵へいが戸と惑まどい、猟犬の英えい太た郎ろうが疑い、弓使いの姫ひ想そ華かが現実的な提案を寄よ越こした。

　皓こう月げつが前髪をかきあげ、彼らに応じる。

「確かに、真しん偽ぎを確認するまでは動けません。モニカ──女王や水道技師、仕立屋の反応はありますか？」

「…………いえ。消えてます」

　どうやら絵の中に逃げ込んだらしい。

　後はその絵を持って他の者が移動すれば、見張り番にはその位置を探さぐられないまま、移動が可能となる。

　女王がいない以上、能力のブーストも使えないため、遠方で絵の中から出たとしても捜索は難むずかしい。

（文槻もメリアも、夢ゆめ路じ翁おうも……心置きなく〝逃げる〟ためだけに、女王と根ね黒ぐろの奪だつ還かんを目指していたのか？　そんな馬ば鹿かげた話が……いや、ここは……）

「……さすがは翁おきな居い夢路、と言っておきましょうか」

　皓月も、羽は矢や多たと同じ結論に達したらしい。

「キャラバンは〝そこにいる〟もので、こちらが攻める立場であり、同時に追われる立場だと思い込んでいましたが……いざ相手にあっさり逃げられてしまうと、途方に暮れるものですね」

　現在のキャラバンが強大すぎて羽矢多も失念していたが、そもそも百年前、翁居夢路は皇帝を恐れて逃げ回っていた。同じことを繰くり返しているだけとみれば、なんのことはない、彼の方針は一貫している。

　皓月が一同を見渡した。

「ひとまず、明日からは残った強硬な幹部との戦せん闘とうを開始します。ただ、水みな門と市以外に拠点を持っている幹部が多くなりますし、襲おそう順番などの戦略を練り直しますので──今日のところは船に戻りましょう」

「おい、いいのか？　猟犬が言ったとおり、逃げたふりって可能性も……」

　言いかけて、羽矢多は口を噤つぐんだ。

　皓月の心の声が聞こえてくる。

〝ふりに決まっています。問題は、夢路翁の反はん撃げきの手段がいつ、どんな形で来るかまったくわからないことです。なにせ無限の時間を持つ気の長い御ご仁じんですから、数年単位での警戒が必要ですわ。いずれにしても、今、この場で私達にできることはありません。せいぜい、病院にメリアがいないことを確認するくらいですが……そこまであっさりとばれるような噓うそをつくとも思えません。病院にもうメリアがいないことは事実でしょう〟

　皓こう月げつはあくまで冷静だった。

　羽は矢や多たが考える程度の疑問は折り込み済みで、この事態に向き合っている。

　ただし宿やど主ぬし達の多くは、まだ困惑から抜け出ていない。

（……上う手まい具合にこちらの攻める勢いを削そいできた、と考えるべきか──さすがに老ろう獪かいだな）

　若い外見とぞんざいな口調のせいで軽く見られがちな翁おきな居い夢ゆめ路じだが、大幹部達は皆、彼に一目を置いている。

　見事なまでの昼ひる行灯あんどんながら、彼にはキャラバンを作り上げ維持してきた実績がある。

　それは決して無能な人間にはできない。

　彼が目立たないのは、「目立つとろくなことがない」と本人が弁わきまえているだけのことであり、本来ならキャラバンのトップに君くん臨りんしているべき〝創設者〟だった。

　なにより──

　現実として、かつての〝皇帝〟はとうとう彼に勝てなかった。

　翁居夢路は時の流れを味方につけている。

　それがどれだけ厄やつ介かいな力か、羽矢多はまだ実感としては認識できていなかった。
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　膝ひざを抱えてベッドに座り込む妹を前に、月つき代しろ玲音れいんは途方に暮れていた。

「ええと……香か恋れんさん？　の、のどとか渇いてない……？　何か飲み物でも……」

「……………………いらない」

　絵の中の隔離された空間で、兄きよう妹だいはようやく話し合いの時を迎えていた。

　ログハウスを模したその部屋は決して監禁には向かないが、そもそもここは絵の中である。逃げたところで外には出られない。

　妹を真人間に戻す上で、玲音にとってはここが正念場だった。

　一応の護ご衛えいとして山やま路じ鉄てつ舟しゆうがすぐ後ろに控えているが、そもそも無口な彼の援護は期待できない上、扉の外ではクレアと亜あ里り亜あも聞き耳を立てている。

（……な、なんとかして、香恋を納得させないと……あいつの中には〝薔ば薇ら〟の石もあるし、暴走されたらヤバいし……！）

〝……玲音、腰が引けているぞ。そういう卑屈な態度は、彼女に対しては逆効果なんじゃないか？〟

　頭の中の記録者が助言者へと転じ、呆あきれたように告げた。

（だ、だってしょうがないだろ！　俺、こういうシリアスなの苦手なんだよ！　そもそも妹と恋愛沙ざ汰たの話なんかできるかっ！　俺はエロゲの主人公じゃないっ！）

〝うん。そういう台詞せりふは、可か愛わいい妹に添い寝される心配がなくなってから言ったほうがいい〟

　ぐうの音ねもでない。

　無駄と知りつつ、玲音れいんはつい鉄てつ舟しゆうに視線で助けを求めてしまった。

「…………スポーツドリンクでいいか？」

　何を誤解したのか、鉄舟は立ち上がり部屋から出ていく。ドアで聞き耳を立てているクレアと亜あ里り亜あが、慌てて廊下に身を避よける気配が伝わった。

（あ！　逃げられた！）

〝気を利きかせたと言え。君、妹相手に弱気すぎないか……？〟

（勘かん違ちがいするなよ、記録者。俺は誰に対してもだいたい弱気だ！）

〝……そうか。まぁ、頑張れ……〟

　玲音が脳内で冷たくあしらわれたところで、香か恋れんがぽつりと口を開いた。

「……兄貴は私のこと……嫌きらい？」

「嫌いだったらこんなに必死になってない。お前だってわかってるだろ」

　即答した玲音に、香恋は寂しげな眼めを向けた。

「…………うん。だけど……私の〝好き〟とお兄ちゃんの〝好き〟は、ぜんぜん違うんだよね……？」

　玲音は首を捻ひねった。

「俺はお前じゃないから、そこがどう違うのかはよくわからんけど……つーか、お前は俺の何がいいんだ……？　自分で言うのもなんだけど、好かれる要素が……お前、そもそも可愛いんだから、もうちょっとスペック高いの狙ねらえるだろ……？　兄ちゃん、今回の騒そう動どうで何がショックって、お前の男を見る目のなさが一番の衝しよう撃げきだったよ……手近なところで妥協するのはどうかと思……」

　扉が開き、亜里亜がずかずかと踏ふみ込んできた。

　玲音の襟えり首くびをひっつかむなり、固まった満面の笑顔でずるずると引きずりはじめる。

「香恋ちゃん、ちょっとごめんねー。この馬ば鹿か野郎に教育的指し導どうしたいから、しばらく借りるわ……」

「あ、亜里亜!?　まだ話の途中……！」

「てめーはもう黙だまってろ！　どーせ無理だとは思ってたけどここまで無能とは思わんかったわ！　お前がこれ以上話しててもラチあかねー！」

　小柄ながらその力は妙に強く、玲音は後ろ向きにずるずると引きずられてしまう。

「か、香恋っ！　また後でっ！」

　廊下で啞あ然ぜんとしているクレアに見送られ、玲音は別室へ放り込まれた。

　室内でのんびりとくつろいでいた心しん弥やと弓ゆみが、何事かと眼めを丸くする。

「ほ、ほら、亜あ里り亜あ！　お邪じや魔ましちゃ悪いって……！」

「この人達は人目をはばからずイチャつけるから、お前ごときが気にしなくていい。心弥さん、弓さん、すみませんが、このアホをちょっとここに置かせてください」

「そ、それはいいけど……」

「あ、あのね、亜里亜ちゃん……何か誤解があるっぽいけど、私も心弥ちゃんも、さすがに人前ではイチャついたりしないよ……？　一応、大人だし、分別もあるし──」

　微妙に自信の感じられない弓の物言いに、亜里亜がぺこりと頭を下げて応じる。

「すみません、心弥さんと弓さんが一緒にいる時って、そういうイメージしかなくて……普通に手ぇつないだり腕組んだり回し飲みしたり頭撫なでられてうっとりしてたりって状況ばっかりで、なんかもう常にマジで爆ばく発はつする五秒前ってゆーか……」

「そ、そんなふうに見えてた……？　え？　じ、自制してたつもりだけど……？」

　赤面した弓が、あたふたとした流れで自然に心弥へしがみついた。

　そんな無意識の態度で心弥も思い至ったのか、視線を逸そらしてわずかに頰ほおをひきつらせる。

「えーと……これは別に、いちゃついているわけじゃなくて……」

「そうだぞ、亜里亜。それくらいなら友達同士でだって有り得るだろ。現にクレアだって……」

　玲音れいんの指摘に、亜里亜からはこの上なく冷ややかな眼まな差ざしが返ってきた。

「感覚の麻ま痺ひしたリア充ってのは始末に負えねーな……まぁ、麻痺させた元凶はあのポンコツか。んなことより……」

　亜里亜が目の前で胡座あぐらをかき、座り込んだ玲音の額ひたいを軽く指でつついた。

「妹ちゃんがお前のことを好きなのは、男を見る目がどうこうって話じゃねーからな？　そもそもお前が甘やかしているのが原因だ。血もつながってないのに親の虐ぎやく待たいから体張って守った挙げ句、親がいなくなったら家事もこなして自分の時間捨ててまで面倒見てくれて──って、そりゃお前は真人間として責任感で頑張ってきただけなんだろうけど、同世代でそんなしっかりしてる奴やつそうそういねーし。お前みたいな兄貴を間近で見て育ったら、そりゃ男を見る目だって厳きびしくなるわ！」

　玲音は混乱した。

「え。何。俺なじられてるの？　褒ほめられてるの？　どっち？　そもそも責任感とか別にないっスよ……？　家事は分担だし、世話になってるのはお互い様だし……」

　亜里亜がとうとうグーで玲音の額を小こ突づいた。

「だから、そうやって〝さも当然！〟みたいな感じでいろいろカンペキにこなしているのがマズいんだって！　普通の高校生はそーいうことできねーの。お前の問題点ってセクハラ癖ぐせとコスプレ好きってとこくらいじゃねーか……それもクレア限定だし、妹ちゃんにとっちゃカンペキすぎる兄貴だろ」

　玲音れいんは慌てて反論した。

「ちょっと待て！　セクハラは言い逃れできないけど、コスプレは個人の嗜し好こうであって非ひ難なんされる筋合いはない！　クレアのチアガールとかバニーガールとか本気でヤバかったぞ！」

「……いや、わけわかんねーとこでキレんなよ。そこはどーでもいいんだって……」

　二人のやりとりを無言で聞いていた弓ゆみが、わずかに首を傾かしげる。

「コスプレ……そっか。そういうアプローチもあるよね……」

「……弓？　ちょっと落ち着こう？」

　何な故ぜか心しん弥やが挙動不ふ審しんだったが、差し当たって玲音もそれどころではない。

「つか、亜あ里り亜あさん……そりゃ、香か恋れんに対してはなるべくいい兄でいたいと思ってるけど、それが〝お兄ちゃん大好き！〟になっちゃうとか想定外もいいところだろ。あいつ自身、家族愛を恋愛と勘かん違ちがいして混乱してるとかじゃねーかな……」

「それは私にもわからん。だから……ちょっとだけ、クレアに任まかせてみ」

「クレアに……？」

　直後、玲音は蒼そう白はくに転じた。

　この部屋にクレアはいない。てっきり廊下でまごついているのかとも思ったが、どうやら玲音と入れ違いに、香恋の部屋へ入ったらしい。

「いや、まずいだろ！　今のあいつ、石の影えい響きようでヤンデレモードだぞ!?　俺がクレアに惚ほれてるってあいつ知ってるし、二人っきりになんかなって、もしなんかあったら……！」

　部屋から飛び出そうとした玲音の襟えり首くびを、亜里亜が後ろからがっしりと摑つかむ。

「落ち着け馬ば鹿か野郎。妹ちゃんはここから出られないし、そもそも……あの妹ちゃんが、お前に本気で嫌きらわれるようなことするわけねーだろ。こういうのは女同士のほうがいい……とまでは言わんけど、お前のド下へ手たな説得よりはマシだ」

「そ、そーいうもんですか……？」

　亜里亜の剣幕に圧おされ、玲音はすごすごと引き下がった。

　心弥が楽しげに微ほほ笑えむ。

「君達はこんな状況でも余裕だね。いろいろと見習いたい」

「……よ、余裕に見えてますか……？　すげーテンパりすぎて、逆に麻ま痺ひしてるだけじゃないですかね？」

「かもね。だけど、麻痺すらできずに潰つぶれちゃう人が世間の大半だから……感覚を麻痺させるのは、自己防ぼう衛えい本能の一種だって話も聞いたことがある。一般的にはそれも善よかれ悪あしかれだけど、君達の場合──いい方向に作用させているんじゃないかな」

　頭の中で記録者も笑った。

〝同感だな。悪い環かん境きように慣れて麻痺してしまうと、そこから抜け出せずに苦しんでしまうこともあるが──抜け出せない理由があるなら、その中で対処するしかない。君は妹とこれからも向き合っていくべきだ。好き嫌きらいはさておき、どうせ逃げる気はないだろう？〟

（当たり前だ。香か恋れんは俺の……たった一人の、大事な大事な〝妹〟だからな）

　眼めを閉じた玲音れいんは、脳裏に幼い頃の妹を思い浮かべる。

　義理の母親からの虐ぎやく待たいに怯おびえ、実の父親からは放置されていた彼女にとって、玲音はたった一人の〝兄〟であるはずだった。

　また玲音の側も、妹を守ることで自分のいる意味を見つけられた。両親から不要品扱いされた兄きよう妹だいにとって、たとえ血がつながらずとも、家族と呼べるものはお互いだけだった。

（……そうか。香恋の奴やつ、もしかして……）

　兄妹ではあっても、血はつながっていない──あるいはそのことが、香恋の抱える不安の根源なのかもしれなかった。
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　女王たる月つき代しろ香恋を軟禁した部屋にて、文ふみ槻つきクレアは気まずい思いを抱えていた。

「えっと……香恋ちゃん。話……いいかな？」

「……クレアさんと話すこととかないです」

　香恋の返事はにべもない。

　クレアはめげずに話し続ける。

「そ、そう言わずに……大事なことなの。玲音のことで……あ、あのね。香恋ちゃんは……玲音のこと、好きなんだよね……？」

　香恋からの返答はない。その無言が、クレアにはずっしりと重く感じられる。

　しばらくの沈ちん黙もくの末に、香恋が苦々しげに口を開いた。

「……兄妹で気持ち悪いって……そう思ってるんでしょ？」

　即座に、クレアは首を横に振った。

「そんなことないよ。だって──しょうがないっていうか、わかるもの。私も……私も、玲音のこと大好きだから」

　香恋がベッドで膝ひざを抱えたまま、ぴくりと反応した。

「いいところだってたくさん知ってるから、香恋ちゃんが好きになっちゃうのも当然かな、って……玲音って、一ひと目め惚ぼれされたりするタイプじゃないかもしれないけど、なんていうか……一緒にいる時間が長ければ長いほど、どんどん好きになっていっちゃうタイプだよね。だから……一番長い間、一番近くで守られてきた貴方あなたが、玲音のことを好きになっちゃったのは──よく考えたら当たり前かな、って思った」

　クレアは困ったような苦笑いを浮かべた。

　ある意味で、これはクレア自身のことでもある。共に過ごした時間の長さでは香恋に負けるが、クレア自身、長く付き合う時間に比例するように玲音れいんに惹ひかれていった。

「だいたいズルいよね……あんなに自然体で、あんなに献身的に守ってくれて、優しくて、誠実で、前向きで、一緒にいて楽しくて……私が元気ないとちゃんと気づいて勇気づけてくれて、何かしてあげるとこっちが思う以上に素直に喜んでくれて、何かあったらそれこそ命がけになってくれるって……あんなのずるいよ。どう我慢したって好きになっちゃうもん」

　玲音本人相手には恥ずかしくてとても言えないことだが、香か恋れんに対して気負うことはない。

　香恋の抱えた想おもいも、自分とほぼ同じものだとクレアは気づいている。

　香恋が顔を俯うつむけ、ぼそりと呟つぶやいた。

「……なんで……なんでよりによってうちの兄貴なんですか……？　クレアさんなら、もっとスペック高くてお似合いの相手がいくらでもいますよね？　うちの兄貴なんてただの一般人で、しかもシスコンで、コスプレフェチで、セクハラまがいの発言も多くて……ぜったい釣り合ってないのに、どうして……」

　香恋の声は最後がかすれた。

　クレアは声を潜ひそめ、少し前の話を始める。

「──パスミオ系統の異能者ってね。能力に発現するかどうかが思春期に決まるの。動けないくらい体調が悪くなって、その時に……憎ぞう悪おとか、不安とか、恐怖とか、そういう負の感情を強く抱えていると、能力に目覚めて──代だい償しようとして手足が麻ま痺ひしたり、精神的におかしくなっちゃったりするんだって。ママの手足が動かないのはそういう理由。だけど私は……玲音が傍そばにいて支えてくれたから、今もこうしていられる。小学生の頃は、なんとなく気になる男の子って感じだったけど──なんかもう、中学生の頃には完全に依存しちゃってたかな……ちょっと重いよね、私。自覚はあるんだけど、玲音が優しいから、つい甘えちゃって……」

　クレアの話を遮さえぎって、香恋が絞り出すような声を紡つむいだ。

「そんな話、聞きたくないです……私には……私にはお兄ちゃんしかいないの。お兄ちゃんを……とらないで──」

　クレアは一度、大きく深呼吸をした。

「……とらないよ」

　香恋がびくりとして顔を上げた。

　クレアは彼女に微ほほ笑えみかける。

「玲音は、香恋ちゃんのお兄さん。玲音が香恋ちゃんを見捨てることなんか絶対にない。だから私も、香恋ちゃんから玲音をとったりなんかしない。その代わり──私も、玲音を諦あきらめない。玲音にも、それから香恋ちゃんにも受け入れてもらえるように頑張ってみる。できれば……香恋ちゃんに妹になってほしいかな、って──もちろん、玲音が私を貰もらってくれるかどうかなんてわかんないけど、少なくとも私からは引かない。だって私も──香恋ちゃんに負けないくらい、玲音れいんのことが大好きだから」

　真っ赤になった顔を苦笑いで誤ご魔ま化かすと、香か恋れんがじっとりとした眼まな差ざしを向けてきた。

「……クレアさんのそういうとこ、やっぱりずるいと思います。ていうか、なんかもうずるいの通り越してえげつないです……」

　クレアは熱くなった頰ほおを手のひらで冷ましつつ、素直に頷うなずいた。

「うん。実は私もちょっとそう思った……だけど、香恋ちゃんには本音を言っておきたくて。どうせ香恋ちゃんも引かないと思ったし、ある意味、宣戦布告って感じなのかな……？　今までは遠えん慮りよしたり怖おじ気けづいたりしてたけど、これからはちょっと本気で頑張ってみようって思って──」

　香恋が頰を引きつらせた。

「……遠慮……？　……怖じ気づいてた……？　アレで……？」

「ア、アレって何!?　そんなに露ろ骨こつなことしてないよね!?　私、玲音や香恋ちゃんの前ではちゃんと真ま面じ目めに自制してたよ!?　少なくとも今までは！」

　香恋の意外な反応に戸と惑まどい、クレアは思わず身を乗り出した。

「……まぁ、人間、自分のことは意外によくわからんもんさ。で、そろそろ話は終わったのか？」

「ふぇっ!?」

　背後から唐突に聞こえた声に、クレアはびくりと肩を跳ねさせた。

　にやにや笑う翁おきな居い夢ゆめ路じと、とり澄すました顔の詩し乃のが、気配を消してそこに立っている。

「ゆ、ゆゆっ、夢路さっ……詩乃さんもっ……い、いつから、そこにっ……!?」

　夢路は煙管キセルを額ひたいに添え、呆あきれ顔に転じた。

「あ？　最初からいたぞ？　玲音が亜あ里り亜あに連れ出されてお前が入っていったから、何かあったらまずいかと思って……つか、妹のほうは普通に気づいてたよな？」

　香恋が真顔で頷き、いかにも残念そうな視線をクレアに向けた。

「あ、あぅ……？　え……ふぁ？」

　あまりのことに日本語を喋しやべれなくなったクレアに、詩乃が横から囁ささやく。

「ご要望によりメリア様も別室でお聞きです。さすがに玲音氏には聞かれていませんので、そこはご安心を……そもそも、この部屋では安全のために監視カメラとマイクを作動させていると、最初に申し上げましたよね？」

「────っ!?」

　素でやらかしたクレアが卒倒しそうになったところで、とうの玲音が部屋に来た。

「クレア！　そろそろ……あれ？　夢路さん達もここにいたんですか。香恋に何か？」

「いや、特に何も。強しいて言えば……」

「……クレアさんがえげつないって話」

「香か恋れんちゃん!?　それはさすがにひどいよ!?」

　取り乱すクレアの頭を、玲音れいんが子供扱いに撫なで回した。

　たったそれだけのことで、クレアはたちまち膝ひざから力が抜けてしまう。

「お前は落ち着け。香恋も、あんまクレアをいじめるなよ？　何があったか知らないけど、こいつの場合、だいたい悪気とかはないからさ。それと……香恋、今からちょっと出てくるけど、すぐ戻るから、また後でな」

「……どこに行くの？」

　ぶっきらぼうでふて腐れた声こわ音ねながら、そこには不安を隠し切れていない。

　それを察してか、玲音がにこやかな声で返す。

「ただの買い出しだって。ほら、絵から出るときは心しん弥やさんの力が必要になるから……クレアはまずいけど、俺は外に出ても見張り番に見つからないしな」

　玲音の言葉は噓うそだった。

　もちろんクレアは本当のことを知っているが、香恋は何も知らないまま、それを噓だと看破したらしい。

「……静しず枝えさんや、英えい太た郎ろうさん、姫ひ想そ華かさん達のとこ……？」

「何言ってんだ。コンビニで要るものあるか？　買ってくるぞ」

　玲音はあくまでとぼけている。

　クレアもあえて誤ご魔ま化かす気にはならない。

　香恋は、玲音が噓を言っていることに気づいている。

　そして玲音も、噓を見破られたことに気づいている。

　それでいて彼は本当のことを言わない。

　その意味を香恋も理解したらしい。

　兄きよう妹だいならではのそんな関係を、クレアは少しだけ羨うらやましく思う。

「……早く帰ってきてくれればいい。お土産みやげとか要らない」

「おう。じゃ、なんか見み繕つくろって甘いものでも買ってくるから……いい子にしてろよ」

　玲音はにこやかに告げて、さっさと部屋を出ていった。

　クレアも香恋を振り返りつつ、その後に続く。

　香恋は膝ひざを抱えたまま、心細そうにじっとしていた。

　そこに女王の面おも影かげはない。

　扉を閉める前に、クレアは彼女に声をかける。

「香恋ちゃん。玲音はね……本当は逃げられたのに、貴方あなたを助けたい一心で水みな門と市に残ったの。だけど本当の意味で助けるには、〝石〟を取り出さないといけない──香恋ちゃんは、〝ブロスペクトの亡ぼう霊れい〟と〝玲音との日常〟の、どっちが大事？　……なんて、わざわざ聞くまでもないよね」

　香か恋れんからの明確な返事はない。

　それでもクレアには、彼女の答えが聞こえたような気がした。
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　皓こう月げつが所有する豪華客船では、今後の方針についての相談が続いていた。

　休息中の皇帝を除き、主だった十人ほどの宿やど主ぬしが揃そろっているものの、結論はもう出ている。

「このままキャラバンの残った幹部を掃そう討とうしつつ、夢ゆめ路じ翁おうや記録者を追い、女王陛下を救出する──やはりそれしかないでしょうね」

　皓月の言葉に反論はない。

　現実的に、その他の方針はほぼ無意味である。

　キャラバンの幹部陣を放置し夢路の捜索に戦力を集中させると、こちらが守勢に回らされる。

　かといって夢路達を見逃せば、女王や記録者を取り返せない。記憶が戻っていないとはいえ、水道技師や仕立屋も石としては確保しておきたい。

　あとの問題は戦力の配分くらいだが、そもそも皇帝一派は少数精せい鋭えいであり、人数が足りていない。

　羽は矢や多たが呻うめいた。

「つまり、百年前と同じ状況か……」

　皓月は首を横に振る。

「いいえ、同じではありません。今回は〝石〟の特性により、死亡者も宿主を変えて復活できます。リコルドリクもこちらで確保していますし、裏切り者の記録者には逃げられましたが、もう一人の裏切り者である〝詐さ欺ぎ師し〟は捕ほ縛ばく済みです。女王陛下こそ奪われたものの、それでも状況的には──こちらが有利ですわ」

　叩たたきのめす前に逃げられてしまったため実感を持てないが、少なくとも悪い方向には転がっていない。

　にもかかわらず、皓月の心には妙な焦しよう燥そうと危機感があった。

（エスハやフェルディナンの介入に邪じや魔まされましたが、それでも全体としての作戦はほぼ予定どおり──夢路翁の逃亡が早すぎたことは誤算でしたが、キャラバンの自じ壊かいが早まっただけともいえます。なのに、何な故ぜ──こんなに違和感があるのでしょうか……？）

　見落としてはいけない〝何か〟を見落としている──そんな気がして仕方がない。

　末席で持ち帰りの寿す司しを次々と頰ほお張ばりながら、くろとらくんが声を発した。

「ところで錬れん金きん術じゆつ師しさんと道化師さんがいませんね？　まだ戻ってこないんです？」

　羽矢多の部下、国くに代しろ剣けん護ごと陣じん内ない時とき緒おは、そもそも記憶に目覚めていない。

　今は羽矢多の指示でキャラバン側の動向を探さぐっているらしいが、皓月は彼らを信用していなかった。

　裏切られる可能性も考こう慮りよし、大事な情報は渡していない。

　とはいえ、そこそこ強い石だけになるべく味方にしておきたいという事情もあり、折を見てモニカに命じ、石だけでも回収するつもりではいる。

「あの二人は別の任務で動いています。それより、騎き士し……いえ、黒くろ田ださん。そろそろその着ぐるみを脱いだらいかがですか？　いつまでもそのままでは不便でしょう」

　皓こう月げつは、その〝中身〟を最初に一度だけ見ている。

　とりたてて目立たない雰囲気の、地味で無表情な娘だったが、着ぐるみを着ると活力が湧わくという話で、皓月もおもしろがってそれを容認した。

　ただ、まさか本当に四六時中、常に着たままで過ごすとは予想外のことである。食事中はもちろん、寝る時にも着たままらしい。

　くろとらくんが不思議そうに首を傾かしげた。

「え？　何度でも言いますけど、なかのひととかいないですよ？　着ぐるみ業界の絶対原則ですよ？」

「……では、私が会った黒くろ田ださんは誰でしょう？」

「一夜の夢だと思います！　ぷはー。ごちでしたー」

　明確に断言して、くろとらくんは食後の日本茶をあおった。

　飲食が可能で関節の動きも良好、更に常に着ていられる快適性から察するに、着ぐるみとしての性能は凄すさまじい。眼めやしっぽの動きも含め、まさに職人技の域である。

　皓月はその分野に詳しくないが、振興予算が限られた紅あか街まち中華街の発注品にしては奮ふん発ぱつしたものだと思う。

「あ！　ぼくとしたことがデザートを忘れてました！　今日はさっぱりとフルーツ系がいいですね！　……ていうか、ドラゴンフルーツがあるのにタイガーフルーツがないのっておかしいですよね？　有り得ないですよね？　他にも、ドラ○ンクエストはあるのにタイガークエストはない……パズ○ラはあるのにパズトラはない……ド○ゴンズクラウンはあるのにタイガースクラウンはない……つまり……〝虎とらは保ほ護ごされているッ！〟」

「……まぁ、絶滅危き惧ぐ種しゆだしな。しかしお前は緊きん迫ぱく感がないな……」

　かっと眼を見開いてバナナを頰ほお張ばるくろとらくんを横目に、羽は矢や多たが溜ため息を重ねた。

「ともあれ、今一番に警けい戒かいすべきは……キャラバンよりも〝フェルディナン〟か？」

　皓月は同意の頷うなずきを送る。

「そうですね。彼女は神群、リコルドリクの奪取を目的にしています。当面、モニカと宝石箱の警護を最優先に考えるべきです。あの吸血鬼相手にどこまで対策をとれるかわかりませんが……基本的には、交代制で二十四時間、モニカを守り続けます」

　モニカの顔がたちまち曇くもった。

「うえー……それはさすがに鬱うつ陶とうし……」

「もちろん可能な限り、私も付きっきりで警護にあたります。夜の寝ている間とかは、他の方には任まかせにくいですから」

「まじですか!?」

　マイナスからプラス方向へ、彼女のテンションが一気に振り切れる。

　モニカのこの単純な素直さが、人を匂においで判別する皓こう月げつには好ましい。

　思えば、いかにも怪しい〝くろとらくん〟に対して皓月が寛容なのも、彼から漂ただよってくる匂いに不快な要素がないせいだった。

　この点は羽は矢や多たや神かみ竹たけも同様といっていい。

　羽矢多は性根が甘く、皓月の生い立ちに同情的である。

　神竹は研究者としての好奇心を最優先しているため、彼が嫌きらう人間とは〝研究の邪じや魔まをする者〟であり、皓月はこれに当たらない。それどころか、魅み力りよく的な研究テーマを提示した恩人とさえ思われている。

　相手が望む物を与えるのは、人心掌しよう握あくの初歩である。

　だから羽矢多には静しず枝えや部下達の身柄を、神竹には研究対象を、モニカには皓月自身をちらつかせた。

　玲音れいんには香か恋れんやクレアの安全を保証するつもりだったが、彼にだけは現状、エスハやフェルディナンの介入もあり出し抜かれている。

「……皓月様、ちょっとよろしいですか？」

　黒服姿の男が、テーブルの脇わきから皓月へ耳打ちした。

　彼は宿やど主ぬしではなく親の代からの部下である。裏切るほどの度胸もない小心者だが、その小心さゆえに警けい戒かい心しんが強く、警備担当として申し分のない才能を発揮していた。

　皓月は頷うなずき、耳を傾かたむける。

「……先程から、海中よりソナーが来ています。さすがに潜せん水すい艦かんではないと思いますが、キャラバン側の探査船が沈めた、超音波探査装置の可能性が……」

　宿主の一人、〝幻術師〟の能力によって、この船の外側は不可視の膜で隠いん蔽ぺいされている。

　その膜はただ視覚を遮さえぎるだけでなく、電波をも受け流す性質を備そなえており、そのためにこの船はレーダーにすら映らない。

　一般的なレーダーは物体に電波をあて、そこから返ってきた反射波によって位置を探さぐる。金属は電波を反射しやすいため、ステルス性を考こう慮りよした軍用機でもない限りはその身を隠せないが、幻術師の作り出す隠蔽膜は偶然にもその性質を備えていた。

　欠点もある。

　幻術師の隠蔽膜では、〝音〟による探査にまでは対処できない。

　相手がたてる〝音〟を察知するパッシブソナーには、船のエンジン音やスクリュー音を察知される。

　自みずから音波を出し、その音波の反射を利用して海中の探査を行うアクティブソナーに対しても、この隠蔽膜は通用しない。

〝神群狩り〟を励れい行こうする山やま之の内うち派は、海中の神群探索を想定したそれらの装備を所持している。皓月の知る限り、さすがに潜水艦や魚ぎよ雷らいの類たぐいは持っていないはずだが、もしも文ふみ槻つき派と連れん携けいしているとすれば、もっと恐ろしい〝パスミオの兵隊〟が来る可能性もあった。

「相手の位置は探さぐれますか？」

「海中の探査機については……大まかな位置は把握できてもすぐに移動してしまうはずですし、どうせ攻こう撃げき手段がありません。ただ、おそらくは海上に船が来ているはずですので──幻術師の隠いん蔽ぺい膜まくを一時的に解除すれば、その間だけこちらもレーダーが使えます」

　皓こう月げつと部下の会話を横で聞いていた羽は矢や多たが、呆あきれたように溜ため息を吐いた。

「おい、皓月。この船は軍ぐん艦かんか？　どうしてただの客船に、そんな物々しい装備をつけている？」

「なにせ命を狙ねらわれる生活に慣れているものですから、念のためにと……とはいえ、軍で古くなった装備を廃棄の名目で横流ししていただいたものですから、ちょっと旧式です。おまけに魚ぎよ雷らいやミサイルまでは積んでいませんから、敵の動きを察知する程度のことしかできませんわ」

「当たり前だ。そんな物ぶつ騒そうなものまで民間の会社に調達されてたまるか」

　羽矢多のいかにも常識的な意見に対し、皓月は鉄てつ扇せんを頰ほおに添え、可か愛わいらしく首を傾かしげてみせた。

「ロケットランチャーやマシンガン程度の、人が扱えるレベルの火器ならいくらかありますけれど……お使いになりますか？」

　羽矢多が露ろ骨こつに眉まゆをひそめる。

「いいや。使う機会がないことを祈りたい」

「それはそうですわね。弾だん薬やくもタダではありませんから。くろとらくんの餌えさ代だいだけでもかなりのものになりそうですし──」

「恐縮です！」

　皓月の冗談に、騎き士しのくろとらくんが葡萄ぶどうを貪むさぼりながら応じた。さしあたって遠えん慮りよするつもりはないらしい。

「さて、どうしましょうか。隠蔽膜を解いてレーダーを使用し、こちらから攻めかかるか。それとも放置して出方を見るか──」

　敵がこの客船に、〝アクティブソナーの察知能力はない〟と判断して使ったのならば、ただ位置を特定しようとしただけである。

　だが、もしもソナーの探知能力があると推測した上であえてソナーを使用したのならば、それは誘いの一手だった。

　思案する皓月の元に、また別の部下が駆かけ寄る。

「皓月様、連絡艇からの急報です。西方三キロの海上に、キャラバンのものと思おぼしき船が五隻せき──こちらに向かっているとのことです。いかがされますか？」

　レーダーを使う必要すらなかったらしい。

　皓こう月げつは半なかば呆あきれて微ほほ笑えむ。

「まさか本当に船で攻めて来たのですか……？　それこそ〝皇帝〟の的になって沈むだけですのに……正気でしょうか？」

　羽は矢や多たも額ひたいを叩たたく。

「五隻せきか。結構な大人数だぞ。いったい何人の命を無駄に……」

　彼の言葉はしかし、不意の轟ごう音おんによって途中でかき消された。

　巨大な船体を大きく揺るがすほどの連れん鎖さ的な爆ばく発はつ音が、船の下部から衝しよう撃げきを伴い突き上げてくる。

「ば、爆発っ!?」

「何事だ!?」

　宿やど主ぬし達の声が次々に響ひびく中、皓月は無言で鼻筋を歪ゆがめる。

（船内に──工作兵？）

　爆発音の出所を推測するに、おそらくはエンジン付近である。大おお海うな原ばらのど真ん中で、船を航行不能にされたと見ていい。

　キャラバン側から魚ぎよ雷らいを撃うたれたのでもない限り、船内に潜もぐり込んだ何者かが爆発物を仕掛けたと見るのが妥当である。

　宿主と部下の誰かが裏切ったか、あるいは敵が潜り込んでいたのか、いずれにしても放置できる状況ではない。

「船内に爆発物を仕掛けた者がいます！　ただちに捜索と警けい戒かい態勢の強化を！　その上で、皇帝とモニカを最優先で守りなさい！」

　記録者がいない今、宝石箱を通じてリコルドリクと意思疎通ができるモニカの存在は、ある意味で皇帝以上に重い。

　仮に皇帝たる静しず枝えが死んでも、その石を別の誰かに宿せば新たな皇帝が生まれる。だが、記録者の血族であるモニカの代わりはいない。

「わ、私なんかどーでもいいですから、姉ねえ様さまの安全確保をっ……！」

　──とうのモニカには、その自覚がない。

　皓月は彼女の肩を抱き寄せた。

「羽矢多さん。少数で潜せん入にゆうしてくるような命知らずとなると、〝張ちよう燕えん〟の可能性があります。くれぐれも用心を──」

　羽矢多が首を横に振った。

「……いや、違うな。張燕じゃない。奴やつなら爆発なんぞ起こさずに、気配を消してお前を真っ先に狙ねらうはずだ。あいつの目的はただ純粋にお前個人への復ふく讐しゆうであって、皇帝一派をまとめてどうこうしようって肚はらはおそらくない。とにかく、俺はエンジン付近へ向かう」

　羽矢多が駆かけ出そうとした直後、船内に放送が入った。

〝被害状況を報告します！　エンジンルームにて爆ばく発はつが発生！　外部からの浸水も起きており、このままでは沈没します！　航行継続は不可能！　皓こう月げつ様、避ひ難なん命令を！〟

　早いには早いが、パニックを誘発するかの如ごときその放送に皓月は歯は嚙がみした。

「この大きさの船が、穴の一つや二つでそんなすぐには沈みませんわ。弓使い！　〝城主〟をここへ！」

　弓使いの姫ひ想そ華かがびくりと反応した。

「は、はいっ！　すぐに！」

〝城主〟の胡桃くるみ澤ざわ妃ひ奈な乃のは、弓使いである姫想華の妹だった。

　彼女の作り出す〝破鏡の城〟は、本物の城ではなく一種の亜空間である。移動はできないが水上でも沈まないため、宿やど主ぬし達を収容するひとまずの避難先にはちょうどいい。

　まだ子供の妃奈乃は早々と寝てしまっている。

　皓月のチャイナドレスの胸元から、部下の声が通つう信しん球きゆうを通して響ひびいた。

〝皓月様っ！　皓月様、監視室です！　たった今、侵入者の姿をカメラが捉とらえました！〟

　皓月は羽は矢や多たや神かみ竹たけ達と険けわしく顔を見合わせる。

「何者です？　何人ですか？」

〝直後にカメラを壊こわされたため、正確な人数はわかりませんが、少なくとも四人以上はいます。そ、その……記録者の少年と……！〟

　神竹が唸うなった。

「まさか……〝トライハルトの化け猫〟を使ったか……！」

　たちまち皓月の背に冷や汗が湧わく。

　その力は〝逃げる〟ためのものだとばかり思いこんでいた。〝攻める〟印象がなかったのは玲音れいんの性格のためだが、それ以前に命の危機がなければ発動しないはずの力である。

　腑ふに落ちない点は多々あれど、現に侵入者はいる。しかも彼らは外側からではなく、船の内側に突然現れた。

「記録者と、他には!?」

　監視室からの音声が震えた。

〝……ふ、不老の夢ゆめ路じと……それに、見間違いでなければ──〟

　その後に紡つむがれた名前が、皓月の顔から完全に血の気を引かせる。




〝……ち、『沈ちん黙もくの山やま之の内うち』と、『災さい厄やくのカーマイン』が……侵入者の中にいます──！〟




　その場の誰もが、この報告に耳を疑った。
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　沈ちん黙もくの山やま之の内うち。

　災さい厄やくのカーマイン。

　かたや僧形の穏おん和わな老人、かたや丸まる眼鏡めがねの若い西洋人という、まるで共通項のなさそうなその二人に、初対面の玲音れいんは何な故ぜか似た空気を感じ取った。

　絵の中で彼らと引き合わされた際、彼らが玲音に向けた眼まな差ざしはどうにも微妙なものだった。

「……君が噂うわさに聞いていた、メリアのお気に入りですか……なんとも豪気な……」

　若い紳士が思案げに呟つぶやけば、老僧も手持ちのタブレット端たん末まつにさらさらと文字を書き綴つづる。

『しかもエスハにまで見込まれたとか。変わり者をひきつける素そ養ようでもお持ちかな？』

「いえ、特にそういう要素はない、正真正銘の小市民です……」

　山之内という僧のほうは、言葉を喋しやべれないらしい。

　相手をよく知らない玲音は平常心で応じたが、同室にいる亜あ里り亜あやクレアは、いつになく神妙に固まっていた。

　鉄てつ舟しゆうに至っては恭うやうやしく膝ひざをつき、まるで時じ代だい劇げきの忍者のように臣従の姿勢をとっている。

（あー。そういや鉄さん、ガチで忍者の末まつ裔えいとか言ってたな……この人らが主君てことか）

〝ふむ……様にはなっているが、時代錯さく誤ごな話だな〟

（同感だけど、百年前の人に〝時代錯誤〟とか言われちゃうと、もうなんも言えねーです……）

　記録者との脳内会話にもすっかり慣れた。

　この場には彼らの他にも、キャラバンの有力者が揃そろっている。

　病床にある〝嘆なげきの祭さい夏か老ろう〟、車くるま椅い子すに座した〝腐食のメリア〟、更には〝青い狐きつねの文ふみ槻つき〟に〝不老の夢ゆめ路じ〟──

　クレア達にしてみれば緊きん張ちようして当然の面子メンツなのだろうが、何も知らない玲音にとっては、クレアのコスプレ姿のほうがよほど緊張の度合いが大きい。バニーガールのインパクトを１００と仮定すれば、この面子を前にした衝しよう撃げきはせいぜい５から10程度といったところだった。

　その思考を読んだ記録者が、溜ため息混じりに囁ささやく。

〝君は妙なところで神経が図太いな……私も彼らのことは何も知らない身だが、それでも多少は緊張しているぞ？　皆、一ひと癖くせも二癖もありそうな権力者ばかりだ。いや……ケーキ屋のオヤジを除いての話だが〟

　相変わらず、記録者は夢路に対して妙に厳きびしい。

（お前……ほんとはあの夢路って人のこと、大好きだろ？）

〝いくら君でも、その発言は私の人間性を否定している〟

（……すみません。まさかそこまでとは……）

　静かな怒ど気きを見せる記録者から逃げる意味も込めて、玲音れいんは山やま之の内うち達に向き直った。

「それにしても、乗ってた飛行機が墜おとされたって聞きましたけど……よく御無事でしたね？」

　カーマインが苦笑混じりに肩をすくめた。

「そこにいるネイ・プレヴェールは、貴方あなたもご存じの希き崎ざき氏と同じく、グランレイスの絵画から影えい響きようを受けた異能者でしてね。絵の中に入る能力について、数年前から希崎氏の指し導どうを受け、いつの間にかマスターしていたようです。私自身、今回の騒そう動どうで初めて知ったことですが……その能力を使って、ちょくちょく日本にも遊びに行っていたようですよ」

（おおぅ、不法入国……？）

　声には出さず、玲音はあくまで曖あい昧まいに笑い返す。

　その〝養よう女じよ〟なる人物は今、緊きん張ちようして固まるクレアと亜あ里り亜あを左右に侍らせ、ソファに座り込み一いつ升しよう瓶びんの日本酒をあおっていた。

「ぷはー！　女の子が可か愛わいいとお酒もおいしー！　しばらくむさ苦しい野郎どもと無表情なドＳの顔ばっか見てたから、クレアちゃんと亜里亜ちゃんの可愛さにちょー癒いやされるわぁ……ねぇ、聞いて聞いて。白はくったら冷たいんだよ？　私も睡眠時間削って頑張ってるのに、〝普段が寝すぎなだけだ〟って……だって眠いじゃん！　ファウナとかすげー寝てるじゃん！　あ、クレアちゃんはちゃんと寝れてる？　それとも玲音くんが寝かせてくれない系？」

「え、えぅっ……そ、そういうのはまだ……っ！」

　──第一印象は、〝タチの悪い酔っ払い〟だった。

　黒いドレスに身を包んだ西洋人形のような娘だが、髪の色は青みがかった黒で、どことなくオリエンタルな雰囲気もある。が、そんな見た目の魅み力りよくの全すべてを酒が台無しにしていた。

　絡まれたクレアは顔を真っ赤にしていたが、そんな彼女を見かねてか、僧形の若者がネイの肩を軽く押さえる。

「ネイ、さすがに酔いすぎですよ。初対面の玲音君が呆あきれています」

　法ほう昌しようというその僧は、山之内の従者らしい。背筋の伸びた色白の優やさ男おとこで、キャラバンの関係者ながら特に異能はないらしい。

　ネイとは気心の知れた間柄らしく、二人のやりとりには気安い空気が流れていた。

「なによー、酔ってないもん！　ねーねー、玲音くん！　私すごいんだよ？　カーマイン卿きようと山之内さんが狙ねらわれるなら、移動中がいちばん危ないって思ったから、念のため飛行機に同乗したら案の定！　割とギリギリだったけど、操そう縦じゆ士うしの人達までちゃんと全員助けられたの！　誉ほめて誉めてー！」

　ドヤ顔で胸を張る年上の美女を相手に、玲音は反応に戸と惑まどう。母親が酒乱気味だったせいで酒にいい印象はないが、母の陰気な酒に比べ、ネイの自由奔ほん放ぽうな酔い方は明らかに異質だった。

　法ほう昌しようがさも残念そうに目を伏せる。

「……まぁ、最初から〝画廊〟を使って来日していれば、そもそも飛行機を墜つい落らくさせずに済んだわけですが……」

　カーマインが優雅に笑った。

「いいえ、あの一件で、皇帝と皓こう月げつ達を油断させることができ、更にキャラバンの幹部達にも危機意識が生まれました。我々が実際に死んだ後、幹部の誰がどう動くかのシミュレートもできましたし、飛行機一機分の効果はあったかと思いますよ」

　金持ちの言うことは恐ろしい。ネイまでもがその尻しり馬うまに乗る。

「そうだよー。第一、皇帝が来るって確証もなかったし、私と心しん弥やの能力はなるべく秘密にして乱用は避さけよーって約束だったんだもん。今はそれどころじゃないから、仕方ないみたいだけど……本当はこの家だってあのバカ夫婦のラブホ……ごめんなんでもない今のバレたらたぶんすげー怒られる聞かなかったことにして……」

　一いつ升しよう瓶びんの日本酒をくぴくぴと飲み干し、彼女はソファの裏側から二本目を取り出した。

　玲音れいんは思わず、傍そばにいた医師の文ふみ槻つきに問いかけてしまう。

「……と、とめなくていいんですか？　この勢いだと急性アルコール中毒とか……」

「彼女にとって、アルコールは必須栄えい養よう素その一つなんだ。冗談ではなく、アルコールを摂取していないと視力を保てないという特異体質でね。その代わり、いくら飲んでも害はない。これも神群の影えい響きようだ。仕方ない」

　事も無げに言う文槻に続き、メリアまで妙なことを言い出す。

「玲音くん、クレアはお酒弱いから、飲ませた後は早めに押し倒してね？　反応なくなっちゃうとつまんないでしょ？」

「この状況下でメリアさんが何の話をしているのか、俺にはさっぱりわからないです……」

　際きわどい発言はいつものことではあったが、そのいつもどおりの様子に、若干ほっとしたことは否いなめない。

　夢ゆめ路じが手を叩たたいた。

「よし、そろそろ作戦開始時刻だ。こっちの撤てつ退たい宣言で、向こうの文槻病院強きよう襲しゆうも阻止できた。入院患者にまでこんなくだらん理由で迷惑はかけられんからな。向こうも混乱してる頃だろうが、その混乱も長くは続かない。切り替えられたら泥沼化は必至だ。必ず、今夜でけりをつける」

　一同を見回す作さ務む衣えの男の眼まな差ざしに、気負いはない。

「ちょうど今、海かい難なん救助用の船が五隻せき、現地に向かっている。こいつは客船を沈めた後、〝宿やど主ぬし〟と他の乗組員達を救助するための船だ。だが戦力としてはもう一つだから、厄やつ介かいな宿主は俺達で先に無力化しておかないとまずい。それから──ダチを怪け我がさせずに確実に助けたい、って動機の奴やつもいるしな」

　夢ゆめ路じの視線が玲音れいんに向いた。

　玲音は力を込めて頷うなずく。

　英えい太た郎ろうと姫ひ想そ華か、更には静しず枝えと羽は矢や多たも含めて、玲音は誰一人として失いたくない。

　記録者の能力と、リコルドリクを内包した〝宝石箱〟さえあれば、彼らを日常に戻すことができる。

　夢路は突入前の最終確認を続けた。

「客船がいる海域は大まかに把握しているが、正確な位置までは摑つかめていない。どうも幻術師の隠いん蔽ぺい膜まくにはステルス機能まであるらしい。だが、〝内通者〟の話では、隠蔽膜の外側にも船のエンジン音は漏もれていたそうだ。だから救助船には、深海探査用のソナーを持つ無人潜せん水すい艇ていを積んである。こいつで相手の位置を特定し、沈没しても救助が間に合う距離に近づいたところで──一気に俺達が突入する。内通者が船側に設置してくれた心しん弥やの〝絵〟からな。最優先で狙ねらうのは〝モニカ〟と〝宝石箱〟。その次が〝皇帝〟の捕ほ縛ばくだが、こいつは厳きびしいかもしれん。せいぜい足止めできたら良しとしよう。宝石箱を奪取した時点で、一時撤てつ退たいする可能性もある。そのあたりは戦況に応じて、臨りん機き応変に対処する必要があるが──」

　夢路が言葉を区切り、じっと天井を仰あおいだ。

「……敵の戦せん闘とう力りよくに関して怖いのは、皇帝はもちろん、格かく闘とう戦では獅し子し、拳けん闘とう士し、猟犬……それから狙そ撃げきに関しては銃士、弓使いにも警けい戒かいが必要だ。他にも厄やつ介かいな能力を持った連中がそこそこいるが、一撃必殺の威力を持つこいつらには特に用心しろ。なるべく殺すな……と言いたいところだが、こっちが殺されてやるわけにもいかんから、ある程度は覚悟してくれ。不利な戦いになるが、とにかく〝宝石箱〟の確保が第一だ。邪じや魔まな連中は海に放り出していい。そのための救助船だ」

　夢路の話がちょうど一段落したところで、部屋の隅すみに掛かっていた鏡から希き崎ざき心弥が顔を覗のぞかせた。

「夢路さん、皆さん。客船の位置を特定できました。予想より近かったので、すぐに突入してほしいそうです」

「皓こう月げつの奴やつ、陸地側に寄せてたか……よし、行くぞ。心弥、悪いが頼む」

　希崎心弥が真顔で頷く。

「はい。お送りしますが──あの、山やま之の内うちさんはともかく、本当にカーマイン卿きようも……？　失礼ながら、こういう室内戦向きの能力ではないような印象が……」

　災さい厄やくのカーマイン──〝紅あかく紅い巨人ウォーザイ〟の影えい響きようによるその力は、地下の溶岩を操あやつり、地震を起こさせる質のものらしい。

　ただし足が地に着いている必要があり、海上では何もできない。

　カーマインが懐ふところから拳けん銃じゆうを取り出した。

「こちらの腕にも、多少は覚えがあります。夢路さんや山之内を行かせて私は留守番というのは、カーマイン派の長おさとしての沽こ券けんに関かかわりますし──何より、元はといえば私の派閥で保管していた〝マリアンヌの宝石箱〟が盗まれ、紅あか街まちに渡っていたことが騒そう動どうの発ほつ端たんでした。ついでに、モニカも今でこそ皓こう月げつの部下ですが、そもそもは当方の幹部が育てていた人材です。日本でいうところの、〝落とし前〟という奴やつですよ」

　流りゆう暢ちような日本語に感心しつつ、玲音れいんは初めて見る拳けん銃じゆうの存在感に驚おどろいた。

（すげー、本物だ……あー。俺もなんか武器とかあったほうがいいのかな……？）

〝君には猫がいるだろう──と言いたいところだが、君にとっての最大の武器は『私』だ。何がなんでも宝石箱を手に入れろ。後は……私が責任を取る〟

　玲音はその言葉に、若干の不ふ穏おんな響ひびきを感じた。

（……記録者さん？　もしかして、何かヤバいこと考えてない？）

〝いや、そういうわけじゃないが……こんな厄やつ介かいな事態を君に押し付けている自分に、今更ながら腹を立てている。君には本当に──迷惑をかけっぱなしだな〟

　改まっての物言いに、玲音は思わず吹き出しそうになった。

（なに言ってんだ、今更。困った時はお互い様だろ？）

〝……ありがとう。君という人間と縁えんを結べたことは、私にとってまさしく僥ぎよう倖こうだった〟

　記録者の大おお袈げ裟さな言葉には、玲音が赤面しそうなほどの真情がこもっていた。

　鏡を抜けてきた希き崎ざき心しん弥やが、一同を隣りん室しつに案内する。

　そこには大量の鏡が、正面と左右の三方の壁かべを囲んでいた。

　合わせ鏡の群れに目め眩まいを覚え、玲音はわずかに後ずさりする。

「……ここにある鏡の全すべてが、それぞれ別の場所にある〝絵〟につながっています。いくつか、絵が破損していたりで通行不可能なものもありますが……客船のエンジンルームに隠した絵は問題なく通れるはずです。それから、玲音くんと夢ゆめ路じさんにはこれを渡しておきます」

　心弥が二人に、薄うす手でのリュックサックを手渡した。

　中には肩幅ぎりぎりの風景画が一枚だけ入っている。描かれている景色は湖畔と森で、構図は違うが雰囲気はよく似ていた。

「……非常用の脱出路、ってことですね？」

「うん。危ないと思ったら呼んでくれ。僕がこっち側から引っ張る。それから──いざという時には、僕やここにいる待機組が、その絵から出ることもあるかもしれない」

　夢路が玲音の頭をぽんぽんと叩たたいた。

「……あー。それから大事なことを忘れていた。玲音、悪いが今回の強きよう襲しゆうは、なるべく心弥の能力じゃなく、〝お前の黒猫の仕し業わざだ〟と皓月達に誤解させたい。お前も気づいているとおり、心弥の能力は相手に知られたら通用しにくい。絵を事前に破棄されたら手出しできんし、特に皓月みたいな連中には知られたくない力だ」

　玲音は頷うなずいた。

　黒猫の能力についてはもう知られているため、今更隠す必要性が薄うすい。だが心しん弥やの能力は、仮にこの作戦が失敗したとしても、情報さえ漏もれなければまた使える。

「わかってます。語かたり部べの力で読まれない限りは、上う手まいこと誤ご魔ま化かしますから」

「悪いな。こいつは本当に……今やこっちの〝切り札〟だ。よし──行くぞ」

　夢ゆめ路じにうながされ、心弥が大量の鏡の中の、ある一枚の正面に立った。

　船内に突入するメンバーがそこに並ぶ。

　玲音れいんも当然のようにその列へと加わり──そして、〝強きよう襲しゆう〟は実行された。
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「山やま之の内うち！　船体に穴を開けすぎるなよ！　沈むまでの時間を少し稼かせげ！」

　夢路の指示に対する返答は、船体の内ない壁へきを大きく歪ゆがませる衝しよう撃げき波はとなって返ってきた。

　その予想外の威力に、玲音はぞっとする。

（な、なにあの坊さん!?　なにあれ!?　口から何出てんのっ!?）

　事前の作戦説明では聞いていたが、山之内の〝口こう腔こう衝撃波〟を直じかに見るのは、玲音にとって初めてのことだった。

　彼が口から放つ衝撃波は、全力で放てば山をも粉砕するらしい。

　エンジンルームもわざわざ爆ばく破はするまでもなく、彼の一喝で完全に消し飛んだ。

　言葉を話そうとするとそれが衝撃波となってしまうため、山之内は喋しやべらない。〝沈ちん黙もくの山之内〟という異名はそのためについたものだった。

　玲音の隣となりで、鉄てつ舟しゆうが唸うなる。

「……俺も御老が直に戦うのを見るのは初めてだ。正直に言って半信半疑だったが……あの威力は、尋じん常じようじゃない」

「普段は優しいお爺じいちゃんなんだけどねー。あ、お兄さん、私と鉄舟さんから離れちゃだめっスよ？　ちゃんとついてきてね！」

　強引についてきた翁おきな居い貴たか音ねも、ウサギの耳を揺らしながら意気揚々と歩いていた。

　夢路は彼女の同行を渋ったが、相手を殺さずに昏こん倒とうさせる貴音の能力は、宿やど主ぬしを保ほ護ごする上で優秀な武器でもある。

　昏倒した宿主は〝画廊〟の中に放り込み、中で待ち構えている仲間達が縛しばり上げるか、あるいは文ふみ槻つき医師の麻酔でしばらく眠らせ続ける算段となっていた。

　最終的には、彼らも日常に戻してやりたい。

　皓こう月げつの部下らしき黒服が、マシンガンを構えて通路の陰に現れた。

　間かん髪はつをいれずに撃うたれた弾だん丸がんは、しかし玲音達の元へ届く前に、山之内の衝撃波によって空中で塵ちりと化す。

　直進する衝しよう撃げき波はは、周囲の壁かべすら消し飛ばす勢いで船体ごと貫つらぬいた。

　その進路に巻き込まれた者は死体すら残らない。

　もはやそれは単なる衝撃波ではなく、〝衝撃波に似た何か〟とでも言うべきオカルトじみた威力だった。

　玲音れいんもさすがに動揺する。

（皓こう月げつが真っ先に狙ねらうはずだよ！　破戒僧っつか、なんだあの破は壊かい僧！　皇帝と似た次元でヤバすぎじゃねーか！　軍隊と戦えるぞ、アレ！）

〝……有効距離にもよるが、まぁ、戦せん闘とう機きやら空母やら戦車やらといった兵器類は、まとめて吹き飛ばすだろうな……つくづく味方で良かった。彼が宿やど主ぬしにでもなっていたら詰んでいたぞ……〟

　脳内の記録者まで、吞のん気きに恐ろしいことを言う。

　敵が混乱しているのは間違いないが、玲音達の目的はあくまで、モニカと〝宝石箱〟の確保である。

　山やま之の内うちの攻こう撃げきで道をあけさせ、客船を破壊しながら、玲音達一行は上層の広間を目指した。

　階段を二つ三つと上がり、上層へ近づいたところで──

　脳内で、記録者が不意の警けい鐘しようを鳴らした。

〝玲音！　止まれ！　引き返せ！〟

　理由を問うまでもなく、玲音はその助言に反応する。

　先頭を歩く夢ゆめ路じと山之内の襟えり首くびをひっつかみ、自みずからも後ろへ倒れ込むようにして力ずくで止めた。

　その眼前で、天井から廊下と同じ幅の刃やいばが唐突に降ってくる。

　巨大なギロチンを思わせるその刃は、床を透過して一いつ瞬しゆんで消えていった。

　驚おどろいた夢路が尻しり餅もちをつき、山之内も穏おん和わな顔を一瞬だけ引き締しめる。

「しょ、〝処刑人〟のギロチンです！　室内限定のトラップ型の能力で、設置した箇所に薄うすく黒い線が見えるはずで……」

　記録者の助言をそのまま伝えながら、玲音は脳内で怒ど鳴なった。

（早く言えよ！　前の二人、あやうく二枚におろされるところだったぞ!?）

〝す、すまん！　あまり目立たない奴やつだったから、すっかり忘れていた！　あと、本人不在でも発動する罠わななんだが、敵味方の区別なく発動するものだから、まさかこんな船内に仕込むとは思わなくて……〟

　記録者の言い訳の最中に、夢路がどうにか立ち上がる。

「そ、そういやいたな、そんな奴……実戦向きじゃないから忘れてた……」

　どうやら敵にとっても味方にとっても不遇な立場だったらしい。

「山之内、とりあえず天井を壊こわせ。設置した時にできる線を壊せば、罠は消えて通れるようになる。ただ……ここから先は慎重に進……」

　真横で船室の扉が勢いよく開いた。

　その内側から、二つの影かげが飛び出してくる。

　同時にカーマインが拳けん銃じゆうを撃うったが、この弾たまはどちらにも当たらない。

　ただ、その弾を避さけるために両者の突進がわずかにずれる。

　その隙すきを突いて、パナンゾロンの装甲をまとった鉄てつ舟しゆうが玲音れいんの盾たてとなった。

　影の一つが突き入れた拳こぶしが、鉄舟の装甲を軋きしませ、そのまま彼を壁かべ側へと叩たたきつける。

　その豪腕の主ぬしは、ボクシンググローブを手にはめた華きや奢しやな若い娘だった。
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　もう一方の影の主は山やま之の内うちを狙ねらったが、こちらは夢ゆめ路じがその正面に立ちはだかる。

　玲音の目には、彼の姿が袈け裟さ懸がけに斬きり下ろされたように見えた。

「いってぇぇぇっ！　この小娘！　やらかしてくれたな！」

　──目の錯さつ覚かくだったらしい。

　作さ務む衣えは切り裂かれていたが、夢路は無事だった。

　襲おそってきた二人の娘は、玲音も知っている宿やど主ぬしである。

〝拳けん闘とう士し〟の清せい家け翼つばさ。

〝獅し子し〟の西さい条じよう雪ゆき菜な。

　どちらも騒そう動どうが起きた当初、文ふみ槻つき総合病院にて、玲音達の目の前でキャラバンの兵を退しりぞけた宿主だった。

　その戦闘力は玲音も嫌いやというほど知っている。

　鉄てつ舟しゆうを一いち撃げきで壁に叩きつけた翼は、構えたままでその鋭するどい眼まな差ざしを玲音に向けた。

　玲音れいんはぞっとして立ち竦すくむが、鉄舟はまだ倒れていなかった。

「玲音！　後ろに下がっていろ！」

　パナンゾロンの装甲は、彼の胸元でグローブの形に凹へこんでいた。

　中身が完全に無事とは思えないが、鉄舟の声にはまだ覇は気きがある。

　身構えながら、彼は翼の正面に立った。

「鉄さん！　無理すんな!?　その人、見た目は美人だけどガチでヤバいから！」

　夢ゆめ路じからも声が飛ぶ。

「ヤバいのはむしろこっちだ！　そっちは打撃系だが、こっちは完全に切断系だぞ!?　しかも……西さい条じようの忘れ形見じゃねぇか。おい、山やま之の内うち、戦えるか……？」

　当然、返答はない。

　どうやら彼らにとって、獅し子しの娘は顔見知りらしい。忘れ形見という言い回しからして、おそらくは亡くなった友人の娘あたりだろうと見当をつける。

　次いで、廊下の先にも細い人影が立った。

　彼女の姿を見つけるなり、玲音は固まる。

「──夢路さん、山之内さん、カーマイン卿きよう──もういいでしょう。このあたりで降伏してください。結果は見えています」

〝皇帝〟、十と和わ田だ静しず枝え──

　アルバイト先でいつも見ていたその女性が、今、玲音の前に見覚えのない表情で立っていた。

　獅子と拳けん闘とう士しが油断なく構える中、夢路がニヤリと笑う。

「おいおい……モニカに辿たどり着く前に大物が釣れたな──よう、〝皇帝〟。わざわざ出迎え、ご苦労さん」

　静枝が深々と溜ため息を吐く。

「──降伏しなさい、翁おきな居い夢路。この状況、もうわかっているはずです。仮に山之内さんが、獅子と拳闘士をここで殺せば──その石は解き放たれ、近くにいる貴方あなた達の誰かに宿ります。山之内さんがその石を得たら、彼も我々の戦力です。そんなリスクを冒おかしてでも……その口こう腔こう衝しよう撃げき波はを使い続けられますか？　こちらとしてはむしろ望むところですけれど──」

　玲音は頰ほおを引きつらせた。

（改めて……ホント詰んでるよな、お前の作ったシステム……！）

〝……返す言葉もない。正直、当時はそこまで深く考えてなかった……いや、思いつきでやることじゃなかったな〟

　しみじみと返されては、玲音もそれ以上は突っ込めない。

　拳けん闘とう士しと獅し子しに間近で左右を挟まれたまま、玲音れいん達は立たち往おう生じようする羽目となる。

「拳闘士、獅子。ご老人方を拘束なさい。死人を出す覚悟もないのに、逃げたふりまでしてこんなところまで図ずう々ずうしく──」

　夢ゆめ路じが鼻で嗤わらった。

「詰めの甘さはブロスペクトそのものだな。〝死人を出す覚悟〟だって？　……そうだな。そんな覚悟、最初から必要ないんだよ」

　夢路の言葉は強がりではない。

　獅子、拳闘士、更には〝皇帝〟──

　この三人をモニカから引き離せた時点で、夢路の策は奏功している。

　夢路、山やま之の内うち、カーマイン、そして記録者の玲音も含めて、この場にいる面々はあくまで〝囮おとり〟でしかない。

　欲を言えば羽は矢や多たや他の宿やど主ぬしも引き寄せたかったが、戦力を二分できた以上、策も次の段階に進む。

「まぁ、山之内やカーマインも、お前に興味があったらしくてな。皇帝ブロスペクトの雷らい名めいは今のキャラバンにも伝わっているが、現物を知っているのは今や俺だけだ。会って話してみなけりゃ、戦う覚悟も決まらんとさ」

　夢路は早速、口八丁で時間を引き延ばしにかかる。

　その間に、階上の広間ではもう一つ、別の騒さわぎが進行しつつあった。
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　将軍、周しゆう皓こう月げつは違和感の中で指揮をとっていた。

（突入してきた中で、まともな戦力は山之内とパナンゾロン系の子供が一人──貴たか音ねも戦力とはいえ、あの子はバカですし……客船を沈めるのが目的なら、船の位置がわかった段階で山之内の口こう腔こう衝しよう撃げき波はを使えば済んだはず。人死にを嫌きらったにせよ、そもそも、モニカやリコルドリクの奪取を狙ねらうなら、エンジンルームなど無視して、隠おん密みつ行動をとりながら直接に狙うのが常道──）

　迷いながらも、防ぼう衛えい戦の指揮を止めるわけにはいかない。

　付近にはキャラバン側の船も近づきつつある。

　短時間で的確な状況判断を行い、それに対する適切な策を講じる──読み違えれば、一いつ瞬しゆんで足をすくわれる。

　こうした負担を嫌い、皓月は本来、守るよりも攻めることに主眼を置いてきた。

　攻める分には事前に策を練る時間を取りやすいが、唐突に攻められて防衛戦を強しいられる場合にはそうもいかない。

　攻められる前に攻め切る、それが皓こう月げつの基本方針だった。

「皓月様、皇帝陛下が山やま之の内うち達と接触しました！」

「処刑人の罠わなは回かい避ひされましたが、拳けん闘とう士しと獅し子しも無事です。山之内は──やはり、皇帝や獅子には手出しできないようですね。余計な情があるんでしょう」

「……そうですか。引き続き、状況の把握に努つとめてください。それから……モニカ、落ち着いて。貴方あなたが前線に出る必要はありません」

「……がるるるるっ！」

　彼女が月つき代しろ玲音れいんに向ける敵意は、やや常軌を逸いつしていた。皓月のことが主な理由にしても、おそらくは単に相性が悪い。

　皓月は思考を切り替え、次の指示を出す。

「この船はもうじき沈みます。〝詐さ欺ぎ師し〟も牢ろうから出してください。放置するわけにもいきません。ただ──くれぐれも逃がさないように。必ず麻酔ガスで眠らせた後、口を塞ふさいでここへ連れてきなさい」

　その石は明確な〝裏切り者〟だった。

　当初は原はら村むらという、神かみ竹たけのクリニックの患者に宿っていた。

　不眠の治ち療りようで通っていたという話だが、その不眠の原因は自身が犯した過去の殺人だったらしい。

　皓月達が彼を見つけた時、彼は石の影えい響きようにより錯さく乱らんし、皓月を過去の被害者と間違え、即座に襲おそいかかってきた。

　傍そばにいた部下が返り討ちにしたものの、今度はその部下に石が宿ってしまい、皓月はやむなく彼を船内に監禁した。

〝詐欺師〟の石は、対象に一つだけ〝噓うそ〟を信じ込ませる。

　たったそれだけの能力だが、当時の詐欺師はその力で〝皇帝〟をも操あやつろうとした。

　当時は身内で粛しゆく清せいしたが、保存した石は記録者にも消すことができず、そのまま宝石箱の中に残っていた。

　今のうちに、モニカの力で石を取り出すべきかもしれない。

「モニカ、石の出し入れについてですが──」

　皓月が彼女を呼ぼうとした時、広間の窓から飛び込んできた者がいた。

　キャラバン側の強きよう襲しゆうを警けい戒かいしていた宿やど主ぬし達は一いつ斉せいに反応したが、相手の動きがやたらと早い。

　それも単身での突入である。

　銃士が銃を向ける間もなく、猟犬が飛びかかる隙すきもなく、近衛このえ兵へいが防御の手を伸ばす余裕すらないまま、まさに獣けものじみた動きで、彼はあっという間にモニカへ肉にく薄はくした。

「……根ね黒ぐろ!?」

　それはつい先程、人質交換が成立したばかりの青年だった。

　賢けん人じんの飼い犬イシェーニの異能により、常人離れした肉体能力を持つ彼を、皓こう月げつはいずれ宿やど主ぬしにするつもりだった。

「……この野郎ぉっ！」

　モニカがすかさず、火薬の詰まったカプセルを根ね黒ぐろに投げつける。

　目の前の爆ばく発はつに対して根黒が取った手段は、極きわめてシンプルだった。

　床を蹴けって高く跳ね上がった彼は、爆発を飛び越え、更に身を翻ひるがえして天井を蹴り、猫のようにモニカへ飛びかかる。

　その腕が死神の鎌かまを思わせる軌跡を描き、モニカのベストを破りながら剝はぎ取った。

　そのまま根黒は反転し、今度は窓側へ向けて走り出す。

　皓月がその意図を悟った時にはもう遅い。

（狙ねらいは宝石箱の奪取……だけ!?）

　要はひったくりである。

　獅し子しと猟犬の動きは、恐らく根黒に互する。拳けん闘とう士しも近接戦闘では手て強ごわいし、皇帝が本気で追つい撃げきすれば根黒とて逃げ切れない。

　だが、そうした宿主を一人でも別の場所に引きつけておくことができれば、その間はモニカの警けい護ごが緩ゆるくなり、根黒の突入と逃亡も成功しやすくなる。

　山やま之の内うちやカーマイン、夢ゆめ路じらの存在は戦力の分散を狙った餌えさであり、皓月は見事にそこへ食いついてしまった。

　猟犬の英えい太た郎ろうが追いすがる。

　純粋な速度では英太郎が勝まさっていたが、反対側の窓付近を警戒していた分、距離の差は埋め難がたい。

　銃士も発砲したものの、根黒の速度に翻ほん弄ろうされて弾たまは外れた。

　宝石箱が入ったままのモニカのベストを抱え込み、根黒は迷うことなく外の海へと身を躍おどらせる。

（やられたっ……！）

　疾風のようなその手て際ぎわに、皓月と宿主達は後手に回らされた。

　モニカへの殺意があれば、あるいは殺害のためのわずかなタイムラグがそこに生まれ、宿主達でその隙すきを突けたかもしれない。

　皇帝がいれば暴風を召喚してその退路を塞ふさげたし、獅子や拳闘士がいれば、その実戦経験に基づく反射で彼の暴挙を止められたかもしれない。

　しかし、結果として──根黒桂けいは〝宝石箱の奪取〟というたった一つの命令にひたすら集中し、それを成し遂とげた。

　その場のほぼ全員が失策を覚悟した中、ただ一人。

　隅すみで傍ぼう観かんしていた神かみ竹たけが、閃ひらめきのままに叫んだ。

「城主！　〝破鏡の城〟だ！　根ね黒ぐろを城内に引き戻せ！」

　弓使いである姫ひ想そ華かの妹、胡桃くるみ澤ざわ妃ひ奈な乃の──

　幼い彼女が宿した〝城主〟の石は、任意で巨大な城を出し入れし、その周辺にいる人間を城内に入れるか、あるいは外へと追い出すことができる。

　妃奈乃の反応は早かった。

　彼女を中心として、夢と現うつつが切り替わるような自然さで、客船の広間が、玉ぎよく座ざを持つ謁えつ見けんの間へと一いつ瞬しゆんで転じていく。

　城の外がい壁へきが出現し、複数の尖せん塔とうが伸び、船の乗組員達が暗い謁見の間へと集められる。

　一瞬で飛ばされてきた中には、逃亡を試みた根黒だけでなく、夢ゆめ路じや山やま之の内うち、カーマイン達まで交ざっていた。急ぎすぎたために、妃奈乃にも細かく選別する余裕はなかったらしい。

　間合いも立ち位置も関係なく、全員がその場にシャッフルされる。

　そして──

　皓こう月げつの目の前には、動揺のあまり眼めを剝むいた〝月つき代しろ玲音れいん〟が立っていた。
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（何!?　いま何が起きた!?）

　玲音の正面には、何な故ぜかチャイナドレスの皓月がいた。

　獅し子しと拳けん闘とう士しを従えた皇帝と睨にらみ合い、夢路が与よ太た話ばなしで時間を稼かせぐ──その真っ最中に、ふとした目め眩まいを覚え、一瞬が過ぎた後にはもうそこは別の場所だった。

　古い城を思わせる石造りの謁見の間に、多くの宿主と皓月の部下が集つどい、その中に玲音や夢路、山之内達がばらばらに散っている。

「……取り押さえなさい！」

　我に返った皓月が指示するなり、薄うす暗ぐらい現場は大混乱に陥おちいった。

　こうなれば作戦も何もない。

〝玲音！　絵の中に逃げ……！〟

（背中のリュックの中だ！　そんな余裕あるかっ！）

　手で抱えていればともかく、もたもたとリュックから取り出す暇ひまはない。

「玲音！　おとなしくしろっ！」

　真っ先に玲音へ飛びかかったのは、友人の英えい太た郎ろうだった。猟犬の身体能力を相手に、常人の玲音が太た刀ち打うちできるはずもない。

　あっという間に組み敷しかれ、関節が悲ひ鳴めいをあげた。

「え、英太郎!?　ギブ！　ギブ！」

「だから暴あばれるなって！　怪け我がしたくないだろ！」

　玲音れいんは真っ先に押さえつけられる。

　次いで貴たか音ねが耳を摑つかまれ、じたばたと暴れながらもあっさり捕ほ縛ばくされた。

「耳……ってか触角はやめろ、ばかー！　こちとら乙おと女めだぞ！　丁重に扱えっ！」

　声だけはやかましいが、まともな抵抗はできていない。

　カーマインも拳けん銃じゆうを捨て、両手を挙げた。こちらはとりたてて慌てる様子もなく、やけに潔いさぎよい。

　パナンゾロンの装甲をまとった鉄てつ舟しゆうは、少し離れた位置で必死に鞭むちを振るっていたが、拳けん闘とう士しの翼つばさがそれをかわしながら懐ふところへ飛び込み、痛烈な連打を見み舞まっていた。

　夢ゆめ路じと山やま之の内うちも周囲を敵に囲まれ、身動きが取れない。

　特に山之内は、もはや口こう腔こう衝しよう撃げき波はを威い嚇かくにしか使えない。この密集状態で大量に宿やど主ぬしを殺せば、自身も石を得て宿主となってしまうことが眼めに見えている。

　宝石箱を奪取し損そこねた根ね黒ぐろ桂けいは、獅し子しの雪ゆき菜なから防戦一方に追い込まれつつ、銃士と弓使いの援えん護ご射撃をも必死にかわし続けていた。

　ただの一いつ瞬しゆんで、玲音達は絵の中への撤てつ退たいすらままならない理り不ふ尽じんな状況へと追い込まれた。

　記録者が唸うなる。

〝このタイミングで城主を動かすか……！　これではさすがに、人数の差が──〟

　──混乱の種は、これで終わりではなかった。

　城の頭上から、飛行機のエンジン音がいくつも重なる。

　皓こう月げつが咄とつ嗟さに天井を見上げたが、そこにもちろん空はない。

「上……!?」

　ほぼ間かん髪はつをいれずに、外がい壁へきに空いた小窓から一人、二人と、この密集した戦場へ飛び降りてくる者達がいた。

　一人目は、鳥の面をつけた黒装束の男。

　二人目は、両目を包帯で隠した長髪の女。

　三人目と四人目は、サラリーマン風の青年とＯＬ風の眠たげな娘だった。

　その後ろからも、キャラバン側の異能者が断続的に続く。

　玲音の正面で、皓月が舌打ちを漏もらした。

「燕えん人じん張ちよう燕えん、ハンターのヴィヨン──！　嫌いやなタイミングで投入を……！　しかも、〝錬れん金きん術じゆつ師し〟と〝道化師〟まで──？」

　三人目と四人目は、羽は矢や多たの部下の二人だった。

　国くに代しろ剣けん護ごと陣じん内ない時とき緒お、どちらも玲音はあまりよく知らないが、〝石の記憶〟には目覚めていない。どうやら皇帝一派から離れ、キャラバン側についたらしい。

「社長！　ご無事で！」

　国代剣護が嬉うれしそうに声を張ったが、パナンゾロンの装甲をまとうなり、彼は手近な宿主に一いち撃げきを入れて昏こん倒とうさせた。

　陣じん内ない時とき緒おも無言のまま、その身をバネのように躍やく動どうさせ、迫る宿やど主ぬしと丁てい寧ねいに戦っていく。

　流れるような動作で繰くり出されるただの突きや蹴けりが、恐ろしく重い。その一撃は鉄てつ槌ついのように敵を大きく弾はじき飛ばし、時には後ろの人員すら巻き込んでいた。

　常に眠たげでのんびりとしたその表情すら、今だけは頼もしく見えてしまう。

「山やま路じの小こ倅せがれ！　手伝え！」

　拳けん闘とう士し相手に苦戦する鉄てつ舟しゆうの元へ、剣けん護ごが駆かけ寄った。

　そのままかました勢い任まかせの体当たりは、拳闘士の翼つばさによって綺き麗れいにかわされる。

　結果として、剣護は鉄舟と激げき突とつしたが、その手が砕けかけた鉄舟の装甲に触れた途端とたん──破は壊かい寸前だった鉄舟の装甲は、光こう沢たくを放つ硬質の鎧よろいとなって復活した。

　錬れん金きん術じゆつ師しの能力は、〝触れた金属を変化させる〟ことである。

　弱い金属を強く、あるいは硬い金属をしなやかに、更には形状の変化をも起こせるが、国くに代しろ剣護は今、自身の鎧と武器にこの力を応用していた。

　凡ぼん百ぴやくのパナンゾロン系とは、その装甲の質が違う。言ってみれば、それは青銅器や鉄器が、鋼はがねやそれ以上の新素材に転じたようなものだった。

　剣護は鉄舟の鞭むちにも素早く同様の処置を施ほどこす。

「け、剣護さん……？」

「話は後にして、目の前に集中しろ！　俺は雪ゆき菜なを助けなきゃならない！」

　これを聞いた獅し子しの雪菜が、冷めた声を寄よ越こした。

「誰も頼んでないわ、剣護……私は皇帝のために生きるの。邪じや魔まをしないで」

「そうはいくか！　お前にはまだ言いたいことがある！」

　振り下ろされた〝獅子〟の爪つめを、剣護の腕の装甲が弾いた。

　この隙すきに、鉄舟が玲音れいんの元に駆かけ寄る。

「英えい太た郎ろう、玲音を解放しろ！」

「鉄さん……！　ちっ、仕方ない！　姫ひ想そ華か、撃うて！」

　光の弓を構えた姫想華が、鉄舟めがけて矢を放った。

　追尾機能を備そなえた矢は、わずかにカーブしながら鉄舟の右側面を襲おそう。

　鉄舟はその矢を受けることも厭いとわず、そのまま英太郎を目掛けて横向きに鞭を振るった。

　英太郎は大きく頭を下げて、紙かみ一ひと重えにこれをかわす。

　組み伏せられた体の上で始まった友人同士の争いに、玲音は声を嗄からして抗議した。

「どっちもやめろって、お前ら！　クレアを泣かす気か！」

　たちまち姫想華が声を荒らげた。

「あんたが言わないで！　なんでのこのこ、こんなとこに来てるのよ！　尻尾しつぽ巻いて逃げたんじゃなかったの!?」

「もちろん逃げるよ！　お前らから石を取り出してからな！」

　言い争いは姫ひ想そ華かの悲ひ鳴めいで中断された。

　キャラバン側の突入班の一人が、立ち竦すくむ〝城主〟の妃ひ奈な乃のに目掛けて銃を乱射している。

　傍そばにいた〝近衛このえ兵へい〟が、巨大な半透明の手を突き出し辛かろうじて防いだものの、別方向からもマシンガンが火を噴ふいた。

　鉄てつ舟しゆうがその射線に割り込み、キャラバン側の兵を鞭むちで弾はじき飛ばす。

「何をしている！　貴様、血迷ったか!?」

　鉄舟を味方と認識していた別の兵が怒ど鳴なったが、即座に姫想華の矢が彼の肩口を射い貫ぬいた。

　戦いに怯おびえてガタガタと震える妃奈乃を、駆かけ寄った姫想華が抱き上げる。

「て、鉄さん、ありがと……」

「礼はいいから、せめてここを離れろ」

「そ、それは……皇帝が……！」

　なおも姫想華が、石の影えい響きようでまごつく中──

　玲音れいんは英えい太た郎ろうに向けて怒鳴った。

「英太郎！　お前、姫想華を死なせたいのか!?」

　英太郎がびくりと肩を震わせる。

　玲音は彼と姫想華の顚てん末まつを知っている。それは英太郎自身から、以前に懺ざん悔げのように聞かされたことだった。

　英太郎と姫想華は、それこそ玲音とクレアのように、小学生の頃から付き合いがあったらしい。

　その頃から気の強かった姫想華は、当時、気弱でいじめられていた英太郎を庇かばい、それが祟たたって自分も逆にいじめを受ける立場になってしまった。

　彼女の男嫌ぎらいはその頃に始まった。

　助けられた英太郎は、姫想華に一いち途ずな想おもいを持ち続けているが──男嫌いを理由に、姫想華からは振られ続けている。

〝弱かった頃の俺の、自じ業ごう自じ得とくだ〟

　英太郎はそんな自じ虐ぎやく的なことを、寂しげに言っていた。

　玲音は歯は痒がゆい思いで声を張る。

「英太郎！　お前、とっくの昔に死んだ無関係の皇帝と、お前を実際に助けようとしてくれた姫想華と、どっちが大事なんだ!?　答えなんかとっくに出てるだろ！　姫想華の顔色なんかうかがってないで正直になれ！　大事なものをごまかしてると……そのうちほんとになくしちまうぞ！」

〝……なんだ、よくわかってるじゃないか。君がそれを言うとはな〟

　頭の中で記録者がくすりと笑った。

　嘲あざけるというよりは、むしろ誉ほめるような響ひびきだったが、玲音れいんはあえて聞き流す。

　さすがに英えい太た郎ろうも反はん駁ばくした。

「お、お前なあ！　偉そうに言える立場か！」

「ホントのことってのは偉そうに聞こえるもんなんだよ！　姫ひ想そ華か、お前も──お前が死んだら、クレアがどんなに傷つくかわかってるだろ！　あいつ、ただでさえキャラバン関係のことで責任感じてるんだ。頼むからいいかげん、眼めを覚ましてくれ！　お前らは猟犬でも弓使いでもない、ただの高校生で、俺の大事な……言わせんな、恥ずかしい！」

　ヤケを起こして喚わめくうちに、玲音の体は自由を取り戻していた。

　英太郎の拳こぶしが、玲音の頭を小こ突づく。

　そのまま無言で、彼は姫想華の傍そばへ駆かけ寄った。

　皇帝一派とキャラバン側との戦せん闘とうは、いよいよ激はげしさを増しつつある。

　作さ務む衣えの男が、そんな中で武器も持たずに声を張っていた。

「宿やど主ぬしを殺すな！　石が外へ出たらイタチごっこだぞ！　お前ら、誰の指示でこんな……！」

　この突とつ入にゆう劇げきは、夢ゆめ路じの指示ではないらしい。

　目元に包帯を巻いた女が、その長髪をまるでメドゥーサのように縦じゆう横おうに蠢うごめかしながら、涼やかな声で応じた。

「有う楽らく原ばらさんです。山やま之の内うち御おん大たいとカーマイン卿きよう、それに夢路さんを救出しろ、と──」

「ヴィヨン、そういう建たて前まえはいい！　命はてめえの玩具おもちやじゃない！」

　ヴィヨンという女の髪は、まるで生きた蛇のように周辺の宿主へ嚙かみつき、針となってその身を貫つらぬいていた。

　どうやら髪の一本一本が、金属質のコーティングに覆おおわれているらしい。

　記録者が吐き捨てるように声を発した。

〝……玲音、気をつけろ。この女は、楽しんで人を殺すタイプの狂人だ。あまり拘かかわるな〟

（もちろんです！　全力で逃げます！）

　怖い相手に近付かない程度の分別は、玲音も備そなえている。

　乱戦模様のこの場所で、一ひと際きわ激しい戦いは皓こう月げつの周辺で起きていた。

　英太郎と姫想華から意識を転じてその方向を見た玲音は、しばし絶句する。

　そこには──

　赤いチャイナドレスの娘が浮いていた。

　白いはずの衣装を血で染め上げ、体を貫いた刃やいばに足を浮かされ、彼女はまるで壊こわれた人形のようにそこにいた。
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「……こ……皓、月……？」

　玲音は信じ難がたい思いでその光景を見つめる。

　殺しても死にそうにない──そんなことさえ思っていた娘が、あっさりと、その華のように短い命を散らせていた。

　凶刃の主ぬしは、〝燕えん人じん〟張ちよう燕えん──

　遥はるか高き嶺みねの小鬼・ニュイの影えい響きようを受けたその男は、この勝利に際し、まるで自身の断だん末まつ魔まのような咆ほう吼こうをあげていた。
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　真っ赤な鮮血を顔中に浴び、モニカは呆ぼう然ぜんと上を見上げていた。

　そこに皓こう月げつが浮いている。

　張燕の刃やいばに肢し体たいを貫つらぬかれ、かすかな痙けい攣れんの後にだらりと両手を下げ、彼女は爪つま先さきを浮かせていた。

「う……うぁ……」

　モニカは呻うめく。

　皓月が危ない、と思った時──

　モニカは迷うことなく、彼女の盾たてになろうとした。

　しかしそんなモニカを、皓月は逆に庇かばって突き飛ばし──襲おそってきた張燕の刃は、結果として皓月だけを貫いてしまった。

　間近で浴びた血の生なま温ぬるさに、モニカは震える。

「ぁ……あああああああああああっ！」

　どうにもならない絶叫の後に、モニカは張ちよう燕えんへナイフで斬きりかかっていた。

　人は死ぬ。

　不用意な流れで、時には事故で、時に病やまいで、死期を察する余裕もなく、唐突に死を迎えてしまう。

　だがモニカは、少なくとも皓こう月げつに関しては、兵隊の自分よりも長く生きるものだと思い込んでいた。

　張燕はモニカの怒りを受け流すようにかわし、刃やいばごと皓月を投げ捨て、いま一度の咆ほう吼こうをあげた。

「わああっ！　わあああああっ！」

　モニカは正気を失い、ただひたすらにナイフを振り回す。

　その様をおもしろがるように、張燕は距離を稼かせいで刃をかわし続ける。

「しょ、将軍！」

「将軍がやられた!?」

「こ、皇帝陛下を守れ！」

　宿やど主ぬし達から響ひびく今更な騒さわぎ声も、モニカの耳にはもう届いていなかった。

　皇帝の静しず枝えは無言だった。

　将軍の石は、皓月が死んだ段階で〝誰か〟に受け継がれる。

　その認識がある以上、彼女にとっては騒さわぐほどのことではないのかもしれない。

「皇帝！　皇帝っ！　皓月姉ねえ様さまの……姉様の仇かたきを！」

　モニカは泣き喚わめく。

　その視界で起きているある事象に、彼女は遅れて気づいた。

　──皇帝の足下にも、誰かが転がっている。

　皇帝は彼を見下ろし、何もできずに固まっていた。

　モニカはその瞬しゆん間かんを見ていなかった。

　皓月が死ぬ直前。

　張燕は、皓月の気を逸そらす目的で、〝皇帝〟を狙ねらった。

　死角を抜けるその刃は、皇帝の膝ひざ下したを切断するはずだったが、羽は矢や多たが一瞬の判断によりこれを庇かばった。

　同時に彼は他の突入者が撃うった複数の弾だん丸がんを受け、皇帝の盾たてとしての役割を果たした後、その場に倒れ伏した。

　皇帝がその傍そばに膝をつく。

　見開いた空虚な眼めと細い肩が小刻みに震えていた。

「……いや……羽は矢や多たさん……？　……いや……なんで……どうして……」

　壊こわれたように繰くり返す〝皇帝〟は、もはや過去の〝ブロスペクト〟とは程遠い存在に見えた。

　──モニカは、その空虚さこそが〝皇帝〟の本質だったことを知らなかった。

　家族を失い、その代替としての仲間を求め、その過程で老いと共に少しずつ狂っていった〝皇帝〟ブロスペクト──

　静しず枝えは今、家族に死なれた時の皇帝の哀かなしみを、そのままフラッシュバックのように思い出し、壊れつつあった。

　しかしモニカは、その様子を〝静枝〟の意識の暴走と見る。

（皓こう月げつ姉ねえ様さまの仇かたきをとる気もない……？　こんな……こんな何もできない奴やつに、〝皇帝〟の石なんかっ……！）

「モニカ！　受け取れ！」

　その思いが通じたわけではないはずだが、根ね黒ぐろ桂けいと戦っていた鷹たか丸まる宝ほう泉せんが、隙すきを見て奪い返したサバイバルベストをモニカに投げて寄よ越こした。

　彼はそのまま、他の宿やど主ぬしと共に根黒との戦いを続行する。

　ベストのポケットには、六面を黒い石で覆おおわれた、宝石箱と呼ぶにはあまりに無骨で無愛想な〝箱〟が収まっている。

　刺し客かくの銃じゆう弾だんをかいくぐり、彼女は壊れかけの十と和わ田だ静枝に飛びついた。

　宝石箱を片手に静枝を押し倒し、強引にその唇を奪う。

（リコルドリク！　皇帝の石を──姉様の仇を取る力を、私に──っ！）

　少女の切なる願いは──何の葛かつ藤とうもないまま、すぐさまに叶かなえられた。
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　戦場の混乱は、往々にして運命の悪戯いたずらを生む。

　人は概おおむね、その流れに抗あらがえない。

　戦いの中には複数の思惑が入り乱れる。

　生き残りたい、死にたくない、守りたい、殺したい、勝ちたい──

　そうした強い思いの多くは、戦いが激げき化かし、死人が多くなればなるほど叶わなくなる。

〝人の願いを叶える〟という習性を持つ迷めい宮きゆう神しん群ぐんにとって、強い思いは甘かん露ろであり、叶わない思いはストレスだった。

　記録者とはレコーダーである。

　リコルドリクは、〝思いを記録する〟神群である。

　金の記憶の彫金師は、人の思いを叶え、その記憶を金色と呼べるほど鮮あざやかに飾り立てた上で、そっと自みずからの内側に仕し舞まい込む。

　かつての〝記録者〟は、仲間の記録にこだわった。

　それが将来において余計な争いを生み、結果として叶かなわない思いの多くがリコルドリクを苦しめることにつながるなど、若い頃の彼女は考えもしなかった。

　そんな無邪気な思いが、〝マリアンヌの宝石箱〟と結びついた時──石と宿やど主ぬしのシステムが構築された。

　死んだ仲間ともまた会える──その甘美な誘惑に、記録者は抗あらがえなかった。

　人生は宝石箱だと記録者の母は言った。

　そこに何を詰めるかは問題ではない。そんなことは個人が決めればいい。

　そこに詰められたものが何であれ、箱が〝宝石箱〟である以上、本人にとっては宝石に等しいものとなる。

　大切なのは──




〝宝石の見た目の美しさに、惑まどわされないこと──〟




　それは所しよ詮せん、人間が勝手に決めた価値にすぎない。

　ダイヤモンドとただの土の間に、希少価値の差を見みい出だしたのは人間である。

　だが、ダイヤモンドで農作物を育てることはできない。

　自分にとって、本当に大切なものを見つけること──

　それができた時、宝石箱の中身は満たされる。

　そしてそれを失った時──

　人は運命を呪のろう。

　皇帝は運命を呪った。

　だから記録者は、彼の元を離れるしかなかった。

　傍そばに寄り添って最期を見届けるという選択肢もあったが、それをしていれば、記録者もまた運命を呪う立場になっていた。

　──今、記録者は〝月つき代しろ玲音れいん〟の中にいる。

　──今、彼女は運命を呪ってはいない。

　──だから、今。

　彼女はただ、敢かん然ぜんと前を向いていた。
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　馬ば鹿かげた乱戦の中、皓こう月げつの死に動揺する玲音が我に返ったのは、記録者の声がきっかけだった。

〝玲音。皇帝の──静しず枝えの様子がおかしい。この状況下で、まったく戦おうとしていない……〟

　玲音れいんがその方向を見た時──

　ちょうどモニカが静しず枝えを押し倒し、その唇を強引に奪っていた。

　その行動の意味に気づくなり、玲音はぞっとした。

「鉄てつさん！　モニカが〝皇帝〟になりやがった！　あいつ、やらかす気だ！　みんなを絵の中に避ひ難なんさせてくれ！」

　ごく短い付き合いだが、玲音はモニカの精神性を正しく理解していた。

　彼女は欲望に対して素直である。

　病的なまでに皓こう月げつを溺でき愛あいし、その存在に自分の全すべてを捧げている。

　そんな人物が、皓月を失い、更に破は壊かいにしか使えない大きすぎる力を求めたとなれば──起きる事態は、容易に想像できた。

　モニカの体が、ぼんやりと淡い光を宿す。

　気づいたキャラバン側の兵が銃を乱射したが、その弾たまはモニカの正面に開いた黒い亀裂に阻はばまれた。

　モニカはうっすらと微ほほ笑えんでいる。

「なんだ……はじめから、こうすればよかったんだ……バカだなぁ、私──後で姉ねえ様さまに……叱しかってもらわなきゃ……」

　モニカが片手を水平に掲げる。

　謁えつ見けんの間を囲むように、黒い亀裂が開いた。

　その向こう側に星々が覗のぞく。

　玲音は叫んだ。

「〝破鏡の城〟を解除しろ！　今すぐにっ！」

　英えい太た郎ろうと姫ひ想そ華かに守られた妃ひ奈な乃のが、びくりと反応した。

　察した姫想華が妹の肩を抱き締しめる。

「妃奈乃！　急いで！」

「う、うん……！」

　夢が覚めるようにして、破鏡の城は霧む散さんする。

　謁見の間にいた人々は、沈没間ま際ぎわの客船の上と、その周辺の海へばらまかれた。

　玲音達は傾かたむきかけた客船の広間、その窓際に立つ。

　モニカは一人、空に浮いていた。

　彼女が作り出した空間の亀裂はそのままだが、城の解除によって、玲音達はその包囲から抜け出した。

　わずかに遅れて、それらの亀裂が脈動する。

　一いつ斉せいに吐き出されたのは、夜空を染め上げるほどの紅ぐ蓮れんの炎だった。

　太陽に跳ねるプロミネンスのようにうねりながら、数秒前まで玲音れいん達がいたはずの場所を一いつ瞬しゆんで舐なめとり、炎は再び亀裂の中へと消えていく。

　そして亀裂が消えると同時に、噓うそのような静寂が戻る。

　海上に浮いた満月が、モニカの体を銀色に照らし出していた。

　モニカはあくまで落ち着きはらっていた。

　以前の彼女が見せなかったような微笑さえ浮かべて、彼女は眼下の玲音達に眼めもくれず、満天の星空を見上げる。

「……姉ねえ様さま、星が綺き麗れいです──」

　海上に亀裂が生まれた。

　付近にいた者達が恐れ戦おののいて逃げ出すが、その動きは水に溺おぼれた蟻ありのようで、とても間に合わない。

　亀裂は白い氷雪を吐いた。

　たちまち海面が凍りつき、その冷気に巻き込まれた人々が一瞬で絶命する。

　玲音は思わず顔を背そむけた。

「……姉様、ちょっと寒いです──」

　別の箇所に生まれた亀裂が、赤黒い炎を吐く。

　炙あぶられた者の絶叫が夜空に一瞬だけ木こ霊だましたが、その声も劫ごう火かに吞のみ込まれ消え失うせた。

　宙に浮いたモニカは、微笑と共に涙を流していた。

〝皇帝〟の石が放つ静かな狂気が、この海域を覆おおおうとしている。

「……姉様──」

　客船の一いち隅ぐうから、山やま之の内うちが動いた。

　その口から天上に向けて放たれた口こう腔こう衝しよう撃げき波はが、ほぼ一直線にモニカを狙ねらい撃うつ。

　空気が歪ゆがんで見えるほどの衝撃波は、しかしモニカの足下に生まれた空間の亀裂によって遮さえぎられた。

　モニカの体には、その影えい響きようが微み塵じんも及んでいない。

　周囲からどよめきが起こったが、宿やど主ぬし達でさえも、そこには動揺を込めていた。

　氷雪も劫火も、キャラバンの兵だけでなく、ほぼ無差別に両方を巻き込んでいる。

　飛び散った石は生存者に宿り、新たな宿主を増やしてはいたが、率先して無駄死にしたがる者はさすがにいない。

「モ、モニカが……皇帝……？　なにやってんだ、あいつ……？」

　玲音の背後で、細身の男が引きつった声を漏もらした。

　梟ふくろうの鷹たか丸まる宝ほう泉せんである。

「……あ、あんた！　俺をあそこまで連れていってくれ！」

　──モニカを止める方法は、もはや一つしかない。

　それが可能なのは、この場で玲音れいんだけだった。

　鷹たか丸まるが慌てて首を横に振る。

「き、記録者!?　いや、お前、何言ってんだ!?　無理に決まってるだろ！　途中で見つかってあっさり撃うち落とされるだけだ！　第一、俺は皇帝の臣下だぞ！」

〝梟ふくろうの言うとおりだ。玲音、ここは一度退ひこう。絵の中に退たい避ひして、今後の対策を──〟

　記録者の助言を、玲音は無視した。

　退けばおそらく──恐怖で、二度と立ち向かえない。

「誰でもいい！　俺をあそこに連れていってくれる奴やつ……！」

　亀裂がまた開いた。

　その正面には、鳥面の男がいる。

　燕えん人じん張ちよう燕えんは素早く飛び上がり、亀裂の向こう側へ逃げようとした。

　まるでそれを見越していたように、彼が飛び降りた足下に亀裂が開く。

　張燕が中国語で何事かを叫んだ。

　亀裂からは激はげしく雨が吹き出している。

　その雨が──張燕の装しよう束ぞくを溶かし、肉を削そぎ、骨を露ろ出しゆつさせていった。

　白い煙をあげながら、張燕の体は濃のう硫りゆう酸さんの雨に溶かされ続ける。

　吐き気を堪こらえて、玲音は口元を覆おおった。

　宿やど主ぬしの中には実際に吐いている者もいる。

　姫ひ想そ華かも青い顔をして、妹の眼めを手のひらで覆っていた。

「て、鉄てつさん……！　姫想華と英えい太た郎ろう達だけでも、早く画廊に……」

「お前もだ、玲音。先に行け」

　鉄てつ舟しゆうが玲音の背中から、一枚の風景画を取り出した。

　その内側から心しん弥やのものと思おぼしき手が伸びる。

「早く来てくれ！　このサイズの絵だと一人ずつしか行き来できないから、時間がかかる！」

〝玲音、早くしろ！　お前が先に逃げないと、鉄舟も動けん！〟

「鉄さん！　姫想華達を先に！」

　記録者の怒ど声せいを聞き流し、玲音はモニカを睨にらみあげる。

　鷹丸の言うとおり、地上から空を目指すのは難むずかしい。

　ならば方法は、一つしか残っていない。

〝……!?　よせ！　やめろ、玲音！　文字どおりの自殺行為だ！〟

（大丈夫だ！　〝宝石箱〟さえ取り戻せば、お前がなんとかしてくれるんだろ!?）

　玲音の意思を読んだ記録者が、珍しく悲ひ鳴めいをあげた。

　傾かたむいていく客船の窓まど際ぎわ──

　そこから海面に向けて、玲音は決死の覚悟で飛び降りる。

　背後から姫ひ想そ華か達の悲ひ鳴めいと、英えい太た郎ろうや鉄てつ舟しゆうの怒ど号ごうが聞こえた。

〝き、君は頭がおかしい！〟

（変態呼ばわりされるのは慣れてる！）

　離れた場所で吹き出した氷雪の影えい響きようで、海水温は急きゆう激げきに下がっていた。

　その中へ高所から飛び込んだ玲音れいんは、文字どおりに〝命の危機〟を実感する。

（たっ……助けて、猫さんっ！）

〝そう都合よく来るとは限らな……！〟

　玲音が辛かろうじて、海面から顔を出した時。

　目の前には、金色の眼めをらんらんと光らせる〝黒猫〟が浮いていた。
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「し、心しん弥やさん！　いいから早く玲音を連れ戻してっ！」

　外の状況をモニターしていたクレアは、しばらく前から半なかば錯さく乱らん気味だった。

　ついていくのは強硬に拒否され、周囲にも役に立たないからと反対され、仕方なく画廊に残ったものの──その選択を、彼女は後悔しつつある。

　絵からの出入りには、心弥かネイの力が必須だった。クレア一人がどんなに願おうと、ここから玲音の元へ独力で移動することはできない。

　すぐにでも傍そばに行って、引きずってでも帰らせたかったが、そんなクレアの思いをつゆ知らず、玲音は危うい真ま似ねを続けていた。

　極きわめつけはたった今、海面への落下である。

　クレアの顔からは完全に血の気が引いていた。

「な、なに……？　玲音、なにしてるの……？　ちょ、ちょっと……つ、連れ戻してください！　本当に！　今すぐっ！」

　心弥に摑つかみかかろうとするクレアを、亜あ里り亜あが慌てて押さえ付ける。

「落ち着け、クレア！　あのバカ野郎がバカ野郎なのは今に始まったことじゃねーだろ！　帰ってきたら監禁モノだけど！　とりあえず今だけは落ち着け！」

　言葉を荒らげる亜里亜も、決して落ち着いてはいない。

　先に別の絵から戻ってきたカーマインが、溜ため息混じりに呟つぶやく。

「……誰かを思い出しますね、あの無む謀ぼうさは──向こうの部屋で今、包帯まみれになっている……」

　相手がカーマインということも忘れて、亜里亜が言い返した。

「真砂まさごさんは戦せん闘とう能力有りですけど、あの馬ば鹿か野郎、戦闘能力とかないのに、アレやらかしてるんですよ……？　有り得ないですマジで……」

　車くるま椅い子すのメリアも、その眼めを据わらせていた。

「……クレア、大丈夫よ。玲音れいんくんに何かあったら、私が皇帝もキャラバンも、みんなまとめて仲良く潰つぶしてあげるから……」

　声が本気だった。

　クレア以外のほぼ全員がドン引きする中、クレアはただモニターを注視する。

　その映像は鉄てつ舟しゆうの視点で、彼が装甲の中に入れた絵画を通し、通常のケーブルで送られていた。

　飛び降りた後の、玲音の姿は確認できない。

　続いて海に飛び込もうとした鉄舟を押し止とどめたのは、敵であるはずの梟ふくろう、鷹たか丸まる宝ほう泉せんだった。

　飛行能力を持つ彼が、鉄舟の代わりに海面へ飛び降りたが、その後の動きがわからない。

　クレアは必死で祈り続ける。

（玲音……玲音……お願いだから、無茶しないで……無事に帰ってきてくれればそれでいいから……！　皇帝とかキャラバンとか、そんなのどうだっていいから……！）

　今のクレアにとっては、それが偽いつわらざる本音だった。
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　トライハルトの化け猫──

　星ほし詠よみのエスハから貸与されたその力は、実際に玲音の命を複数回にわたって救ってくれた。

　だが最後の最後に、むしろ命の危機を招く決断をさせるきっかけとなった。

　海面を漂ただよいながら、玲音は召喚に成功した黒猫に必死で願う。

「た、頼む、猫さん！　俺をモニカのところに飛ばしてくれ！　前回の未払い分と合わせて、報酬は三倍──いや、五倍出す！」

　妹と皓こう月げつ達を連れてフィットネスジムへ移動した際には、玲音が気絶してしまったため、彼への報酬を払っていなかった。

　黒猫は思案顔で渋っている。

「五倍で足りないのかよ！　マグロでも寄よ越こせってのか!?」

　黒猫が肉球を口元に添え、そっと首を傾かしげた。

「……そうか。猫缶じゃなくて刺身か……？」

　即座に黒猫が、交渉成立の握手を求める。

　玲音がその手を握り返した直後──

　彼の体は一いつ瞬しゆんの違和感を経て、海中から空へと移っていた。

　眼前には銀色のショートヘアが見える。

　玲音がその身にしがみつくなり、モニカは驚おどろいた様子で眼を見開いた。

「……記録者!?　いつの間に……！」

　悠長に会話をする余裕はない。振り落とされれば一巻の終わりだった。

（記録者！　任せたぞ！）

〝任されたが、後で説教だからな！〟

　玲音れいんの手が、モニカのポケットの中にあった〝マリアンヌの宝石箱〟に触れる。

　気づいたモニカはすかさず顔を背そむけた。

「こ、この期ごに及んでジタバタするな！」

「一人で落ちろ、クズ──！　お前に皓こう月げつ姉ねえ様さまは渡さない！」

　錯さく乱らんしたモニカの言動に辟へき易えきしつつ、玲音は本音ではしたくもない口づけを必死に求める。

　モニカは空中で姿勢を変え、玲音を振り落とそうと体を揺らした。

「皓月姉様は、お前みたいな奴やつが好きなんだ！　だからお前は邪じや魔まっ！」

「根も葉もない誤解はよせ！　だいたい皓月は……皓月は死んだだろ！　張ちよう燕えんに殺された！」

　モニカの気配が一変する。

「姉様は……姉様は死んでないっ！　死んだのは影かげ武む者しや！　本物はいつだって……いつだって生きてるっ！」

　その体がぐるりと空中で回った。

　遠心力で振り回され、玲音の手が外れかかる。

　玲音は必死で願った。

（ね、猫さん！　俺とこいつを、どっか〝別の場所〟にっ！）

　曖あい昧まいな指定は意図してのものではない。咄とつ嗟さのことで、何も判断がつかなかった。

　玲音の願いどおりに、黒い球体が二人を包み込む。

　その直後──玲音の体は、湿った草の上に寝ていた。

　瞬しゆん時じに体勢を入れ替え、玲音は素早く、唇が触れるか触れないかの口づけを済ませる。

　心臓が、どくんと嫌いやな跳ね方をした。

　モニカの表情が、激げき烈れつな怒りを帯びたものに変わっていく。

「ク、クズ野郎……っ！　一度ならず二度までも……返せ！　私の石を返せ、馬ば鹿かぁっ！」

　皇帝の石も、見張り番の石も──ただの一瞬で、まるで夢から覚めるように〝宝石箱〟の中へと帰っていった。

　なおも暴あばれようとするモニカの四し肢しは、黒猫の足下から伸びた帯状の影によって完全に拘束されている。

「……なんだコレ？　つか、ここ……何ど処こだ？」

　玲音はようやく周囲を見回した。

　夜であることには変わりない。

　今までに見たことがないほど大量の星々が、空に瞬またたいている。

　足下は湿った草だが、自然に生えている芝生ではなく、収しゆう穫かくしてクッション状にまとめた工芸品だった。

　そして──玲音れいんとモニカの周囲には、らんらんと光る黄色い眼めが大量に並んでいる。

「ひっ!?」

　数十、あるいは百匹を超える程度の化け猫が、玲音とモニカをじっと見ていた。

　思わず尻しり込ごみした玲音の頭上で、聞き覚えのあるわざとらしい拍手が響ひびく。

〝やぁ、おめでとう。月つき代しろ玲音。どうやら君の勝ちだ。皇帝も存外、不ふ甲が斐いない──やはり本人と石とでは、そもそもの気合が違うのかな〟

「……あ─────……あんたか……」

　うんざりして、玲音は嗤わらうフードの占い師を見上げた。

　てっきり一人かと思ったが、その背後には青い髪の妙な娘が付き従っている。

〝あれ？　あまり驚おどろかないんだね？〟

　星ほし詠よみのエスハが、少しだけ残念そうに呟つぶやいた。

　玲音は冷めきった眼まな差ざしで頷うなずく。

「あんたのせいで、俺もみんなも散々な眼にあった。だけど、あんたの加か護ごのおかげで乗り切れた部分もあるしで……なんかすげービミョーな感じかな……強盗から一部だけ返金処理されて、恩を着せられた、みたいな？」

　エスハがくすくすと笑った。

〝酷ひどい喩たとえだけれど、言わんとしていることはわかる。まぁ、君はなんだかんだ言ってよくやった。記録者も──うん。これはそもそも、記録者と私の間で成立していた賭かけだ。確かに君は巻き込まれただけ──報酬がないというのは不公平だね。よし、望みを言ってごらん。私にできることなら叶かなえてあげよう〟

「……えー……」

　玲音は戸と惑まどった。

　悪あく魔まと契約するようで気分が悪い反面、叶えてほしい願いならいくつかある。

　記録者が脳内で呟いた。

〝やめておけ、玲音。君の直感が正しい。二割程度の確率で良いこともあるだろうが、八割方、こちらが損をするぞ〟

「……だ、そうだ。どうせ俺の頭の中、読めてるんだろ？」

　エスハがフードの向こう側で頷いた。

〝さすがに記録者は、私のことをよく知っている──君の望みを推測するに、「全すべての宿やど主ぬしを石から解放してほしい」とかかな？　実際ね、それは私にも不可能なんだ。リコルドリクという神の領分に踏ふみ込むことになる。唯一、それが可能なのは記録者だけ──もちろんモニカでもいいけれど、彼女も記録者の一族だから同じことだね〟

　玲音は座り込み、エスハとその背後の娘を睨にらみつけた。

「……あんたらの目的はどうでもいい。俺を巻き込んだことも……まぁいいや。だけど、これ以上、事態を引っかき回すのはやめてくれ。俺は普通の生活に戻る。学校通って、就職して、香か恋れんを嫁にやって──まっとうに生きていきたいだけだ。もちろん周りの連中にも関与してほしくない。叶かなえてほしい願いがあるとしたら……〝もう俺の人生設計の邪じや魔まをするな〟かな」

　エスハが肩をすくめた。

〝欲のない話だね……私から取引を持ちかけられたら、普通はもっと欲張るものだよ？　やっぱり君とは、あまり趣味が合いそうもない。その点、モニカ嬢じよう……君は違うはずだ。どうする？　私と何か、取引をするかい？〟

　モニカが無表情に転じた。

「……する。姉ねえ様さまを──皓こう月げつ姉様を生き返らせて。代だい償しようが必要なら、なんだってするから──」

〝おやおや……人体蘇そ生せいときたか。これは大変だ。フィクションではだいたい、禁きん忌きとされていてろくなことにならないよ？〟

　人を喰くったその回答に、玲音れいんは思わず額ひたいを押えた。

「そういうことか……皓月は一度死んだはずだって、祭さい夏か老ろうさんが言ってた。お前らが生き返らせたんだろ？　で、その代償として今回の騒そう動どうを起こさせた……違うか？」

　エスハが拍手をした。

〝すばらしい。ご明察だ。だけど、別に代償として強制したわけじゃない。私はただ、彼女が好みそうな情報を教えてあげただけ──そこから先の選択肢は、彼女自身が決めたことだ〟

「責任転てん嫁かって言わないか、それ？　原因の八割方を作ったのは、あんたのような気がする」

〝車を八割作った人間は、その車で起きた事故の責任を負うのかい？　妙な話だね〟

「欠けつ陥かんが原因ならリコールがかかる。その場合は作った奴やつの責任だよ」

　エスハが呵か々かと笑い出した。

〝君との言い合いはなかなか楽しい。趣味は確かに合わないけれど、私は君のことがけっこう好きになってしまいそうだ。またいつか、ぜひお会いしたいね〟

「……いえ。もう、ほんと……勘かん弁べんしてください……」

　玲音は思わず下手に出た。

　黒猫の一匹が、くいくいと袖そでを引く。

　すぐ傍そばに、黒い球体が完成しつつあった。

　どうやら元の世界に戻してくれるらしい。戻らなければ、彼らも報酬を得られない。

「……あんたにはまったく感かん謝しやしてないけど、この猫さん達には、割と本気で感謝している。なんだかんだで……一番必要な時に、ちゃんと来てくれたからな」

　玲音は、袖を引いた猫の顎あごを指先でそっと撫なでた。

　嚙かまれた。

「………………え？　気安く触るな？」

　エスハが真顔で応じた。

〝ああ、彼らは意外とプライドが高いから、気をつけて。あと、女性に触られる分には気にしないらしいけど、男相手にはそこそこ厳きびしい〟

「世せ知ち辛がらいな!?　神群といいこいつらといい、なんでそんな習性があるんだよ……」

〝いや、でもそういえば、美少年相手なら緩ゆるかったかな……？〟

「……顔か。結局は顔っすか」

　脱力して、玲音れいんは先にモニカを抱え上げ、黒い球体の中へ適当に放り込んだ。

「あっ！　てめぇコラ！　なにしやが……！」

「置いていくわけにもいかないだろ！　……ったく」

　玲音も続けて球体を通ろうとして、ふとエスハに嫌いや味みを言いたくなった。

「……そういやあんたの占い、外れて残念だったな。俺達が必ず死ぬとかって……まだ完全に終わったわけじゃないけど、俺もクレアも香か恋れんも、三人ともちゃんと生きてるぞ？」

　エスハが肩をすくめて、背後の青い髪の娘と共に笑い合った。

〝君は何もわかっていない──たとえ今からでも、君達が宝石箱の中のリコルドリクに願えば、揃そろって〝永遠の命〟を獲かく得とくできるかもしれないんだよ？〟

　思いがけない返答に、玲音は呆あつ気けにとられた。

〝だけど、君達はそれをしそうにない。あるいは、〝翁おきな居い夢ゆめ路じ〟の代わりにシャパニアを受け継ぐという展開もあったはずだけど、その道も選ばなかった。つまり、このままだと私の占いどおり──君達は三人とも、あと百年もしないうちに必ず死ぬ。百年にも満たない短い生を、せいぜい楽しむといい。途中で気が変わったら……またおもしろい夢を見られそうだね？〟

　不吉なことを言って、エスハ達の姿は霞かすみのように消えていった。

　しばらく呆ぼう然ぜんとしていた玲音は、猫の肉球に体を押されて我に返る。

「あ、う、うん。今帰る。えっと、念のため、出口どこ？　まさか太平洋のど真ん中とかじゃないよね……？」

　確認しようとすると、後ろから尻しりを蹴けっ飛ばされた。

　黒い球体を抜けていく、そのわずかな一いつ瞬しゆんに玲音の脳裏をよぎったのは、クレアや友人達の姿ではなく──何な故ぜか、顔の見えない〝記録者〟の後ろ姿だった。
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　プールサイドのベンチに座り込みながら、玲音れいんは英えい太た郎ろうと鉄てつ舟しゆうを相手に、夏の心構えを説いていた。

「だから、クレアは絶対白が似合うって！　白ビキニとかは素材勝負になるから普通は厳きびしいけど、クレアの場合はガチだからな!?　まあ、水着は露ろ出しゆつじゃなくて、シンプルさと清せい潔けつ感のほうが大事だって話もある。男ならビキニに目が行く、それは仕方ない。わかる。だけどな、ワンピースタイプのシンプルな水着を、ちょっと恥ずかしげに着こなす清せい楚そな雰囲気の子とか明らかに凶器だろ？　セパレートタイプでもさ、スポブラとトランクスみたいなボーイッシュな奴やつを、クレアみたいなスタイルで着こなされたら、そりゃ絶対ヤバいって。逆に露出ばっかのヒモみたいな奴、あれは風情がない。ダメ。ビキニでも、いやビキニだからこそ、布地の面積は大きめのほうがスタイルの良さが際きわ立だつよね。あとなんか、よくわからない構造の無駄に凝こった水着もなんだかな……ほら、ファッションショーとかに出てくるようなヤツ。ああいうのは全然そそらないよね。いかんよね。許されるのはせいぜいフリルまでだよね」

　うだるような真夏の日差しの中、英太郎が疲れ切ったようにぼそりとこぼす。

「……玲音。頼むから、姫ひ想そ華か達が来たらその話はやめような……？　フリルがどうこう以前に、お前の存在が許されなくなるからな？」

　鉄舟も深々と頷うなずき、やたらと重い溜ため息を吐いた。

「俺もな──この間の一件で、改めて玲音のことを見直したつもりだったんだが、なんだか最近、アレはやっぱり夢だったんじゃないかと思うことがちょくちょくあってだな……」

　玲音はけらけらと笑い、鉄舟の背中を叩たたいた。

「やだなー、鉄さん。実際、あの時のアレは気の迷いだって！　俺はもっとお気楽に、クレアのコスプレとか夢想しながら緩ゆるく楽しく生きていきたい！　もう二度とああいうヤバそうなのは御免だね！」

「あぁ、まぁ、それはな……俺も嫌いやだけどさ」

　英太郎の声がやや沈んだ。

　──石を手放した時。

　英太郎と姫想華は玲音の説得によって、同意の元で石から解放された。

　友人と口づけをするという悪夢からは逃れ、長めの握手でどうにか切り抜けたが、その後、英太郎も姫想華も、ついでにその妹の妃ひ奈な乃のまで、反動からの自己嫌けん悪おに陥おちいり、しばらくの休きゆう養ようを要した。

「厨ちゆう二に病びようから覚めた直後、的な」とは翁おきな居い貴たか音ねの弁である。

　妹の香か恋れんもどうにか同意の下で石を取り出せたが、その後のフォローについては思い出したくない。口づけを回かい避ひした代わりに、何な故ぜか添い寝の強要がしばらく続いたが、ようやく数日前から独り寝に戻ることができた。

　──香恋にとっての玲音は、兄であると同時に、父親と母親の役割すら担になっていた。

　幼い頃に甘えきれなかった反動が今になってきている──と、精神科医の神かみ竹たけには指摘されたが、彼の医師免許が偽ぎ造ぞうだと後になって知ったため、この指摘にも若干の疑問を禁じ得ない。

　宿やど主ぬし達の多くは、皇帝の敗北と皓こう月げつの死をきっかけとして、石を手放し元の生活へと戻っていった。

　ごねた宿主も一応はいる。

　実際のところ、まだ回収が済んでいない石もそこそこある。

　そのうちの一つについては、玲音れいん自身、身近にいるにもかかわらず、回収に二の足を踏ふんでいた。

「ごめん、玲音！　待った？」

　聞き慣れた可か愛わいらしい声に振り返るなり、玲音は左右の二人に水を向けた。

「な？」

「な、じゃねえよ……」

「だから、同意を求めるな……」

　クレアと姫ひ想そ華か、亜あ里り亜あ、更に香か恋れんと貴たか音ねの五人が、それぞれ眩まぶしい水着姿でそこに立っている。

　まさに白いビキニ水着を身につけたクレアは、その抜群のスタイルを惜しげもなく晒さらしつつ、やや恥ずかしげに身をひねっている。
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「お、おかしくないかな？　大丈夫？」

「いや、大丈夫じゃないレベルで可か愛わいい！　すげー可愛い！　もう天使以外の何物でもない！」

　手放しで賞しよう賛さんする玲音れいんに、姫ひ想そ華かや妹の香か恋れんからはじっとりと濁にごった眼まな差ざしが注がれた。

「あんたの誉ほめ言葉って、どうしてこう、見え見えの下心しか感じないのかしら……？　ある意味、才能よね……」

「……バカ兄貴」

　玲音は平然と聞き流しつつ、別の水着姿にも感想を漏もらす。

「つーか、貴たか音ねちゃん、プールでもそのウサミミつけてるの……？　可愛いけど、なんかバニーガールみたいで周囲の視線が……？」

「これねー。〝中身〟あるから外せないんスよねー……見たい？」

「……いえ。そういう事情でしたら、別に」

　騒そう動どうの後──玲音は、点てん心しん華か心しんで翁おきな居い詩し乃のと話す機会があった。

　彼女の首輪は、過去に飼っていた犬の形見だということ。

　そしてその首輪は、彼女の喉のどについた〝目玉〟を隠しているということを、淡々と告げられた。

　目玉云うん々ぬんについては到底信じられなかったが、詩乃はあっさりと首輪を外し、ぎょろりと瞬まばたきをする〝目玉〟を事も無げに見せた。

　玲音には、その衝しよう撃げきが今も残っている。

　キャラバンの異能者には、外見が変化するほどの影えい響きようを受けている者がそこそこいるらしい。

　彼らが人間社会で暮らすためには、やはりこうした組織が必要なのだろうと実感させられた。

　流れるプールで適当に流されながら、玲音は流れていった騒動後の日々を思い返す。

　宿やど主ぬしのうち、〝獅し子し〟の西さい条じよう雪ゆき菜なと〝拳けん闘とう士し〟の清せい家け翼つばさについては、その説得が難なん航こうした。

　相手を無条件に信頼させる〝青い狐きつねの文ふみ槻つき〟を介した説得すら通用せず、最終的には、両者とも眠らせた上で軽い口づけを済ませた。

　いくら相手が美人とはいえ決していい気はしなかったが、どうにか二人とも社会復帰している。

　ただし清家翼には、少しばかり変化もあったらしい。

　姫想華が隣となりのクレアに問い掛ける。

「そういえば、ニュースで聞いたんだけど……拳闘士の翼さん、女子のボクシングでオリンピック目指すって本当？」

「うん、私も冬ふゆ華かさんから聞いたよ。なんか、拳闘士の石で戦っていた時の充実感が忘れられないんだって」

「あー。まー、確かに拳こぶしだけでマシンガン相手に立ち回るのはかっこよかったけどねー……無茶すぎだわ」

　貴たか音ねが苦笑いを見せ、浮き輪に座った亜あ里り亜あも首を傾かしげた。

「五輪なぁ……それって、素人しろうとが二十代で始めてなんとかなるもんなの？」

　鉄てつ舟しゆうが頷うなずく。

「能力がなくなり、肉体的には常人になったと言っても──〝拳けん闘とう士し〟が積んだ命がけの実戦経験の記憶は、今も本人に残っている。実戦の経験値で考えればおそらく現役の選手にひけをとらない。それに元々、体育会系だったらしいからな。正直──パナンゾロンの装甲をグローブで砕かれた時には、その威力よりも、死角を突いてくるフォームと、懐ふところに潜もぐり込んでくる度胸に驚おどろかされた。後は本人次第だろう」

　亜里亜が空を見上げてぼやく。

「石の記憶をひきずって……かぁ。なんか不健全つーか、ちょっと違う気もするけどね」

　玲音れいんの見解は、亜里亜とは少し違う。

「なぁ、亜里亜。お前、中学の時って、どうしてクレアの護ご衛えいなんて引き受けたんだ？」

「え？　なんだよ急に……いや、そりゃ……まぁ、ダチだし？」

「それは護衛を引き受けてからの変化だろ？　最初のきっかけって、親に頼まれたとか家の都合とか、そういう話だったんじゃないのか？」

　亜里亜が曖あい昧まいに頷きつつ、クレアの頭を小こ突づいた。

「そりゃ……最初はそうだったけどさ。コイツ、いいヤツだけど危なっかしいから、だんだん本気でほっとけなくなってきて──」

「だろ？　きっと同じだと思うぜ、翼つばささんも」

　玲音は気の抜けた声で、独り言のように呟つぶやく。

「単なるきっかけってことだよ。家業を親から受け継いだりとかもそうだし、たとえば子供の頃に消防士さんに助けられて消防士を目指したりとか……そういう受け継ぎ方ってあるだろ。〝誰から〟受け継ぐかって、きっとあんまり問題じゃない。大事なのは、〝自分の意志で〟〝何を〟受け継ぐか──石の影えい響きようは否定できないけど、翼さんは結局、今の自分の意志で決めたんだろ。本人にしかわからないだろうけど、何か摑つかんだものがあったんなら、わざわざ手放さなくてもいいんじゃないか」

「……うん。そうだね」

　最初に頷いたのはクレアだった。

「私もそう思う。きっかけって──大事にしたいよね」

　亜里亜がまたクレアを小突いた。

「いや、お前は手放せよ……いつまで仕立屋の石持ってんだよ……それ、コスプレ専用の石じゃねーからな？　つか玲音もとっととキスくらい済ませろよ。なんでこいつだけ、いつまでも特別扱いなんだよ」

　玲音とクレアは、揃そろってあたふたと言い訳を始める。

「え。いや、だって、実害ないし、いろいろ便利だし……」

「そ、そうそう！　ファッションチェックとかいろいろ……！　その、ちょっと買いにくいような服も試せるし……」

　一同の視線が生なま温ぬるく転じた。

　亜あ里り亜あと姫ひ想そ華かが揃そろって問い詰める。

「……買いにくい服だ？　あ？」

「ちょっと待って。それはたとえばどういうもの……？　玲音れいん、貴方あなた、クレアにまた何か不ふ埒らちなことを吹き込んでる？」

「……兄貴、さいてー……」

「ち、違う！　俺は別に何も言ってない！」

「そ、そうだよ！　ほら、高い着物とか、試着できない通販の服とか、あとウェディングドレスとか……」

「へぇ……うぇでぃんぐ……？」

　貴たか音ねが抑揚のない声で繰くり返す。

　その意味に気づいたクレアがたちまち慌てふためいた。

「へ、変な意味じゃなくて！　女の子だったら着てみたいものでしょ!?　だけど普通はそうそう着られる機会とかないし、好奇心で……こ、好奇心で……」

　貴音が玲音の肩をつついた。

「お兄さんは見たんでしょ？　どうだった？」

「はい。何ど処こからどう見ても女神様でした……あ、いや！　違う！　見てない！　姫想華、その人を殺しそうな眼めはやめて！　やましいことはしてないから！　いや、実際は見ちゃったけど、何もしてないのは本当だし！　絶対！」

　玲音の言い訳を聞きながら、クレアがぽつりと呟つぶやく。

「やましいこと……しても良かったのに」

「え」

　わずかに頰ほおを染めたクレアの洒しや落れにならない冗談に、玲音は石化した。

　頭の隅すみで、記録者がくすくすと笑い出す。

〝玲音、いざという時には、私を誰か別の人間に預けておけ。それで一応、邪じや魔まは入らないぞ？〟

（よ、余計な気を回すなっ！）

　姫想華や妹の殺意が混ざった視線から逃げ、玲音は水に潜もぐった。

　たちまち英えい太た郎ろうと鉄てつ舟しゆうが呆あきれた声を漏もらす。

「あ。逃げやがった…」

「つくづく往おう生じよう際ぎわの悪い奴やつだな……」

　流れるプールにしばらく流されてから、玲音れいんは水面に顔を覗のぞかせる。

　それと同時に、いつの間にか真正面にいたクレアが素早く腕を絡めてきた。

　水に濡ぬれた艶つややかな肢し体たいを、動揺する玲音に柔らかく押し付けつつ──彼女はとびきりの笑顔を見せる。

「玲音、あっちのウォータースライダー、一緒に滑すべろ？　私、初めてなの！」

　快活にはしゃぐ彼女の金髪は水滴をまとい、陽光にきらきらと輝いていた。

　思わず見み惚とれた玲音の背中を、不意に亜あ里り亜あが蹴けっ飛ばす。

「うわ!?」

「きゃ!?」

「……あ。悪い。足がすべったわー。超すべったわー」

　ニヤニヤと笑う亜里亜の前で、体勢を崩くずした二人は完全に抱き合う格好となった。

　互いに顔を真っ赤にして、玲音とクレアはそのまましばらく硬直してしまう。

　相手の体温が素肌を通して伝わる中──玲音はいつの間にか、無意識のうちに彼女をそっと抱きしめていた。
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「あったまくろぐーろ、まぐろてっかてーか、そーれがどーしたー、ぼくくろとーらくんー♪」

　黒い獣けものの着ぐるみは、何ど処こかで聞いたような節回しで歌いつつ、喫茶店のいかついマスターに話しかけた。

「今のはですね、鮪まぐろと鉄火をかけているんです！　というわけで鉄火丼一丁！」

「………………うちは紅茶がメインの喫茶店だ。空気を読め」

　北海道文ふみ槻つき病院──

　その敷しき地ち内に併設された喫茶店、〝黒くろ猫ねこ亭てい〟は、病院を訪れる患者達にとってちょうどいい時間潰つぶしの場となっていた。

　店を運営するのは、片足が義足のマスターと、彼のサポートをする若い娘である。

　とはいえ、マスターは紅茶の淹いれ方もろくに知らないため、現状では皿洗いくらいしかまともにこなせない。

　看板娘に頭が上がらないそんなマスターに、くろとらくんは無茶な要求を重ねる。

「北海道くんだりまで来て海鮮系のメニューがないとか何事ですか！　羽は矢や多たさんは北海道を舐なめるにもほどがあります！　じゃあ熊くま鍋なべ！」

「……お前のほうがよほど舐めていると思うんだが、もう一度言う。ここは病院併設の〝喫茶店〟だ。せめてまず紅茶を注文しろ」

　二人のやり取りにくすくすと笑っていた看板娘が、作りたての海鮮サンドイッチをテーブルに置いた。

「とりあえずこれでいいかな？　くろとらくん、玲音れいんくん達は元気にしてるの？」

「はい！　あっちはリア充全開で爆ばく発はつ寸前です！　静しず枝えさん達もお元気そーで安心しました。いや本当に、一時はどーなることかと──」

　客船上で片足を切断され、全身に銃じゆう弾だんを受けた羽は矢や多た寿とし宗むね──その瀕ひん死しの彼と、茫ぼう然ぜん自失の十と和わ田だ静枝を〝神医の有う楽らく原ばら〟の元へ運んだのは、騎き士しのくろとらくんだった。

　彼は羽矢多達を乗せて海上を駆かけ抜け、救命艇の一隻せきに待機していた有楽原と交渉し、死にかけていた羽矢多を救った。

　その恩義があるために、羽矢多もあまり邪険にはできない。

　くろとらくんの隣となりでにやにやと笑う作さ務む衣えの男が、そのサンドイッチを一つ横取りしつつ、追加の情報を加えた。

「ありゃもう時間の問題だな。もしかしたらお前らより早いかもしれん」

「あら、それは……たいへんですね、あなた」
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　羽は矢や多たが苦笑いで応じる。

　義足を取り付けた後──十と和わ田だ静しず枝えは、羽矢多のリハビリを甲か斐い甲が斐いしく世話してきた。

　その日々の中で、朴ぼく念ねん仁じんの羽矢多もようやく道理を悟ったらしい。

　片足を失った羽矢多寿宗は、実戦部隊の継続を諦あきらめ、この地に移住した。

　石の影えい響きようとはいえ、水みな門と市側ではキャラバンの裏切り者として風当たりが強い。皇帝の石を得ていた静枝についてもそれは同様で、ほとぼりが冷めるまでの暫ざん定てい的な移住だったが、水が合ったのかむしろ伸びやかに生活できている。

　夢ゆめ路じがサンドイッチを食べつつ、しみじみと頷うなずいた。

「ま、なんにせよ──収まるところに収まって良かったな。おい、くろとら。俺は香か夜や子こに挨あい拶さつしてくるから、お前はここで待ってろ」

「あ！　ぼくも行きたいです！　香夜子先生のおっぱいが成長していないことを確認しに！」

「…………メスで刺されるぞ？」

　羽矢多の経営する喫茶店を後にして、夢路とくろとらくんは病院内へと移動した。

　入院患者や医師達の視線を集めつつ、案内を経て院長室に入ると、そこには三十代そこそこの女医が座っていた。

「どーも、夢路さん。と……白はく？　ネイ？　今話してるのはどっち？」

「二人一組です！　てゆーか……なかのひととかいないので！　仮にいたとしても黒くろ田だ虎とら子こさんという謎なぞの人物なので！」

　くろとらくんがもぞもぞと頭を取った。

　その中には正真正銘、誰もいない。

　ただ、背中部分に一枚の風景画が張り付けられており、その絵から伸びたゴムのような線が、額ひたいの裏側についた青い石につながっている。

　更にその青い石からは、全身の関節を動かすための筋肉のような線が配されており、絵の向こう側から操そう作さできる態勢が整っていた。

　くろとらくんを操あやつる青い石は、〝操そう神しん珠じゆ〟という。

　その正体は単なる石ではなく、ある異能者の体の一部だった。

　体の一部であるがゆえに、騎き士しの石を宿したその影かげからは〝影の馬〟を出すこともできる。

　夢路が軽く頭を下げた。

「香夜子、羽矢多と静枝の件、手間をかけて悪かったな。あれだけの騒そう動どうを起こしちまったから、向こうにはどうも居づらくて──」

「いいわよ、別に。うちの父さんにも頼まれたし──なんか、クレアの彼氏の後見人なんだって？　ま、遠い親しん戚せきみたいなもんだと思えばね。つーか──夢路さんもよくやるわよね。詩し乃のをほうってボランティア？」

　ソファに腰掛けながら、夢路は嘆たん息そくした。

「……そんなんじゃねえよ。こいつはまぁ、無能な俺なりの、なけなしの意地だ」

　煙管キセルで肩を叩たたきつつ、彼は老人の眼めつきへと転じる。

「……この間の騒さわぎで、俺は月つき代しろ玲音れいんってガキと会った。まぁ、メリアのお気に入りってことで、名前だけは知っていたんだが──本当に、何の能力もないただのガキだった。昔の俺を思い出しちまうくらいにな──」

　香か夜や子こが微ほほ笑えみ、コーヒーを差し出す。

「夢ゆめ路じさんって好きよねー、無力なのに頑張る子。私なんかは〝無理すんな、引っ込んでろ〟って言っちゃうタイプなんだけど」

　夢路は自じ嘲ちようするように笑った。

「強い力がないから、何もできない──だから何もしないってのは、なんか違うと思うんだよ」

　くろとらくんが無言で頷うなずいた。

　夢路は彼の肩を叩きつつ、滔とう々とうと話し続ける。

「能力がないなら……それを自覚しているならなおのこと、なけなしの全力でもって必死に抗あらがえばいい。スマートにあっさり諦あきらめて何もしないまま死んでいくのも人生なんだろうが、俺はごめんだ。泥臭いと言われようが間抜けと言われようが、一人でも多くの異能者に〝まとも〟な人生を送らせてやる──俺の昔の仲間には、悲しくて、つらくて、泣きながら死んでいった奴やつらが大勢いる。あいつらのような思いはもう誰にもさせたくない。少なくとも、俺の目が届く範はん囲いの異能者には──是が非でも平へい穏おんに暮らしてほしい。キャラバンってのは本来、そのための組織だった──」

　くろとらくんが首を傾かしげた。

「〝自分の身を守るための組織〟って言ってたのは、アレはやっぱり噓うそなんです？」

「いや、噓じゃねえよ。俺だって……まともに生きたい異能者の一人だ。俺と、俺を信じて集まってくれた連中が、少しでもまともに世間と折り合っていけるように──間違っても、異能者と一般人とが殺し合うような状況にさせないために、キャラバンは存在している。実際、危険思想を持っている奴もいるから、キャラバン幹部の肩書は、そいつらにつける首輪代わりって面もある。御山の大将争いをキャラバン内で完結させて、外には波及させない……そのためにも、派閥ごとに少しは争いがあったほうがいいくらいだ。こいつは、山やま之の内うちやカーマインも同意していることだけどな」

　香夜子がけたけたと笑った。

「似合わねー！　なに？　天下三分の計ってヤツ？」

「そこまで大層なもんじゃない。苦肉の策ってところだ」

　溜ため息混じりに応じておいて、夢路は声を潜ひそめる。

「──幹部連中にも通達してあることだが、お前にも話しておく。今回の、皇帝復活に関かかわる騒そう動どうな。皇帝は封じたが、行方ゆくえの知れない石が、まだいくつかある。中でも──ちょっとヤバいのが野放しだ」

「へえ？　初耳ー」

「他言無用だ。ここでは羽は矢や多た達が世話になっているから、万が一ってことも考えて言うが……〝詐さ欺ぎ師し〟って石だ。人に一つだけ、〝噓うそ〟を信じ込ませるっつー──まぁ、地味なんだか強力なんだかよくわからん石だ。心の隅すみに留とどめておいてくれればいい」

　香か夜や子こは気安く頷うなずいた。

「ん。おけ。憶おぼえとく。で、何？　今日の話はそんだけ？」

「いや…………実は文ふみ槻つきからな。新しい見合い写真を預かって──いや、あいつから渡すとお前が受け取らんらしいから、仕方なく俺が……」

　歯切れの悪くなった夢ゆめ路じに対し、文ふみ槻つき香夜子は満面の笑みを浮かべ──

　あくまで簡かん潔けつに、かつ頑かたくなに言いはなった。




「か、え、れ」








了












　あとがき




　こんにちは、渡わた瀬せです。

　この三巻を書き上げてから気づいたのですが、くろとらくんとトライハルトの眷けん属ぞくの共演シーンをうっかり入れ忘れていました。

　三百匹の眷属を従えたくろとらくんが、某スパルタカスのようにペルシア帝国……ではなくて食い放題の店を強きよう襲しゆうし、（経営者が）阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵図に陥おちいるという一大スペクタクルになるはずだったのですが──

　よくよく考えてみると、その細かな描写と三百匹に及ぶ眷属達の思惑とか性格とか餌えさの好みとか人間関係ならぬ猫関係を筆記した時点で、どう考えても三百ページは超えてしまう計算になるため、無意識のうちに忘れたふりをしていたのかもしれません。こういうのを逃とう避ひ行動、あるいは防ぼう衛えい機制と言うらしいです。

　………………三匹くらいならいけたでしょうか（遠い眼めで）




　そんな妄言はさておき、自分の遅筆＆腰痛等の諸事情により、春刊行の予定がこんな夏前にまでズレこんでしまったのですが……ストレンジムーン三巻、こうしてどうにかお届けできました。遅れてしまって本当に申し訳ありません。

　しかも〝皇帝〟や玲音れいんに関するエピソードはこれで完結なのですが、キャラバンにとっては不ふ穏おんな要素がまだ残っている気配もあり──？

　そのあたりは、パラサイトムーンからストレンジムーンへとつながったように、また別の作品でこっそり回収できたらいいなぁとも思っています。

　そのプロットが通るように改めて頑張りたいところなのですが、ただその前に陰おん陽みようノ京みやことか新作等もなんとかしないとそろそろマズい、という事情もありまして──ただでさえ要領の悪い自分には、いろいろと時間が足りていません。不ふ甲が斐いない限りです。




　そんな情けない作者ではあるのですが、それでもこうして旧作と関かかわりの深い本をお届けできたことはやはり嬉うれしく──また旧作をご存知の方から「懐なつかしい！」と喜んでもらえたことも嬉しく、この三巻も書き終わるのが惜しいような心持ちで進めていました。

　物書きとして、「新規の読者さんにも読んでほしい」「古くからの読者さんにも喜んでほしい」という二つの思いはだいたいいつもあるのですが、同時に「新規の読者さんがついてこられないような話は避さけたい」という思いもやはりあります。

『ストレンジムーン』の当初の方針も、それに準じたものだったのですが──ことこの三巻に至って、正直なところ、パラサイトムーンとの関係性が強くなりすぎたかという反省もあったりします。

　実際、いつも以上に書き直しを重ねて幾度も迷ったのですが、これはもう旧作の読者の方へのサービスとかそういった話ではなく……もっと単純に、自分の中で押し込めていた「パラサイトムーンの頃に書き切れなかった部分を、この機会になんとか書いておきたい！」という欲が湧ゆう出しゆつした結果です。

　そんな我わが儘ままな！　と怒られそうなのですが、ここ数年、「書ける時に、書きたいものを書いておいたほうがいい」と改めて考えてしまう機会が幾度かあり──紆う余よ曲きよく折せつを経て、こういう形になりました。

　もちろん最低限、新規の方にも楽しんでもらえるように書いたつもりなのですが、それでも「フェルディナンってどういう存在？」とか「くろとらくんの中の人ってどういう人？」的な疑問は残ってしまうかもしれません。

　その場合にはぜひ、パラサイトムーンのほうもちょっとチェックしてみていただければ幸いです。




　さて、多数のキャラが出てくる今作では、絵師の桑くわ島しま黎音れいんさんにたいへん力になっていただきました。

　主人公と名前の読みが同じ！　という想定外の偶然に驚おどろきつつ、毎回イラストを拝見できるのが本当に楽しみで、特に玲音れいんとクレアの微ほほ笑えましくも初うい々ういしいカップルぶりは鉄板でした。

　旧作からの登場人物についても、「だいたい八年後」ということで大人っぽくアレンジをしていただき、特に一作目の主人公だった希き崎ざき心しん弥やの成長ぶりには作者も感服した次第です。「あの時の高校生がいまや！」的な。

　漫画等のお仕事でもお忙しい中、三冊にわたって魅み力りよく的なイラストで華を添えていただき、ただただ感かん謝しやです。

　それから、この企画を通していただき、また執筆中も根気強くサポートしてくださった担当氏にも──

　毎度のように遅れてしまい申し訳ありません……！

　昔は睡すい魔まを相手にもそこそこいい勝負をできていたのですが、最近は椅い子すの上であってもあっという間に意識を刈り取られてしまい、反省することしきりです。




　なお、このストレンジムーンについては電子書しよ籍せきで短編も配信中です。

　白雪姫（？）をベースにしたような気がするカオスなコメディ短編、『クレア姫と七匹のくろとらくん』、及び、狼おおかみさんよりヤバい気配が漂ただよう『くろずきんちゃん』という、どちらもくろとらくんが中心の、本編とはあまり関係ないお話となっています。

　電でん撃げき文庫マガジンの電子書籍版に載のっているのですが、こちらは期間限定配信らしいので、時期によっては各作品ごとのバラ売りになっているかもしれません。

　実際のところ、現時点では時期とかいろいろ未定なようで、自分にもよくわかっておらず──曖あい昧まいですみません。




　この『ストレンジムーン』はこれにて完結となりますが、迷めい宮きゆう神しん群ぐんが関かかわるお話そのものは、ぜひまた書ける機会があればと思っています。

　それではまた、他の作品でもお目にかかれることを祈りつつ──
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[image: 余章　記録者の見た夢]







　牧草の茂る小高い丘で、〝記録者〟はうたた寝をしていた。

　草をベッドに、鞄かばんを枕まくらにして、彼女はしばしの幸福な夢に浸ひたる。

　夢は幻まぼろしにすぎない。

　だが、〝だから現実とは無関係だ〟とまでは言えない。

　夢に見たのが過去の記憶ならば、それはかつて「現実にあったこと」の反はん芻すうであり、決して無関係とは言い難がたい。

　またその逆に、未来に起こり得る可能性を夢の形で見ることもある。

　予知夢などという大それたものではなく、たとえば猫を拾って飼う夢を見た後に、たまたま本物の猫を拾うといった程度の偶然はあるかもしれない。

　その時に、「夢で見たから、これは運命だ」とでも本人が思い込めば、その夢は現実の行動に影えい響きようを与えたことになる。

　夢は現実の延長線上にあり、夢が覚めた後には現実がある。

　その意味で、〝記録者〟がたった今、うたた寝の中で見た夢は、確かに〝現実〟へ干渉する要素をはらんでいた。

　やがて眼めを覚ました彼女の傍そばには、一人の老人が腰をおろしていた。

　威い厳げんと活力に満ちた彼の眼まな差ざしは、何な故ぜかいつも哀かなしげで、この世界ではない何ど処こか遠くを見ている。

　傍かたわらのその老人──〝皇帝〟ブロスペクトに向けて、記録者は小声で呟つぶやいた。

「皇帝……夢を見ていたよ」

　記録者は寝起きの眼を細め、高く澄すみわたった青空を見上げる。

　その向こう側には広大な星々の世界が広がっているが、昼間の今は、ただ青いだけで他に何も見えない。

　夜になると瞬またたき始める光の粒、その一つ一つが自みずから光を発する巨大な星である。

　その先の世界を覗のぞいてみたい──とは、記録者は思わない。

　彼女はただ、仲間達とともにここにいたい。

　記録者は話し続ける。

「──空の色以外、今とは何もかもが違う遠い未来に──私達がもう一度、集まって馬ば鹿か騒さわぎをする楽しい夢だった。少しだけ、哀しくて寂しいけれど……でも、いい夢だった」

　ブロスペクトがわずかに笑った。

「夢、か──私などは、今のこの状況こそが夢ではないのかと思うことがある」

　記録者は思わず吹き出した。

「殊勝なことを言うじゃないか。そんなに幸福を実感しているのか？　あまりそうは見えないが──」

「……そうかね？　まぁ、そうかもしれんな」

　皇帝は呵か々かと豪快に笑う。

　キャンプの一いち隅ぐうから、仲間が皇帝を呼ぶ声が聞こえた。

　皇帝は、記録者の髪をくしゃりと撫なでてから立ち上がる。

「記録者、いつまでもこんなところで寝ていると風か邪ぜをひくぞ。せめて馬車に戻れ」

「ん──もうしばらくしたら戻る」

　記録者は旅空の青さに眼めを休ませる。

　離れた皇帝と入れ替わりに、赤毛の〝司祭〟がすぐ傍そばに立った。

　彼は余人に聞こえぬよう、ごく小さな声を寄よ越こす。

「……記録者。違うと思うよ」

「違う？　何がだ？」

　その急な指摘が、記録者には何のことだかわからない。

　司祭は困ったように微ほほ笑えみ、記録者をじっと見下ろした。

「皇帝と話していた〝夢〟のことさ。皇帝が〝今の状況を夢かと思うことがある〟って……そんな感じのことを言っただろう？　君はそれを〝幸せな夢〟と勘かん違ちがいしたようだけれど──皇帝にとって、今の世界は〝妻子を失った悪夢〟の続きだ。彼は今も、覚めない悪夢の中でもがき続けている──」

　司祭の指摘に、記録者は目め許もとを歪ゆがめた。

「……なんだ、皇帝の言葉はそういう意味か──勘違いをしたな」

　それ以上、記録者は何も言えない。

　司祭は遠い眼をして微笑んだ。

「もしかしたら彼にとって、私達は寂しさを紛まぎらわす家族の代替物なのかもしれない。それならそれでいい。似たような理由で共にいる者が、この場には多いはずだから──君も、ブロスペクトのことを父親のように感じることがあるだろう？」

「どちらかといえば祖父と孫のような感覚だが、まあ、そうだな。血のつながりはなくとも〝家族〟には違いない……ん？」

　記録者の胸元で、首から吊つるした皮袋がわずかな反応を示した。

　その中には、黒い小さな〝宝石箱〟が入っている。

「どうした、リコルドリク？　外に出たいのか？」

　問いかけつつも、記録者はその可能性がほぼ皆かい無むに近いことを知っていた。

　神たるリコルドリクにとって、宝石箱は居心地のいい寝床である。外側の薄うす汚よごれた世界になど、彼はほとんど興味を示さない。淡水の水場で遊ぶことは確かにあるが、飽きればすぐに宝石箱へと戻りたがる。

　案の定、宝石箱の中からは拒絶の意志が返ってきた。

　どうやら記録者に構ってほしいだけらしい。

「まったく……子供というか、子犬みたいなやつだな」

　苦笑しつつも、記録者は黒い宝石箱をそっと手のひらで包み、そこに祈りを捧げる。

　皇帝一派の異能者の多くは、記録者の祈りにより、リコルドリクから異能を〝借りて〟いる。生来の異能者である皇帝は別だが、獅し子しや拳けん闘とう士しの戦せん闘とう力りよくも、城主が出し入れする亜空間の城も、雷らい撃げきを放つ司祭の杖つえも、梟ふくろうの飛行能力や語かたり部べの読心能力も、すべてがリコルドリクの加か護ごによって発現した力だった。

　その威力と応用力は、まさに〝神の力〟と呼ぶしかない。

　司祭の青年は、祈る記録者をじっと見た。

「リコルドリク、か……人間にとって恐ろしく都合のいい存在だが、それも〝君〟という巫み女こがいればこそだ。皇帝にとって、君の存在は生命線だな」

「そうか？　皇帝の力は皇帝のものだし、彼の殲せん滅めつ力りよくには他の者が束たばになっても届かない。皇帝は一人でも皇帝だ」

「だが、彼も〝人間〟だ。殺せば死ぬし、寿命には勝てない」

　司祭の不ふ穏おんな言葉に、記録者はやや驚おどろいた。

「それはそうだが……意外だな。貴方あなたはもっと、皇帝を盲信しているかと思っていた」

　司祭は寂しげに微ほほ笑えんだ。

「もちろん信じているよ。彼は近い将来──暴走を始める。永遠の命とまでは言わずとも、君達を守れるだけの〝時間〟を求めて、天寿に抗あらがうためにあらゆる手段を講じようとするだろう。家族を守れなかった過去を、もう二度と繰くり返さないために──そうなることを、私は確信している」

　不吉なその予言に、記録者は眉まゆをひそめる。

「永遠の命だと？　そんなもの──」

「もちろん永遠の定義によるが……神群には、それが可能かもしれない。少なくとも、数百年、数千年、数万年程度なら彼らにとってはごく一いつ瞬しゆんだろう。皇帝はいずれ──君とリコルドリクにそれを要求するだろうね。その時、君はどうする？」

　記録者は半身を起こした。

　澄すみわたった青空は、端はしの方から群ぐん青じよう色に転じつつあった。

　そろそろ夜が近い。

　日が沈み、そしてまた昇る──それは何も、太陽の運行に限った話ではないはずだった。

「永遠の命、か──淡い憧あこがれがないといえば噓うそになる。だが、やはりそれは地じ獄ごくの一種だろう。周りの人間達がどんどん死んでいく中、自分一人が生き残って、それでどうなるのかという思いもあるし……私には少々、荷が重い。寂しがりの皇帝にそれを背負わせるのも嫌いやだし、私にできるのはせいぜい──〝夢を見ること〟くらいか」

　──数ヶ月前から、記録者の脳裏にはやや不穏な思考が生まれていた。

　自分や仲間達の〝能力〟を、遠い未来に向けて、リコルドリクの中に〝保存〟する──

　彼女にその案を吹き込んだのは、星ほし詠よみのエスハと名乗る奇妙な占い師だった。

　彼は記録者に、〝可能性の芽を残しておくべきだ〟と告げた。

　もしもキャラバンが皇帝に勝利し、その後に暴走を始めた時──宝石箱に残した仲間達の力が、抑止力として働くかもしれない。

　そんなことが本当に可能なのかどうか、記録者はまだ確認していない。だが、リコルドリクならば実現してしまいそうな気もする。

　先程まで見ていた夢も、そんな未来の光景だった。

（エスハに背中を押されるようで癪しやくだが──やはり、試す価値はあるか）

　同時に彼女は、こうも決意する。

（もしも──もしも皇帝が、不要な時代に目覚めてしまった時には──〝私〟が彼を止めなければならない……）

　そんな状況が来ないことを祈りつつも、彼女の思考は既すでに、〝仲間達の力を残さない〟という選択肢を排除していた。

　キャラバンが暴走した時のための抑止力──

　それは所しよ詮せん、建前にすぎない。理由としては大義もあり、仲間達も納得させられるはずだが、彼女の本音は別のところにある。

　記録者は、ただ──今の仲間達に、また会いたい。

　キャラバンとの戦いが激はげしくなるはずの今後、おそらくは仲間達にも犠ぎ牲せいが出る。

　これから保存するはずの〝石〟はコピーのようなもので、決して本人ではない。理性でそうわかっていても、記録者にできるのは〝記録すること〟である。

　言ってみれば、これから彼女がしようとしている行為は、戦力として転用可能な〝アルバム〟を作ることにも等しい。

　思い出の写真を見るようにして、これから死んでしまう仲間達にもまた会える──その保証は、若い記録者にとってあまりに甘美で抗あらがい難がたいものだった。

　やがて視界は、青空から夜空へと転じていく。

　星々と白銀の満月が空に見え始めた頃、司祭がぽつりと呟つぶやいた。

「記録者。皇帝は……いずれ狂うよ。それは間違いない。だから覚悟だけはしておいたほうがいい。君は子供の頃から彼の傍そばにいるから、きっと──つらい決断をすることになるだろう」

　司祭の言葉に、記録者は首を傾かしげた。

「……君はもしかして馬ば鹿かなのか……？　皇帝の側近である私にわざわざ言うことではないし、そもそも……君自身がそう確信しているのなら、とっとと逃げ出すべきだろう。沈む船と心中するほど酔すい狂きようでもあるまいに」

「……きっと、君と似たような理由だよ」

　司祭は軽く肩をすくめ、記録者に聞こえぬほどの小声を紡つむいだ。

「……あの寂しい男のことが──私は、嫌きらいじゃない」

　満月の光を浴びて呟つぶやく司祭の横顔は、記録者の眼めに、何な故ぜか別人のように見えていた。
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昭和五十三年型横浜製。前巻の著者近影に動くモップを載せたのですが、動いているシーンではなかったのでただのモップだと思われてしまった可能性に気づきました。というわけで証拠写真をば──ちゃんと動いてます。侮れない機動力でした。
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イラスト／桑くわ島しま黎音れいん

新潟県出身、埼玉県在住。

ニーソとロングヘアが大好きな絵描き。

主人公の名前に運命を感じました。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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